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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　Prologue　【序じよ幕まく、騎き士しと賊ぞくのソネット】









Episode 13a







　荒あれ果てた砂すなの大地のただなかに、城じよう塞さいのような大たい樹じゆがそびえ立っている。


　ゴツゴツとした巨きよ岩がんのような根元から枝えだの先まで、ゆうに五〇〇メートルはある。大小の枝が石いし造づくりの家々を支ささえ、空中に市街が築きずかれていた。市街の周りを、あたかも波間をぬうように、小船がゆったりと宙ちゆうを泳いでいる──


　グリモアリスの都、星樹ポータルだ。


　市街の中ほどには、ひときわ大きく、ひときわ目立つ船着場があった。ずらりと並ならんだ小船のかたわらで、黒いコートの漕こぎ手たちが思い思いの格かつ好こうで客を待っている。仲間と無む駄だ話ばなしに花を咲さかせる者もいれば、軽い食事を口にする者もいる。


　ふと、その中の一人が顔を上げた。近付いてくる者に目を留とめ、気さくに声をかける。


「おう、軋軋ギシギシ。久ひさしぶりだな」


　声をかけられた少年は、うるさそうにそちらを向いた。


　うっすら翠みどりがかった銀色の髪かみが、彼の気き性しようを示しめすかのようにツンツンと逆さか立だっている。相変わらず不ふ機き嫌げんそうな顔つきだが、かつてのように『やり場のない鬱うつ屈くつ』が原げん因いんではない。どうやら本当に差し迫せまった問題があるらしく、鋭するどい双そう眸ぼうには緊きん張ちようの色があった。


　彼は人界行きの装そう備びをしていた。


　両手の薬指には指輪がきらめいている。からみ合った二匹ひきの蛇へびが互たがいの尾おを嚙かむ独どく特とくの意い匠しようは教誨師グリモアリスの証あかし〝プルフリッヒの振ふり子〟。腰こしの長ちよう剣けんは同じく教誨師の必ひつ携けい装備〝エンメルトの利剣〟。どちらも、人界での行動をサポートするアイテムだ。


　少年はつかつかと歩いてくると、挨あい拶さつもなしに小船に乗った。


「列柱庭園ターミナルだ」


　ぶすっとして行き先を告げる。


「何だお前、また人界にご出しゆつ勤きんか？」


　漕ぎ手は特に気を悪くするでもなく、櫂かいを手に取りながら、意外そうに言った。


「姫ひめさま付きの衛えい士しになったんじゃなかったのか。人界派は遣けんはお役やく御ご免めんだろ？」


「面めん倒どうからは解かい放ほうされたつもりだったんだがな。今度は別の面倒に巻まき込こまれちまった」


「へえ。まあ、ともかくこっちも仕事だ。さっさと送り届とどけちまうとするか」


　ふわりと小船が宙に浮うく。漕ぎ手が櫂を手の中で回すと、小船はすべるようになめらかに、船着場を飛び出した。


「それにしても、お前が衛士さまとはねえ」


　感かん慨がい深げにつぶやく。それから、からかうように笑った。


「下級官かん吏りの青二才が、えらく出世したもんだ。これで老後も安あん泰たいだな？」


「チッ。そんなお気楽でもねーんだよ。あのわがまま姫さんのご機嫌取りまでさせられるんだぜ。その上、今度の職しよく場ばは、下手すりゃこっちの命まで危あぶねーんだ」


「そりゃあまあ、命を張はるのが衛士だろ」


「違ちがう。アネモネにケンカを売るようなバカはいねーだろ。そうじゃなくて、ご機嫌を損そこねると即そく座ざに雷いか霆ずちが飛んでくるのさ。このあいだなんか、人界の氷こおり菓が子しが欲ほしいってダダこねてよ……オレは渡航許可アクセスライツもなしに人界へ行かされたんだぜ」


「ははは、菓子欲しさに密みつ航こうか。そりゃあいい！」


「笑い事じゃねーよ。オレはドラセナさまにさんざんお叱しかりを受けたんだ」


「まあ、姫さまにもいろいろとおありなのさ。気晴らしくらい付き合ってやれ」


「……いろいろ？」


　漕ぎ手は声を潜ひそめ、ささやくように言った。


「議長閣かつ下かがアネモネの領りよう地ち召めし上げを画かく策さくしてるって話だ。それでなくても、姫さまはおつらい立場なんだぜ。麗れい王おう六りつ花かという高こう貴きなお生まれでありながら、人界に行かれることもある。貧びん乏ぼう貴き族ぞくの子女ですら、ほとんど書類で済すましちまうってご時世に」


「……ふん、言われるまでもねーよ」


　何せ、その人界で遭そう遇ぐうしたのだから。


　初めて顔を合わせたときのことを思い出して、軋軋は渋じゆう面めんになった。相手が王族（それも自分が所しよ属ぞくする星樹ポータルの支し配はい者しや）とも知らず、無礼な言動を繰くり返した自分──。気位の高いあの姫を相手に、よくもそんな命知らずなことができたものだ。


「……あれで麗王六花の姫君とはな。ちっとも王族らしくねー。どこぞの下級刑けい吏りかと思ったぜ。おまけに仕えてみりゃ、気は強いし、わがままだし、世間知らずだし」


「ま、確たしかにはねっ返りだが、あれでお優やさしいところもあるんだぜ」


「たかが氷菓子欲しさに、衛士を密航させるようなお方がか？」


「親しみやすくていいじゃないか。俺おれは好きだよ。低し層た育ちのお前は知らないだろうが、若わか君ぎみがいらした頃ころは今ほど外出嫌ぎらいじゃなくてな……。よくこの船着場で若君のご帰き還かんを待ってたもんさ。従じゆう者しやも連れず、町まち娘むすめみたいな普ふ段だん着ぎでな」


　思い出しているのか、しみじみとした口調になる。


「あの頃は、もっと明るいお顔をされてたもんだが……」


　漕ぎ手は不意に真顔になり、じっと軋軋を見た。


「護まもってやれよ。俺らの姫さまだ」


　軋軋は舌した打うちした。そして、ぼそりとつぶやいた。


「……言われるまでもねーんだよ」


　長刀を握にぎる手に力をこめる。


　そう──自分は姫君を護るために、人界へと赴おもむくのだから。







Episode 13b







　冷たく、暗い、石いし壁かべの牢ろう獄ごく。


　肌はだ寒さむく、しかし凍こごえるほどでもない。湿しつ気けを含ふくんだ空気は重く、水みず臭くささを漂ただよわせている。


　かなり高いところに、明かり取りのための小さな窓まどがある。そこから差し込む弱い光が、その下の囚しゆう人じんの姿すがたを浮かび上がらせていた。


　囚人は、素す足あしのままだった。


　薄うす絹ぎぬ一枚まいの下に、ほっそりとした輪りん郭かくが透すけている。漆しつ黒こくの髪はそれ自体が絹のようで、やわらかく肩かたから流れ落ちる。雪のように白い手足に、鋼こう鉄てつのかせが食い込み、見るからに痛いた々いたしい。かせには複ふく雑ざつな紋もん様ようが施ほどこされ、その紋様が脈みやく打うつように赤い光を放っていた。それは物理的な破は壊かいを許ゆるさない、霊れい的な力をもった拘こう束そく具ぐだった。


　ふと、牢獄の中央に揺ゆらぎが生じた。


　揺らぎは次し第だいに大きくなり、影かげを生じ、人ひと形がたを取り始める。しばらくののち、そこには小こ柄がらなグリモアリスがひざまずいていた。


「鈴すず蘭らんさま」


　囚人は驚おどろいたふうもなく、けだるそうに顔を上げた。


「……どなたかしら？」


「眩クララとお呼よびくださいまし、鈴蘭さま」


　そう言って笑ったのは、幼おさない少女の姿をしたグリモアリスだった。


　自みずからが埋うずもれそうなほど長い巻き毛にくるまっている。蜂はち蜜みつ色いろの髪はキラキラと光を弾はじき、そこだけ日が射したように明るい。まばゆいくらいに華はなやかな少女だった。


　鈴蘭は少女の格かくを値ね踏ぶみした。まだ若い……。誰だれかの従者だろうか。この牢獄は外界から物理的に隔かく絶ぜつされている。ここに出入りできるということは、本人にかなりの魔ま力りよくがあるだけでなく、よほどの有力者が背はい後ごに控ひかえているに違いない。


　少女は床ゆかに手をつき、鈴蘭の前にひれ伏ふした。


「我わが主あるじがどちらの君か、それは敢あえて申しますまい。貴女あなたなら、言わずともお見通しでございましょう？」


「ふふふ……そうね、明白なこと。そんなことを相談しにいらしたのに、うっかり誰かに聞かれては大変だもの」


「我が君は、貴女を自由にとお考えですの」
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　鈴蘭は皮肉げに笑った。自じ嘲ちようを浮うかべたのだ。


「今さら──この鈴蘭にどれほどの利用価か値ちがあると言うのかしら？」


　じゃらり、と重たげな音を立て、腕うでの鎖くさりが揺ゆれる。


「明白なこと。何の価値もないのだわ。マヤリスは卑いやしいのぞき魔の一族。それも、とりわけ不完全な。麗王にはとても歯が立たない……。政せい争そうの道具にはなれないわ」


「あら。完全な眼がん力りきを得る方法もおありでしょう？」


　眩はにこにこと、無む邪じや気きな笑え顔がおを向けていた。


「麗王の護りを貫つらぬくほどの、魔力を授さずかりさえすれば」


「……高こう貴き一六花たるこの私に、ご主人の衛えい士しになれと言うのかしら？」


「御おん身みの自由と引き換かえなれば、そのくらい安い取り引きですわ」


「それは自由とは言わないわ。つながれた鎖の根元が変わるだけ」


「でも、我が君は、貴女を冷たい牢獄に閉とじ込めたりはしませんわ」


　鈴蘭はじっと目の前の少女を見つめた。漆黒の瞳ひとみが、あたかもすべてを見通す水すい晶しよう玉だまのように、眩の全身を見み据すえる。


　豊かな金きん髪ぱつにくるまったまま、眩はにこにこと笑っているだけだった。


「……信用してもいいのかしら？」


「もちろんです。我が君はクソがつくほどの意地悪で、どうしようもないひねくれ者ではございますが、約束は守られる方ですの」


「……そのようね。明白なこと。こうして危き険けんを冒おかして、使者を寄よ越こすくらいだもの」


　鈴蘭は自嘲気味に微笑ほほえみ、それからうなずいて言った。


「わかったわ。そちらのご厚こう意いに甘あまえましょう」


「ありがとうございます」


　眩が深々と頭を下げる。


「それで、私はいつ頃ここを出られるのかしら？」


「今こ宵よい、花はな烏う頭ずの君が亡なくなりますの」


「────」


　突とつ然ぜん、思いもしないことを言われ、さすがの鈴蘭も言葉を失う。


「うふふ、アネモネの王家は断だん絶ぜつですわ。麗王位に空白が生じ──園えん丁てい会かい議ぎはさぞや混こん乱らんすることでしょう。その混乱に乗じて、我が君がお救いいたしますわ」


「……そう簡かん単たんにいくかしら？　花烏頭の君は手ごわいわよ」


「それはもう、十分に存ぞんじておりますわ。でも、つい今しがた、〈アウベルト・フライシルの骨こつ髄ずい〉が姫ひめ君ぎみをとらえたとの知らせがありましたの」


「儀ぎ式しき定理……あんな時間のかかるものを？」


「鈴蘭さま、獲え物ものを罠わなに追い込むのは狩かりの基き本ほんではございませんか？」


　眩は楽しげに続ける。


「我が君は策さく略りやくマニアの変へん態たい──失礼──知略に長たけておりますれば、花烏頭の君をおびき寄よせるくらい、造ぞう作さもないことですの。どれほど設せつ置ちに時を要する装そう置ちであろうと、行使するのに何の問題もありませんわ」


「まあ、それは頼たのもしい」


「既すでに花烏頭の君は我われらが手のうち……。あとは直ちよく接せつ、屠ほふるのみですわ」


「それで、どなたが手を下すのかしら？」


「それは……」


　初めて、眩が言いよどんだ。だが、言葉を濁にごしたところで、鈴蘭には関係がない。


「そう、〈お人形〉のお姫さまがやるのね。あの方をどうやって味方に引き入れたのかは知らないけれど……ふふふ、楽しみなカードだわ」


「……よろしいんですの？」


「あら、それはどういう意味かしら？」


　それまで絶たやされることのなかった微笑ほほえみが、眩の顔から消えた。眩はまるで探さぐるように、金の瞳に鈴蘭を映うつす。


「……鈴蘭さまと花烏頭の君は、親しき友人であったとうかがいましたゆえ」


「うふふ。その親しい友人を、こうして牢ろう獄ごくにつないだのもまた、あの子」


「それは、確たしかに……」


「それにね、いいことを教えて差し上げるわ」


　鈴蘭はどこかうっとりとして、歌うように言った。


「私のアコニットはね、まがいものの麗王などにむざむざと摘つみ取られはしないの。特に、命令に従したがうだけのお人形なんかには、絶対にね」


　くすりと思い出し笑いをする。


「そうそう。姫君には、頼たのもしいナイトがついているのよ」


「騎き士し──ですの？　それは？」


「薄うす汚ぎたない人間よ。でも、そこそこ頭が切れる」


　鈴蘭は眩から視し線せんを外し、どこか遠くに目をやった。


「ひょっとすると、私が牢を出られるのは、ずいぶん先になるかも知れないわ」


「まさか。ご冗じよう談だんを」


　眩はくすくすと笑っていたが、先ほどまでのような朗ほがらかさはなく、気のせいか髪かみの色までくすんだように見えた。


「鈴蘭さま。それでは、わたくしはそろそろ」


「そうね。見み張はりに見つかるといけないわ」


「きたるべき日には……」


「ええ。この鈴蘭はご主人の衛士に──マヤリスはそちらについて兵を挙げましょう」


　その返答に満足したらしい。眩はもう一度ひれ伏ふすと、うっすらと半はん透とう明めいになった。


「では、その日を楽しみに。ご機き嫌げんよう、鈴蘭さま」


　姿すがたがぼやけ、音もなく消える。


「ふふふ……」


　一人になると、こらえきれなくなったように、鈴蘭は笑いを漏もらした。


「さあ、どうするの、アコニット。貴女あなたはどうするのかしら？　罠わなに落ちた貴女を、最悪の刺し客かくが殺しにくるそうよ。窮きゆう地ちよ。絶体絶命よ。でも、わかっているわね？　こんなところで枯かれてはだめよ。絶対にだめ。貴女は私の……この鈴蘭のものなのだから」


　小さな笑い声が、冷たい牢獄に響ひびき渡わたる。





　お菓か子しの家には、悪あく食じきなる魔ま女じよが棲すむという。


　蜜みつの香かおりに誘さそわれて、四人の乙おと女めが姿を消した。


　今宵、魔女の館やかたを二人の姫が訪おとずれて──


　罪つみなるを罰ばつし、罪なきを討うたんとす。


　これは煉れん獄ごくの守りびと、教きよう誨かい師しグリモアリスの物語。




　Chapter 1　【まだ日にち常じようの中】









Episode 01







　実ち父ちは、リヤナを『できそこない』と呼よんでいた。







Episode 04







　二月一四日、言わずと知れたバレンタインデー。


　その日の午後、桃もも原はら誓せい護ごは妹のいのりと一いつ緒しよに、お菓か子し作りに挑ちよう戦せんしていた。


　既すでにあらかたの作業は終わり、冷れい蔵ぞう庫こで冷やしている最中だ。できる片かた付づけは今のうちに済すませておこうと、湯せんに使ったボウルを洗あらい、チョコレートの破は片へんを始末する。


　そのとき、ぴんぽーん、と来客を告げるチャイムが鳴った。


「はいは～い……ってアコニット!?」


　インターフォンのモニターには、ムスッとふてくされたような美少女が映うつっていた。


　流れるような銀ぎん髪ぱつに、ところどころ鮮あざやかな紅あかが混まじっている。同じく紅の瞳ひとみはつぶらで大きく、長いまつ毛の下でキラキラと蛍けい光こう灯とうの光を弾はじく。桜さくら色いろの唇くちびるは軽くすぼめられ、不ふ機き嫌げんそうに横を向いていた。モニターに映る肌はだにはしっとり透とう明めいなつやがある。


　見み間ま違ちがうはずもない。煉れん獄ごくの守りびと、教誨師グリモアリスアコニットだ。


「え、あ……本当に、君……なの？」


『何よ。これを押すんでしょう』


　スピーカー越ごしに、自信なさそうな声が聞こえてくる。


『……違った？』


「いや、実に常じよう識しき的な訪ほう問もんだけど。それゆえに君らしくなかった」


『どういう意味よ……』


　もちろん、壁かべを突つき抜ぬけて侵しん入にゆうしてくるとか、窓まどを破やぶって飛び込んでくる方が彼女らしいという意味だ。


　誓護の失礼な思考が伝わったのか、バチバチと火花のはじける音がした。インターフォンがショートしてしまう前に、誓護はあわてて玄げん関かんへと飛んで行った。


　アコニットはいつもの通り、白黒の衣い装しようを身に着けていた。フリルやレースがふんだんに使われたドレスは、部分的にはひどくきわどく、部分的にはひどく少女趣しゆ味みだ。おそらく、アコニットの趣味なのだろう。実じつ際さい、よく似に合あっている。有毒植物の毒と花のような二に面めん性せいが、見事にアコニットの本ほん質しつを体たい現げんしていた。


「いらっしゃい。久ひさしぶり……ってほどでもないけど、きてくれて嬉うれしいよ」


　とびきりの笑え顔がおで迎むかえたのに、アコニットは「ふん……」とつれない返事をした。しかし、誓護は腹はらを立てたりしない。これこそ、『アコニットらしい』態たい度どなのだ。愛あい想そよく「お邪じや魔ましま～す」なんて言われた方が気持ち悪い。


　アコニットを招まねき入れる。玄関から上がるとき、アコニットのブーツが黒い炎ほのおを上げて燃え、赤ん坊ぼうのようにまっさらな、白い素す足あしが現あらわれた。


　リビングは酔よいそうなほどに濃のう厚こうな、チョコレートの香かおりに満ちていた。アコニットはくんくんと匂においをかいで、それから兄妹きようだいのエプロンを怪け訝げんそうに見た。


「二人で何をしていたの？」


「ちょっとチョコレートをね。今日、バレンタインだろ？」


「バレンタイン……？」


「この国じゃあね、親しい人や、お世話になった人、好意を寄よせている人に、チョコレートを贈おくるっていう風習があるんだよ」


「知ってるわよ、そのくらい……。でも、それは女の子の風習でしょう？」


　誓護はギクッとした。


「い、いいだろ、別に。いのりと一緒に作るのが、毎年恒こう例れいの行事なんだよ」


　アコニットはわけ知り顔でうなずいた。


「……なるほどね。少なくとも一個こは妹からもらえるし、妹に悪い虫がつきそうになったらすぐにわかるって寸すん法ぽうなのね。何てあさましい」


「ただの心温まる兄妹の交流じゃないか！　変なこと言うなよ！」


　なかなかどうして、アコニットの洞どう察さつ力りよくは侮あなどれない。アコニットの言葉通り、今年もいのりとのチョコ交こう換かんだけで終わる予定の誓護である。


「そんなことより、ほら見ろよアコニット～。いのりのエプロン姿すがた、可愛かわいいだろ～？」


　最愛の妹を目の前に立たせ、くるくると回す。いのりはひらひらとフリルのついた、可愛らしいエプロンを着けていた。


　しかし、アコニットの反はん応のうは冷ややかだった。


「……悪くはないけど。エプロンくらいで何をはしゃいでるのよ。ばかみたい」


「バッサリ切った!?　男は女の子のエプロン姿に弱いんだよっ」


「それって──ハダカ何とかってやつ？」


「……君、どこでそんなこと覚えたの？」


　誓護はげんなりとした。アコニットの知ち識しきには怪あやしいところがある。


「まあ、とにかくかけてよ。先にこれやっちゃうから」


　やかんを火にかけ、紅こう茶ちやを淹いれる準じゆん備びをする。それから、冷やしていたチョコレートを冷れい蔵ぞう庫こから取り出して、いのりと一緒に仕上げの作業に取りかかった。


「……ねえ。トリュフ、って知ってる？」


　ソファの背せもたれにちょこんと腰こしかけ、アコニットがそんなことを言った。


「お菓子のトリュフなら、今作ってるけど」


　誓護の目の前には、きれいに丸められたチョコレートの玉が並ならんでいた。ココアパウダーを茶こしで振ふりかければできあがりだ。


　アコニットはぴょんとソファを下りて、対面式のキッチンカウンターまでやってきた。その視し線せんは誓護でもいのりでもなく、未完成のトリュフに注がれている。


「味見してみる？」


　チョコレートをひと粒つぶ、ココアパウダーを振って差し出す。


　アコニットの紅い瞳がキラキラっと輝かがやいた。もしもしっぽがあったなら、嬉しそうにぴょこぴょこ振っていたに違いない反応だったが、アコニットはあくまでも興きよう味みのないふうを装よそおって、億おつ劫くうそうにつまみ上げた。


　そっと、小さな唇に運ぶ。


　舌したの上でコロコロと転がし、チョコレートの味をみてから、不満げに口を開いた。


「ふん、ダメよ、こんな安物──あ[image: ]」


　びくんっ、とアコニットの背中が跳はねた。


　ぶるるっ、と震ふるえ、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、うっとりとした表ひよう情じようを浮うかべる。


「……何よ、ちょっと……美お味いしいじゃない」


　アコニットは悔くやしそうにチョコレートの粒をにらんだ。


「そう？　気に入ったのなら、後でわけてあげるよ」


　誓護は機嫌よく作業に戻った。再ふたたび茶こしを手にとり、さらさらと振りかける。


　しかし、アコニットの話はまだ続いていたらしい。アコニットはずずいっとキッチンに身を乗り出して、


「とにかく、トリュフなのよ」


「はいはい。トリュフがどうしたの」


「とろけるような舌した触ざわりよね」


「そうだね」


「なかなかに魅み惑わく的だわ」


「好きって子は多いね」


　アコニットはむっとして口をつぐんだ。が、すぐに気を取り直したらしく、


「この近くにお菓か子しの工場があるんでしょう？　お城しろみたいな……」


「姫ひめ乃の杜もり製せい菓かの？　うん、あるよ。よく知ってるね」


「そこで〈お菓子の家〉とかいう、いかにも人間が考えつきそうな、おばかで愚おろかしい遊びをやっているそうね？」


「ああ、そんな話を聞いたっけ。バレンタインのイベントがどうとか」


「その〈お菓子の家〉とやらで、その日その場所でしか手に入らない、特別なトリュフが売りに出されてるんですってね？」


「へー、そうなんだ」


「一体、どのくらい愚かしい趣しゆ向こうなのかしら？　少しなら、私も興味が──」


「よーし完成！　ほーら、いのりも味見してみる～？」


「…………」


「ぎゃあああああああ!?」


　いきなり雷らい電でんの花が咲さき、誓護の手首を激はげしく打った。ぼわわんっと使い残しのココアパウダーが盛せい大だいに宙ちゆうを舞まう。いのりはココアの粉ふん末まつを吸すい込んでしまったらしく、くちゅん、と小さくくしゃみをした。


　アコニットは天を仰あおぎ、大おお仰ぎように嘆なげいて見せた。


「まったく、何て察しが悪いのかしら。愚ぐ鈍どんよ。愚ぐ昧まいよ。おまぬけよ。ああもう、うんざりだわ。アコニットは失望したわ。貴方あなたを買いかぶっていたわ」


「何!?　何キレてんの!?　反はん抗こう期き!?」


「本当におばかね。だから、つまりね、このアコニットを……」


　ごにょごにょと口ごもる。誓護が耳を向けると、アコニットは上うわ目め遣づかいになって、ささやき程てい度どの小さな声でこう言った。


「連れて行って…………くれない？」


　誓護は啞あ然ぜんとした。何を言われたのか、理り解かいするまで数秒かかった。


　いとかしこき麗れい王おう六りつ花かの姫ひめ、煉れん獄ごくのアコニットともあろう者が、〈お菓子の家〉に連れて行けと、おねだりしているのだ。


　それはやはり、アコニットのコケンに関かかわることらしい。ひどく居い心ごこ地ちが悪そうに、お尻しりをもぞもぞさせている。


　そんなアコニットはおかしくて、そして可愛かわいかった。


　くすりと笑いを漏もらしてしまいながら、誓護は芝しば居いがかった仕草で一礼した。


「おおせのままに、姫」


　アコニットは小鼻を赤くして、そっぽを向いた。


「……ふん。最初から、素す直なおにそう言えばいいのよ」


「君がね」


　誓護はまだくすくす笑っていた。アコニットはビリビリと帯電したが、連れて行ってもらう手前、誓護を黒コゲにするのは我が慢まんした。







Episode 05







　アコニットに紅こう茶ちやを淹いれてやってから、誓護はとある人物に電話を入れた。


　呼よび出しコール数回で、『……私だ』と返事があった。


「あ、姫き沙ささん？　忙いそがしいのに、ごめん」


『ああ……。どうかしたのか』


「姫乃杜製菓のバレンタイン企き画かくのことなんだけど。あのイベント、ウチも出しゆ資ししてたよね。入場チケット、今からでも手に入らないかな？」


『まあ、御おん曹ぞう司しじきじきの頼たのみとなれば、どうとでもなるだろうが──私に頼み事とは珍めずらしいじゃないか。一体、どういう風の吹ふき回しだ？』


「実は、女の子を連れて行くことになっちゃってさ」


『な、なんだと──っ!?』


「……そんな驚おどろくとこ？」


　非ひ常じように複ふく雑ざつな気分だが、実じつ際さい、今まで浮ういた話のひとつもなかったのだから仕方がない。


　姫沙が任まかせろと言ってくれたので、誓護はその言葉に甘あまえることにした。チケットが届とどくまでのあいだに、いのりにお出かけの支し度たくをさせ、自分自身も準じゆん備びを整える。


　まさか、部屋着で出かけるわけにはいかない。アコニットはあの通り、人間離ばなれした美少女だ。それを連れ回すのだから、こちらも恥はずかしい格かつ好こうはできないだろう。


　よそ行きの服に着き替がえ、チョーカーをつけたりして、それなりにおしゃれしてみる。眉まゆを整え、軽くヘアワックスをつけて、コロンを振って完成だ。


　鏡の前で顔の角度を変えて、おかしなところがないか確たしかめた。


「うーむ。けっこうイイ男じゃないか」


　満足して、うなずく。それから、急にしんみりとした。


「……何でモテないんだろう」


　鏡の前で暗くなっていると、携けい帯たい電話にメールが届いた。


　差出人は姫沙だった。もうすぐチケットが届くらしい。そわそわしているアコニットと妹を部屋に残し、誓護は一階のエントランスへと下りて行った。


　さほど待たず、真っ赤なクーペがマンション前の道路に停とまった。


　運転席から姿すがたを見せたのは、車種に不ふ釣つり合あいな女子中学生だった。


　……いや、もちろん本当に中学生のはずがない。小こ柄がらで、かつ童顔なのでそう見えるのだ。ブランドもののパンツスーツをパリッと着る『デキる女』風の着こなしも、姫沙の場合はリクルートスーツに見えてしまうから気の毒だ。


「姫沙さんがきてくれたんだ。ありがとう、わざわざ」


「ボンボンがどんな娘むすめを引っ掛かけたのか、興きよう味みがあってね」


　メタルフレームの眼鏡めがねの向こうで、切れ長の眼めが意地悪っぽく笑った。あたりを見回し、誓護一人だとわかると、姫沙は残念そうに肩かたをすくめた。


「何だ、現地で待ち合わせか？」


　実際は上に待たせているのだが、誓護が何か言うより早く、姫沙はかぶせるように言った。


「それよりも。まさかとは思うが、妹同どう伴はんじゃないだろうな？」


「そのつもりだけど」


　姫沙は盛せい大だいにため息をついた。


「だから貴き様さまはシスコンのバカボンボンだと言うんだ」


「視し線せんに憐あわれみが混まじってる……!?」


「少しは妹離ばなれしろ。女と出かけるのに妹を連れて行くバカがどこの世界にいる」


「そんなこと言ったって、いのりだけお留る守す番ばんなんて可か哀わい相そうじゃないか！」


　姫沙はやれやれという顔でチケットの束を取り出し、ばしっと誓護の胸むねに押おしつけた。


「ほら、四枚まいある」


「四枚──」頼んだのは三枚だ。


「誰だれか保ほ護ご者しや役を見み繕つくろえ。そいつに妹を任せれば、二人きりになれるだろ」


「気を遣つかってくれてありがとう。でも別に」


「グダグダ言うな！　いつまでも妹べったりでは、永えい遠えんに非ひモテだぞ！」


「噓うそ!?　永遠に!?」


「まったく……バレンタインだというのにコブつきで出かける阿あ呆ほうがいようとは……」


　姫沙はまだぶつぶつと言っていた。これで一いつ緒しよに出かける相手がアコニットだと知ったら、またいろいろと言われそうだったので、誓護は黙だまっていることにした。


　それから、姫沙は急に真しん剣けんな調子になって、こんなことを言い出した。


「まさかと思うが、気をつけろよ。よくないウワサもある施し設せつだ」


「よくないウワサ？」


「ここだけの話だがな」


　事じ情じよう通のあいだでは有名な話だ、と前置きして姫沙は語った。


　ここ数年、〈お菓か子しの家〉で不可思議な事じ件けんが続いているという。


　訪おとずれた客──それも決まって少女らしい──が、突とつ然ぜん、神かみ隠かくしにあったかのように消えてしまうのだ。


　何かの事件に巻まき込こまれたのか、異い次じ元げんに迷まよい込んでしまったのかは定かではない。わかっているのはただひとつ。毎年のように、少女が一人、いなくなるということだけ。


　因いん果が関係ははっきりせず、事件はどれも未み解かい決けつだ。少女たちが本当にお菓子の家で消えたという確かく証しようもない。しかし、いつの頃ころからか、人々はこんな噂うわさをささやくようになった。


　お菓子の家には、悪い魔ま女じよが棲すんでいる。


　少女を丸ごと喰くらい尽つくす、悪あく食じきなる魔女が。


「姫沙さん、それって……」


　誓護は軽い頭ず痛つうを覚えながら言った。


「ただの都市伝説じゃない？」


「な──っ!?」姫沙は真っ赤になって怒おこった。「バカを言うな！　私の友人の友人も、実じつ際さいに帰ってこなかったんだぞ！」


「……あー」もはや疑うたがう余よ地ちもない。


「魔女のローブの下はそれはもうドロッドロに腐ふ敗はいしていてな、内ない臓ぞうを引きずりながら追いかけてくるのだ！　捕つかまった少女はパン焼きのかまどに放ほうり込まれ、こんがりときれいな焼き目をつけられて──」


　むきになって話を続ける。相変わらず、怖こわい話にはめっぽう弱い姫沙だった。


「わかった、わかったよ。気をつけることにするよ」


　姫沙はまだ言い足りない様子だったが、重ねて言うのも大人げないと思ったのか、魔女の話はそのくらいで終わりにした。


「ふん。それで、だ。その……何だ」


　ちょっと言いにくそうにする。それから、思い切ったようにクーペの中に上半身を突つっ込み、ダッシュボードから小さな包みを取り出した。


「とりあえず、日が日だしな」


　ぽい、と無む造ぞう作さに誓護に放る。誓護は空中でキャッチして、そして目をむいた。


「こ、これは──っ!?」


「バカ！　そんなに驚おどろくことか！」


　それはリボンのかかった箱だった。ちょっとゴージャスな包ほう装そう紙しには、誓護も知っているような、名の通った洋菓子店の刻こく印いんがある。


　チョコレートだ。


　鼻の頭を赤くしながら、姫沙はそっぽを向き、腕うで組ぐみして言った。


「何だかんだで世話になっているからな。それに報むくいない方はないだろう」


　義ぎ理りチョコ第一号、ゲット。


　じーん、と誓護は感動した。義理チョコ一個こで感動というのも情なさけない話だが。


「ありがとう、姫沙さん。お返し、楽しみにしててよ」


「……ふん。ま、期待しないで待ってるよ」


　姫沙は大人っぽく微笑ほほえんだ。そうやって笑うと、トゲトゲしい視線のカドが取れて、思いのほか優やさしげな素す顔がおがのぞいたりする。


「おっと、忘わすれちゃいかんな。もう一つ、預あずかり物がある」


　そう言うと、姫沙は座ざ席せきの下から白い紙かみ袋ぶくろを取り出した。


　こちらも洋菓子店のものだった。中身はきれいに包装された箱──察するに、チョコレートなのだろう。どうやら、義理チョコ第二号ゲットの模も様ようだ。


　小箱には、メッセージが添そえられていた。


『坊ぼつちゃまへ。毒入りではありませんので、安心してお召めし上がりください』


「いやいやいやいや真ま白しろさん！　それ毒だから！　ものすっごい毒だから！」


　思わず全力で突っ込んでしまってから、誓護はしみじみとつぶやいた。


「……元気でやってるみたいだね」


「ああ、憎にくらしくなるほどにな」


　そう言った姫沙の横顔は、誓護の予想に反して、ひどく穏おだやかだった。


「姫沙さん──真白さんと会ってるの？」


「週に一度は頭を下げにくる。鬱うつ陶とうしい話さ」


「……真白さんのことは」


「許ゆるすことなどありえない。だが……」


　姫沙はふっと力を抜ぬいた。うっすらと頰ほおをゆるめて、


「人を憎み続けるにも、エネルギーがいるんだよ」


　それから、皮肉っぽい笑えみになる。


「どだい、私はこうして野放しだ。こんな私に、人を責せめる権けん利りはないさ」


「……そうかな？」


「そうなのさ。さて、それじゃ私は仕事に戻もどるとするよ」


　姫沙は車のドアを開けた。乗り込む前に空を見上げ、天気を見る。既すでに夕ゆう暮ぐれどきだが、厚あつい雲が垂たれ込めていて、夕ゆう陽ひは見えない。一雨きそうな空模様だ。


「上う手まくやれよ、青少年」


　からかうようにそう言って、姫沙はクーペに乗り込んだ。


　走り去る車を見送り、誓護は苦く笑しようした。


「お菓子の家には悪食なる魔女が棲んでいる、ね……」


　安い話だ。童話の内ない容よう、そのまんまじゃないか。


　──と、笑っている余よ裕ゆうがあったのだ。


　このときは、まだ。







Episode 06







　午後六時を過すぎる頃、タクシーは姫乃杜製せい菓かの工場に到とう着ちやくした。


　厚く垂れ込めた雲に街の灯ひが反はん射しやして、くすんだオレンジ色に染そまっている。その幻げん想そう的な空の下、ライトアップされて浮うかび上がる、『お城のような』建物があった。


　ハーフ・ティンバー（半はん木もく造ぞう）という様式らしい。骨ほね組ぐみが木造で、その中に石やレンガを充じゆう塡てんして建てる、過か去このイギリスで流は行やった工法だそうだ。


　四よ隅すみに建てられた石造りの尖せん塔とうが城じよう塞さいのような外観を形作っている。正面側は広こう報ほうを兼かねた娯ご楽らく施し設せつ、奥おくは工場という構こう成せいだ。この建物と、隣りん接せつする植物園を合わせて、〈プリンセス・ガーデン〉と言うらしい。


　そんな解かい説せつが印刷されたチケットを見ながら、誓護はタクシーを降おりた。微び妙みように車くるま酔よいしているアコニットに手を貸かし、歩道の上に立たせてやる。その後に続いて、いのりもちょこちょこと車を降りた。


　車くるま寄よせの前には、『バレンタインフェア　お菓子の家と魅み惑わくのスイーツたち』という案内板が出ていた。それによると──


　まず、一階奥のホールに実車を模もした実物大の車チョコレートが展てん示じされているらしい。カフェテリアとレストランでは特別メニューを、販はん売ばい所じよでは限げん定てい商品を取り扱あつかっている。植物園は特別にライトアップされていて、散さん策さくできるようになっているそうだ。


　そして、目玉はもちろん〈お菓子の家〉。これは小屋の骨組みを大量のお菓子で飾かざったもので、実じつ際さいに壁かべや屋根をもぎ取って食べることができるという。バカバカしいと言えばそれまでの企き画かくだが、どのくらいの規き模ぼのものなのか、誓護もちょっと興きよう味みがある。


　ちょうど開場時じ刻こくを迎むかえたらしい。並ならんでいた人々がぞろぞろと建物に入って行く。やはり、圧あつ倒とう的に女じよ性せい客が多い。ときどき見かける男性客は例外なく女性連れだ。アコニットが一いつ緒しよでよかった……と胸むねをなで下ろしながら、チケットを三枚まい、係員に渡わたす。


　クロークにコートを預あずける頃ころには、アコニットはもうすっかり元気を取り戻していた。もの珍めずらしそうに、きょろきょろとあたりを見回している。


「くどいようだけどさ、アコニット。くれぐれも、人前でビリビリ放電したりとか、おどろおどろしい空気を漂ただよわせたりとか、空を飛んだりしないでくれよ？」


「わかってるったら……うるさいわね」


　アコニットは唇くちびるをとがらせた。ふてくされたのかと思ったが、


「あれは何？」「そっちのあれは？」「あの黒服は何者？」「この看かん板ばんはどういう意味？」「どうしてこんな古めかしい造つくりなの？」


　と、さっそく誓護を質しつ問もん攻ぜめにする。誓護は妹が一人増ふえたような錯さつ覚かくに陥おちいった。もちろん、いのりよりも数倍手のかかる妹だ。


「あのさ、アコニット」


「何よ」きょろきょろ。


「会いにきてくれたのは嬉うれしいんだけどさ」


「別に貴方あなたに会いにきたわけじゃないわ」


　限定販売のトリュフに会いにきたのだ。


「──それはともかく。仕事の方はいいの？」


「いいも何も、関係がないわ」


「……え？」


　ひょっとして──と、誓護の脳のう裏りに怖おそろしい考えが浮かぶ。


　アコニットは任にん務むの『ついで』ではなく、純じゆん粋すいに限定販売のトリュフが欲ほしくて、人間の世界にやってきたんじゃないか？


「……君、あの世じゃ、やんごとなき身分のお方なんだろ？　仕事でもないのに、ホイホイ出歩いていいの？」


「……ふん、相変わらずイヤな男。痛いたいところをついてくるじゃない」


「ってことは、やっぱり規き則そく違い反はんなんだね……」


　あの世のことはよくわからないが、仮かりに冥めい府ふと現げん世せが国と国のような間あいだ柄がらなら、これは不法入国ということになる。


「何よ、その顔」アコニットは頰ほおを膨ふくらませた。「私に、会いたくないの？」


「おてんばもいいけどさ、ほどほどにしないと、君のご両親だって心配するだろ」


「……そんなの、いないわ」


　うつむき、ぼそぼそと言う。


「父も母もとうに枯かれ──死んだもの」


　誓護はぽかんとした。今、意外なことを言われた。


「君たちって……死ぬの？」


「死ぬわよ。私を何だと思ってるの」


「へえ……。グリモアリスにも寿じゆ命みようってあるのか」


　しかし、アコニットはかぶりを振ふった。


「それは違うわ、誓護。私たちには寿命があるのよ」


「それって、どういう──」


「あ！　誓護、あれは？　あれは何を売っているの？」


　アコニットが指差す先には、ソフトクリームスタンドがあった。


　より正せい確かくに言えば、ソフトクリームを手にしたカップルの姿すがたがあった。


「白いのね」


「見ての通りね」


「アイスクリームの一種なの？」


「そうだよ」


「ふわふわね」


「まあね」


「どんな感じなのかしら」


「白くて、冷たくて、ふわふわなんだよ」


　アコニットの眉み間けんでパリッと静電気がスパークした。かなりイラ立っている。


　誓護はため息をついた。そして、電でん撃げきで焼かれる前に自ら折れた。


「……味見、なさいます？」


　アコニット姫ひめは鼻息も荒あらく、「悪くないわね」とのたまった。


　ついでにホールを迂う回かいし、実じつ寸すん大だいの車チョコレートを眺ながめながら、ソフトクリームを食べることにした。アンティーク調のベンチに三人並ならんで腰こしかける。


　アコニットはかなりご満まん悦えつの様子だ。買ってもらった『姫乃杜牧場の牛ぎゆう乳にゆうソフト』を小さな舌したでちろちろ舐なめている姿は、とても地じ獄ごくの使いには見えない。そうしていると、罪ざい人にんを地獄に送るという怖おそろしげな役目も、猛もう毒どくの稲いな妻ずまを操あやつることができるという事実も、すべてが空想の産物のように思えてくる。


　微笑ほほえみながら見つめていると、アコニットは怪け訝げんそうに、


「何よ。……私の顔に、何かついてる？」


「いや。可愛かわいいなー、と思って見てるんだよ」


「ふん……。人間もお世辞を言うのね」


「本心なんだけどね。ソフトクリームのお味はいかがですか、姫？」


「ふん……。まあ、こんなものじゃない？」


　誓護は苦く笑しようした。口の周りをクリームまみれにして、よく言うよ。


　そのとき──


「チーフ、監かん視しカメラの電でん源げんは大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」


　と、不ふ穏おんな言葉が背はい後ごで聞こえた。


　とっさに振ふり返ってしまう。


　誓護の背後にはカカオの鉢はち植うえが置かれていたが、声はその向こう側から聞こえた。


　最初に目についたのは、眼鏡めがねをかけた青年だった。ここの従業員だろう。黒いベストに蝶ちようネクタイ、腰にエプロンを巻まいたギャルソン風の衣い装しようで話を聞いている。


　一方、不穏な言葉を発したのは、青年実業家風の男だった。光こう沢たくのある白いスーツに、つやのある紫むらさき色いろのシャツを着て、なかなかの洒落しやれ者ものっぷりを見せている。


（あれは……姫ひめ宮みや社長？）


　女じよ性せいを連れて一いつ般ぱん客に成りすましているが、この姫乃杜製せい菓かの三代目若わか社しや長ちよう、姫宮氏だ。何度かパーティ会場で見たことがある。ファッション誌しから抜ぬけ出してきたような、華はなやかな容よう姿しと着こなしは一度見れば忘わすれない。


「監視を怠おこたるな。今年も何も起こらない──そうでなくては困こまるんだ。いいな？」


　妙みように含ふくみのある言い方だった。


　何かが引っかかる。何だ……。何があるんだ？


　社長は眼鏡の青年（チーフと呼よばれていた）と別れ、去って行った。眼鏡の青年も足早にその場を離はなれる。恐おそらく、持ち場に戻もどったのだろう。


　誓護がそちらに気を取られていると、アコニットは不思議そうに頭を寄よせてきた。
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「……何よ。知り合い？」


「まあね。挨あい拶さつするほどでもないけど──って君、鼻の頭にクリームついてるよ」


　思わず噴ふき出してしまった。その顔は反はん則そく的だ。


　笑われてプライドを傷きずつけられたらしい。かああ、とアコニットの鼻先に血がのぼり、ついでに電流も鼻先に集まってくる。


　笑われたアコニットが腹はらいせの電でん撃げきを放つ前に、館内放送でアナウンスがあった。


『皆みなさま、本日は当館にご来場いただきまして、まことにありがとうございます。間もなく、四階催さい事じ場じようにて、スイーツバイキング〈お菓子の家〉をオープンいたします。そちらでは特とく製せいトリュフ〈月夜の小石〉を限げん定てい販はん売ばいいたしますので、是ぜ非ひお土産みやげにどうぞ。なお、館内は混こん雑ざつが予よ想そうされますので、特に階かい段だん付近ではお足元にご注意ください──』


　どうやら、〈お菓子の家〉の準じゆん備びが整ったらしい。


　特製トリュフ、という言葉を聞いて、アコニットの目の色が変わった。


「何してるのよ、誓護。早く行かないと」


　ぱりぽりとワッフルコーンを口に押おし込こんで、アコニットが立ち上がる。


　あわてなくても、目玉商品なんだから十分な数を用意してあるよ──なんて道理を諭さとしたところで、聞く耳を持ってもらえそうにない。


「モタモタしないで。特製なのよ。限定なのよ。なくなっちゃうわ」


　アコニットはハラハラした様子で周囲を見回す。実じつ際さい、半数ぐらいの人々がこぞって階段の方へと殺さつ到とうしていた。イベントは午後一〇時まで。時間はたっぷりあるものの、早めに駆かけつけたい集しゆう団だん心理も理り解かいできる。


　仕方ない。誓護は覚かく悟ごを決め、やれやれという気分で立ち上がった。


　アコニットといのりを背せ中なかに隠かくし、かばうような体たい勢せいで人の波に突とつ入にゆうする。


「さすがに混こんでるね。はぐれないように──」


　その言葉が途と中ちゆうで止まる。首だけ振り向いた格かつ好こうのまま、誓護は硬こう直ちよくした。


「──いのり？　アコニット？」


　既すでに、二人の姿すがたは見えなくなっていた。







Episode 07







　いつからだろう。これほどの興こう奮ふんをおぼえるようになったのは。


　その味に、酔よいしれるようになったのは。


　それが許ゆるされない絶ぜつ対たい悪だとわかっていても、止まらない。


　頭で理解した程てい度どのルールは、震ふるえるほどの快かい楽らくの前には砂すなの防ぼう波は堤ていに過すぎない。


　呪のろうべきは神、憎にくむべきは創そう造ぞう主しゆ。我われをかくもおぞましく造つくりたもうた何者か。


　それが我が身の本ほん質しつならば、ただその存そん在ざいをまっとうするのみ。


　今こ宵よいもまた、獲え物ものが魔ま獣じゆうの棲すみ家かにやってきた。







Episode 10







　誓護はその場に立ち尽つくした。


　いのりはもちろん、アコニットも小こ柄がらな方だ。ぎゅうぎゅうの人ごみにさらわれてしまったのだろう。いくら人ごみに不ふ慣なれとは言え、これはさすがに早すぎる。


　やむなく、人波を逆ぎやつ行こうし、二人の姿を探さがす。


　アコニットはただでさえ人目を惹ひく美少女だ。その上、髪かみの色まで特とく殊しゆだ。あの奇き抜ばつな色しき彩さいはさぞや目立つだろうと思ったのだが、意外や意外、簡かん単たんには見つからなかった。今どき銀色の髪など珍めずらしくもないし、アコニットと同じような服ふく装そうもよく見かける。姫乃杜製せい菓かのイメージキャラクターが銀髪の妖よう精せいだったり、その関係で売り子が銀のウィッグをかぶっていたりするのも紛まぎらわしい。この混雑では、迷まい子ご探しはひと苦労だ。


「うわーっ、どうしよ、どうしよ!?　いのりが迷子に!?」


　妹の心配で灼しやく熱ねつしそうになる頭に、ふと、先ほどの姫沙の言葉が甦よみがえった。


『少しは妹離ばなれしろ』


『いつまでも妹べったりでは、永えい遠えんに非ひモテだぞ！』


　永遠に、という響ひびきが脳のう内ないでリフレインする。


　誓護は、すーはーと深しん呼こ吸きゆうして気を静めた。


「……まあ、そんなに心配することもないか」


　ちょっと前の誓護なら、こんな冷静には受け止められなかった。だが、最近では少し様子が違ちがう。もう、いのりだって一人歩きができるのだ。──いのりが慣れたというより、誓護の方が慣れたのだが。


　ぶらぶらしているうちに見つかるだろう。いのりには携けい帯たい電話も持たせてあるし、いざとなれば、呼よび出しをかけてもらう手もある。


　落ち着いて考えてみると、いのりよりもアコニットの方が心配だった。……が、そちらもさほど心配はいらないだろう。いのりが一いつ緒しよみたいだし。


　誓護は深しん刻こくに考えるのをやめ、人の流れに乗って、階かい段だんのあるロビーへと向かった。


　ぐるりとロビーを見回して、アコニットがいないことを確かく認にん。さらに上を振ふり仰あおぎ、階段の上も確認する。


　ふと、一人の青年の姿が目に留とまった。


　すらりとした二に枚まい目め。パティシエなのか、白一色の調ちよう理り師しスタイル。そんな格かつ好こうなのに、身にまとった空気が華はなやかで、キラキラとした存そん在ざい感かんがある。しかし、その瞳ひとみは暗く翳かげり、背せ筋すじがうすら寒くなるような怪あやしい光を放っていた。


　彼はその暗い瞳でホール全体を見下ろしていた。何かを……誰だれかを探しているのだろうか、視し線せんをゆっくりと泳がせている。


　誓護が探しているのはアコニットだ。彼に用はない。だが──なぜだろう。青年から目が離せない。彼の存在が気にかかる。理由もなく不安になる。これは一体？


「──うわっ！」


　不意に、背はい後ごから突つき飛ばされた。


　突然のことに踏ふん張ばりきれず、前方に倒たおれ、床ゆかに手をついてしまう。伏ふせの姿し勢せいでこらえた次の瞬しゆん間かん、どすんっと何かが背せ中なかに覆おおいかぶさった。


　軽い。やわらかい。温かい。くすぐったい。


　そんな感覚が次々と襲おそう。誓護はわけがわからず、首だけで背後を振り向いた。


　最初に目に飛び込んできたのは、まぶしいくらいの金色だった。


　次いで、透とう明めいな碧あお色いろが目に入る。サファイアかと思うほどの輝かがやき。


　最初の金色は見事な金きん髪ぱつで、次の碧色は大きな瞳だった。


　金髪碧へき眼がんの少女が、誓護の背中の上で、起き上がれずにもがいているのだった。


「ちょっと！　ダメですってば！」


　そんな声が聞こえ、入口の係員がバタバタと走ってくる。


　一いち応おう、周囲に配はい慮りよしたのか、係員は声をひそめてこう言った。


「チケットを見せていただかないと、中には入れないんです！」


　誓護は既にロビー中の注目を浴びていたが、それでもこの配慮は嬉うれしかった。おかげで事じ態たいが一瞬で理り解かいできた。なるほど、僕ぼくの背中でじたばたとハシャいでいる少女は、チケットなしで入口を突とつ破ぱしようとしたお茶ちや目めさんというわけだ。


　誓護はやれやれという気分で身をひねった。少女がころんっと転がり落ちる。


「いっ……たぁ～い」


　耳元をくすぐるような可愛かわいらしい声で、少女がうめいた。鼻先を押さえながら、


「も～、何なのぉ……？」


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　誓護は少女の腕うでをつかんで、引き起こそうとした。


「ほら、立てる──？」


　少女がゆっくりと顔を上げる。その刹せつ那な、誓護の全身に電流が走った。


　電流と言っても、アコニットが放つそれとは違ちがう。衝しよう撃げきが走ったのだ。


　少女の容よう姿しは際きわ立だって美しかった。


　全身がぼんやり光って見える。髪かみも瞳もまばゆいほどで、陶とう磁じ器きのような肌はだがその輝きをさらに強調。ヘッドドレスから手て袋ぶくろ、靴くつの先まで、パールのような輝きを放つ白一色。ドレスは随ずい所しよにレースが施ほどこされ、すそのスカラップには鳥の羽根が刺し繡しゆうされている。無む造ぞう作さに垂たらした金髪を左右の二房ふさだけ両りよう肩かたのあたりで束ねていた。


　天使のようだ、と誓護は思った。目をこらせば、天使の輪が見えそうな気がする。


　少女の容姿があまりに美しかったので、誓護はほとんど反はん射しや的に、少女の薬指に注目していた。すっかり疑うたがう癖くせがついているのだ。この世の存在ではないのでは、と。


　果たして、その指には指輪が──


　なかった。


　その代わり、変わったペンダントを下げている。小指の先ほどの大きさながら、黒光りする石を猛もう禽きんがしっかりとわしづかみするという凝こった造ぞう形けいで、その繊せん細さいさは〝プルフリッヒの振ふり子〟に似にていなくもない。だが、アコニットはそんな首くび飾かざりはしていなかった。


　アコニットがこちらにきているので、必要以上に神しん経けい質しつになっているのかも知れない。そもそも、もし彼女がグリモアリスなら、係員の目を盗ぬすむくらい朝飯前のはず。


　などと考え込んでいると、


「あのぅ」と横から遠えん慮りよがちの声が聞こえた。


　そこに、入口の係員が困こん惑わくした様子で立っていた。


「ですから、今日は前売りの入場券けんがないと入れないんですよ」


　少女に向かって言う。無理やりつまみ出すのは気がひけるのか、しきりに出口を示しめして『出てけ』とアピールする。だが、少女は困こまったような（見ようによっては悲しげな）顔をしただけで、うんともすんとも言わないのだった。


　ムス、とふてくされたような態たい度どで、そっぽを向いてしまう。


「弱ったなあ……。言葉が通じないのかなあ……」


　困り果てた係員の視し線せんが、手がかりを求めるように宙ちゆうを泳ぎ──


　まずい、と思ったが間に合わない。目をそらす間もなく、視線が合ってしまった。


　誓護はやれやれと頭をかいた。仕方がない。


「あの、ちょっといい？　君さ……」


　少女は怪け訝げんそうにこちらを向いた。


　薄うす桃もも色いろの唇がゆっくりと開く。少女は億おつ劫くうそうな、ツンとつれない感じの声で、


「なあに？」


「え──」


「ぶつかったことは謝あやまるわ。ご用はなあに？」


　逆ぎやくに訊きかれてしまった。立場があべこべだ。


　それにしても、こうして日本語ができるのなら、係員の言葉は理解していたということだ。理解していて、それでも強行突破を試みたのなら、その理由はひとつしかない。


（やれやれ……）


　誓護は自分を冷れい淡たんな人じん格かくだと思っている。見知らぬ他人を誰だれ彼かれ構かまわず助けるような、親切な人間ではないと。


　一方で、すぐ目の前に困っている人がいて、しかも助ける手しゆ段だんがあるとき──あっさり見み捨すてられるほど、強きよう靭じんな精せい神しん力りよくも持ち合わせてはいないのだった。


　まして、この少女は狙ねらったように誓護の背せ中なかにぶつかった。これも何かの縁えんだろう。


（結局……僕って奴やつは、自分で思っている以上にお人ひと好よしなのかな？）


　誓護は内心でため息をつきつつ、財さい布ふの中から不要なチケットを取り出した。


「チケット、なくて困ってるなら」


　少女は目を丸くした。サファイア色の瞳ひとみがきらりと輝かがやく。


「……くれるの？」


「うん」


「ありがとう！」


　一転、少女はなつっこく誓護に顔を寄よせ、にっこりと笑った。


（うわあ……）


　クラッときた。至し近きん距きよ離りで見るには刺し激げきが強すぎる笑え顔がおだった。何てまぶしい……。


　誓護は直視できずに顔を背そむけた。ちょうど、そこに係員の顔があった。


「……ってことで、いいですか？」


「あ、ああ、はい、どうぞ！」


　係員はぎこちない笑顔で少女のチケットを切ってくれた。誓護を物もの珍めずらしげにじろじろ見たが、金持ちの道楽とでも思ったか、チケットの出所を追つい及きゆうしたりはしない。面めん倒どうから解かい放ほうされてよかった、という安あん堵どの表ひよう情じようを浮うかべ、早々に持ち場に戻もどって行った。


　どうやらトラブルではないらしいと判はん断だんして、人々の視線も少しずつ離れていく。


「よかった、入れたわ！」


　少女は感動したような声を出した。それから、くるりと誓護に向き直り、


「ありがとう。貴方あなたのおかげね」


「そう？　お役に立てて、よかったよ」


　少女がまた、子犬のように顔を寄せてきた。その分、誓護はのけぞってしまう。香こう水すいなのか、少女の胸むねからふわっと花のような香かおりが立ちのぼってくる。


「Amiciアミーキ [image: ]イン rebusレーブス adversisアドウエルシス cognoscunturコグノスクントウル」


「え、何？」


「古代の人間たちの格言。友は逆ぎやつ境きようで知らる──って」


　可愛かわいらしく微笑ほほえむ。それから、そっと胸むな元もとに手を置いて、名乗った。


「初めまして。私はリヤナ」


「リヤナさんね。僕ぼくは桃原誓護。誓ちかい、護まもるで誓護だよ」


「誓護」にこりと笑う。「よろしく、誓護」


　少女──リヤナは白い手て袋ぶくろの手を差し出して握あく手しゆを求めた。


　跳はねっ返りのように見えて、そんな所作のひとつひとつに気品がある。まるでプリンセスのようだな、と誓護は思った。ただの観光客には見えないし……。日本語ができて、屈くつ託たくがなく、世間知らず。とすると、外交官か富ふ豪ごうの娘むすめだろうとあたりをつける。


「うん、よろしく」


　誓護はその手を握にぎった。ほっそりと華きや奢しやな指は、意外と力強く誓護の手を握り返した。


　それから、リヤナは突とつ然ぜん、「……あ！」とすっとんきょうな声をあげた。


「ど、どうしたの？」


「……ど、どうしよう」


　輝かんばかりだった表情がみるみる翳かげる。


「誰にも正体を知られてはならない、って言われてたんだった……」


　誰に言われていたのか知らないが、それが本当なら間ま抜ぬけな話だ。


「どうしようどうしよう。うーんうーん……」


　思いつめた様子でうつむき、チラリと不ふ穏おんな目つきで誓護を見る。


「始末……？」


「ストップ！　そんな目で見なくたって、誰にも言わないよ！　忘わすれるよ！」


「本当に？」


「本当です」


「本当の本当に？」


「本当本当」


「……私の名前、忘れちゃうの？」


「どうして欲ほしいの……？」


「誰にも言わないで」


「それならお安い御ご用よう」


「約束ね！」


　リヤナはきゅっと誓護の手を握り、指をからめて微笑んだ。


「よかったわ。貴方が話のわかる人間で」


「僕もよかったよ、始末されなくて」


　誓護は苦く笑しようした。一いつ瞬しゆん、冗じよう談だんに聞こえなかった。


　それにしても、不思議な少女だった。万まん華げ鏡きようのようにころころと表情が変わる。その表情のひとつひとつに魅みせられてしまう。誓護がどぎまぎしてしまうのもむべなるかな。少女は確たしかに、潑はつ剌らつとした魅力にあふれていた。


「まあいいや。それじゃ、僕はこれで──」


「あーん、待ってよ」


　腕うでを引かれ、引き止められる。


「私、この国のことはよくわかんないの。案内して」


「ええ？　いや、でも……」


「ねえ、いいでしょう？」


　ぎゅむっと誓護の腕を抱かかえ込こむ。ふにゃ、という妙みような感かん触しよくが、誓護の脳のうを麻ま痺ひさせた。







Episode 11







　いきなり〈お菓か子しの家〉に連れて行ったのでは、色気もへったくれもないだろう──


　と誓護なりに気を利きかせたのだ。気を利かせて、まずはロマンティックに、ライトアップされた植物園を案内したのだが。


「疲つかれた！　足が痛いたいおなかすいたノドかわいた！」


　駄だ々だっ子こだ。


「まだ半周もしてないよ」


「だって、疲れたんだもん！」


　ぷー、とふくれる。リヤナはその場にしゃがみ込んで、『もう歩けない！』とアピールしていた。このワガママっぷり、アコニットに似にていなくもない。


　誓護は弱って周囲を見み渡わたし、シュークリームのスタンドを見つけた。〈お菓子の家〉に客を取られてしまっているらしく、店員は暇ひまそうにあくびをしている。


「じゃ、あそこのスタンドで何か食べよう」


「あ……あれ、食べ物なんだ」


　リヤナは不思議そうにスタンドを眺ながめた。興きよう味みを惹ひかれた様子で、先に立って歩き出す。


　じーっとケースの中をのぞいた後で、


「私、あのふわふわのやつ！」


　エクレアのことを言っているらしい。ふわふわの生クリームがのっている。


「左様で……。ご一いつ緒しよにお飲み物などいかがですか、姫ひめ？」


「のみもの？」


「紅こう茶ちやとか」


「のむ！」


「はいはい」


　そんなわけで、二人並ならんでベンチに腰こしかけ、熱帯の植物を見上げながら、冷たい紅茶で喉のどを潤うるおした。


　リヤナは甘あまいものが好きらしい。エクレアを口にするなり、しきりに「甘～い！」「美お味いしい～！」と、子こ供どもみたいな感想を連発していた。


　何にせよ、機き嫌げんが直ってよかった。誓護はほっとして、


「ところで君、お金持ってる？」


「おかね？」


　リヤナはきょとん、として小首を傾かしげた。


「おかね、ってなあに？」


「ええと、だから、日本円……」


「ないわ」


　ダメだこりゃ。


　こんな〝甘い〟誘ゆう惑わくだらけの場所に入り込んで、目の前でお菓子のスペクタクルワールドが繰くり広げられているというのに、財さい布ふがカラでは拷ごう問もんに等しい。


　誓護はため息とともに覚かく悟ごを決めた。


　仕方ない。これも何かの縁えんだろう。おまけにかなりの美少女だし──いや、今のは間ま違ちがい。言い間違いだ。そんな下心はないぞ、決して。


「誓護？　どうしたの？」


「あっ、いや、何でも！」手を振ふってごまかす。「ええと、それじゃ、僕がごちそうするよ。君のおなかが満足するまで」


「えー、嬉うれしい！　何をごちそうしてくれるの？」


　にこにこと、わかっているのかいないのか、わからないようなことを言う。


「何をって……だから、スイーツを」


「スイーツ。スイーツってなあに？」


「そりゃ……甘くておいしいもの、かな」


「それも甘いの？　楽しみー[image: ]」


　どうも話がかみ合わない。


（……ま、喜んでるみたいだし、いいのかな？）


　乗りかかった船だ。アコニットよりは背せ丈たけがあるものの、ほっそりとしているし、女の子一人が食べられる量などたかが知れている。そういうわけで、とりあえず、この少女にお菓子をおごる方向で今後の方ほう針しんが決まった。アコニットの方はいのりに任まかせよう……。


　何だか妙みようなことになってきた。しかし、こんなハプニングもまた楽し、と思えるだけの心の余よ裕ゆうが誓護にはまだあった。


　しかし──その一五分後。


　シュークリームをぱくつきながら、誓護は思った。


　甘かった（さっきのエクレアくらい）。


　誓護は先ほど出会った美少女、リヤナと並んでベンチに腰かけていた。


　誓護の手にあるのは、たっぷりのカスタードクリームに加え、ホイップさせた生クリームをのせたシュークリーム。美味しいとは思うが、誓護には少し甘すぎる。


　この甘ったるいシュークリームを、リヤナは続けざまに三個こもたいらげた。


　いや、シュークリームだけではない。


　トリュフにガトーショコラ、クレープにチュロス、ソフトクリームにミルフィーユ、スイートポテトにアップルパイ……。


　あれよあれよと言う間に、スタンドの主力商品をひと通り食してしまっていた。


「何て言うか……よく食べるね？」


　リヤナは四つ目のシュークリームを上品な所作で食べながら、


「そんなことないわ」


　自覚がないのか。


「そんなに食べて、大だい丈じよう夫ぶ？　おなか、苦しくならない？」


　うーん、と上の方に目をやる。それから、にっこりと笑った。


「ううん。まだまだ大丈夫」


　そんな馬鹿な。こっちは見ているだけでも胸むね焼やけしそうなのに。


「さ、参考までに訊きくけど、今おなか何分目くらい？」


　リヤナは頰ほおに手を当て、小首を傾かしげた。


「ええと……五分」


「ご……」絶ぜつ句く。「……君、おなかに虫でも飼かってるの？」


「飼ってないわ、虫なんて」


「まあ、そうだろうけどね……」


「……あ！」


「え、何っ？」


「『おなかの虫』って、ひょっとして、このこと？」


　真顔だった。ボケボケだ。


　心配そうに自分のお腹なかをなでさする。誓護はぐったりとして、


「いや、軽い冗じよう談だんだから。そんな深しん刻こくにならないで」


　深刻なのはむしろ、誓護の財ざい政せいの方だった。


「うーむ、これは破は産さんしちゃうかな……？」


　こっそり財布を開いてみる。──いや、まだ少し軍ぐん資し金きんには余裕がある。


「ねえ、誓護」


　口元を紙ナプキンで軽く拭ふきつつ、リヤナは言った。


「あれも、食べられる？」


　示しめす先には、フローズンヨーグルトのスタンドがあった。


「ま、まあね……」お金を払はらえば、だけど。


「あの、色とりどりのつぶつぶは何？」


「トッピングだね。あれは色をつけたチョコレートかな？」


「ふーん……」


「た、食べてみる？」


「いいの？」


　そんな嬉しそうな目をされてしまっては、ダメと言えるはずもない。


　誓護はスタンドのところまでリヤナを連れて行き、味とトッピングを選ばせてやった。例によって値ね段だんのことなど考えない豪ごう快かいなセレクトに半ばあきれ、半ば感心しつつ、ともかく代金を支し払はらって、カップを受け取る。


　ベンチに戻ると、リヤナはさっそくフローズンヨーグルトを口に運んだ。


「甘あま～い。それにひんやりして、気持ちいいよ～[image: ]」


　ほっぺたにカップを当ててうっとりする。そんな幸せそうな顔をされると、お金のことなんかどうでもいいか、と思えてしまうのだから美少女は得だ。


　とは言っても、こうして美少女を餌え付づけしてばかりもいられない。


　そろそろ、アコニットとはぐれてから三〇分ほども経たつ。いのりはともかく、アコニットはさぞやイラついていることだろう。……いや、案外、お菓か子しに夢む中ちゆうで誓護のことなどどうでもよくなっているかも知れないが。


（うーむ、どうしたもんかな……？）


　誓護としては、さっさと〈お菓子の家〉に行きたいところだ。さすがにいのりのことが心配になってきたし、〈お菓子の家〉はバイキング形式なので、リヤナがどれほど食しよく欲よくを満たそうと、これ以上の出費がなくて済すむ。


　しかし──、とそこで小さな見み栄えがかまくびをもたげる。


　それは何というか、その……ケチくさい発想ではなかろうか？


　やはり男としては、安あん易いにバイキングになど流れず、食べたいものを食べさせてやるだけの度量と言うか何と言うかが必要なのではあるまいか……。でも、いのりは心配だし。アコニットの不ふ機き嫌げんも懸け念ねんされるし。しかし、乗りかかった船だし……。


　などとぐるぐる思い悩なやんでいると、不意に、頰にやわらかいものが触ふれた。


　そちらに視し線せんをやって、誓護は思わず硬こう直ちよくした。


　接せつ吻ぷんしそうなほどの距きよ離りに、リヤナの真剣な顔があった。


「な、何……っ？」


「じっとしててね。すぐきれいにするから」


　こしこしと頰に触れる感覚がくすぐったい。


　やがて、満面の笑えみを浮うかべて、リヤナは紙ナプキンを振ふって見せた。


「ほっぺたに、クリームがついてたの」


「あ、ありがとう……」


　先ほどのアコニットとは逆ぎやくの構こう図ずだ。誓護は妙みようにどぎまぎとした。


「それにしても、驚おどろいたわ……。豊ゆたかなところなのね、ここは」


　誓護の動どう揺ようなど気にも留とめず、リヤナは感かん慨がい深げにつぶやいた。


「こんなにたくさん、いろんなお菓子があるなんて」


「ああ……ま、まあね。お菓子屋さんだからね」


「そして、それを欲ほしいだけ手に入れることができるなんて。誓護はきっと、身分の高い人間なのね」


「身分……？」


　まあ、身分と言えば身分なのか。『いい身分だな』と姫沙によく言われるし。


「でも、それを言うなら君の方こそ」


「なーに？」


「まるでお姫ひめさまみたいだよ。ほらその、カップの持ち方ひとつとってもね」


　添そえるような手つきは優ゆう雅がで品があり、一枚まいの絵画のように決まっている。しゃんとした座すわり方やスプーンの扱あつかい方、その天てん真しん爛らん漫まんさ、背せ中なかにしょったオーラまで、何もかもが貴き族ぞくめいてノーブルだった。


「まさに生まれながらのお姫さま、って感じだね」


「……本当に、そう思う？」


　声のトーンが変わる。何かまずいことを言ったのかと思ったが、リヤナは気分を害したふうもなく、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。


　ふと、リヤナはカラになったカップを横に置き、居い住ずまいを正した。


「ねえ、私も誓護にお礼がしたいわ」


　熱っぽい視線が誓護を射い貫ぬく。


「誓護は……何が欲しい？」


　じっと見つめられ、誓護の体温が否いや応おうなく上じよう昇しようしていく。





　今はまだ、日にち常じようの中──




　Chapter 2　【お菓か子しの家】









Episode 03







　それから少し時間は戻もどり、半日ほど前のこと──





　その大たい樹じゆもまた、砂さ漠ばくの中心にそびえていた。


　グリモアリスの都だ。緑生おい茂しげる枝えだぶりや、石いし造づくりの街まち並なみ、小船が行き交うさまは、アコニットが住まう都と変わらない。ただし、幹みきの威い容ようがずいぶん違ちがった。


　天に伸のびるにつれ、三つまたにわかれている。わかれた三本のそれぞれから石の橋がかかり、中央には円えん盤ばん状じように組み上げられた土台があった。土台と言っても決して小さなものではなく、直ちよつ径けい三〇〇メートルに及およぼうかという、広大なものだ。


　そこに異い様ような建けん造ぞう物ぶつと、優ゆう美びな庭園が築きずかれていた。


　この庭園の中央をやや外れたところ、鎮ちん座ざする白はく亜あの立方体は『霊れい廟びよう』と呼よばれていた。窓まどもなく、装そう飾しよくもほとんどない。まるで巨きよ大だいな墓ぼ石せきのような建物だ。この建物がなぜ『霊廟』なのか、その呼び名の由来を知る者は少ない。


　麗れい王おう六りつ花かの称しよう号ごうを持つ名家のグリモアリスと、一部の元老だけが知っている。冥めい府ふの最高機関〈園えん丁てい会かい議ぎ〉の議員ですら、大部分は知らない。『霊廟』は基き本ほん的に立ち入り禁止で、ほとんどのグリモアリスにとっては謎なぞに包まれた存そん在ざいだった。


　ここは園丁会議の議長が管理することになっているため、グリモアリスは一いつ般ぱんに議長のことを『霊廟』と呼びならわす。たとえば、議長の専せん用よう帆はん船せんは『霊廟の御ご料りよう帆船』と呼ばれるし、議長の執しつ政せい方ほう針しんは『霊廟の御ご意い向こう』と呼ばれる。


　その霊廟の前に広がる庭園は、人界で言うところのイギリス式庭園に近い。規き模ぼは大きく、雄ゆう大だいにして繊せん細さい。花か壇だんや植え込こみが幾き何か学がく模も様ように配置され、計算された美しさがある。そしてその一角に、庭木による迷めい路ろが造つくられていた。


　迷路の中ほどには、小さな丸屋根の、壁かべのない集会場がある。その丸屋根の下で、円えん卓たくを囲む者たちがいた。


　冥府で〈麗王六花〉と称される、都の支し配はい者しやたち。


　一年に二度開かれる、麗王六花たちの集つどい──王族園遊会。


　名前の通りの気楽な会ではない。


　ここでの会談内ない容ようが園丁会議の執政方針にも影えい響きようを与える。現げん状じよう、園丁会議に一人の議員も派は遣けんできていないアネモネ家の場合、意向を伝える唯ゆい一いつの場と言ってもいい。


　給きゆう仕じの女官と各家の従じゆう者しやが控ひかえるほかは、目につくところに兵の姿すがたはない。しかし実じつ際さいは、迷路の至いたるところに警けい備び兵へいが待機している。気配が届とどかないギリギリの距きよ離りで、各家選えりすぐりのつわものたちが、その主あるじたちを守しゆ護ごしていた。


　普ふ段だん、何なん人ぴとにも傷きずつけられない存在として、百ひやく獣じゆうの王を気取っているアコニットだが、今はぴりぴりと気を張はり詰つめていた。自分と同じくらいに強力な力を持った存在（それも五人）と間近で向き合う場なのだから、当然と言えば当然だ。その気になれば、アコニットを一いつ瞬しゆんで始末できるかも知れない……それほどの力を持った存在が一堂に会する場である。


　チラリと視し線せんを走らせる。円卓には既すでに、麗王六花のうち五つの花がそろっていた。


　その顔ぶれはいずれも若わかい。しかし、王族らしい気品と落ち着きを備そなえている。


　やがて、最後の一人が迷路を抜ぬけてやってきた。


　従者をともなって現あらわれたのは、アコニットとさほど違わない年ねん齢れいの少年だった。


「ごめんなさい。遅おくれてしまいました」


　微笑ほほえんで、会え釈しやくをする。人なつっこい笑え顔がおだったが、この場には相応ふさわしくない、くだけた挨あい拶さつだった。人の好さそうな──言い換かえれば、無む能のうそうな若者だ。


　しかし、眉まゆをひそめる者はいない。この程てい度どの無礼をいちいちみとがめることこそ、格かくを疑うたがわれるというものだ。対等でないものは黙もく殺さつして無視する。心の中で侮あなどっていればいい。


「星の大樹の同どう胞ほうたちに再さい会かいの喜びを申し上げる」


　アコニットの正面、霊廟を背せ負おって座ざす者が、何事もなかったかのように口を開いた。


　人間で言えば、三〇そこそこといった容よう姿し。この場では一番の年長者だろう。冷ややかな美び貌ぼうには一分の隙すきもなく、冷たく凍こおりついた氷ひよう河がを思わせる。


　豊ゆたかな髪かみは銀色で、まさしく金きん属ぞくの光こう沢たくを放ち、一本一本がプラチナを延のばしたかのごとく輝かがやく。その色合いは優ゆう美びだが、一点の曇くもりも許ゆるさない厳きびしさがある。紅あかい房ふさが混まじるアネモネの銀そ髪れとは雰ふん囲い気きからして違った。


　言葉を発するだけで空気まで氷結させてしまいそうな貴き公こう子し。園丁会議の議長にして、三つの星樹ポータル──三都を支配するブッドレア家の当主ストリクノスだ。


「皆みなさま、ご壮そう健けんそうで何よりですわ」


　ストリクノスのとなり、紫むらさきと金という派は手で派は手でしい髪の淑しゆく女じよが挨拶した。


　アコニットとさほど変わらない、少女のような外見だ。彼女はロードデンドロン家の当主アザレア。ロードデンドロンの歴史は古く、支配権けんは四都に及び、今や冥めい府ふで最大の版はん図とを誇ほこる名門中の名門だった。


「蘭らん躑つつ躅じの君もお変わりなく」


　そのとなりはアロカシア家のアロカシア。西の一都を支配する、太陽のごとく輝く金きん髪ぱつの淑女。サッパリとした人ひと柄がらに惹ひかれる者は多く、麗王きっての庶しよ民みん派はで通っていた。この血けつ統とうは身体能力に優すぐれる種が多く、優ゆう秀しゆうな戦士を数多く輩はい出しゆつしている。アコニットが衛えい士しとして使い始めた軋軋ギシギシもアロカシアの眷けん族ぞくだ。


　そのとなり、黙もくしてあごを引いただけの挨拶はロビニア家の針はり槐えんじゆ。


　墨すみを流したような黒髪が身の丈たけほども伸のびている。その美しさもさることながら、独どく特とくの衣装が目を惹く。集まった者の中で、ただ一人、いわゆる和装──着物姿なのだ。


　絢けん爛らんたる十じゆう二に単ひとえ。ロビニアは千年ほど前に一族の風習を改かい革かくし、その際に正装も独自に改めたという。服装や建けん築ちく様式に当時の日本の風ふう俗ぞくを取り入れたそうだ。なお、アコニットの周辺では、ドラセナがロビニアの眷族だ。


「噂うわさ通り、すごい方ばかりで驚おどろいています。皆さんと同席できて光栄です」


　などと屈くつ託たくなく言ったのは、先ほど堂々と遅ち刻こくした少年だった。東の小国、ソムニフェルム家の第二王子オピウム。父王、王太子の兄がともに病やまいにふせっているため、代わりに出席しているという話だった。真しん偽ぎのほどはわからないが、誰だれも問題にしない。この集つどいに参加しなくても、自国が不利になるだけだ。


「……お目にかかれて恐きよう悦えつ至し極ごくです、敬けい愛あいなる君たち」


　そして最後がアコニット自身──かつては五都を支配した麗王六花の筆頭、言わずと知れたアネモネの正せい統とう後こう継けい者しや。


　ただし、今のアコニットはあくまで『姫ひめ』であり、まだ正式に家か督とくを相続できていない。一いち応おうは種を代表する者としてこの会に臨りん席せきしているが、アネモネの王おう座ざはいまだ空位……。そのため、形式上は三都を支配しながら実じつ質しつ的な支配力はお膝ひざ元もとの一都にしか及およばないという、極きわめて不安定な立場にあった。


　誰も大っぴらには口にしないが、数年前、アネモネは前ぜん代だい未み聞もんの不ふ祥しよう事じを起こした。先王の早そう世せいとその後の不祥事のせいで、アネモネは没ぼつ落らくの一歩手前にいるというわけだ。貴族たちのあいだでは、アネモネはいずれ麗王の資し格かくを剝はく奪だつされると噂うわさされている。


「では、きたる時節の施し策さくについて、ご一同の思うところをうかがいたい」


　ストリクノスが取りまとめ、茶を飲みながらの意見交こう換かんが始まった。


　主な議題は先だっての事じ件けん、『残滓条痕フラグメント毀き損そん』のことだった。


　既に誰もが聞き及んでいることだったが、改めてストリクノスの口から説明があった。上級貴き族ぞく〈高貴一六花〉のひとつ、マヤリス家の鈴すず蘭らんが人間を誘ゆう惑わくし、いくつかの殺人事件を引き起こしたばかりか、フラグメントを毀損して捜そう査さを攪かく乱らんした……というものだ。


　鈴蘭は現在、煉れん獄ごくに捕とらえられ、獄ごく吏りによる長い尋じん問もんを受けているという。今後は余よ罪ざいを追つい及きゆうし、彼女が告白する事件ひとつひとつを洗あらい直すことで、これまでに誤ご審しんや冤えん罪ざいがなかったか確かく認にんしていくことになるそうだ。


　マヤリス卿きようは謹きん慎しん、ストリクノスもいくつかの特権を手放すことを表明した。アコニットが最も聞きたかった鈴蘭の処しよ分ぶんについては、調べが進むまで保ほ留りゆうとされた。


　その後はそれぞれの都の現げん状じよう報ほう告こくと、遅ち々ちとして進まない地表緑化計画の進しん捗ちよく状況が語られただけで、おおよそ議題が尽つきてしまった。


　アコニットが恐おそれていた『アネモネの所しよ領りようを取り上げる話』とか『アネモネの支配権を制せい限げんする話』は出なかった。むしろ鈴蘭捕ほ縛ばくの働きに賛さん辞じが送られ、アネモネの家督相続を早めるべきでは、という流れになった。具体的な時期については通例通り「時じ宜ぎを見て」で終わったものの、ドラセナが意図した通りの展てん開かいだった。


　議論が途と切ぎれ、茶を飲んだり、花か壇だんを眺ながめる時間が増ふえ始めた頃ころ、


「お楽しみのところ、失礼いたします」


　迷めい路ろを抜けてストリクノスの配下が入ってきた。ひどく浮うかない顔で、ストリクノスの耳元で何かをささやく。


「…………そうか」


　ストリクノスはうなずいた。あくまでも氷のような無む表ひよう情じよう。それがいい知らせなのか、悪い知らせだったのか、その横顔からはうかがい知ることができない。


「ご一同、既に議論すべき話題も尽きたように思われる。誠まことに勝手ながら、先に席を外す無礼をお許ゆるし願いたい」


　帰らせろ、と言っている。反対意見は出なかった。


「ありがとう。ご一同のますますの発展と健康をお祈いのりする」


　ストリクノスは作法にのっとって一礼し、氷の気配を残して立ち去った。


　それを潮しおに、会はお開きになった。麗王たちが次々と、別れの言葉を述のべて去って行く。


　会がお開きになっても、アコニットは席を立たなかった。若じやく輩はい者ものなので、最後まで席を立つのを遠えん慮りよしたのだ（ちなみに、遅刻少年のオピウムはさっさと去って行った）。


　その結果、円えん卓たくにはアコニットともう一人だけが残ることになった。


　艶あでやかな着物の淑女──ロビニア家の針槐だ。


　針槐は何となく残っているのではなかった。漆しつ黒こくの瞳ひとみがじっとアコニットを見つめている。王族が遠慮もなくこんな視し線せんを向けているのだから、当然、アコニットに何か言いたいことがあるのだろう。アコニットは背せ中なかに氷を落とされたような気がした。


　何か、彼女の気に障さわることをしただろうか。


　針槐の瞳に怒いかりは、ない。だが、表情にあまり感情を出さないのが王族だ。アコニットは借りてきた猫ねこのようにびくびくしながら、おずおずと口を開いた。


「茨いばらの君……」舌したが痺しびれたように回らない。「何でしょうか……？」


　針槐はすぐには答えなかった。ただじっと、アコニットを見み据すえている。


　アコニットは身を硬かたくした。ひんやりと涼すずやかな、この双そう眸ぼうが苦手だ。底の知れない漆黒の瞳は、鈴蘭よりもよほど深い黒……。正直、怖おそろしいと思う。


　実じつ際さい、針槐は怖ろしいグリモアリスだと聞いていた。それでなくとも、ロビニアの胤性霊威フイグメント〈鋼はがねの毒〉は、攻こう撃げき能のう力りよくではアネモネの雷いか霆ずちに匹ひつ敵てきすると言われている。単たん純じゆんな比ひ較かくで比ひ肩けんし得るということは、局面によっては凌りよう駕がしているということだ。


　この針槐は、ストリクノスをのぞけば、麗王六花の中でもっともアコニットを緊きん張ちようさせる存そん在ざいなのだった。


　やがて、長い長い溜ためをつくった後で、針槐はこう言った。


「胡う乱ろんなことだ」


　一いつ瞬しゆん、叱しかられたのかと思った。それほどに重く、厳きびしい言葉だった。


　だが、アコニットを責める意図はないようだ。針槐はそれきり黙だまってしまって、その先を語らない。このまま黙っていても仕方がないので、アコニットは思い切ってたずねた。


「それは、どういう意味でしょうか？」


「今は……」


　迷まようような間があく。


「言うまいと思う」


　拍ひよう子し抜ぬけだ。全然、意味がわからない。


　針槐はゆったりとした所作で席を立ち、去り際ぎわにこう言った。


「ゆるまぬがよい。いろいろとな」


「────？」


　言葉だけ聞くと説教のようだが、声の調子は違ちがった。むしろ……。


　脅きよう迫はく？


　そんな馬鹿な。


　従じゆう者しやを連れて遠ざかる着物の背中を見送って、アコニットはつぶやいた。


「リコリス」と、かたわらに控ひかえた従者を呼よぶ。


「はい、お嬢じようさま」


「今の、どういう意味かしら」


「さあ……」


　まったくアテにならなかった。


　とりあえず、腹はらいせ──もといお仕置きの電でん撃げきを加えていると。


「ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます、花はな烏う頭ずの君。我わが主あるじが、お茶をご一いつ緒しよにいかがかと」


　すらりとした女が一人、こうべを垂たれてひざまずいていた。


　衣にロードデンドロン家の紋もん章しようが縫ぬいつけられている。アザレアの従者だ。


「お茶？」


「はい。是ぜ非ひにと」


　こんなふうに誘さそわれて、無む下げに断ことわるのは無作法にあたる。特とく段だんの用事がない限かぎり、断れるものではない。そして普ふ通つう、王族には特段の用事など存在しないのだ。


「行くわ。案内して頂ちよう戴だい」


「かしこまりました」


　従者は先に立って歩き出した。その後にアコニット、そしてリコリスが続く。


　迷路を抜けたところに、先ほどの円卓よりはずいぶん優ゆう美びな、木もく製せいのテーブルが置かれていた。全体に白く塗ぬられ、脚あしにはツツジが彫ちよう刻こくされている。その傍かたわらには日よけの傘かさが置かれていて、傘の下には一人の少女が座すわっていた。


　紫むらさきと金という目にも刺し激げき的な色合いの髪かみ。ロードデンドロン家の当主アザレアだ。


　アザレアはこちらに気付き、立ち上がった。麗王六花が立ち上がって迎むかえる相手は、同じく麗王六花しか存在しない。


　うふふ、と楽しげに笑って、アザレアはアコニットを迎え入れた。


「お待ちしてましたわ、花烏頭の君」


「お招まねきにあずかり光栄です、蘭躑躅の君」


「堅かた苦くるしい挨あい拶さつはなしにしましょう。貴女あなたとはお友達になりたいですわ」


（友達──）


　その言葉に感かん傷しようのようなものを覚えた。向こうは広大な領りよう土どを支し配はいする大だい貴き族ぞくの現げん当主、こちらは没ぼつ落らく寸すん前ぜんの姫ひめ。生まれでは決して負けていないが、現在の地位が違いすぎる。とても釣つり合うとは思えない。それに、少なくとも鈴蘭とのあいだには──美び辞じ麗れい句くに飾かざられた言葉のやり取りや、従者や護ご衛えいを控ひかえさせる必要などなかったのだ。


　アコニットのほろ苦い胸きよう中ちゆうを知ってか知らずか、アザレアは鈴蘭のことを口にした。


「我が眷けん族ぞく、マヤリスの者がご迷めい惑わくをかけたのですってね。許ゆるしてくださる？」


「もちろん。それに、あの子はストリクノスの指し揮き下か。貴女が気にされることでは」


「いいえ。眷者は麗王にかしずくもの──であれば、その不始末は麗王の責せき任にんですわ。それがたとえ、ほかの都に住まう者であっても、高貴一六花であろうとも」


　立りつ派ぱなことを言う。だが、アコニットは素す直なおに感心することができなかった。それが本心からの言葉なのだとしたら、きっと苦労知らずの温室育ちだから言える言葉だ。


「とにかくお茶にしましょう。さあ、おかけになって」


　アコニットを座すわらせ、自らもそのとなりに座る。膝ひざが触ふれ合うほどの近さだ。ふわっと甘あまい、いい香かおりがアコニットの鼻先をかすめた。


「うふふ。近くで見るといっそう可愛かわいいですわ」


「え……」


　アザレアは肩かたを押おしつけるようにして、至し近きん距きよ離りからアコニットをのぞき込こんでいた。ワインレッドの瞳がうっとりとアコニットを映うつす。


「きれいな肌はだ……。ねえ、触れてみてもよくて？」


　アコニットの返事を待たず、アザレアはアコニットの頰ほおに触れた。ひんやり冷たい指先が、そっとアコニットの肌をすべる。


　アコニットは硬こう直ちよくした。どきどきした。一体、自分が何をされているのか、相手がどんなつもりでこんなことをするのか、全然わからない。


「うふふ……。わたくし、ずっとこうしたかったのよ」


「それは、その……、光栄……です」


　アコニットが対たい応おうに窮きゆうしていると、アザレアは残念そうに身を離はなした。


「エクレレール」


「はい」


　呼ばれた従者は何もかも心得ているようだ。慣なれた手つきで紅こう茶ちやを淹いれる。何につけても手際の悪いリコリスとは大違いだ。


　白はく磁じのカップに紅あかい液えき体たいが注がれ、湯気とともに格かく調ちよう高い香りが立ちのぼった。


　さらに、テーブルの上にお菓か子しの皿が置かれる。


　一いつ瞬しゆん、木の実かと思った。小さな、丸い塊かたまり。焦こげた木もく片へんのような色をしている。表面に粉がまぶしてあり、ころころと可愛らしい。


「これは……人界のお菓子？」


「ええ、そう。今朝、使いを遣やって人界から取り寄よせたのですわ」


　無む論ろん、密みつ航こうではなく正式な使者だろう。王は都を支配する。人界への通行も含ふくめて。人界研究の資し料りようだと言えば、大たい抵ていのものは手に入れることができる。


「本当は自分の足で見て回りたいのですけど、麗王が人界をうろつき回るのは何かと具合がよろしくないでしょう？　家格にきずがつくと叱しかられますし──」


　はっとして、口を押さえる。


「あら、ごめんなさい。悪気はありませんの」


　悪気がないのはわかっている。王族とは、悪気もなく他人を傷きずつけるものだ。


　どうやら、アコニットが自ら教誨師グリモアリスの任にん務むに就ついていることは、麗王六花のあいだでも噂うわさになっているようだ。たぶん、風変わりな姫の、おかしな笑い話として。


　アコニットとて、好きで教誨師をやっているわけではない。


　だが、今は。


　みじめでも。悔くやしくても。怖こわくても。苦しくても。


　続けるしかない。家のため。眷けん族ぞくのため。領りよう民みんのため。そして、自分自身のために。


「さあ、どうぞ。召めし上がって」


　個こ人じん的にも興きよう味み津しん々しんだった。勧すすめられるまま口に運ぶ。その刹せつ那な──


「────!?」


　ガーン、という音が確たしかに聞こえた。そのくらいの衝しよう撃げきだった。


　表面の粉には苦味があった。鼻の奥おくに抜ぬける苦味と香こう気きに眉まゆをひそめたその次の瞬間、融とけるような舌した触ざわりとともに、豊ゆたかな甘みと洋酒の香りがまろやかに広がった。ココナッツミルクが染しみ出てくるような食感、まるでとろけるようだ。かすかな苦味や渋しぶみ、酸さん味みが甘みを一いつ層そう引ひき立て、ひと舐なめごとに芳ほう醇じゆんな味わいが甦よみがえる。


　完全に飲み下すまで、アコニットは身じろぎもできなかった。


　恍こう惚こつとしていた。


　一瞬で、虜とりこになってしまった。


「こ……これは？」


　動どう揺ようを悟さとられないように、精せい一いつ杯ぱい、平静を装よそおって訊きく。声が震ふるえているのはご愛あい嬌きようだ。


　うふふ、とアザレアが微笑ほほえんだ。アコニットの反はん応のうに満足したようだ。


　すーっとワインレッドの眼めを細め、ささやくように告げる。


「もちろん教えて差し上げてよ、花烏頭の君」







Episode 08







　夕ゆう刻こく、アコニットが住まう第一三星樹ポータルは、一日でもっとも美しい時を迎むかえる。


　西の地平には赤々と燃もえる夕焼け。天空には気の早い星々がまたたき、涼すずやかな風が大たい樹じゆの梢こずえを吹ふき抜ける。鳥たちが群むれをなして飛び、街にあかりがともり始める時刻。


　大樹の中央、やや高いところに、ひときわ鮮あざやかに夕ゆう陽ひを浴びる石いし造づくりの館やかたがあった。


　神しん殿でんのように荘そう厳ごんで、重々しいたたずまい。都の最高責せき任にん者しや〈執しつ政せい官かん〉が住み、執しつ務むを行うための官かん邸ていだ。


　その官邸の窓まど辺べ、ラタンの寝ね椅い子すにくつろいで、夕涼みをしている者がいた。


　青い長衣トーガは執政官の装しよう束ぞく。その顔立ちはあどけなく、人間で言えば、まだ幼おさない少女の姿をしている。ただし、これでもアコニットの三倍以上の時を生きた古ふる株かぶで、表ひよう情じようにも居い住ずまいにも役やく職しよくに相応ふさわしい風格があった。左右の目を閉とじているが、眉み間けんに黄金こがね色いろの宝ほう石せきが埋うめ込まれていて、それが彼女にとっては〈眼〉の役やく割わりを果たしている。


　この都を預あずかる執政官ドラセナは、寝椅子の上でうっすらと微笑んでいた。


「そうか……。園遊会は首しゆ尾びよくいったか」


　すこぶる満足げに、もう何度目かの独ひとり言を言う。


　その報ほう告こくを受けたのが半日前。そしてつい先ほど、アコニットを乗せた船が帰き還かんした。間もなく、アコニット自身が帰還を知らせにやってくるだろう。


　ひと月前、園えん丁てい会かい議ぎの議長ストリクノスが突とつ然ぜんこの都を訪れた。そのときはうやむやになってしまったが、アネモネの領地没ぼつ収しゆうを画かく策さくしていたという噂うわさもある。どうなることかと心配していたが、王族園遊会は特に問題もなく終わったそうだ。


　むしろ、アコニットの働きは高く評ひよう価かされたという。


　そのことが、ドラセナには無む性しように嬉うれしい。


「ふふ……時の経たつのは早いものじゃ」


　執政官を任じられ、アネモネに仕えてはや十余よ年ねん──ドラセナの執政官としての日々は、常つねにアコニットの成長とともにあった。


「あの赤子が今では立りつ派ぱな娘むすめ……我われも年を取るはずじゃな」


　ドラセナは上体を起こし、窓から身を乗り出した。


　官邸の窓からは一番大きな船着場が見下ろせた。既すでにアネモネの家か紋もんを刻きざんだ中型帆はん船せんが到とう着ちやくしている。麗王が使うものとしてはあまりにみすぼらしい船……。いまだアネモネの家か督とくを継けい承しようしていないアコニットには、まだまだできないことが多すぎるのだ。


　しかし、この分なら──とドラセナは考える。アネモネの当主として認みとめられ、きちんとした船を使えるようになる日も、そう遠くはないのではないか。


　そんな期待を抱いだかせるエピソードがある。


　先日、普ふ段だんは宮きゆう殿でんに引きこもっているアコニットが、珍めずらしく官邸に顔を出した。


　そして、いきなりこう切り出したのだ。


「刑けい吏りの中に、軋軋ギシギシってのがいるじゃない？」


「ギシギシ──下級官吏か？」


「ええ。ルーメックスの、若わかいのよ。あの子、私のところに寄よ越こして欲ほしいわ」


　ドラセナはぽかんとした。


　確かに、そんなような名の者がいた。鈴蘭が引き起こした騒そう動どうにからんで、いろいろと事情を訊きかれた教きよう誨かい師しだ。


　だが、ドラセナですら顔を覚えていないような者に、一体何の用だろう？


　まさか。


「……気に入ったのか？」


「まあね」


「し、しかしじゃな」


　らしくもなく、あわてる。ドラセナは両手で宙ちゆうをかき混まぜながら、


「こうしたことは、時機を見るべきことでもあるしの……その、そなたがその気になったのはまことに喜ばしいことじゃが、両家の家格があまりに隔へだたりすぎておる──」


　アコニットは真っ赤になって叫さけんだ。


「誰だれがお見合いの話をしてるのよ！　私の衛えい士しに欲しいと言ったのよ！」


「な、何じゃ、衛士か……おどかすな」


　知ち性せいと洞どう察さつ力りよく、そして大局観を買われて大たい任にんを仰おおせつかったドラセナだが、ことアコニットにかかわることとなると、いささか冷静さを欠くきらいがあった。


　こほん、とせき払ばらいをして、取り繕つくろう。


「よかろう。ルーメックスはアロカシアの系けい統とう──もとより身体能のう力りよくは折り紙つきじゃ。衛士の称しよう号ごうを得てそなたの力を中継すれば、優すぐれた戦士となることじゃろう。……まあ、本人が諾だくと言えばの話じゃが」


「ふん、断ことわれっこないわ。このアコニットの指名なのよ？」


　そのアコニットだからこそ、問題なのだ。姫ひめ君ぎみのわがままや従じゆう者しや嫌ぎらいは市し井せいの噂うわさになっている。側そば仕づかえである衛士の任にん務むを、果たしてやりたいと言うだろうか。


「相そう応おうの待たい遇ぐうを約すのじゃな？」


「そうね……。ゆくゆくは百人隊長くらいは任まかせるつもり」


「わかった。彼かの者の上役に話をさせよう」


「ありがとう。その上役ってのに、口説けなかったらひどいわよ、って言って」


「アコニット！　そなた、またそのような──」


「わかってるわよ。ちょっと言ってみただけじゃない」


　アコニットは唇くちびるをとがらせた。ドラセナは嘆たん息そくした。


「まったく……。それにしても、ずいぶんとその者にご執しゆう心しんじゃな？」


「まあね。このアコニットに向かって、さんざん無礼な口をきいてくれたんだもの。ちょっと、いじめてあげたいじゃない」


「アコニット……」


「冗じよう談だんだってば。私だっていつまでも子こ供どもじゃないわ」


　──と、そんなことがあったのだ。


　軋軋はあまり乗り気ではなかったという話だが、彼の上官が口説き落として（とばっちりを恐おそれたらしい）、結局はアコニット付きの衛士となった。


　アコニットとのやりとりを思い出して、ドラセナは微笑ほほえんだ。


「あの従者嫌いが、自ら進んで衛士を持とうとは……。どうやら、姫君にもようやく麗王六花としての自覚が芽生えたようじゃな」


　言葉の上ではまだまだ不安なところもあるが、今は芽生えかけた自覚を評ひよう価かしたい。


「ふふ……。あのおてんば姫も、いつまでも子供ではおらぬか……。よろこばしきこと。これで我われの心労も少しは──」


　しかし、結果的には、ドラセナの喜びは短かった。


　来客を告げる鐘かねが鳴る。ややあって、ドラセナの部下に先せん導どうされて、一人のグリモアリスがドラセナの前にやってきた。


　ただし、やってきたのはアコニットではなかった。


　アコニットの従者リコリスが、一人きりで現あらわれたのだ。


「ドラセナさま……」


「リコリスか。ご苦労であった」


　リコリスはまごつき、なかなか話を切り出さなかった。


　申し訳わけなさそうな、身の置き所がなさそうな、そんな素そ振ぶりだ。


　猛もう烈れつに嫌いやな予感がする。残念なことに、ドラセナの予感は絶ぜつ対たいに外れないのだが。


　ドラセナはぎこちなく微笑んで、


「どうした？　姫君の遣つかいかな？」


「あのぅ……そのお嬢じようさまのことなんですが……」


　やはりか。


「うむ……、何じゃな？」


「あのぅ、実は、あのぅ、無む断だんで……」


　もじもじと身じろぎする。やがて、ぶちまけるようにリコリスは言った。


「人界に行かれましたぁ～」


　かくん、とドラセナの小さなあごが下がった。


　帰き還かんの挨あい拶さつも、園遊会の報ほう告こくもなく。


　渡と航こうの許きよ可かも得ず、それどころか外出の許可も得ず。


　よりにもよって人界に。


「じ…………」


　ドラセナはわなわなと肩かたを震ふるわせた。


　そして、叫んだ。


「自覚が足らんっ！」


　結局、彼女の心労はまだまだ続きそうだった。







Episode 09







「モタモタしないで。特とく製せいなのよ。限げん定ていなのよ。なくなっちゃうわ」


　アコニットはもどかしい思いで誓せい護ごを急せかした。


　誓護がしぶしぶといったふうに腰こしを浮うかす。その動きは決して素す早ばやくはない。ああもう、もどかしいったらないわ。本当にコトの重じゆう要よう性せいがわかっているのかしら……。


　誓護の背せ中なかをイライラしながら追いかける。その背中が人の波に切り込こんだ瞬しゆん間かん、


『アコニット！　このじゃじゃ馬め！』


　きぃぃぃん、と脳のうに突つき抜ぬけるような衝しよう撃げきとともに、聞き覚えのある声が聞こえた。


　激げき痛つう。アコニットはびくぅっと跳はね上がり、思わず耳を押おさえた。


　周囲から奇き異いの視し線せんを浴びてしまう。いのりも目を丸くして、『どうしたの？』という顔で見上げていた。


　今の声は物理的な〈音〉ではない。アコニットの聴ちよう覚かく神しん経けいを直ちよく接せつ刺し激げきしたものだ。当然、いのりに聞こえているはずもない。


　まだ耳がキンキンする。アコニットはめまいを覚えながら、人々の視線をさけるように通路の端はしに寄よった。二つの指輪──〝プルフリッヒの振ふり子〟を重ね合わせ、念を送る。


（ドラセナ……？　何よ、今取り込み中──）


『うつけ者！　理由もなく、ましてや無断で人界に赴おもむくなぞ言語道断じゃぞ！』


　また雷かみなりが落ちた。下へ手たをするとアネモネの雷いか霆ずちより厄やつ介かいだ。


（うるさいわね……。理由くらい、後から考えるわよ。たとえば──人界の研けん修しゆうとか）


『後から考えてどうする！　まったく、情なさけないぞ、アコニット。栄はえある麗王六花の筆頭、アネモネの姫ひめともあろう者が何という自覚のない……』


　ドラセナはため息をついたらしい。嘆なげかわしい、嘆かわしい、と繰くり返す。アコニットは閉へい口こうした。母親に泣かれるのと同じで、ひどくバツが悪い。


　ややあって、ドラセナはこんなことを言った。


『やむを得ん。今から教誨師グリモアリスの命を言い渡わたす』


　アコニットは唇くちびるをとがらせた。


（……何よそれ）


『文もん句くを言えた立場か！　ちょうど今しがた、その地区で解かい禁きんされた罪ざい人にんがおる』


　不平を言うとお説教が長引きそうだったので、黙だまっておく。


『近いぞ。例の、人間の若わか者ものの家からわずかに二キロ圏けん内ないじゃ。座ざ標ひようは──』


　ドラセナが口にした座標を脳のう裏りに描えがいてみて、アコニットははっとした。


　それは──この座標？


　そうだ、この場所、この建物だ！


　姫ひめ乃の杜もり製せい菓かのお菓か子し工場にして娯ご楽らく施し設せつ。プリンセス・ガーデンとかいう、この場所！


　一瞬、不ふ可か解かいなものを感じた。こんな偶ぐう然ぜんがあるだろうか。


　偶然、アコニットがきたがった場所で。偶然、烙らく印いんを押されるほどの罪人が殺人を犯おかして。偶然、その案あん件けんの捜そう査さが許きよ可かされる。……そんな〈偶然〉が？


　だが、その裏うらを深読みできるほど、今のアコニットには余よ裕ゆうがなかった。トリュフのことで頭が一いつ杯ぱいになっていたせいか、次の瞬間には、


（ふん、おあつらえむきじゃない）


　と、納なつ得とくしてしまっていた。


『詳しよう細さいはそなたの〝振り子〟に送っておく。きちんと、そちらで確かく認にんするのじゃぞ』


（わかったわよ。こっちの用事が済すんだら、適てき当とうにやっておくわ）


『心せよ、アコニット。この案件──』


　ドラセナの声が重々しく響ひびいた。


『フラグメントの劣れつ化かが見られる』


　さすがのアコニットもはっとした。


（どういうこと？　鈴蘭が関係しているの？）


『それをそなたが探さぐるのじゃ。彼かの者はその街を中心に活動していた節がある。今回のこれが、一連の〈フラグメント毀き損そん〉に関かかわっていてもおかしくはない。……じゃが、無む論ろん、断定はできぬ。まったく無関係かも知れぬ』


（……わかった。探ってみるわ）


　限定トリュフを手に入れてから、だが。


（用はそれだけ？　じゃあ、もう切るわよ？）


『待て。話はまだ──』


　とドラセナは言ったが、アコニットは待たず、通信回線を遮しや断だんした。


　怒いかり狂くるうドラセナの姿すがたが浮うかんだが、それどころではないのだ。限定トリュフがアコニットに食べられるのを待っているのだから。


（ああ、何て罪つみなお菓子なのかしら……このアコニットをここまで狂わせるなんて）


　アコニットはふるふると震えた。まったく怖おそろしいお菓子だわ。


　トリュフの誘ゆう惑わくには勝てない。あの魔ま性しようの味。とろける甘あまみと舌したざわり。アコニットはアザレアにふるまわれたトリュフの味を思い出し、恍こう惚こつとなった。


　さあ、急いで〈お菓子の家〉とやらに向かおう。


　と思って顔を上げ、ようやく異い変へんに気付く。


「……誓護？」


　いない。


　前を行くのは見知らぬ人々の後頭部ばかりだ。


　となりにぽつんと、どことなく申し訳わけなさそうないのりが立っている。


「まったく……どこに行ったのかしら。肝かん心じんなときに頼たよりにならない男ね」


　アコニットは愚ぐ痴ちっぽくつぶやいた。はぐれたのはどちらかと言えばこちらなのだが、もちろん、そんなことは知ったことではない。


「ふん……。別に、いないからどうってこともないけれど」


　そう強がってはみたものの、おなかをきゅきゅっと締しめ上げられるような気がした。


　見知らぬ人間たちの中に、一人きり。


　いや、一人ではない。いのりがいる。とは言え、心細いことに変わりはない。


　碇いかりの鎖が切れてしまったような、そんな不安感が押し寄せる。


　ふと、くいくい、とスカートのすそを引かれた。


　いのりが何か言いたげに前方を示しめしている。見ると、人々は既すでに、四階へと上がる階かい段だんの上で長ちよう蛇だの列をつくっていた。


「ああ……。並ならんでしまえば、どうせ向こうで会えるってわけ？」


　こくり、とうなずく。兄とはぐれたというのにずいぶんと落ち着いている。その成長ぶりに感心すると同時に、不安を感じた自分が恥はずかしくなる。


「まあ、後回しにされるのも癪しやくだし、このまま並んだ方が利口かしら」


「…………」こくり。


「でも貴女あなた──その……お金、持ってるの？」


　人界というところは、何をするにも代だい価かが必要なのだ。


　返事の代わりに、いのりはポシェットを掲かかげて見せた。さすがは誓護の妹。こういうところはしっかりしている。きちんとお小こ遣づかいを持ってきているらしい。


「ふん……。じゃあ、行きましょ」


　いのりの手をぎゅっと握にぎって、アコニットは歩き出した。


　冥めい府ふに名立たる麗王六花の筆頭、栄はえあるアネモネの姫ひめ、アコニット──


　一〇歳さいの少女にお菓子を買ってもらうご身分である。


　それから数分。催さい事じ場じようにはもともと十分な収しゆう容よう力りよくがあったらしく、列の流れは案外スムーズで、わりと簡かん単たんに四階催事場に到とう着ちやくすることができた。


　童話のイメージで魔ま女じよと幼おさない兄妹の人形が置いてある。うっそうとした森を思わせる、人工の樹じゆ木もくを並べたゲートをくぐると、白いテーブルが並ぶカフェテリア風の空間に出た。中央にドリンクバーが設せつ置ちされていて、紅こう茶ちややコーヒー、ジュース類が自由に飲めるようになっている。いくつかのテーブルは既に先客たちで混こみ合っていて、賑にぎやかだ。


　そのさらに奥おく、突つき当たりの壁かべ際ぎわに人々が列をつくっていた。どこにも〈お菓子の家〉らしきものが見当たらないところから見て、その壁の向こうに存そん在ざいするようだ。


　そしてここに、限定トリュフ〈月夜の小石〉の販はん売ばいスタンドがあった。


　そちらも列ができている。アコニットは少し迷まよった末、先にトリュフの列に並んだ。もちろん、いのりの手を引いて。


　ひと粒つぶいくらの高級トリュフを、アコニットは二箱（二ダース！）買った。


　どうせ誓護が出すのだろうが、構こう図ず的にはいのりに出させる格かつ好こうになるわけで、普通は気がとがめるところだ。もちろんアコニットだって気はとがめたのだが、それでも二四個こも買ってしまうあたり、さすがは名家のお嬢じようさま。実に遠えん慮りよがない。


　おみやげはきっちり確かく保ほしたところで、いよいよ、〈お菓子の家〉の列に並ぶ。


　突き当たりの壁にはトンネルのようなゲートがあり、列はそちらへと続いていた。さらに近付いてみると、ゲートはロープで区切られていて、右側がこれから入る人のレーン、左側が出てくる人のレーンになっている。


　一度に入れる人数は決まっているらしい。人が出てくるたびに、「お一人さまどうぞ」「お二人、どうぞ」と通してもらっている。混こん雑ざつをさけるための工く夫ふうなのだろう。〈お菓子の家〉でお菓子をもぎ取ったら、カフェテリアで食べなさい、というわけだ。


　出てくる人々は、例外なく、トレイの上にお菓子を山積みにしていた。アコニットが見たこともないお菓子をのせている。嫌いやでも期待が高まろうというものだ。


　こちらの収容力は大したことがないと見えて、先ほどよりはずいぶん流れが遅おそく、アコニットを焦じらしてくれる。


　どんなふうになっているのかしら。おいしいところが取られちゃったりしないかしら。ああ、もう、やきもきさせてくれるわね……。


　そうしてさんざん飢うえさせられた後で、アコニットといのりの順番が回ってきた。


「いらっしゃいませ。〈お菓か子しの家〉へようこそ！」


　案内の係員がさわやかな笑顔で迎むかえてくれる。


　黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけた男だった。アコニットがもう少し注意深かったなら、それが見覚えのある顔だと気付いただろう。先ほど誓護の後ろで社長と話していた男だったのだが──まあ、今のアコニットにはどうでもいいことだ。


「初めてのお客さまですね？　わたくし樫かし野のがご案内させていただきます」


　これだけの人が訪おとずれているのに、一度通つう過かした客の顔は覚えているらしい。


　アコニットといのりを中に招まねき入れながら、樫野が簡かん単たんに説明してくれた。


　この奥にはお菓子でデコレートされた〈お菓子の家〉がある。お客はそこから好きなものを取り、先ほどのカフェテリアで食べることができる。


　おなかがギブアップするまで、好きなだけ食べていいという方式だった。当然、お金を取られるものと思っていたのだが、料金は入館チケットに含ふくまれていたらしい。


　一時間に一度、一〇分間のインターバルが設もうけられている。これは無残な姿すがたになってしまった〈お菓子の家〉を修しゆう復ふくするための時間で、マメにお色直しすることで、外観を保たもつ意味があるらしい。


　そんな説明を受けた後で、ようやく〈お菓子の家〉にたどり着いた。


　トンネルを抜ぬけ、まず目に飛び込んできたのは、家と言うより『庭』だった。


　作り物のツリーに吊つるされているのは飾かざりではなく袋ふくろ入いりのお菓子だ。花か壇だんにはキャンディの花が咲さき、白にピンクに黄色にオレンジと、目にも鮮あざやかだ。


　そして、その奥おくに鎮ちん座ざする〈お菓子の家〉は、見事にアコニットの予想を超こえていた。


　屋根も食べられるという話だったので、もっとこう、ミニチュア的なものを想そう像ぞうしていたのだが、本当に家くらいの高さがある。個別包ほう装そうされたクッキーやビスケットが壁を形作り、屋根はパン菓子、窓まど枠わくはチョコレートだ。


　となりのいのりも目を丸くしている。アコニットはいのりの手を握にぎりしめ、どきどきしながら〈お菓子の家〉に入った。


「────」


　思わず言葉を失う。内部も外側と同じように作り込まれていた。


　壁や暖だん炉ろは色とりどりのお菓子で飾られ、丸太はロールケーキ、薪まきはバウムクーヘン。装そう飾しよくや家具まで徹てつ底ていしてお菓子製せいだ。さすがに食べるのははばかられるものの、パンでつくった椅い子すなど、そうそうお目にかかれるものではない。


　部屋の中央には長いテーブル（これは本物だ）が置かれ、その上に各種のケーキが並べられていた。家を解体するもよし、生菓子を楽しむもよし、という心こころ憎にくい配はい慮りよだ。


　まだひとつも口にしないうちから、膨ぼう大だいな量のお菓子に囲かこまれただけで、アコニットはうっとりとした。既すでに、任にん務むのことなどきれいさっぱり忘わすれ去っていた。


　こうして、アコニットはいのりとともに、〈お菓子の家〉で遊び始めた。


　そこが、魔ま女じよの棲すまう家とも知らず──







Episode 12







　天てん井じようの素そ朴ぼくな味わいにハマってしまったり、暖炉のレンガを崩くずすのに夢む中ちゆうになったり、ケーキを全種類制せい覇はしようとしたり、することは尽つきない。


　最初はいのりにくっついていたアコニットも次第に大だい胆たんになり、いのりから離はなれて歩くこともできるようになった。人間の群むれにも慣なれ、三度目にはひとりで列に並ならび、〈お菓子の家〉へと続くゲートをくぐったほどだ。


　そんなわけで、少しばかり、気が大きくなり過すぎていたかも知れない。


　大量のお菓子が与あたえてくれる多幸感に酔よって、注意力もかなり失われていた。


　そのため──


　生菓子とにらめっこをしているうちに、いつの間にか、周囲から人の気配がなくなっていることに、アコニットは気付かなかった。


　じっとケーキの大皿に見入る。


　次はどれにしようかしら、と楽しい物色の最中だ。


　とりあえず、ラズベリーのタルトは気に入った。表面の紅あかい光こう沢たくが美しく、ぷにゅ、ふわ、カリッと、食感も変化に富とんでいる。酸さん味みのある甘あまみもアコニット好みだ。それを選べばハズレはないが、別の味も試ためしてみたいのが乙おと女め心というやつだ。


　モンブラン、いちごのムース、レアチーズケーキと目め移うつりし、全部食べればいいじゃないと気付いた、その刹せつ那な。


　ふっと周囲の空気が変わったような気がして、アコニットは顔を上げた。


　ずるり、とトレイの上でタルトがすべる。


　気がつくと、〈お菓子の家〉にはアコニット一人だけだった。


　人々の気配が遠い。耳を澄すませば、人々のざわめきが聞こえてくるものの、それはあまりに遠く、現げん実じつ感を伴ともなわない幻げん聴ちようのように思えた。


　強きよう烈れつなめまいと違い和わ感。どこか別の空間に迷まよい込こんでしまったかのような感覚。


　はたして、照明はこんなに暗い色だっただろうか。〈お菓子の家〉はこんなにも広かっただろうか。出口はどこだ。何だか、知らない場所のような気がする……。


　心細くなる。何か間ま違ちがいをしでかして、大おお勢ぜいの前で恥はじをかくかも知れない──というときの、あの感じに近い。いや、もっと深しん刻こくな不安だ。ひょっとして、私は今、何か得体の知れない危き険けんにさらされているんじゃないかしら。


（ふん……。別に、怖こわくないわよ？）


　アコニットはささっとトレイにケーキをのせて、そそくさとパンのドアをくぐった。庭に出て、急ぎ足になってしまいながら、ただ一つの出口へと向かう。トンネル状じようのゲートをくぐり、あのカフェテリア風のスペースに──


　たどり着けなかった。


　そこでは、予想外の光景がアコニットを迎えた。


　そこは、確たしかに先ほどと同じ広さの催さい事じ場じようだった。しかし……。





　そこには、誰だれもいなかった。





　照明は薄うす暗ぐらい。テーブルは片かた方ほうに寄よせられていて、セッティングすらされていない。何の意味があるのか、大量のダンボールがうずたかく積み上げられている。あれほど華はなやかだった室内には、何の飾りつけもされていない。明らかに様子が違う。もちろん、お客の荷物もそこにはなく、誰かがそこにいた気配すらない。


　そのくせ、気配だけは感じるのだ。人間の気配。どこか遠くから聞こえてくる人々の笑い声。だが、その賑にぎやかさから、アコニットだけが取り残されている。


　トレイを持つ手から血の気がひく。


　何だ？　これは一体、何だ？


「……い」


　名を呼よぼうとする。何と言ったろう。誓護の妹。そうだ、確か……。


「……いのり？」


　呼んでみる。


　返事は、ない。


「何よ……。道でも間違えたって言うの？」


　自分でもナンセンスだと気付いている。〈お菓子の家〉の出入口は一つだ。入口と出口の別すらないのだ。どうやって間違えるというのか。


　手近なテーブルにトレイを置く。カタン、という小さな音が頼たよりない。


　それから、ほとんど本ほん能のう的に歩き出した。階かい段だんまで戻もどれば。ホールに出れば。建物を出てしまえば。きっとこの意味がわかる。何が起きているのか、わかるはず……。


　階段のところまで戻れば、ごく普ふ通つうに人々がいるに違いない。きっとこれは休きゆう憩けい時間か何かに過すぎず、心配せずとも誓護と合流できて、そして彼はこう言うのだ。君、どこ行ってたんだよ。探さがしちゃったじゃないか。


　……何だろう。ひどく嫌いやな予感がする。


　アコニットは喉のどの渇かわきをおぼえながら、そろそろと出口に向かった。


　そして、それは唐とう突とつにやってきた。


　背せ骨ぼねがゆがむような、痛つう烈れつな一いち撃げき。


　ずっしりと重たい一撃が、アコニットの華きや奢しやな体を浮かせるほどの勢いきおいで、背はい後ごから背骨にめり込んだ。


　がふっ、と妙みような音が唇くちびるから漏もれた。


　呼こ吸きゆうが止まる。目の前が真っ暗になり、一いつ瞬しゆんで意い識しきを刈かり取られそうになる──が、〝プルフリッヒの振ふり子〟がそれを許ゆるさない。即そく座ざに視し界かいが確かく保ほされ、意識を引き戻される。


　足が床ゆかに着いた瞬間、今度は横よこ腹ばらに同じような一撃がきた。


　何か液えき体たいの詰つまった袋ふくろが体内で破やぶれたような気がした。熱いような冷たいような、嫌な感覚がわき腹を中心に広がる。そして、猛もう烈れつな激げき痛つう。あやうく泣き叫さけぶところだ。


　めり込んだのは、金きん属ぞくの棒ぼうか何か。鈍どん器きのようだ。


　妖よう気きを解かい放ほうし、存そん在ざいの位相をずらせば攻こう撃げきをすり抜ぬけることができる……はずだったが、突然のことで、操そう作さが間に合わない。


　三度目の攻撃を再ふたたび背中にもらったところで、反はん射しや的に帯電した。


　高まった電でん圧あつが光の槍やりと化し、鈍器の襲おそいくる方向へと飛ぶ。


　ジュッ、と床が焼けた。手ごたえはない。──外した！


　だが、威い嚇かくの効こう果かは十分にあった。襲しゆう撃げき者しやはひるんだらしく、攻撃の手が止まる。


　相手が弱気になれば、反はん比ぴ例れいで強気になれる。心細さも動どう揺ようもどこへやら、アコニットは世にも怖おそろしげな形相で振り向き、襲撃者をにらみつけた。


「……やってくれるじゃない。このアコニットに不意打ちをくれるなんて」


　そう、私は高こう貴きなる麗王六花。アネモネの姫ひめ、アコニット。愚おろかな人間たちの世界で、この私が脅きよう威いを感じる必要など、微み塵じんも存在しない！


　ズビッ、ズバッ、と空気が弾はじけ、どす黒い電流がアコニットの全身にまとわりつく。


　ひい、と悲鳴があがった。アコニットの稲いな妻ずまを見て、取り乱みだしたようだ。


　襲撃者は腰こしを抜かし、無様に床をずり下がる。ずいぶん、大げさな取り乱し方だ。


　目の前にいたのは、全身黒ずくめの男だった。頭から暗あん幕まくのようなものをかぶっている。照明が弱いので、服ふく装そうも判はん然ぜんとはしない。


「……ふん、まあいいわ。これから殺す人間の顔なんて、興きよう味みないもの」


　アコニットは口元をぬぐった。手の甲こうが濡ぬれる。血を吐はいていたらしい。


「たっぷりと思い知らせてあげる……。己おのれの愚かしさをね……」


　このアコニットに、あんな痛い思いをさせたのだ。焼き殺してもいいだろう。


　怒いかりの感かん情じようが電圧の高まりとなって眉み間けんに集中する。


　万ばん物ぶつを灰かい燼じんに帰すアネモネの猛毒が、光の矢となって解き放たれる寸すん前ぜん、


「────!?」


　アコニットがまったく予期しなかったことが起こった。


　ぼぅー、っと周囲の空間が揺ゆらぐ。いや、揺らいだのは空間ではなく、目に見える光景だ。蒼あお白じろい燐りん光こうがあちこちにともり、ゆらゆらと不定形の闇やみが蠢うごめき出す。闇は次し第だいに形を取り始め、やがてぼんやりと像ぞうを結ぶ……。


「フラグメント──そんな、どうして……？」


　アコニットは薬指にはめた〝プルフリッヒの振り子〟を意識した。無意識に起動してしまったのかと思ったが、違う。アコニットの〝振り子〟は沈ちん黙もくしたままだ。


　襲撃者が立ち上がり、逃にげ出そうとした。もちろん、逃がすつもりはない。足に狙ねらいを定め、稲妻を放とうとする──が、結けつ論ろんから言えば、それはかなわなかった。


　アコニットの目の前に、不意に見覚えのある人ひと影かげが像を結んだ。


　背中を向けて立っている。アコニットに比くらべれば、頭ひとつ分も背が高い。細身で縦たて長ながのシルエット。髪かみは銀色で、その銀のところどころに真しん紅くの毛色が混まじっていた。あたかも燃もえる炎ほのおのような、返り血のような、真紅。


　それが誰なのか、ひと目でわかった。


　言葉などなくても、アコニットにはわかる。その背中を、アコニットは誰よりも頼りにしていたし、誰よりも愛していたから。


　その背中は。


　彼は。


「い────」


　アコニットはゆっくりと頭を抱かかえた。頰ほおを押おさえ、息を吸すい込み──


「いやぁあああぁああああああっ！」


　刹せつ那な、アコニットの全身から、どす黒い光の奔ほん流りゆうがほとばしった。







Episode 07







　何ということをしてしまったのか。


　人間を、殺あやめてしまった。


　人間を、殺めてしまったのだ。


　務つとめを忘れ。職分を大きく逸いつ脱だつし。この二つの手で。獣けもののように野や蛮ばんなやり方で。


　既すでに、この世の存在ではない私が。




　Chapter 3　【崩くずれ落ちる世界】









Episode 15







「誓せい護ごは……何が欲ほしい？」


　吐と息いきがかかるほどの距きよ離りでリヤナに問われ、誓護はカチコチに硬こう直ちよくした。


　欲しいもの。


　──それは君さ。


　などという笑えないジョークを思いついたが、とても言える雰ふん囲い気きではない。


　リヤナの瞳ひとみが誓護を映うつす。しっとりと湿しめり気を帯びた、熱い瞳だ。ついつい、誓護の視し線せんは桜さくら色いろの唇くちびるやら、無む防ぼう備びな胸むな元もとやらに吸すい寄よせられてしまう。


　このままでは理り性せいが危き険けんだった。誓護は誘ゆう惑わくを振ふり切るように、急いで答えた。


「別に気にしなくていいよ。桃もも原はら誓護はロマンチストでね、人の縁えんってものを信じてるんだ。君と会ったのも何かの縁──これはただの好意だから。甘あまえてくれて構かまわない」


　その途と端たん、リヤナはひどく傷きずついたような、怯おびえたような顔をした。




[image: ]


「……私に、何も望んではくれないの？」


　リヤナはうつむいた。消え入りそうな声で、「ごめんね」とつぶやく。


「そう……そうだよね……。私、この国のこと何にも知らないし。あげられるようなものも、持ってない。誓護のためにできることなんて、何にもない。私、何の役にも立たない……。これじゃ、嫌きらわれても仕方ないよね──」


「ちょっと待った！　話が変な方に行ってるよ！」


　誓護はあわててさえぎった。放ほうっておくと、妙みようなことになりそうだった。


「本当に気にしなくていいんだ。僕ぼくは別に、対たい価かが欲しくて君を助けたわけじゃない。それに、対価がもらえないからって嫌いになったりしないよ」


「ううん、いいの。わかってる。それは、この世の摂せつ理りだもの。有用でなければ、愛される理由がない。使えないものに価値はなく、無む能のうなものは嫌けん悪おの対象にしかならない……。この世界は、太古の昔から、そういうふうにできてるの」


「そんなことは」


「そうなの！」


　気合負けして、誓護は続きの言葉をのみ込んでしまう。


　なぜ、リヤナがこんなにムキになるのかわからない。


　リヤナの横顔には厳きびしい表ひよう情じようが浮うかんでいた。悲ひ壮そうなものさえ漂ただよわせている。


「役に立たないものは、いらないもの……。有用でなければ、必要とされない……」


　虚うつろな目をして、呪じゆ詛そのように繰くり返す。過か去こに何かあったのだろうか。自らの心の傷をえぐり出すような、痛いた々いたしい姿すがただった。


　他人の主しゆ義ぎ主しゆ張ちようには干かん渉しようしない──それが無ぶ難なんな生き方だとはわかっているが、これは誓護の信念にもかかわる問題だった。到とう底てい、彼女の意見には納なつ得とくできない。


「……君がそう考えるのは君の勝手だし、その考え方を否ひ定ていするつもりもないけど」


　誓護は真正面から対立する代わりに、精せい一いつ杯ぱい、優やさしく笑いかけた。


「誰だれかを護まもってあげたいと思うのは、その誰かが弱いからだろ？」


　いのりを生しよう涯がい護ると誓ちかったあのとき、彼女が有用だとか、有用じゃないとか、そんなことは考えもしなかった。


「誰かに手を貸かしてあげたくなるのは、その誰かが困こまってるからだし、慰なぐさめてあげたくなるのは、その誰かが落ち込こんでるから」


　リヤナは不思議そうな顔をして、じっと誓護の言葉に耳を傾かたむけている。彼女にも通じて欲しいと願いながら、誓護は真心を込めて、こう告げた。


「役に立っても、立たなくても、僕は人を好きになるよ」


　その言葉は、果たしてどのように受け止められたのだろう。


　リヤナは目を伏ふせ、顔を背そむけた。


　どこか遠くに視線を投げる。何を考えているのか、無言だ。


　……怒おこったのだろうか？


「僕、マズイこと言った？」


　リヤナは小さくかぶりを振った。そして、ぽつりとつぶやいた。


「誓護は……できるのね」


「え？」


「自分に、自分で、命令できるのね」


「────」


「だから、そんなに優しいのね」


　リヤナは強こわ張ばっていた頰ほおをゆるめ、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。


「それとも。誓護には誰か、とても大切な人がいるのかしら？」


　つい、とまつ毛が触ふれそうなくらいに顔を寄せる。


　ふわっと甘あまい香かおりがする。そんなに顔を近づけられると、どうしていいかわからなくなる。おまけに、角度的に胸元がまずい。とても、まずい。誓護はらしくもなく狼ろう狽ばいした。


　リヤナは「ふふふ」と楽しそうに笑って、それからこう言った。


「私、誓護が好きよ」


　ゼロ距離から放たれた、あまりに意外な一言に、誓護の時間がピシリと止まる。


　ちょっと待て。どういう意味だ。好き……好きって何だっけ？


（いや、落ち着け。このくらいで取り乱みだすな、桃原誓護）


　そもそも、『好き』にもいろいろあるわけで、『ゴキブリよりも好き』とか、『ラーメンと同じくらい好き』とか。必ずしも恋れん愛あい感情を表明する言葉ではない。


　大体、この少女とは出会ったばかりだ。恋愛感情が生じるような、ましてや相手に惚ほれてもらえるような、そんな出来事はなかったはず。


　……と、頭ではわかっているのだが。


　こんな美少女に、こんな間近でそんなことを言われたら、狼狽してしまうのもむべなるかな。たとえ相手が多少──いやかなり──おかしな少女であったとしてもだ。


　少女はサファイアの瞳をまっすぐに向け、まぶしい笑え顔がおを見せている。


　そしてそれは、誓護のためだけに浮かべた笑顔なのだ。


「ええと……」


　何か。何か言わなければ。


　誓護はひどくあせりながら、かろうじて、もごもごと言った。


「まあ、その、何と言うか…………ありがとう」


「うん。光栄に思うのよ」


　リヤナは微笑んで言った。朗ほがらかに、ごく自然に。やはり特別な意味などなかったのだろうか。本来なら残念に思うべきところだが、誓護はなぜかほっとした。


　不意に、ぴく、とリヤナの耳が動いた。


　それから、悲しげな顔をする。


「残念……。時間だわ」


「何か用事でもあるの？」


「うん。どうしても外せない、大事な用事がね」


　それは嫌いやな用事なのかも知れない。ひどく浮かない表情だ。


「誓護も早く帰った方がいいわ。ここはもうすぐ──戦場になるから」


「え──？」


　どういう意味、とたずねかけた誓護の頰に、ふわりと優しく何かが触ふれた。


　ちゅっと、耳元で音がする。


「さよなら、誓護。私のこと忘わすれないでね」


　まるで映えい画がのワンシーンのような光景だった。ゆっくりと身を離はなし、切なげな微び笑しようを残し、スカートのすそをひるがえして、リヤナは音もなく立ち去って行く。


　その後ろ姿を、誓護は呆ぼう然ぜんと見送った。なす術すべもなく。放心したまま。


（今、『ちゅっ』て……『ちゅっ』って!?）


　情なさけないくらいにのぼせ上がる。頰があぶられたように熱い。


　これほど気を持たされて、電話番号すら聞いてないや、というあまりにも情けない事実は、後に知ることになる。


　やがて、誓護が我われに返ったとき、リヤナの姿はもう見えなくなっていた。


　ただカラの紙コップとお菓か子しの包み紙が、彼女の座すわっていた場所に置き去りにされている。誓護は感かん傷しようめいたものを覚えながら、そのゴミをくずかごに投げ込んだ。


　照れ隠かくしの意味もあり、必要以上に勢いきおいよく立ち上がる。


「さて！　それじゃそろそろ、〈お菓子の家〉に行きますか！」


　いのりとアコニットも、おそらくそちらにいるはずだ。『ちゅっ』のことは極力考えないようにして、無む駄だに元気よく歩き出そうとしたとき──





　ずどぉんっ、とものすごい音がして、ホールの天てん井じようが吹ふき飛んだ。





　それは前触れもなく、あまりにも唐とう突とつだった。


　猛もう烈れつな圧あつ力りよくが四階の壁かべを突つき破やぶり、天井に激げき突とつしたのだ。


　爆ばく風ふうをともなって、空気を切り裂さいたそれは。


　塵ちりもほこりもかき消して、奔ほん流りゆうのように噴ふき出したそれは。


　凶きよう悪あくなほど荒あら々あらしく、刃やいばに似にて鋭するどく、闇やみのようにどす黒い──


　アコニットの雷いか霆ずちだった。


　誓護は信じられない思いで、のたうつ大だい蛇じやのような稲いな妻ずまを見上げた。


　稲妻が吹き抜ぬけた直後、ぐらりと足もとに揺ゆれがきた。地じ震しんのような揺れだ。大きい。建物がきしみ、レンガの破は片へんが落ちてきた。気のせいか、床ゆかが傾かたむいたようにも感じる。ひょっとしたら、どこか建物の構こう造ぞう的な急所を崩くずしてしまったのかも知れない。


　ふっと明かりが消え、暗闇が訪おとずれる。


　ここは危き険けんだ──そう思った刹せつ那な、まず考えたのは、やはりいのりのことだった。


　まさか、今の稲妻に巻まき込まれたんじゃ……？


　いや、とただちに否ひ定ていする。そんなはずはない。アコニットがしでかしたことなら、いのりを傷きずつけたりはしないはず。そうあって欲ほしい。それよりもまず、こんな人間の多いところで、これほど大っぴらに稲妻を使うような事じ態たい──そちらが問題だ。


　そうは言っても、こと妹のことに関しては、誓護は冷静ではいられない。


　誓護はいのりの姿すがたを求めて、闇雲に駆かけ出した。


　にわかに騒そう然ぜんとする館内。いまだ事態がのみ込めず、棒ぼう立だちになっている人々をかきわけ、誓護は螺ら旋せん階かい段だんを一息に駆け上がる。


　四階の壁には大穴があいていた。穴の周囲は黒ずみ、モロモロと崩れて空気に溶とけていく。通常の電でん撃げきやガス爆発のたぐいなら、こうはならないだろう。


　間ま違ちがいない。アコニットの稲妻だ。


　かろうじて焼け残った案内板には、〈[image: ]お菓子の家〉とチョークで書いてある。誓護は表ひよう示じに従したがい、催さい事じ場じようの方へと走った。


「落ち着いて！　落ち着いて、ゆっくり避ひ難なんしてください！」


　従じゆう業ぎよう員いんの怒ど声せいが聞こえる。その叫さけび声に押おされるように、催事場からは大おお勢ぜいのお客が飛び出してきた。通路はぎゅうぎゅう詰づめになってしまい、誓護の足も止まってしまう。通路は暗い。無理に進むと事じ故こが起きる。


　誓護は人の波をやり過すごしながら、内心のあせりを抑おさえられずにいた。


　最悪の予感が胸むねに迫せまる。いのりとアコニットに、何かよくないことが起こったのだ。


　遅おそすぎる警けい報ほうが鳴り響ひびく。やかましいベルの音は火か災さい報知器のようだ。非ひ常じよう灯とうがともり、ある程てい度どの明るさが戻もどるとともに、館内放送でアナウンスが流れた。『係員の指示に従って、落ち着いて避難してください』というお定まりの文もん句く。


　これでは「火事だ！」と叫んでいるようなものだ。従じゆう業ぎよう員いんが「あわてないでくださーい！」と声を張はり上げているが、その効こう果かは薄うすい。人々はどっと階段になだれ込んだ。


　将しよう棋ぎ倒だおし……は、幸い、起きなかったようだ。人々は続々と建物の外へと逃にげて行く。


（いのりはどこだ……。いのり……）


　誓護はうす暗がりの中で目をこらす。だが、逃げる人々の中にいのりの姿はない。


　あせりばかりが大きくなる。じっとりと手のひらに汗あせがにじむ。


　やや時間が経たち、目の前を横切る人がいなくなった頃ころ、誓護はポケットの携けい帯たい電話をまさぐり、リストの先頭に登録してある番号に電話をかけた。


　コール四回で、あっさり応おう答とうがあった。


「──いのり!?　無事!?　今どこ!?」


　だいじょうぶ……、と答える妹の声。か細い、ぼそぼそとしゃべる、いつもの調子だ。


　ほっと安あん堵どする。声は普ふ段だん通り。怪け我がをしている様子はない。


　電話の向こうが騒さわがしい。どうやら、いのりはほかのお客と一いつ緒しよらしい。あの人波にまぎれて外に出ていたようだ。ともかく、いのりは無事に避難した。よかった。


「アコニットは？　一緒？」


　そんなはずはないとわかっていながら、それでも望みをかけて、たずねる。


　いのりは『ううん……』と答えた。やはりか。


「僕もすぐそっちに行くから。係の人の言うこと、ちゃんと聞くんだ。いいね？」


　いのりは素す直なおに、うん……、と返事をした。


　息をつきながら、電話を切る。


　さて──次はアコニットだ。


（行こう。何があったのか聞き出さないと……）


　ぱたむ、と電話のフラップを閉とじた、その刹那。


　ごごごんっ、と地すべりのような音とともに、今度は真上の天井が落ちてきた。
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　悲鳴のような軋きしみをあげて、建物全体が震しん動どうした。


　どれほどのダメージがあったのか、外からはうかがい知ることができない。もくもくと上がる黒い粉ふん塵じん。煙けむりは空気中に広がり、溶とけるように消え、見えなくなってしまう。


　その有様を見下ろせる位置、一帯でもっとも高いビルの屋上に、一人の少女がいた。


　フリルたっぷりのスカートが風に揺れる。既すでに日は落ちているのに、手には少女趣しゆ味みの日ひ傘がさを差している。座すわっているのは金かな網あみの上──明らかに普通の人間ではない。


　長い巻まき毛のグリモアリス眩クララは、小さな足をぶらぶらさせながら、退たい屈くつそうに、自らを包む巻き毛に指をからめていた。


「あ～あ、派は手でにやってくれますの」


　不満げに唇くちびるをとがらせる。辟へき易えきしている様子だ。どうやら、ご機き嫌げんななめらしい。


　ふと、彼女の背はい後ごの空間がゆらゆらと揺らぎ、何者かが闇の中から這はい出してきた。


「ふん……。棕櫚シユロったら、よく戻ってこれましたわね？」


　冷ややかに言う。虚こ空くうから現あらわれたグリモアリス──棕櫚は、そのニュアンスを明らかに誤ご解かいして、端たん整せいな顔をほころばせた。


「消しよう耗もうしました。ですが、これで十全です」


　長い黒くろ髪かみが美しい。知ち性せい的な青年、といった風ふう貌ぼうそのままに、理知的な声で報ほう告こくする。


「条じよう件けん〈雷いか霆ずちの発動〉をクリアしました。設せつ定てい通り、〈アウベルト・フライシルの骨こつ髄ずい〉は起動成功です。この棕櫚の胤性霊威フイグメント、〈畏い怖ふの残ざん香こう〉が抵てい抗こうを突き破やぶって機能──これでもはや、人形の姫ひめ君ぎみが敗北する可か能のう性せいは万に一つもありませ」


　げし、と眩は棕櫚の頭を蹴けり飛ばした。


「このクソおたんちん。どこをどうひいき目に見たら成功ですの」


　可愛かわいらしい容よう姿しから想そう像ぞうもできないような口くち汚ぎたない言葉を放つ。「クソすかたん、クソおたんこなす、クソぼっこ」などなど、もはや何語かもわからない罵ば声せいを浴びせ、


「大大大の大失敗ですわ。何のために雷霆をカギに設定したと思いますの。〈人形の姫〉と戦い始めた瞬しゆん間かんを狙ねらってましたのに……。許ゆるせませんわ、花はな烏う頭ずの君。何たる強運──」


　きり、と唇くちびるを嚙かむ。そのとき、不意に眩の耳元で声がした。


『眩』


「──はい、ここにおりますわ」


　実じつ際さいに誰だれかが口に出した声ではなく、聴ちよう覚かくに直ちよく接せつ響いてくる声だ。


　眩は両手の〝プルフリッヒの振ふり子〟を重ね合わせ、念を込こめて返事を送る。


「無事ですの──なんて、おたずねするまでもございませんわね？」


『今のは何だ。何があった』


　硬こう質しつの声。男のようなしゃべり方だが、声の主は女だ。


『これはアネモネの雷いか霆ずちがもたらす残ざん存ぞん効こう果か──何かが起こっているのだろう？』


「ご心配なく。獲え物ものが罠わなにかかっただけですわ」


『罠、だと？』


「あの建物にはあらかじめ、儀ぎ式しき定理をかけてあったんですの。それが発動して、アネモネのお姫さまに襲おそいかかったんですわ」


　儀式定理とは、準じゆん備びに時間がかかる代わり、起動者の異い能のうを大おお幅はばに増ぞう強きようすることができるというものだった。


『儀式定理だと……？　そんな話は聞いていない！』


「申し訳わけありませんの。でも、そちらのお仕事に差し障さわりはございませんでしょ？」


『余よ計けいな真ま似ねをするな！　一対一の勝負と聞けばこそ、私はこの任にん務むを受けたのだ！　そんな賊ぞくのような策さくを弄ろうするくらいなら、初めから下級刑けい吏りを使えばいいだろう！』


「ああん、どうかお怒いかりをお静めくださいまし！」


　眩は芝しば居いがかった台詞せりふ回しで訴うつたえる。そして、ふっと黒い笑えみをもらし──


「これもすべて、父王さまのご指し示じなのですわ」


『────』


　効果はてき面だった。声の主は口にタオルを突つっ込まれたかのように一瞬で黙だまった。


「さあ、躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはありませんわよ。アネモネのお姫さまが立ち直る前に、速すみやかに、御おん身みの価か値ちを証あかし立ててくださいまし」


『価値……私の……』


　あれほど激はげしかった言葉が弱まり、抑よく揚ようが消える。


　感かん情じようが消え、迷まよいも消え、ただ目的だけを見み据すえた、機き械かいのような声になる。


『……花烏頭の君を……消す』


　声の主はひどく無感動に、呪じゆ文もんのようにつぶやいた。


『それが、お父さまの……望みなら』


　眩はにんまりとほくそ笑み、それからこらえきれず、「うふふ」と笑った。
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「……ははは」


　誓護は尻しりもちをついたまま、かすれ声で笑った。


　可お笑かしくなんかない。むしろ恐きよう怖ふですくみ上がり、ちびりそうになっているくらいなのに、どういうわけか笑いが漏もれてしまう。


　目の前三〇センチのところに、巨きよ大だいな塊かたまりが突き刺ささっていた。


　天てん井じようが崩ほう落らくして、床ゆかを直ちよく撃げきした。もうもうと舞まい上がるほこりの中、レンガやら木材やら謎なぞの配管やらが、うずたかく積み上がっている。あやうくおしつぶされるところだ。


「はは……僕ぼくってけっこう、悪運強いんじゃない？」


　そんな軽口も叩たたきたくなろうというものだ。


　ガレキは複ふく雑ざつに組み合わさっていて、隙すき間まがほとんどない。当然、通り抜ぬけるなんて無理な話。階かい段だんホールへと戻る道──つまり出口に続く道は断たたれてしまった。


（退たい路ろは断たれた……か。帰りは別の道を探さがさなくちゃな……）


　誓護はさほど深しん刻こくに考えず、立ち上がってほこりを払はらった。


　あたりを見回す。


　非ひ常じよう灯とうに照らされた通路は、見るも無む惨ざんなほどに破は壊かいされていた。


　こちら側はとくにひどい。壁かべには大穴。その周囲には、巨人の腕うでがえぐり取ったかのような傷きず痕あと。床の上は崩くずれた建材の山──廃はい屋おくだってこれほどひどくはないだろう。


　アネモネの雷いか霆ずち、その破は壊かい力りよくを見せつけられた心しん境きようだ。


　何人か蒸じよう発はつさせられたんじゃないか。そんな不安がよぎる。


　いや、それはあまり想そう像ぞうしたくない。誓護はぶるぶるとかぶりを振って、歩き出した。


　幸い、破壊の跡あとが道案内をしてくれる。雷らい電でんはアコニットから放たれたものなので、その痕こん跡せきをさかのぼるように進めばいい。


　ほどなく、稲いな妻ずまの発はつ生せい源げんと思われる場所にやってきた。


　開けた空間だった。もとは催さい事じ場じようか何かだったのか。丸いテーブル、おそろいの椅い子すがいくつも転がっている。爆ばく風ふうになぎ倒たおされたような有様だ。


　こちらと向こう、壁の両面がいびつに歪ゆがみ、天井と床にはえぐれたような傷がある。絨じゆう毯たんは焼け焦こげ、むき出しの床には弧こを描えがいて亀き裂れつが走っていた。


　そしてその亀裂の向こうに、一人の少女が座すわっていた。


「……アコニット？」


　一瞬、自信が持てなかった。


　姿すがたが変わっていたからというより、そのあまりの弱々しさに戸と惑まどった。


　少女は幼おさなかった。いのりよりもまだ年下かも知れない。


　ドールのように小さな体。針はり金がねのように頼たよりない骨こつ格かく。髪かみはすすけて輝かがやきを失い、肌はだはところどころ血で汚よごれている。だぶだぶのドレスはずり下がって脱ぬげかけだ。


　以前にも、こんなふうに小さくなってしまったことがあった。そのときと決定的に違うのは、今のアコニットは泣きじゃくっているということだ。


　次々とこぼれ落ちる涙なみだを両手でぬぐいながら、ぺたりと尻をつけて座っている。その姿はあまりに幼く、いたいけで、痛いた々いたしいほどだった。


「アコニット……だろ？」


　返事はない。聞こえていないのか、少女はただ泣き続けている。


　手を伸のばせば触ふれそうな距きよ離りまで近付く。それでも、少女は顔も上げようとしない。


「アコニット、大だい丈じよう夫ぶ？　痛むの？」


　やはり無む反はん応のう。誓護は握にぎりつぶせそうなほど細い肩かたに手をかけ、揺ゆさぶった。


「アコニット！」


　耳元で怒ど鳴なると、さすがに反応があった。


　びくっと肩を跳はね上げる。誓護を見上げる紅あかい瞳ひとみには、はっきりと怯おびえの色が走っていた。少女は震えながら誓護を見上げ、そして──


「……誰？」


　と言った。
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「ドラセナさま！」


　息せき切って駆かけ込んできたのは、アコニットの従じゆう者しやリコリスだった。


　そこは執しつ政せい官かん官かん邸ていの執しつ務む室しつだった。執務室と言っても広さはかなりのもので、天井も高く、どちらかと言えば『謁えつ見けんの間』といった方がしっくりくる。


　この部屋の主ドラセナは、警けい備びのグリモアリスから何かの報ほう告こくを受けているところだったが、リコリスの姿を認みとめると、さっと手を挙げ、人払いをした。


　警備兵も心得たもので、即そく座ざに一礼して下がる。その姿が見えなくなってから、リコリスはためらいがちに口を開いた。


「ドラセナさま。お嬢じようさまの〝蔓つる〟が切れたって……」


「うむ……。呼よび出してすまぬな」


　ドラセナは声を潜ひそめ、重々しく言った。


「何らかの理由があって、両方の〝振ふり子〟を手放したようじゃ」


　難むずかしい表ひよう情じようで付け加える。


「あるいは、奪うばい取られたか」


「そんな……」


　リコリスは信じられない、という顔をした。


　アネモネの攻こう撃げき能のう力りよくは最強と言っても過か言ごんではない。そのアコニットから力ちから尽ずくで奪い取るなんてことが可能だろうか。


「連絡が途と絶だえて、かなり経たつ。一時的なものではない──そう考えざるを得まい。ゆえに、そなたにも知らせた」


　はっとして、リコリスが青ざめる。


「……まさか、お嬢さまは」


「そんな顔をするな。あのときとは違ちがう」


「だとしたら、お嬢さまの身に何が……？　何か、大変なことが起きたんじゃ……？」


　リコリスは泣きそうな顔でドラセナに訴うつたえる。


「ドラセナさま！　お嬢さまを、お嬢さまを助けてください！」


「リコリス……。じゃが、アコニットに任まかせたのは単独赴任ソリテイアの案あん件けんじゃ。応おう援えんを出せば姫ひめ君ぎみの経けい歴れきにきずがつく。家か督とく継けい承しようが遠のくぞ」


「そんなこと！　命あってのことです！」


「応援を出して、もし何事もなかったなら、アコニットはさぞや激げき怒どするじゃろう」


「でも！」


「たとえば、いつもの気まぐれで、戯たわむれに〝振り子〟を外したのだとしたら、どうじゃ？　あるいは、人間に紛まぎれる必要があったのかも知れぬ」


　リコリスは黙だまってしまった。


「それにの」


　ふっと、ドラセナを取り巻まく空気が変わる。


　どこか剣けん呑のんな気配すら漂ただよわせながら、ドラセナはひんやりと底冷えのする声で言った。


「アコニットの身に、本当に何かがあったとして──そなたに何の不都合がある？」


「え──」


「アネモネはもはや堕おちた麗れい王おう。再さい興こうが叶かなうかどうかも怪あやしいものじゃ。凋ちよう落らくした家の姫君に何かあったとして、それが冥めい府ふにどれほどの損そん失しつじゃな？」


　リコリスは絶ぜつ句くした。


　とっさには驚おどろきの声すら出ない。息の根が止まったかのような沈ちん黙もく。


　ドラセナは意地悪な笑えみを浮うかべ、さらに言う。


「そなたとて、姫君がいなくなれば、もう虐いじめられずに済すむのじゃぞ？」


「ドラセナさま！」


　リコリスは叫さけんだ。顔面蒼そう白はくになりながら、震ふるえる声を振りしぼる。


「お嬢さまは、あんなですけど、お優やさしいところもあるんです！　このリコリスをお側そば仕づかえに選んでくださったこと、リコリスは忘わすれたことはありません！　私は愚ぐ図ずで、そそっかしくて、気が利きかなくて、お嬢さまには叱しかられてばかりですけど、でも、それでも私は……っ」


　ふ、とドラセナの頰ほおがゆるんだ。


　啞あ然ぜんとするリコリスの前で、ドラセナは「ふ、ふ、ふ」と声に出して笑った。


「あの、ドラセナさま……？」


　ドラセナは満足げに、そして茶ちや目めっ気けたっぷりに微笑ほほえんだ。


「見み損そこなうな、リコリスよ。我われが姫君を見殺しにすると思うか？」


「…………！」


「既すでに手は打ってある。たとえアコニットが無事であろうとも、我われは傍ぼう観かんなどせぬ。年とし寄よりのいらぬおせっかいとののしられようともな」


「────」


　リコリスはほっと安あん堵どし、そして「ふええええ」と泣き出した。


　忠ちゆう誠せい心しんを試ためされたことに腹はらを立てるより先に、ドラセナの豹ひよう変へんが本心からの心変わりではないとわかって、心の底から安心してしまったのだ。
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「……誰？」


　と少女に問われ、誓護は衝しよう撃げきを受けて立ちすくんだ。


　違うのか？


　これはアコニットじゃない……？


　いや、そんなはずはない。


　この少女は間違いなくアコニットだ。着ているものも（サイズが合わなくなり、ずり落ちてしまっているが）アコニットが先ほどまで身に着けていたものだ。


　ということは。


　記き憶おくを飛ばしてしまうくらい衝撃的な何かが、彼女に襲おそいかかったのかも知れない。


　もしもそうなら、精神こころにダメージを負っている可か能のう性せいがある。誓護はできるだけゆっくりと、可能な限かぎり優しく、語りかけるように言った。


「僕だよ。誓護」


「せいご……」


「そう。君の友達だよ」


「とも、だち……」


　アコニットは誓護の言葉を反すうする。


「ともだち……せいご」


　くしゃっと顔が歪ゆがんだかと思うと、アコニットは誓護の胸むねにしがみついてきた。


　シャツを引っ張ぱり、こすりつけるように顔をうずめる。


「せいご……せいご……」


　震ふるえている。むき出しの肩けん甲こう骨こつは哀あわれなくらいとがっている。


　誓護はアコニットを抱だきしめた。かつて幼おさない妹を抱きしめたときのように、そっと優しく。この小さな少女を壊こわしてしまわないように。


「ごめん、アコニット……」


　今はただ悔くやまれる。アコニットの側にずっとついていなかったことが。


　自分がほかの女の子と楽しくおしゃべりしているあいだに、アコニットは記憶障しよう害がいを起こすほどの事じ件けんに巻まき込こまれていたのだ。そう考えると、自分自身を殴なぐりつけたくなる。


「ごめん……。僕がついていれば……」


　いや、わかっている。ついていたところで、どうにもならなかった。


　冥府で恐おそれられる麗王六りつ花か、その姫君がどうしようもなかった事じ態たいなのだ。自分が側にいたところで何ができただろう？


　だが、それでも。


　友達が危き険けんにさらされていたとき、その側にいられなかったことが悔くやしいのだ。


　ふと、視し界かいのすみで何かがキラリと光った。


　光を追って、誓護の視線が動く。


　やがてたどり着いたのは床ゆかの上。そこに、小さな金きん属ぞくの環わが落ちていた。


　指輪だ。二匹ひきの蛇へびがからみ合った〝プルフリッヒの振ふり子〟。未来を見通し、過か去こを探さぐり、人界のグリモアリスに魔ま力りよくを供きよう給きゆうするという、神しん秘ぴの指輪。


　それが二つ、投げ捨すてられたように落ちていた。


　誓護はアコニットを片かた手てで抱いたまま、反はん射しや的に手を伸のばした。


　以前、アコニットの体が小さくなったとき、元に戻るのにこれを使っていたような気がする。肉体的損そん傷しようを癒いやすのもこの指輪らしいから、どのみちアコニットに持たせておかなければならない。失なくしたら一大事だ。


「アコニット。ほらこれ、君の大事なリングだろ。これをはめて──」


　そっと顔に近付けた途と端たん、アコニットは弓なりに伸のび上がった。


「いやっ！」


「え、ちょっと……アコニット？」


「いやっ！　いやっ！　いやぁあっ！」


　怯おびえた様子で払はらいのける。あげく、また泣き出してしまった。


　コロコロと亀き裂れつに落ち込もうとする指輪をあわててキャッチ。床ゆか下したは配管スペース。落としたらどうなるかわからない。


「どうしたんだよ……」


　あれほど大事にしていたのに。一体どうしたというのだろう。


　考えてみれば、この指輪は自動的にサイズを調整する。誓護もはめたことがあるのでわかるが、基き本ほん的にジャストフィットして、勝手に指から離はなれるようなことはない。それが床に落ちているということは、アコニット自身が投げ捨すてたということだ。


　何があったのか。


「ひょっとして、君……心ト的ラ外ウ傷マが……？」


　アコニットは答えず、ひっく、ひっく、としゃくり上げていた。


　そのとき、ガコンッ、と音がして、小さな金具が落ちてきた。


　ぶしゅうと天てん井じようから水が噴ふき出す。水道管に不具合が起きたらしい。建材なのか、小石のような破は片へんまで落ちてくる。誓護の頰に水しぶきが飛んだ。


　誓護は急いで上着を脱ぬいだ。


　これを脱ぐとＴシャツ一枚まいになってしまう。暖だん房ぼうは止まっているし、どこからか吹ふき込む冷気がこたえるが、そんなことは言っていられない。目の前の、このいたいけな少女を──小さくなってしまったアコニットを護まもりたい。それだけだ。


　誓護は脱いだ上着をアコニットにかけ、ファスナーを上げて、小さな体を覆おおい隠かくした。


「歩ける？」


　優やさしくたずねる。アコニットは答えない。貝のように黙だまりこくっている。


「ここにいるわけにはいかないんだ。ここは寒いし、どこが崩くずれるかわからない」


「…………」


「さあ、手を出して。とにかく一いつ緒しよに避ひ難なんしよう」


　アコニットの手を握にぎる。小さな手は指先まで冷えきっていた。


　ここで何があったのか、フラグメントで確たしかめることも考えた……が、今はそれどころではないだろう。一いつ刻こくも早く、アコニットを安全な場所に避難させなければ。


　小さな手をひいて立ち上がった、まさにそのとき、誓護のポケットで携けい帯たい電話が鳴った。


　着信を知らせるメロディが鳴り響ひびく。このメロディは、メールだ。


　こんなときに何だよ、と思わなくもない。しかし……。


　こんなときだからこそ、何か意味のあるメールじゃないかとも思った。せめて差出人だけでも確かく認にんしようと、フラップを開いてディスプレイを見る。


　差出人は──


「いのり……」


　ぎくりとした。嫌いやな予感。はやる気持ちを抑おさえて中身を確認。メールはほとんど空メールで、テキストはブランク。ただし、画が像ぞうが一枚、添てん付ぷされている。


　いのりがいつものように無む表ひよう情じようで写っていた。


　何てことのない普ふ通つうの写真だった。──これが普通の状じよう況きようならば。


　屋外だ。背はい景けいは暗い。いのりの後ろには知らない人々の姿すがた。思うにこれは、ちょうど今、この建物の外の様子を写したものだ。


　何だ、これは？


　再ふたたび着信のメロディが鳴る。今度はメールではなく、電話だ。


　発信元は、やはり、いのりの携帯電話だった。


　誓護はアコニットの手を握る指に力をこめ、通話ボタンを押おした。


「……はい」


『桃原誓護くん、だね？』


　知らない声だった。


　深みのある男の声だ。ささやくようなしゃべり方に、大人の色気というか、独どく特とくの艶つやっぽさがある。声の感じでは、まだ若わかい青年のようだ。


「……誰だれだ」


『今はまだ、名乗ることはできない』


　ふざけたことを言う。ただし、声はふざけてはいなかった。


『だが、強しいて言うなら──君の妹さんを預あずかっている者だ』


　呼こ吸きゆうが止まる。


　誓護は目を閉とじ、天を仰あおいだ。


　よりにもよってこんなときに、いのりを誘ゆう拐かいされてしまったのだ。
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「要求は？」


　一いつ瞬しゆん、自分の声だとわからないほど冷静な声で誓護は言った。


　あせりや不安も、行き着くところまで行けば逆ぎやくに静かなものらしい。


『……落ち着いているね。話が早くて助かるよ』


　むしろ安あん堵どしたように相手は言った。


『君に頼たのみたいことがあるんだ』


「どうしろと？」


『殺人事じ件けんを解かい決けつして欲ほしい』


　意外な言葉だった。聞き間ま違ちがいかと思ったほどだ。理解するのに数秒かかる。


「殺人事件……だって？」


『知っているかい？　君が今いるその建物──毎年ひとり、女の子が死んでいるんだ。〝悪あく食じきなる魔ま女じよ〟の餌え食じきとなってね』


「でもそれは、ただの都市伝説で」


『尾おヒレの部分は、そうだ。しかし、毎年ひとり、行方ゆくえ不明者が出ているのは事実だよ。警察も動いている。ただし、まだ死体のひとつも見つけられず、殺害現げん場ばさえ特定できていない。捜そう査さはほぼ、暗あん礁しように乗り上げつつある……』


「待てよ。死体が見つかってないのに、どうして殺人事件だとわかる？」


『……鋭するどいね。それでこそ、アテにできるというものだ』


　男は笑った。


　その瞬間、誓護の心が警けい報ほうを鳴らした。直感的に悟さとる。こいつは普ふ通つうじゃない。こいつは何か秘ひ密みつを知っていて、本当の目的を隠かくしている。


「……事件解決って、どうすることを言ってるんだ？　死体を見つければいいのか？　真相がわかれば満足なのか？」


　それともまさか、犯はん人にんを捕つかまえろ、とでも？


『すぐにわかるよ。君は賢かしこいから』


　謎なぞめいたものいい。相手はからかうような口ぶりで、見事に誓護を突つき放した。


『ともかく、君にはその事件を解決してもらいたい。いつものようにね』


　誓護はグリモアリスと接せつ点てんを持ち、既すでにいくつかの殺人事件に関かかわった。そして、いずれの事件も解決に導みちびいている。おそらく、相手はそのことを知っている。知っていて、あえてこんな条じよう件けんを持ち出したのだ。そうとしか思えない。


　誓護は即そく答とうできない。相手の意図がわからず、混こん乱らんしていた。


　一体、どういうことなのか。


　桃原の資し産さんが目的ではないのか。あるいは、桃原の力を利用したいという輩やからでは。


　これではまるで──桃原誓護、個こ人じんに対する要求だ。


　誰だ。これは一体、誰なんだ。


　まさか、犯人自身？


　殺人事件の犯人が、自ら引き起こした殺人事件を解決してみせろと言っている？


　少なくとも、被ひ害がい者しやの友人が解決してくれと頼んでいる感じではない。


　誓護が思考の淵ふちに落ち込んでいるあいだにも、相手の話は続いていた。


『急いだ方がいい。じきに消しよう防ぼう隊たいがくる。何かとやりにくくなるだろうし──人前でフラグメントを再さい生せいするわけにもいかないだろうからね』


「────！」フラグメント、だと？


『それじゃ──』


「待て！」


　誓護は精せい一いつ杯ぱいにドスをきかせ、すごむように言った。


「いのりに指一本触ふれてみろ。必ず後こう悔かいさせてやる。どんな汚きたない手を使ってでも」


　相手が沈ちん黙もくする。


　脅おどしの効こう果かがあってくれと願いながら、誓護は耳を澄すまして相手の気配を探さぐる。


『……君の気持ちはわかるつもりだ。君が協力的である限かぎり、この子に危き害がいは加えない。約束しよう』


　拍ひよう子し抜ぬけした。意外なほど紳しん士し的だ。


『だが、君が僕ぼくとの約束を放ほう棄きして、その建物から逃にげ出すようなら──僕も手を汚よごすことを辞さない。この子のことはあきらめてくれ』


　くそったれ。


　誓護は歯は嚙がみした。身に染しみるほど思い知らされる。結局、切り札は向こうにあるのだ。


　誓護が何か捨すて台詞ぜりふを吐はく前に、相手は無む情じように通話を切った。


　電話を耳に当てたまま、誓護は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。


　なぜ。何のために。どうして、こんなことをするのだろう。


　いつから、誰が、どうやって計画したんだ。なぜ、僕が標ひよう的てきなんだ。これが計画的犯行だとして、どこまでが連中の計画だ？　すべてが計算のうちか？　稲いな妻ずまによる崩ほう壊かいも？　アコニットが子こ供どもになったのも？　いのりと僕が離はなれ離ばなれになることも？


　だめだ。頭が混乱している。思考が働かない。カンも鈍にぶっている。


　わからない。なぜ僕に命令する。わからない。僕のことをどこで知った。フラグメントのことをなぜ知っている。わからない。わからない。わからないことが多すぎる……。


　誓護はようやく電話を耳から離し、フラップを閉とじた。


　それからすぐに開き──しばし逡しゆん巡じゆんした後で、再ふたたび閉じた。


　一瞬、警けい察さつに通報しようかと思ったのだ。


　誘拐されたのが誰か別の人間だったら、すぐにも通報しているところだ。警察でなくても、姫き沙さか誰かに応おう援えんを頼たのむのでもいい。だが……。


　いのりなのだ。捕つかまっているのは。


　万が一のこともある。相手は誓護のことを十分に知っているようだし、フラグメントのことまで口にした。まず間違いなく、監かん視しされていると考えるべきだ。いのりが相手の手中にある以上、下へ手たに動くわけにはいかない。いのりを無事に解かい放ほうしてくれるというのなら、誘ゆう拐かい犯はんの要求など百度でものもう。


　電話の向こうでは、大おお勢ぜいの人々の気配がした。とりあえず、いのりは今、人目のある場所にいるようだ。当然、相手も迂う闊かつなことはしないはず。大だい丈じよう夫ぶ、いのりは助かる。誓護が殺人事じ件けんとやらを解かい決けつすれば。


　はらわたが煮にえくり返る。相手の言いなりになるだけでも癪しやくなのに、いのりを人ひと質じちに取られているのだ。怒いかりで全身が燃もえ上がりそうな気がした。


「……いたい、よ」


　小さな声でそう言われ、誓護は我われに返った。


　そう言えば、ずっとアコニットの手を握にぎりしめたままだったのだ。アコニットの小さな手は、誓護のてのひらに握りつぶされ、赤くなっていた。


「ご、ごめん」


　普ふ段だんなら電でん撃げきの二、三発も飛んできそうなところだが、子供のアコニットは泣きそうな顔でうつむいているだけだ。改めて、大だい丈じよう夫ぶなのかと心配になる。


　誓護は苦く笑しようした。もはや、笑うしかなかった。


　こんな状じよう態たいのアコニットを抱かかえて、殺人事件の謎なぞを解とけだって？


　いつ崩くずれるかもわからないような建物の中で、消えずに残っているかどうかもわからないフラグメントだけを頼たよりに？


「まったく、アコニット、君って子は……」


　どうしていつもいつも、厄やつ介かい事ごととともに現あらわれるんだい？


　誓護はアコニットの手を握りなおす。おとぎ話のヘンデルのようにしっかりと。


　そして、にやっと凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべた。


　ああ、いいだろう。


　ＯＫ、わかった、理解した。


　おい、誘拐犯。アンタが何者で、黒くろ幕まくがどこの誰だか知らないが、僕は桃原誓護、いのりの兄だ。いのりを人質に取られた今、逃げも隠かくれも投げ出しもしない。


　狡こう猾かつに、冷れい徹てつに、小ずるく立ち回って、見事要求に応こたえてやるさ。


　決意の炎ほのおが燃え上がる。誓護はアコニットの手を引いて、歩き出した。


　ふと、何者かの足音がすぐ近くから聞こえてきた。


　コツコツ、コツコツ、と不ふ規き則そくに鳴る。相手は複ふく数すうだ。


　思わず身み構がまえる。アコニットを抱だき寄よせ、足音の主が現れるのを待つ。


　やがて通路の薄うす闇やみの向こうから、パッと強い光が飛んできた。


　誓護が光に目を焼かれ、たまらず手をかかげた。


　視し界かいを奪うばわれた誓護の前に、複数の足音が迫せまる──
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「それじゃ、もう脱だつ出しゆつできないってことですか？」


　薄暗がりの中、アコニットの手を引いて歩きながら、誓護は前を行く背せ中なかに言った。


　誓護の前には二人の男がいた。


　一人は姫ひめ乃の杜もり製せい菓かの若わか社しや長ちよう、姫ひめ宮みや氏。懐かい中ちゆう電でん灯とうで足もとを照らしつつ、慎しん重ちように進んでいる。そのとなり、眼鏡めがねをかけた従じゆう業ぎよう員いんは樫かし野のと名乗った。こちらは〈お菓子の家〉の案内係をしていたらしい。


　先ほど、誓護の前に現れたのが、この二人だった。


「ええ、さっきの崩ほう落らくが決定的でしたね。ホールに続く廊ろう下かがつぶれて、這はい出ることもできない。もちろん、階かい段だんも使えません」


　姫宮氏はいまいましそうに言った。


　二人は脱出口を求めて館内を探たん索さくしていたらしい。だが、残念ながら、逃げ道は見つからなかったそうだ。


　既すでに階段に向かう道は断たたれてしまっている。誓護の目の前で起きた崩落、あれが原げん因いんだ。ここは建物の中央部、窓まどのない区画なので、直ちよく接せつ的な脱出も無理だった。


「一いち応おう、工こう房ぼうの方にエレベーターがあるのですが。そちらも、ちょっと無理ですね」


　樫野が困こん惑わく顔で言う。


　階段と反対側、催さい事じ場じようを挟はさんで向こう側は菓子工房になっている。そちらにエレベーターがあるのだが、食品を運うん搬ぱんするためのもので、人が乗るようには設せつ計けいされていない。その上、電力の供きよう給きゆうがストップしている。仮かりに電気が通っていたとしても、先の衝しよう撃げきであちこち壊こわれているから、運転にはかなりの危き険けんがともなうだろう。


　要するに、誓護を含ふくめたこの面々は、ほぼ生き埋うめ状じよう態たいになっているというわけだ。


「なあに、すぐにレスキュー隊が駆かけつけてくれますよ。大丈夫、助かります！」


　小さな子供（アコニットのことだ）を気き遣づかったのか、姫宮氏は明るい声で言った。


「それまでに建物が崩くずれなければ、ですがね」


「樫野チーフ！」


「すみません、失言でした」


　樫野が軽く頭を下げ、チラリとアコニットを見る。銀と紅あかのまだら髪がみが珍めずらしいのかも知れない。確たしかに、子供の髪をこんなふうに染そめる親は少しよう数すう派はだろう。自分とアコニットがどういう関係に見られているか、ちょっと不安な誓護である。


　姫宮氏と樫野はまっすぐ催事場に向かっていた。〈お菓子の家〉が開催されていたスペースだ。姫宮氏の話では、そちらに逃げ遅おくれた人々が集められているらしい。


　姫宮氏の言葉通り、問題の催事場では、二人の人間が待っていた。


　非ひ常じよう灯とうの薄うす暗ぐらいオレンジの光の下、カフェテリア風の空間に、大きいのと小さいの、二人分の影かげが浮かび上がる。


「うわー、この子、不思議な髪～」


　誓護たちを認みとめるや否いなや、人影の一つ、小さな方が駆かけ寄ってきた。


　小学生くらいの少年だった。この薄暗い照明の下でも、ふわふわの髪が明るい茶色に輝かがやいている。くりくりっとしたつぶらな瞳ひとみ、ちょっと上向いた小さな鼻など、なかなか可愛かわいらしい顔立ちをしている。線が細く、体つきも女の子のようだ。


　少年は無む邪じや気きに瞳をキラキラさせて、あふれる好こう奇き心しんを隠かくそうともせず、じーっとアコニットに見入っていた。近付かれて怖こわかったらしく、アコニットはパチパチと小さな火花を散らしながら、二歩、三歩と後ずさった。


　誓護はアコニットを背中に隠しながら、姫宮氏に顔を向けた。


「小学生の子まで取り残されちゃってるみたいですけど」


「ぼく小学生じゃないよー！」


　小学生──ではないらしい──が両手を振ふり上げて怒おこる。


「白しら鳥とりさまは小学生ではありません」


　見かねた様子で、樫野がひそひそと耳打ちしてくれた。


「高校三年生です」


「しかも年上!?」


　飛び級か何かかと疑うたがいたくなるところだ。


「当館のハードリピーター、つまり常連さんでいらっしゃいます」


「へえ……」


　誓護は信じられない思いで白鳥少年の顔を眺ながめた。この小さな生き物が高校三年生？


　白鳥少年は樫野になついているらしい。樫野に飛びついて、


「ねえ、カッシー。ぼくたち、どうなっちゃうの……？」


　うるうる、と目が潤うるむ。まさに少女のような行動だ。


「大だい丈じよう夫ぶ、すぐにレスキュー隊が助けにきてくれますよ」


「本当？」うるうる。


「ええ。それまで建物が崩れなければ、ですが」


「うわーん！」


「樫野チーフ！」と姫宮氏がたしなめる。


　樫野はごまかすように、


「おや、限げん定ていトリュフのスタンドが無事のようです。社長、こんな状じよう況きようですし……？」


「あ、ああ、そうだね。どうぞお召めし上がりください、白鳥さん」


「わーいわーい」


　白鳥は泣くのをやめ、両手を挙げて喜んだ。


「……やっぱ、小学生じゃん」


　誓護はぼそりと感想を言った。


「ふーむ、この子、少女モデルか何か？」


「うわっ」


　突とつ然ぜん、背はい後ごで言われ、誓護は驚おどろいて飛びのいた。


　いつの間にか、大きい方の人影が誓護の背後に回っていた。


　白一色の調ちよう理り師しスタイル。ふんわりした髪がどことなく洋風だ。暗い照明など問題にならないくらい、キラキラと歯が光っている。すらりと背の高い二に枚まい目めで、テレビの向こうでしかお目にかかれないような、一分の隙すきもないニコニコ笑え顔がおを見せていた。


　ぎくりとする。その男には確たしかに見覚えがあった。どこかで……そう、アコニットとはぐれた直後、ホールの上から見下ろしていた、あの青年だ！


　あのときの陰いん気きな翳かげりはなりを潜ひそめている。こんなに明るい男だったのか。どちらが本当の彼なのか、わからない。それとも、何かを隠しているのだろうか。


　青年は誓護の疑ぎ念ねんなど気付いたふうもなく、


「なりは小さいけど、すごく可愛いじゃない。左右のバランスも完かん璧ぺき、完全なシンメトリーだ。これは将しよう来らい楽しみだね」


　ペラペラと、やけになめらかに舌したが回る。一流のセールスマンのような男だった。


「えーと……貴方あなたは？」


　それには応こたえず、男はなれなれしく誓護の肩かたを叩たたいた。


「おや、君も美形だね！　女の子にカッコイイって言われるだろ」


「え……ああ、まあ」


　容よう姿しだけに限定するなら、カッコイイと言われないこともない誓護である。


「だろー。オレもよく言われるんだけどさ、ああいうのって困こまっちゃうよねー、どんなリアクションとればいいんだっての。ホラ、Ｙｅｓだと傲ごう慢まんでイヤミだし、Ｎｏだと自分が見えてないみたいでイヤミだし、どっちにしろイヤミじゃないか、みたいな」


　ものすごい早口だが、発音がきれいで、決して聞き苦しくない。身み振ぶりも激はげしく、ポーズがめまぐるしく変わる。そのポーズのひとつひとつがビシッとサマになっていて、それこそモデルか何かかと疑いたくなるような人物だ。


「おっとオレの名前だったね。オレは花はな柳やなぎ。職しよく業ぎよう、花のパティシエさんだ」


「は、花の……？　僕は桃原です」


　誓護はめまいを感じた。何だろう、この人は。


「桃原くんか。こんな状況だけど、ヨロシク！　助け合って生き残ろうぜ！」


　びっ、と敬けい礼れいっぽく指を立てる。キラリと歯が光って、背景に水玉が散った。


　まぶしい。何と言うか、背せ負おっているオーラがまぶしい。キラキラ、ピカピカだ。ついていけないノリだが、重苦しくなりがちな極限状況では、こういう人物が場の空気を前向きにすることもある。ありがたいと言えばありがたい……のかも知れない。


「しかし見事に野や郎ろうばっかだね。女の子向けのイベントなのにさ。一人くらい、素す敵てきな女じよ性せいが逃にげ遅おくれててもよさそうなもんだ」


　パティシエ花柳は不満そうに言った。そんな不ふ謹きん慎しんな不満をたれるときでも、顔はニッコリ爽さわやかスマイルなのだから恐おそれ入る。徹てつ底ていして『ネアカ』な男だった。


「お客さま」


　どこかに電話をかけていた姫宮氏が、こちらを振り向いて言った。


　どうやら、誓護とアコニット、そして白鳥を指しているらしい。


「申し訳わけありませんが、救助がくるまで、私の指し示じに従したがってください」


　施し設せつ管理者としての責せき任にんを考えれば、それは当然の判はん断だんだ。


「どこが崩くずれるかわかりません。ここは比ひ較かく的損そん傷しようの程てい度どが軽いようです。このホールを動かないでください。お願いします」


　それも妥だ当とうな判断だと思う。しかし、そんな言葉に従うわけにはいかない。誓護にはやらなければならないことがあるのだから。


　姫宮氏は自社のスタッフ二人を振り返った。


「樫野、花柳。とにかく、お客さまの安全だけはしっかりと守るんだ。いいな？」


「もちろんです」


「でも社長。そうは言っても、オレにできることなんて何にもないよ？」


　花柳が混まぜ返す。姫宮氏は言葉に詰つまったが、お客の手前、ぐっとこらえて、「とにかく、お客さま第一だ」とだけ言った。


　こうして、外界から隔かく絶ぜつされた館内で、我が慢まん比くらべのような時間が始まった。







Episode 21







　すぐにでも動き出したい気分だったが、まずは考えをまとめる必要があった。


　誓護はアコニットと一いつ緒しよに、催さい事じ場じようの床ゆかに腰こしを下ろした。気休めではあるが、テーブルの下に座すわる。状況がわかっているのかいないのか、アコニットは足を前方に投げ出して、人形のようにぺたんと座った。


　姫宮社長は携けい帯たい電話を耳に当て、外部と連れん絡らくを取っている。樫野はそのとなりに控ひかえて立ち、花柳は少し離はなれたところで椅い子すにもたれていた。


　ふと、もきゅもきゅと何かをそしゃくしながら、抱かかえきれないほどのトリュフの箱を持って、白鳥少年が寄よってきた。


　断ことわりもなく誓護のとなりに座り、人なつっこく話しかけてくる。


「これからどうなっちゃうのか、心配だねー」


「そ、そうですね」


　何となく違い和わ感かんがあるが、一いち応おうは年上なので敬語を使ってみる。


「…………」じー、と横目で誓護を見る。


「な、何？」


「ももっちにも、ひと箱あげる！」


　白鳥少年は無む造ぞう作さにひと箱、一ダース分のトリュフをくれた。


「あ、ありがとう……」


　もともと君の物じゃないよね、とか、それ全部食べる気なの、とか、いろいろ突つっ込こみたい部分はあったが、誓護は素す直なおに箱を受け取った。


　トリュフの箱を見て、アコニットがそわそわと身じろぎする。誓護は包ほう装そうをといて、ひとつつまみ、アコニットの小さな口の中に放ほうり込んでやった。


　ついでに、自分もひとつ食べてみる。


　限げん定ていトリュフ〈月夜の小石〉は白かった。表面はココアパウダーではなく、ホワイトチョコレートの粉末らしい。舌にのせた瞬しゆん間かん、ふわっと融とけるミルクの香かおり──確たしかに美味だ。アコニットが執しゆう着ちやくしていたのもわかる気がする。


　そのアコニットは、ひとつめを食べ終えて、じっと誓護の手元を見つめていた。


「もっと欲ほしい？」


　アコニットは上うわ目め遣づかいで誓護を見た。うん、と素直に言わない（言えない？）ところが、小さくてもアコニットなんだなぁと思わせる。


　誓護は箱ごとアコニットに渡わたして、思し索さくに耽ふけった。


　いつまでもここでこうしているわけには、いかない。一いつ刻こくも早く殺人事じ件けんとやらを解とき明かし、いのりを取り戻もどさなければ。


　そもそもどんな事件なのか、誓護は知らない。事件の概がい要ようをつかむのが先決か。だが、この状じよう況きようで誰だれに聞けばいいのだろう？


　それとなく一同の様子を探さぐってみる。


　姫宮氏は相変わらず、携帯電話で外と連絡を取り合っている。冷静で、そつのない対たい応おうだ。あの若わかさで一いつ国こく一いち城じようの主あるじなのもうなずける。


　樫野はそのとなりに、落ち着き払はらって控えている。もともとそういうタイプの人物なのか、極きわめて冷静沈ちん着ちやくだ。その冷静さが不気味に思えるほど。


　パティシエ花柳は鼻歌など歌っているし、白鳥は一いつ心しん不ふ乱らんにトリュフをなめ融かしている。この二人にはまるで緊きん張ちよう感がない。──少なくとも、表面上は。


　この中で、一番動どう揺ようしているのは自分かも知れないな、と誓護は思った。


　彼らは信用できるだろうか、と考える。癖くせのある人物ばかりで判はん断だんに困こまる。


　ひょっとしたらこの中に、いのりを連れ去った者が──その仲間が──いるかも知れない。アコニットをこんなふうにした誰かが、いるかも知れない。疑うたがい出せばキリがないのだ。


　倒とう壊かいしかけた建物の中という特とく異いな状況のせいか、それともいのりを人ひと質じちに取られているからなのか、誓護の〈嗅きゆう覚かく〉はうまく働かない。誰が敵てきで、誰が味方なのか、その見極めができない。いつになく鈍にぶい自分の感覚にイラ立ちながら、そしてそのイラ立ちを隠かくしながら、誓護は頭をフル回転させた。


　落ち着け、と自分に言い聞かせる。


　何をあせっている、桃原誓護。〈嗅覚〉が働かないからどうだと言うんだ。知ち性せいを研とぎ澄すまし、推すい理りの積み重ねで思考を進めろ。


　だが、得体の知れない不安が消えない。


　その不安が伝わるのか、アコニットも落ち着きをなくした。カラになったトリュフの箱を放ほうり出し、腰こしを浮うかせる。手を放したらどこかへ逃げ込んでしまいそうな雰ふん囲い気きだった。


　樫野が目ざとく気付いて、こちらに寄ってきた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「──ええ、まあ」


「そちらの方は……？」


　樫野の視し線せんがアコニットに向く。誓護との関係を訊きかれたのかも知れないが、誓護は状じよう態たいを訊かれたものと判断して、こう答えた。


「ちょっと、ショックを受けたみたいで」


「お怪け我がをされているのでは？」


「ええ……。でも大丈夫です。彼女は」


　実は、傷きずそのものは既すでにふさがっている。口の周りについた血も、ハンカチでチョコレートごとぬぐってやると、きれいになった。


「でも、そのままじゃよくないですよ。救急箱か何か、探してきましょう」


「あ、いえ、それには及およびません」


「遠えん慮りよしないで。ついでにほかにも抜ぬけ穴あながないか、探してきます」


　樫野は笑った。眼鏡めがねの奥おくの目が優やさしげに細められる。


「社長。そういうわけで、外します」


　姫宮氏は迷まよったようだが、うなずいた。仕方ない、という判断か。


　社長の了りよう承しようを取りつけて、樫野は催さい事じ場じようを出て行った。


　その後ろ姿すがたを眺ながめているうちに、誓護の覚かく悟ごも決まった。


　そうだ。じっとしていても仕方がない。まずは足で情じよう報ほうを集めよう。


「あの、姫宮社長。僕ぼくらも、ちょっと外したいんですが……」


　アコニットの手を引いて、姫宮氏の前に立つ。


　姫宮氏は耳から電話を外して、「それは、許きよ可かできません」とにべもなく言った。


　厳きびしい口調だった。だが、ここですんなり引き下がれるほど、誓護にも余よ裕ゆうがない。


「でも、その……ちょっと、お手て洗あらいに」


　チラリとアコニットを見て、噓うそをつく。アコニットをこんな形でダシに使った、なんてことがバレたら、後で焼き殺されるんじゃないだろうかと心配になる。しかし、いのりの安全がかかっているのだ。このくらいは大目に見てもらおう……。


　姫宮氏はやはり迷ったようだ。


　が、結局はお客のプライバシーとプライドに配慮した。


「……わかりました。でも、ちょっとでも異変を感じたら、すぐに大声で知らせてください。それから、穴や亀き裂れつには絶ぜつ対たいに近付かないように」


「はい。それじゃ、行ってきます」


　誓護はアコニットを連れ、催事場を後にした。


　奇き異いの視線が背せ中なかに刺ささる。白鳥少年とパティシエ花柳、二人が不思議そうに、そして少し疑わしそうに、誓護の背中を眺めていた。


　誓護の目の前には、薄うす暗ぐらい通路が続いている。


　魔ま女じよの吐と息いきのような、ひんやり湿しめった空気。全身にまとわりつく不ふ吉きつな気配をかきわけながら、誓護は薄闇やみの中へと足を踏ふみ出した。







Episode 07







　実は母はは、『一いつ緒しよに死んで』と言った。


　私は思い出す。


　洞どう窟くつのように暗い、オーブンの中を。


　新雪のように白い、実母のふわふわのセーターを。


　炎ほのおと、石せつ鹼けんと、焼き菓子の匂においが入り混まじった、あの乾かわいた空気を。


　あの日、幼おさない私はオーブンの中で実母に首をつぶされ──そして、息いき絶たえた。




　Chapter 4　【かつて、あったこと】









Episode 22







　非ひ常じよう灯とうのともる通路は薄うす暗ぐらく、足場は最悪だった。


　アコニットのぶかぶかのブーツがやたらとガレキに引っかかる。一いつ緒しよに歩いていて可か哀わい相そうになるほどだ。しかし、床ゆかにはガラスや陶とう器きの破は片へんも散さん乱らんしているので、裸足はだしで歩かせるわけにもいかない。


　背せ負おって歩くことも考えたが、アコニットが嫌いやがったので無む理り強じいもできず、結局、誓せい護ごはなるべく足場のいいところを選んで、もどかしいくらいの速度で奥おくに進んだ。


　子こ供どもに合わせるのは忍にん耐たいがいる。急いでいるときはなおさらだ。


　だが、そのどうにもならないもどかしさが、かえって誓護を冷静にした。


　あせっても仕方がない。そのことがわかって、逆ぎやくに気分が落ち着いた。少しずつ、頭が働くようになってくる。


　いのりを人ひと質じちに取った敵てきは、グリモアリスかも知れない。


　フラグメントがどうとか言っていたのが、推すい測そくの根こん拠きよだ。


　だが、そうなると誓護に殺人事じ件けんを解かい決けつさせたい理由がわからない。教きよう誨かい師しなら、自分で謎なぞ解ときすればいい。何らかの理由で、自分では動けないのか。あるいは──まだ完全犯はん罪ざいが成立せず、教誨師が動ける段だん階かいではないのかも。


（いや……）


　ひょっとすると、グリモアリスの存そん在ざいを知っているだけの、ただの人間かも知れない。


　相手が教誨師だったとしても、安心はできない。こんな非合法な手段で目的を果たそうとする輩やからだ。いのりを傷きずつけない保ほ証しようはない。鈴すず蘭らんのような前例もある。


「どのみち、やるしかないってことだけどね……」


　相手が普ふ通つうの人間でないのなら、どんなやり方で監かん視しされているか、見けん当とうもつかない。改めて、逃にげ道がないことを理り解かいする。


　誓護はため息をついて、アコニットを見下ろした。


「この大事なときに、君はこんなだし」


　もしもアコニットの状じよう態たいが万ばん全ぜんなら、敵の不意を打って、力ちから尽ずくでいのりを奪だつ還かんするという方法もあったかも知れない。


　誓護の愚ぐ痴ちが理解できたのか、アコニットはしゅんとしてうつむいた。パチパチと弱々しい火花が髪かみの表面を這はう。


「あ、いや、違ちがうよ。君を責せめてるわけじゃないんだ」


　機き嫌げんを損そこねてしまったらしい。アコニットはぷーとふくれて、そっぽを向いた。


「それにしても──君、一体どうしたの？　何でそんなになっちゃったのさ？」


　アコニットは答えない。今の彼女は精神こころまで幼おさなくなっている。もしかしたら、アコニット自身、原げん因いんを理解していないのかも知れない。


　結局、これも誓護が自分で探さぐるしかないということか。


（……待てよ？）


　ふと、誓護の脳のう裏りを疑ぎ念ねんがよぎった。


　果たして、これは偶ぐう然ぜんか。


　この大事なときに、アコニットがこんなになってしまった。これは偶然なのか？


　誰だれかが仕組んだことなんじゃないか。もしくは、その〈誰か〉はこうなることがわかっていて、いのりを人質に取ったのでは。いや、あるいは逆ぎやくに──


（アコニットが、こうなってしまったから……？）


　誓護は髪をくしゃくしゃとかき回した。あと一歩のところで思考がまとまらない。


　結局、理り屈くつはここに戻もどってくる。今の状じよう況きようで誓護にできることはただひとつ、殺人事件を解き明かすことだけなのだ。


「──あ、そうだ！」


　誓護は足を止めた。アコニットが驚おどろいて誓護を見上げる。


（もしかすると、別の手段があるかも知れないぞ？）


　ポケットに手を突つっ込こみ、例の指輪、〝プルフリッヒの振ふり子〟を取り出した。


　指輪がトラウマを呼よび覚ますらしい。アコニットが露ろ骨こつに怯おびえ、後ずさりする。だが、誓護の狙ねらいはこれを無理やりアコニットの指にはめることではない。


　直ちよく接せつはめずとも、効こう果かを引き出す方法があったはずだ。


　誓護はおそるおそる指輪を見つめ、意を決して、片かた方ほうを左手の指に通した。


　だが、指輪の意い匠しよう、二匹ひきの蛇へびは嫌がるように直ちよつ径けいを広げ、はまらなかった。


　──どうやら、左右が違ったらしい。指の左右を入れ替かえたところ、今度はちゃんとはまった。二匹の蛇がうごめき、するすると輪を狭せばめ、ぴったりのサイズになる。


　人間が二つとも身に着けて大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。何か妙みようなことが起きるのではないか。変な副作用があるのではないか……という不安はあったが、一方で、グリモアリスのような超ちよう能のう力りよくが手に入るんじゃないか、という期待もあった。


　しかし、残念ながら、その期待は空振りに終わった。誓護の体に目立った変化はなく、空が飛べるようになるとか、力がみなぎってくるということもなかった。


　誓護は少しがっかりしながら、腰こしが引けているアコニットに近付いて、両手を握にぎった。


「どう？」


「…………っ」


　アコニットは嫌がって手を振りほどこうとした。拘こう束そくを嫌きらう子供のしぐさだ。


　彼女の体に目立った変化はない。


「……ダメか」


　どうやら、自動で効果を発はつ揮きするものではないらしい。誓護の方から握るだけでは効果がなく、能動的に魔力を引き出さなければならないようだ。


　さて、どうしたものか。


　アコニットが頼たよりにならない以上、誓護が自分で動くしかない。


　幸い、誓護の手元には〝プルフリッヒの振り子〟がある。


　しかし、フラグメントで殺人事件のことを探ろうにも、どこで誰がどうやって殺害されたのかわからない以上、手て当あたり次し第だいにフラグメントを再さい生せいするしかない。


　フラグメントは不安定なものだ。誓護にとっては未知の部分も多い。アコニットの稲いな妻ずまであちこち破は壊かいされてしまった今、きちんと過去が復元される保証もない。闇やみ雲くもに再生していては、時間ばかりがかかってしまう。


　どうする？


「……よし。どのみち、手がかりはないんだし」


　アコニットに何が起きたのか、まずはそこから探ってみよう。


　彼女を元に戻す手がかりが得られるかも知れないし、あるいは彼女が小さくなってしまったこと自体、殺人事件と何らかのかかわりがあるかも知れない。


　結けつ論ろんが出たら、後は早い。


　誓護は早速、先ほどアコニットを保ほ護ごした場所へと急いだ。







Episode 23







　姫ひめ宮みや氏に案内されたルートの逆をたどる。〈スタッフオンリー〉と書かれた扉とびらを開けて、細い通路をさかのぼると、先ほどの催さい事じ場じようと同じくらいの開けた空間に出る。


　姫宮氏がいる催事場──カフェテリア風にセッティングされた区画のとなりにあたる。どうやら、壁かべを挟はさんで左右対たい称しようになるように作られているらしい。


　よくよく考えてみれば、アコニットがどうやってこちら側に入り込んだのかも謎なぞだ。訊きいてみても答えないので、やはりフラグメントを再生してみるしかない。


　しかし、このスペースに入ろうとした途と端たん、


「……や！」


　と、アコニットが強く言った。


　足を踏ふん張ばり、それ以上進もうとしない。


「どうしたんだよ？」


「…………」


　アコニットは眉み間けんに深いしわを刻きざんでいた。嫌けん悪おの表ひよう情じようだ。


「……こっち、行きたくないの？」


　黙だまっているが、肯こう定ていだろう。全身から『テコでも動かないぞ』オーラが出ている。


　とは言え、アコニットを置いていくわけにもいかない。どこへ行ってしまうかわかったものではないし……。


　仕方なく、誓護は心を鬼おににして、アコニットを引きずって歩いた。


「や！　や～っ、いや！」


　アコニットは抵てい抗こうしたが、しょせんは子こ供どもの腕わん力りよく、抗するべくもない。


　スペースに入り、ずんずん進む。広間の中央に近付くにつれ、アコニットはだんだん青ざめて、不気味なくらいに大人しくなった。


「すぐ済すむから、待ってて」


　深しん呼こ吸きゆうして、指輪を唇くちびるに近付けたとき──アコニットの小さな手を通して、ふるふると震ふるえが伝わってきた。


「いや……」


「え？」


「いやあっ！」


　突とつ然ぜん、アコニットが暴あばれ出した。


　必死の抵抗だ。予よ防ぼう接種を嫌いやがる子供よりひどい。


「ちょ……、アコニット、大丈夫だってぎゃああああああっ」


　ばりばりと顔を引っかかれ、たまらず誓護は悲鳴をあげた。


　とっさに、誓護はアコニットを抱だきしめた。


「大丈夫だから！」


　ビリッバリッ、と生じた電流に胸むねを焼かれるが、かまわず抱きすくめる。


　今のアコニットの体は、誓護の胸にすっぽりおさまってしまうほど小さい。


「大丈夫だよ、アコニット。僕がついてる」


「うぅ……うううぅぅ……っ」


　うなり声のようにも、すすり泣きのようにも聞こえる声。


「どうしても必要なことなんだ。いのりを助けるために……。怖こわいなら、目を閉とじていればいい。僕が君の代わりに、全部見み届とどけるから」


　頭をなでながら何度も優やさしく諭さとす。


　説得が効きいたのか、そのうちにアコニットは大人しくなった。ぎゅーっと目をつむり、誓護の肩かたに顔を押おしつけてくる。獣じゆう医いを前にした仔こ猫ねこのように、小こ刻きざみに震えていた。


　そんなアコニットを抱きかかえ、誓護は左手の指輪に口付けた。


　イメージするのは少し前の過か去こ。アコニットが建物を破は壊かいした、あの直前の光景だ。


　誓護はアコニットの姿すがたを思い浮うかべながら、少しずつ意い識しきをしぼっていく。


　やがて、空間に反はん応のうがあった。


　ぽぅー、と燐りん光こうがともる。足もとが、壁かべが、倒たおれたテーブルが、ちらちらと光を放ちながら、星空のように輝かがやいて、過去を映うつすスクリーンへと変へん貌ぼうした。
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　おぼろげに浮かび上がった光景は、映りの悪いテレビのようにチラついていた。


　映えい像ぞうにノイズが混まじる。その乱みだれの中から、ふっと誓護の目の前に現あらわれたのは、不安げに歩くアコニットの姿だった。


　自分がどこを歩いているのかわからない、という不安が顔に出ている。が、いつもの強がりで歩き方は乱らん暴ぼうだ。ずかずかと前に進む。


　不意に、その背せ中なかめがけ、鉄パイプが打ち込まれた。


　見ていて目を覆おおいたくなるような重い一いち撃げき。


　アコニットの細い体がぐらつく。これがアコニットではなく常じよう人じんだったなら、致ち命めい傷しようを負っているような一撃だった。


　ノイズが薄うすれ、映像がクリアになった。アコニットを殴おう打だした者の姿があらわになる。


　それは、かなり奇き妙みようないでたちだった。


　頭から暗あん幕まくのようなものをかぶっている。顔や服ふく装そうを隠かくす意味があるらしい。布ぬのの下からのぞく靴くつは白いスニーカー。だが、明らかに新品の、安物だ。証しよう拠こを残さない工く夫ふうだろうか。だとすれば、これはすべて、計画的な犯はん行こうということになる。


　襲しゆう撃げき者しやはさらに一撃、今度はアコニットのわき腹ばらに鉄パイプを叩たたき込んだ。


　二撃目は嫌な角度だった。内ない臓ぞうに損そん傷しようを負ったのか、アコニットの唇くちびるに血がにじむ。


　誓護は眉まゆをひそめた。正せい視しに堪たえない。


　襲撃者は、暗幕の上からでもわかるほど興こう奮ふんしていた。


　動きが大きく、飛び跳はねるようだ。はっ、はっ、と笑い声のような息いき遣づかい。その大げさに興奮した様子を見て、誓護は悟さとった。


　殺人嗜し好こう症しよう──


　彼は悦よろこんでいる。愉たのしんでいる。


　人間を殺すことを愉しむ人間。おぞましさの極きわみだ。吐はき気を覚える。


　そんな人間が、アコニットをなぶりものにしているのだ。カッと全身が燃もえ上がり、血けつ液えきが逆ぎやく流りゆうする。怒いかりと嫌けん悪おで五体がバラバラになりそうだった。


　そして、三撃目が背中に突つき刺ささった瞬しゆん間かん、アコニットが帯電した。


　ようやく、アコニットも不意打ちの衝しよう撃げきから立ち直ったらしい。反撃の稲いな妻ずまが空中に生じ、どす黒い光の矢となって放たれる。


　角度が厳きびしい。それは惜おしくも（幸いにして？）それてしまったが、威い嚇かくの効こう果かはあった。襲撃者は無様に取り乱みだし、鉄パイプを放ほうり出して、その場に尻しり餅もちをついた。


　アコニットの黒い妖よう気きが炎ほのおのように噴ふき上がる。痛いためつけられて、相当に頭にきているらしい。明らかに殺すつもりだ。


　ところが、アコニットが必殺の稲妻を叩きつける寸すん前ぜん──それが起こった。


　映像が揺ゆらめく。過去において、空間が揺らいだらしい。


　映像の中に浮かび上がるもう一つの映像がある。


　フラグメント……だろうか？


　もしもフラグメントだとすれば、過去の中で過去が再さい生せいされるという二重構こう造ぞうだ。テレビの中でテレビを見るような、曖あい昧まいでもどかしい映像が空間に投とう影えいされる。


　アコニットは動きを止めた。それこそ雷かみなりに打たれたかのように硬こう直ちよくしている。


　誰だれかが、アコニットに背中を向けて立っていた。


　アコニットが凝ぎよう視しして目を離はなさない、その人物は──


　金きん属ぞく的な輝かがやきを放つ銀に、真しん紅くの房ふさが混まじった、特とく徴ちよう的な色の髪かみをしていた。


（アコニット……？）


　いや、違ちがう。髪の色は同じでも、シルエットはもっと大きい。これは男だ。


「い────」


　ぶわっと、アコニットの周りを取り巻まいていた稲妻が、ひときわ大きくふくらんだ。


　アコニットが自分の頭を押さえる。美しい顔が歪ゆがみ、やがて。


「いやぁあああぁああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようとともに、膨ぼう大だいな火力を誇ほこる稲妻が解とき放たれた。


　大だい蛇じやがのたうち回るかのように、黒い稲妻は荒あれ狂くるった。壁に大おお穴あなをあけ、天てん井じようを焦こがし、床ゆかをえぐり取って暴ぼう走そうする。


　その狂きよう乱らんのさなか、アコニットの姿が細り、縮ちぢみ、やがて幼おさない少女の姿になった。


（あの青年が……幼よう児じ化の原げん因いん？）


　腑ふに落ちないものを感じたが、そう考えるのがもっとも自然だ。


　アコニットが稲妻を暴走させているあいだに、襲撃者は命からがら、その場を逃にげ出した。階かい段だんとは反対側、菓か子し工こう房ぼうの方へと逃とう走そうする。


　やがて稲妻の乱らん舞ぶがおさまったとき、後には泣きじゃくるアコニットだけが残されていた。


　映像がかすむ。それを潮しおに、誓護は指輪から唇くちびるを離はなした。


　このまま再生を続ければ、誓護自身が駆かけつけて、アコニットを保ほ護ごする情じよう景けいになるだろう。だが、とりあえず、今はここまででいい。それより、もう一度確たしかめたいことがある。


　誓護は立ち位置を変え、再ふたたび指輪に口付けた。


　もう一度、過か去こへとつながるチャンネルを開く。


　果たして、稲妻で破は壊かいし尽つくされた後でも、きちんと映えい像ぞうが拾えるかどうか……。かなり不安だったが、案外すんなりと、その光景にたどり着いた。
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　青年の姿すがたが浮かび上がる。


　アコニットにあれほどの動どう揺ようをもたらした、あの青年だ。


　そのアコニットは、青年の目の前で立ち尽つくしている。亡ぼう霊れいを見たかのように顔面蒼そう白はくだ。目を大きく見開き、口を半開きにして、棒ぼう立だちになっている。


　青年の両手の薬指には指輪がきらめいていた。


（プルフリッヒの振ふり子……）


　間違いない。金銀二色の蛇が互たがいの尾おを嚙かんだ、教誨師グリモアリスの指輪だ。


　それは美しい青年だった。


　アコニットがそうであるように、人間離れした美び貌ぼう。女じよ性せいのようにつややかな肌はだ。なめらかな髪。中性的な骨こつ格かくと相貌。化粧すれば簡単に女性に化けられるだろう。


　顔の造ぞう作さくにはどことなくアコニットに似にているところがある。それは鼻び梁りようの線だったり、目め尻じりの切れ方だったりした。表情は穏おだやかで、幸福そうに微笑ほほえんでいる。


　アコニットよりは少し年上に見える。人間で言えば、二二、三といったところ。


　──兄妹きようだい、なのだろうか。あるいは同じ一族の出か。


　誓護は目をこらし、この光景がいつのことなのかを探さぐろうとした。だが、残念なことに、日付を特定できるようなもの──たとえばカレンダーや時計などは見当たらなかった。


　そもそも、この映像が実じつ際さいの過去を反映しているのかどうかも疑うたがわしい。フラグメントとは微び妙みように違う、言うなれば幻げん影えいのようなもので、とらえどころがなく、不ふ確たしかだ。


　青年は微笑み、恋人と語らうように優やさしく、何かを言った。


「いいんだよ、そんなことは、どうでも」


　そう聞こえた。


　艶つやのある声には、聞き覚えがあるような気がした。


　その刹せつ那な、パリッ、とアコニットの眉み間けんに火花が散った。


　限げん界かいを超こえたらしい。アコニットは頭を抱かかえ、絶ぜつ叫きようする。


　爆ばく弾だんが破は裂れつしたような勢いきおいで、空気が吹き飛んだ。突とつ風ぷうを起こし、ごうごうと音を立ててあふれ出る妖よう気き。魔ま力りよくが充じゆう実じつし、アコニットの姿が燃もえ上がる。


　直後、目の前の情景が乱れた。


　すべてを拒きよ絶ぜつするかのような、アコニットの放電。それは青年の姿をもかき消して、建物の中を縦じゆう横おう無む尽じんに暴あばれ回る。


　獣けものの咆ほう哮こうのように。吹き荒れる暴風雨のように。


　誓護の目には、それがアコニットの心の叫さけびのように見えた。


　やがて、映像はそこで途と切ぎれた。


　多くの謎なぞを残したまま。
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　何だったのだろう、今のは。


　誓護の脳のう裏りをいくつもの疑ぎ問もんが埋うめ尽つくす。あの青年は何者だろう。なぜ、アコニットはあの青年を恐おそれるのだろう。二人のあいだに、一体何があったのだろう。


　わからない。ただひとつわかっているのは、あの青年がアコニットの関係者であるということだけ。


　そしておそらく──


「トラウマの、原因……」


　誓護はアコニットを抱いだく腕うでに力をこめた。


　誓護の腕の中で、幼おさない姫ひめは小さくなって震ふるえている。まるでか弱い小動物のように。きつく目を閉とじ、耳も塞ふさいでいる。それほどに怖おそろしいものなのか。


　アコニットにしてみれば、襲しゆう撃げき者しやに手ひどく痛いためつけられたことよりも、あの青年の存そん在ざいの方がよほど恐きよう怖ふを呼よび覚ますものだったようだ。こんなふうに小さな子こ供どもと化し、現げん実じつから逃とう避ひしたくなるほどに。


（すごく気になるけど……今はそれどころじゃないな）


　考えても仕方のないことは、後回しにすべきだ。


　それよりも。


「そうか……」


　既すでに確かく信しんが芽め生ばえていた。そうだ。間ま違ちがいない。


　アコニットに手て傷きずを負わせた犯はん人にん、そいつこそ──


「……悪あく食じきなる魔ま女じよ」


　その正体は快かい楽らく殺人犯といったところか。


　都市伝説のような例の噂うわさが真実なのだとしたら、魔女は毎年、同じことを繰くり返しているのだ。今年はたまたま、運悪くアコニットを襲おそってしまったのだろう。


　なぜ捕つかまらないのか、という当然の疑問が頭に浮うかんだ。


　鉄パイプで撲ぼく殺さつするなんていう雑ざつなやり方で殺人を繰り返しているのに、どうして警けい察さつが突つき止められないのか。


　殺人事じ件けんが発覚するためには、いくつか条じよう件けんがある。


　第一に、死体だ。死体が発見されなければ、〝殺人〟事件にならない。


　そして、第二に──


（そうだ、目撃者！）


　ずっと感じていた違い和わ感の正体がわかった。この事件は、目撃者のいないところで起こっている。周囲に人目がないのだ。


　イベント開かい催さい中の娯ご楽らく施し設せつで、こうまでひと気がないのも不自然だ。こちらの区画は一いつ般ぱん客きやくが出入りするエリアではないが、それでも菓か子し工こう房ぼうがあったりして、従じゆう業ぎよう員いんの出入りがまったくないわけではない。


　それがただの幸運でないとすれば──犯人は内部の事じ情じように通じている？


　いずれにせよ、アコニット、そしておそらく犠ぎ牲せい者しやの少女たちは、こちらのひと気のない区画で襲われたのだ。目撃者はなく、だからこそ、事件の発覚が遅おくれた……。


　しかし、そうなると当然、別の疑問がわいてくる。


　犯人はどうやってアコニットをこの場所に誘さそい込こんだのか？


（いや、待て。そもそも、本当に……）


　犯人は人間なのか？


　犯人を助けるように現あらわれた、アコニットのトラウマ映像。それは人間が引き起こしたものとは考えにくい。だとすると、犯人は人間じゃない……？


　では、グリモアリスなのか？　もしもそうなら、異い能のうを使って誘い込んだのかも知れない。警察に追い詰つめられないのも道理だし、死体の処しよ理りも簡かん単たんだろう。しかし……。


　誓護はぶんぶんとかぶりを振ふった。


　駄だ目めだ。頭で考えてどうにかなる段だん階かいではない。根こん拠きよのない推すい論ろんばかりで、わからないことが多すぎる。もっと情じよう報ほうを集め、推理の材料をそろえなければ。


　誓護はアコニットを立たせ、別の場所を捜そう索さくしようと歩き出した。


　そのとき。


　がたり、と背はい後ごで音がして、誓護は立ちすくんだ。


　状じよう況きようが状況だけに、振り返るのがためらわれる。自分の鼓こ動どうを耳元で聞きながら、誓護は全身を耳にして、背後の気配を探さぐった。


　アコニットが、ぎゅっと誓護の手を握にぎる。


　誰だ？


　背後の人物は沈ちん黙もくしている。


　べっとりと粘ねばりつくような、嫌いやな静せい寂じやく。


　ぽた、ぽた、とどこかで落ちる水すい滴てきの音が不気味だ。


　ややあって、誓護が思いきって振り向くのと、薄うす闇やみの中から気配の主が姿すがたを見せたのは、ほとんど同時だった。


「────！」


　相手の顔を見た途と端たん、誓護は思わず凝ぎよう視ししてしまった。


「君は……」


　向こうもまた、驚おどろいた様子で誓護を見つめた。


「誓護……」


　誓護の背後に立っていたのは、白いドレスに身を包んだ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの乙おと女め、リヤナだった。


　この暗がりの中にあっても、リヤナの金髪はまばゆく光っている。衣い装しようも然しかり。白く輝かがやき、小さな汚よごれひとつない。あちこち崩くずれてほこりっぽいこの場所にあって、その姿は異様なほど清せい潔けつで、きらびやかだった。


「君、どうしてここに……。まだ避ひ難なんしてなかったの？」


「私は……」


　リヤナは言葉を濁にごした。視し線せんが泳ぎ、小さなアコニットに目が留とまる。その瞬しゆん間かん、リヤナははっとしたように口を押おさえた。


「……そのコ、まさか」


　そして、彼女は言ったのだ。


「花はな烏う頭ずの君……？」
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　誓護は絶ぜつ句くした。


　心しん臓ぞうをわしづかみにされたような気がした。


　背せ筋すじがしんと凍こごえる。たった今、自分が耳にしたことが信じられない。


　はなうずのきみ。リヤナは確たしかにそう言った。


　その響ひびきには聞き覚えがある。いつだ。どこで。誰が──そう、鈴蘭だ。鈴蘭がアコニットのことをそう呼よんでいた。


　察するに、冥めい府ふにおけるアコニットの尊称なのだろう。


　その呼び名を知っているということは……。


　リヤナの碧あおの瞳ひとみが改めてアコニットを見る。姿形は幼おさなく変わっているが、特とく徴ちよう的な銀と紅あかのまだら髪がみも、ルビーのような真しん紅くの瞳も、そのままだ。それがアコニットであることは、ほとんど疑うたがいようもない。


「……そう。時制調律アライメントが狂くるっているのね」


　あっさりと看かん破ぱしてしまう。


「やっぱり、君は……人間じゃない……」


　誓護の疑ぎ念ねんを察した様子で、リヤナは目を伏ふせて言った。


「そうよ、誓護……。私はこの世界の住人じゃない」


　やはり。


「グリモアリス……」


　リヤナは小さくため息をついた。


「知っているのね」


　そんな馬ば鹿かな。


「そんな……どうして。君がグリモアリスなら、どうして人間のフリなんかしたんだ。チケットなんかなくたって、こんな建物、簡かん単たんに侵しん入にゆうできたはず。──それに、君の指にはリングがなかった。〝振り子〟とかいう、あの蛇へびの指輪が」


「魔ま力りよくを禁きんじられていたから」


　誓護の疑念のすべてに、リヤナはその一言で答えてみせた。


「禁じられていたって……なぜだ」


「魔力を封ふうじる必要があったのよ。そのコに気取られないように。〝振り子〟も、〝向こう側〟に隠していた。……今はもう、魔力を許ゆるされてるわ」


　リヤナがほっそりした腕を振ってみせる。言葉通り、彼女は白い手て袋ぶくろの上から、金と銀のまだらの指輪をはめていた。


「質しつ問もんに答えてないぞ。どうしてアコニットに気付かれちゃまずいんだ」


「それは……。花烏頭の君を──」


　間があく。空気が張はり詰つめる。


　その先は聞かない方がいい。そんな気がする。


　だが、誓護は耳を塞ふさがない。耳を塞いでいては、誰だれも守れない。


　やがて、リヤナは吐はき出すように言った。


「処しよ刑けいするためよ」


「処刑──」


　刹せつ那な、リヤナのまとう気配が変わった。


　妖よう気きがあふれる。リヤナの白い肌はだから、湯気のように立ちのぼるのは、単たん純じゆんな白ともくすんだ灰はい色いろとも違ちがう──言うなれば銀色の妖気だった。きらきらと小さく光を放ちながら、それはリヤナを取り巻まくように広がっていく。


　その粒りゆう子しは、ひんやりと冷たい。見た目といい、冷たさといい、ダイヤモンドダストによく似にている。殺気のような妖気に触ふれ、アコニットがまた震ふるえ出す。誓護はアコニットを背中に隠かくし、リヤナの前に立ちはだかった。


「誓護……」


　リヤナは意外そうにまばたきした。それから、あまり気乗りしない様子で、


「そこをどいて。花烏頭の君を渡わたして」


　一歩、前に出る。


「貴方あなたを傷きずつけたくないの。お願い」


「……お断ことわりだね」


「誓護……」


「冗じよう談だんじゃない」


「どいて！」


「嫌いやだね。処刑する、なんていきなり言われて、ハイわかりました──ってわけにいくかよ。アコニットは僕ぼくの友達なんだ。そして桃もも原はら誓護は、決して友達を裏うら切ぎらない」


　ひとたび友人と認みとめた以上、こちらからは裏切らない。それが誓護のルールだ。


　アコニットが置かれた状じよう況きようも、リヤナの事情もわからない。わからないからこそ、こんな要求には従したがえない。当たり前のことだ。


「友達……？」


　一瞬、リヤナがひるんだような顔をする。意外そうに、疑わしそうに、そして──なぜか傷ついたように。


「なぜ、アコニットが処刑されなくちゃならないんだ」


「……説明しても仕方がないわ」


「教えてくれたっていいじゃないか！」


　リヤナは苦しげに顔をゆがめた。


　どこか遠くに視し線せんをさまよわせ、うめくようにつぶやく。


「そのコは大たい罪ざいを犯おかしたのよ。……それだけのことだわ」


「大罪──。無む断だんでこっちにきたこと、とか？」


「まさか。極きよつ刑けいに値あたいする罪つみよ。審しん判ぱんを待たずに処刑されるような、ね」


「それは何？　どんな罪なの？」


「……貴方に言う必要はないわ」


　おしゃべりはここまで、とばかり、リヤナは妖気を強めた。


　噴ふん出しゆつする妖気が突とつ風ぷうとなって誓護の前髪を吹ふき散らかす。冷たい風が頰ほおを裂さく。鼻び腔こうが凍いてつき、息ができない。リヤナの白いスカートがはためき、金色の髪が激はげしく揺ゆれた。神こう々ごうしいほどの輝かがやき。まるで伝説の雪女のようだと誓護は思った。


　リヤナは心まで凍こおりつかせたかのような、表ひよう情じようの消えた顔で言った。


「さあ、そこをどきなさい」


　これほどの冷気にさらされているのに、誓護の背せ中なかに冷たい汗あせが噴ふき出した。


　どうする。どうすればいい。


　リヤナは一歩ずつ、ゆっくりと距きよ離りを詰つめてくる。彼女の異い能のうがどんなものかは知らないが、あふれ出る妖気だけで十分に圧あつ倒とうされていた。


　この圧力。圧あつ迫ぱく感。アコニットや鈴蘭に感じるものと一いつ緒しよだ。この分では、異能など使わずとも、殴なぐり合いだけで誓護をバラバラにできそうだ。


　迫せまりくる怖おそろしげな気配に、誓護より先にアコニットが耐たえきれなくなった。


「いやぁ……やあぁああ！」


　あっと思う間もなく紫し電でんがほとばしり、リヤナを直ちよく撃げきした。


　空気が裂さける。黒い火花が飛び散り、粉ふん塵じんが渦うずを巻まいて広がった。


　火花の乱らん舞ぶがおさまったとき、そこには先せん刻こくとまったく変わらぬ、リヤナの姿すがたがあった。


「────！」


　誓護は目をむいた。


　半はん透とう明めいにもなっていなければ、セグメントの障しよう壁へきを呼よび出したのでもない。


　リヤナはまったく何もせず、ただ立っていただけのように見えた。身を守ろうともせず。それなのに、無む傷きずのまま──本当に、アネモネの猛もう毒どくをしのぎきったのか。


　誓護にとっても衝しよう撃げきだったが、アコニットにとってはもっと衝撃だったらしい。


　露ろ骨こつに怯おびえて、取り乱みだす。


「うぅう……うう、ううぅ……ううぅあああ！」


　泣き声ともうなり声ともつかない声を上げながら、さらに出力を高め、巨きよ大だいな稲いな妻ずまを撃うち込んだ。二発、三発、四発。威い力りよくがどんどん上がっていく。


　一撃一撃が重い。鉄の壁かべすら粉々にできそうな火力。だが、リヤナの服を焦こがすどころか、髪かみを揺らすことさえできない。
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　狙ねらいのそれた稲妻が、壁を焼き、床ゆかを黒い灰はいに変えた。


「アコニット、もうよせ！　天てん井じようが崩くずれる！」


　何とか押しとどめようとするが、この雷らい撃げきがかすりでもしたら、人間のヒフなど簡かん単たんに黒コゲだ。身を盾たてにするような真ま似ねはできない。せいぜいが腕うでを引っ張ぱる程てい度ど。それでもアコニットは次し第だいに大人しくなり、放電をやめた。


「無む駄だよ。花烏頭の君」


　電撃の雨が過すぎ去ると、リヤナはむしろ憐あわれむように、静かに言った。


「音に聞こえしアネモネの猛毒も、私の前では意味をなさない……」


　異能、だろうか。グリモアリスがそれぞれに持つという先天的な能力、フィグメント。リヤナの異能がこんな芸当を可か能のうにするのか。


「誓護」


　リヤナは誓護の名を呼び、それから左手を胸むな元もとに寄よせた。


　何だ？


　怪け訝げんに思う誓護の前で、リヤナは左の手しゆ刀とうを閃ひらめかせた。


　鋭するどく二撃。壁に向かって往おう復ふくさせる。


　それから、とん、と壁を軽く押す。


　その途と端たん、あまりにあっけなく壁が崩れた。壁の一部がすべり落ち、ひし形の大おお穴あながあく。切り口は刃は物もので切ったように鋭えい利りだ。レンガを積んだ堅けん固ごな壁が、リヤナの手刀で、ケーキのようにたやすく切断されてしまったのだ。


「これが、私の胤性霊威ちから」


　誇ほこるでもなく、リヤナは淡たん々たんと言う。当たり前の事実を告げるように。


「何者も私を傷きずつけることはできず、何者も私を阻はばむことはできない」


　それは矛む盾じゆん──絶ぜつ対たいの防ぼう御ぎよと、絶対の攻こう撃げき。それがリヤナには可能だと言うのか。


「これでも、私に歯向かおうって言うの？」


　試ためすように。誓護の瞳ひとみを正面から見み据すえて言う。


　あるいは、本当に不思議に思っているのかも知れない。理り屈くつで考えれば、確たしかに不思議だ。異能もなく、身体的にも貧ひん弱じやくな人間が、たった一人で、麗れい王おう六りつ花かの処刑を任まかされるような存そん在ざいを相手に、抵てい抗こうしようなどと……。考えるだに愚おろかしい。ありえない。無む謀ぼうだ。そもそも、抵抗しようなどという考えすら浮うかばないのが普ふ通つうだ。


　だから──


「当たり前だろ」


　と、誓護は答えた。


「誓護……」


　聞き分けのない子こ供どもを見るかのように、リヤナが困こん惑わくの表情を浮かべる。


「君がどれほど強くても。僕がどんなに弱くても。だから、何？　それがどうしたって言うんだ？　君が理り解かいしないのなら、僕は何度でも言うよ」


　誓護はリヤナの視し線せんを真正面から受け止めて、はっきりと告げる。


「僕は友達を護まもる。僕は絶対に、アコニットを見み捨すてない」


　こんなこと、口にするだけなら簡単だ。だが、そんな宣せん言げんを繰くり返したところで、無力な自分が強くなるわけではない。


　だから、こうしているあいだにも、誓護は心のアンテナを張り巡めぐらせ、少しでも多くの情じよう報ほうをつかみ取ろうとする。


　相手の本当の狙ねらいは何だ。なぜアコニットを狙う。リヤナの異能の正体は。どこに弱点がある。打だ開かい策さくを探さがせ。取り引きの材料を見つけろ。


　リヤナは半ば啞あ然ぜんとして、あきれたように誓護を見ていた。


　それから、残念そうにため息をついた。


　その表情から読み取れることはひとつ。リヤナは決して、実力行使を望んではいないということだ。誓護を好きだと言った、あの言葉に噓うそはないらしい。ひょっとしたら、アコニットを処刑するという使命自体、乗り気ではないのかも知れない。


　じっと足もとを見つめる。何を考え込こんでいたのか、ややあって、リヤナはつぶやくような声で言った。


「外で人間たちが騒さわいでいたわ。逃にげ遅おくれた人間の救出には、まだ時間がかかるって」


「────」どういう意味だ？


「貴方あなたに一時間、時間をあげる。一時間後、私はそのコを殺しにくる。それまでに、覚かく悟ごを決めておいて」


　背せを向け、立ち去ろうとする。誓護はあわてた。


「待ってくれ。どうして時間をくれる？　それに、たかだか一時間かそこらで、僕の気持ちが変わると思うのか？」


　リヤナは肩かた越ごしに誓護を見た。


　心まで透すかし見るような視線。しばらく誓護を見つめた後で、目を伏ふせる。


　そして、独どく白はくのように言った。


「貴方が本当にそのコと友達なら」


「──なら？」


「お別れくらい、ちゃんとしたいでしょう？」


　ちらり、とアコニットを見る。


　憐れん憫びん、なのか。ほんの一いつ瞬しゆん、いたわしげな色が碧あおの瞳ひとみに宿って見えた。


　リヤナはすぐに目を背そむけ、歩き出した。


　その姿すがたがおぼろにかすみ、溶とけるように見えなくなるまで、誓護は身動きできなかった。


　あと一時間。そんな時間をくれたところで。


　何を、どうしろって言うんだ？
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　リヤナが立ち去った後も、誓護は前方をにらんだまま、どうすることもできずに立ち尽つくしていた。


　頭がガンガンする。気ばかりがあせって、考えがまとまらない。


　返す返すも、自分は無力だ。


　おまけに馬ば鹿かだ。大変な愚か者だ。


　なぜ、いのりとはぐれた。どうして、すぐに探さなかった。


　ずっといのりと一いつ緒しよにいれば、少なくとも問題はアコニットの方だけだった。


　いや、アコニットと一緒だったなら、アコニットは〝悪あく食じきなる魔ま女じよ〟に襲おそわれなかったかも知れない。トラウマを刺し激げきされることもなく、子供になってしまうこともなく、こんな事じ態たいにもきちんと対たい応おうできたかも……。


　後こう悔かいばかりが襲ってくる。押おし寄よせる無力感に打ちひしがれそうになる。


　どうすればいいんだ。


　わかっている。いのりを助けるために、殺人事じ件けんを追いかけなければならない。


　だが、そちらにばかり集中していれば、あっと言う間に時間が過すぎて、再ふたたびリヤナが戻もどってくる。あの鋭えい利りな攻撃。鉄てつ壁ぺきの護まもり。今のアコニットにどうこうできるはずもない。


　無む論ろん、人間の身たる誓護にも。


（くそっ……何でアコニットが処しよ刑けいされなくちゃならないんだ……）


　果たして、それは冥めい府ふの決定なのだろうか。


　アコニットは高こう貴きな王族の生まれではなかったのか。それが裁さい判ばんもなしに、いきなり処刑されるなんて、そんなことがあるのだろうか。


　冥府のことには少しも明るくない誓護だが、常じよう識しき的に考えて、それは不自然だった。


　しかし、リヤナは本気だったのだ。本気でアコニットを抹まつ殺さつするつもりだ。


　だったら、不自然かどうかなんて問題じゃない。そうだ、何を考えてる。余よ計けいなことを考えるな。時間がないんだ。一秒でも早く、もっとも効こう率りつ的な方策をひねり出さなければ。急げ。畜ちく生しよう。どうした、桃原誓護。お前はこんなものなのか。……駄だ目めだ。考えがまとまらない。このまま、いのりも取り戻せず、アコニットを見殺しにしてしまうのか。そんなのは絶ぜつ対たいに駄目だ。そんなのは……。


　そのとき、不意に手を引かれ、我われに返った。


　はっとして見下ろす。誓護の手を引いていたのは、誓護の腰こしまでしか背せ丈たけのない、小さな小さなアコニットだった。


「せいご……？」


　紅あかい瞳が不安げに見上げている。


　この状じよう況きようでは唯ゆい一いつの保ほ護ご者しや、誓護が動どう揺ようしているのを見て、心細くなったのだろう。


　誓護は頭から冷や水を浴びせられたような気がした。


　そうだ。アコニットは今、小さな女の子にすぎないのだ。


　誓護が、護ってやらなければならないのだ。


（それなのに、僕がこんなでどうするんだよ……）


　誓護は腰を落とし、アコニットに目の高さを合わせた。


　頭をなでてやる。


　妹とは違ちがって、アコニットは嫌いやがった。不ふ機き嫌げんそうにパチパチ火花を散らしながら、誓護の手を逃のがれようとする。そんな仕草は気位の高い猫ねこみたいで、可愛かわいらしかった。


　友達なら、お別れくらいはちゃんとしたいでしょう──リヤナはそう言った。


「……それは違う。君は間違ってるよ、リヤナ」


　しつこい、とばかり、アコニットが怒おこって誓護の手を叩たたく。


　誓護はそっと優やさしく、アコニットのその手を握にぎりしめた。


「本当に友達なら、お別れなんてしたくないんだ」


　この、小さな。


　ぞっとするほど美しくて、そして強い。


　でも本当は弱くてもろい、ガラス細工のような姫ひめ。


　この少女を、友達を、こんな形で奪うばわれて、納なつ得とくできるはずがない。


　最初の動揺が過すぎ去ると、少しずつ冷静さが戻ってきた。


　やるべきことは、はっきりしている。


　いのりは助ける。それは絶対だ。アコニットも見み捨すてない。当たり前だ。


　だったら、結論は最初から出ているじゃないか。


「両方、助けるよ、僕ぼくは」


　二つの結果を望むなら、二倍の労力を支し払はらう。


　時間が足りないというのなら、二倍の効こう率りつを求める。


　こうしてじっと考え込んでいる時間が一番の無む駄だだ。


　追い詰つめられたときの一時間という時間がどれだけ短いものか、誓護は体験で知っている。退たい屈くつな授じゆ業ぎようの一時間は長く、難むずかしいテストの一時間は短いのだ。


　一時間──もう五五分もない。


　でも大だい丈じよう夫ぶ。きっとやれる。やってみせる。桃原誓護はただの人間に過ぎない。異い能のうもなければ、腕わん力りよくも人ひと並なみだ。だが、神さまというのはなかなかに気が利きいている。グリモアリスに匹ひつ敵てきできるものが、たった二つだけ、誓護にも与あたえられているのだ。


　知ち恵え。そして、勇気。


　この頼たよりない、しかし途と方ほうもなく強力な武ぶ器き。これを駆く使しして、望む結果をつかみ取るしかない。敵てきはいのりを人ひと質じちに取った卑ひ劣れつな男、そしてリヤナ。彼らの裏うらをかき、出し抜ぬき、小こ狡ずるく立ち回って、いのりとアコニットを護り抜いてみせる。


　しんと頭が冴さえ渡わたり、誓護の脳のうが高速で回転を始めた。ようやくギアが嚙かみ合った感じだ。断だん片ぺん的な思考が次々に浮うかび、相そう互ごに連れん絡らくし合い、少しずつ形になっていく。


　そうして誓護の脳が弾はじき出した答えは、がっかりするほど地味で、地道で、至し極ごくまっとうな考えだった。


　リヤナを退しりぞけられる決定打はない。──が、しばらくのあいだ、アコニットに危き険けんはない。それに、時間の経けい過かとともに状況が変わるかも知れない。つまり、今優ゆう先せんすべきはいのりの方ということになる。


　いのりの方には手がかりがある。既すでにフラグメントで〝悪食なる魔女〟の姿すがたを確かく認にんしているのだ。〝悪食なる魔女〟がどこで殺人を犯おかしたのかも、おおむね見当がついた。ならば、関連するフラグメントを探さぐり当てて、まずはこちらの事じ件けんを解かい決けつするべきだ。


　結局はフラグメント探しから、という凡ぼう庸ような判はん断だんだが、これは大きな一歩になる。誓護は先走りそうになる自分自身にそう言い聞かせ、左手の指輪に唇くちびるを近付けた。


（いのり、もう少し辛しん抱ぼうしてくれ。僕が必ず助けるから）


　誓護は心の中で何度も詫わびながら、過か去こを追うべく、指輪にキスをした。







Episode 02







　それは、やや劣れつ化かしたフラグメントだった。


　ところどころ、フィルムが欠けたように映えい像ぞうが切れている。だが、全体的にはわりと鮮せん明めいで、何が起こっているのか、問題なく理解することができた。


　今、髪かみを明るめの茶色に染そめた少女が、通路を心細そうに歩いている。


　おそらく、少女はもっと賑にぎやかなところにいたのだろう。だが今、少女が歩いているのは、まったくひと気がなく、薄暗い空間なのだった。


　片かた側がわに寄よせられたテーブルや椅い子すが空間をより広く見せている。お客の姿すがたはどこにもない。この世のどこでもない場所なのでは、という恐きよう怖ふを駆かり立てるが、積み上げられたダンボールの山が、かろうじて人間の世界であることを示しめしている。


　少女が恐おそる恐る、ダンボールの方に近付く。


　フタの開いているものをのぞき込んで見ると、中には姫ひめ乃の杜もりの主力商品のひとつ、〈バターサンド〉がぎっしり詰まっていた。これは〈お菓か子しの家〉の建材に使われている。


　少女はほっとため息をついた。


　なーんだ。そうか。そういうことか。


　要は、従じゆう業ぎよう員いん用の区画に迷まよい込んでしまっただけ。


　そうとわかれば、長なが居いは無用。さっさときた道を戻もどろう──


　苦く笑しよう混まじりに背はい後ごを振ふり返る、その少女の顔が恐怖に凍こおった。


　少女の背後には、いつの間にか誰だれかが立っていた。


　言葉もなく。頭から暗あん幕まくのようなものをかぶって。


　幕の下から、二つの目が少女を見つめている。不気味な光を放つそれは、誓護にとっては残念なことに、もやがかかったようで判然としない。そこだけがフィルターを通したように、犯はん人にんの人相を隠かくしていた。


　シルエットは縦たて長なが。たぶん、男だ。


　その手には、鉄パイプが握にぎられている。


　少女が悲鳴を上げようとした、その瞬しゆん間かん、男の腕うでが鉄パイプを真横に振った。


　少女の体が浮き上がるほどの重い一いち撃げき。鉄の棒ぼうは真横から猛もう烈れつな勢いきおいでめり込んだ。


　少女が横に吹ふっ飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられる。


　痛いたみはかなりのものだったらしい。少女はたまらず〈く〉の字に体を折った。


　悲鳴すらあげられず、悶もだえ苦しむ少女の背せ中なかに、さらに無む慈じ悲ひな一撃が叩き込まれた。


　もちろん、少女の悪あく夢むはそれだけでは終わらない。


　ぼぐっ、どぐっ、ごつん──そんな鈍にぶい音が絶たえ間なく続く。ほどなく、少女はぐったりとした。ごとり、と頭が床を打つ。


　ひゅう……、ひゅう……、とかすかに漏もれる呼こ吸きゆう。まさに虫の息だ。


　男は少女の首をつかみ上げると、その細い喉のど笛ぶえを力ちから任まかせに握りつぶした。少女の眼がん球きゆうが盛もり上がる。血管が浮き出て、少女の白い顔を赤く、次いでどす黒く染そめていく。


　やがて、少女は事切れた。


　いや、無理やりに断たち切られたのだ。野や獣じゆうのような男の手で、哀あわれなほどあっけなく。


　男の非ひ道どうは、殺しただけにとどまらない。


　満たされたような、まだ興こう奮ふんの余よ韻いんを味わっているような、熱い息を荒あら々あらしく吐はきながら、男は少女の足をひきずって壁かべ際ぎわへと向かう。


　そこに、台車とポリバケツがいくつか置かれていた。台車は大きく、ポリバケツを問題なく積せき載さいできそうだ。ポリバケツのフタには『廃はい棄き』と書かれた紙が貼はってある。


　男は少女の体を無む造ぞう作さに持ち上げ、ポリバケツに頭から突つっ込こんだ。はみ出た足は力ちから尽ずくでねじ込み、邪じや魔まな衣服は引き裂さいて収おさめる。


　尊そん厳げんもへったくれもなく、文字通りゴミのような扱あつかいだ。


　そうして少女を積み終えると、男は台車を押して、薄うす暗ぐらい通路へと入って行った。──菓子工こう房ぼうへと続く方向だ。


　そのあたりで映像が不安定になり、かすんで、ぼんやり別の情じよう景けいに切り替かわった。


　今度の情景は、先ほどよりは少しだけ画像が荒い。ときおりノイズが入ってチラついているが、それでも映像そのものはおおむね鮮明だ。中央に映うつし出された少女の顔も、問題なく見て取れる。


　今度の少女は、男に気付くのが早かった。


　ただし、感覚が鋭するどい分、臆おく病びようだった。恐怖に怯おびえ、声が出せなくなる。涙なみだぐみながら走って逃にげようとしたところを背後から襲おそわれた。


　そして始まる、見たくもない、むごたらしい撲ぼく殺さつの光景。


　結局、この少女も同じようにポリバケツに放ほうり込まれ、通路の奥おくへと運ばれて行った。


　また情景が切り替わる。


　さらに古い光景らしい。映像のチラつきが一いち段だんと激はげしくなった。


　三人目の犠ぎ牲せい者しやは、ぼんやりした少女だった。


　あるいは、他人の悪意を疑うたがうということを知らない、純じゆん真しんな娘むすめだったのかも知れない。


　男の登場にも、反はん応のうするのが遅おそかった。とっさに何が起こったのか、わかっていない様子だ。ぼんやり男を見上げ、小首を傾かしげたところで、みぞおちを鉄パイプで突き上げられた。


　当たり方が違ったのか、この少女に限かぎって苦しみ方がひどかった。


　ぐったりとするのではなく、手足をばたつかせ、激しくもがく。


　その唇くちびるから血の塊かたまりがあふれ出た。ばしゃっ、と床ゆかにぶちまける。


　これまでの映像では見たことのないケースだった。無慈悲な殺さつ戮りく者しやもそれには動転したらしい。とどめを刺さすのが遅おくれたほどだ。


　あわてふためき、思わず暗幕を取り去ろうとする。チラリと見えた素す顔がおは、やはり白くもやがかかり、はっきりとは見えなかった。


　男は我われに返った様子で暗幕をかぶり直し、暴あばれる少女を押さえつけ、首根っこをつかまえて、ねじ切るように絞しめ上げた。


　そうして少女を始末し、遺い体たいをポリバケツに突っ込んでから、男は大急ぎで戻ってきて、ひたすら床を拭ふき始めた。かなりあせっているらしく、その手の動きは早い。


　ごしごし。ごしごし。ごしごし。


　男は必死に床の鮮せん血けつを消そうとする──


　やがて、その映像もぼやけて消えた。


　そして、やはり別の映像が浮かび上がった。


　この情景はたぶん、これまででもっとも古いものだろう。画像の質しつももっとも悪い。全体にぼやけているし、チラつきが多い。ただし、被ひ害がい者しやの姿ははっきりと映っている。


　四人目の（時系列的には最初の）犠ぎ牲せい者しやは、それまでとは少し様子が異ことなっていた。


　これまでは常に、犯人は犠牲者の後をつけ、後ろから襲おそいかかっていた。だが、このときは、前を行く犯人を犠牲者の少女が追いかけていた。


　犯人は、暗あん幕まくをかぶってはいなかった。


　ただし、人相も、服装も、そこだけ誰かが隠したかのように不ふ鮮せん明めいだ。水面みなも越ごしに水底をのぞき込むようなもので、ゆらゆらと揺ゆらめいて判然としない。


　少女の気配に気付き、犯人は弾はじかれたように振り返った。


　動揺、したのか。大きくのけぞった犯人は、一瞬後、壁際に突進した。そこには──〈お菓子の家〉の骨組みと思しき、鉄パイプが放置されていた。


　まるで子供が暴あばれるかのように、めちゃくちゃに振り回す。少女は不ふ意いの出で来き事ごとに戸と惑まどい、逃げることも、悲鳴をあげることもできないまま、動かぬ死体となった。


　こうして、犠牲者がポリバケツに放り込まれて、凄せい惨さんな殺さつ人じん劇げきは幕を下ろした。


　──いや、逆ぎやくだ。


　つまり、このときから始まったのだ。


　乙おと女めたちを人形のようになぶり、人形のように壊こわす、悪あく食じきなる魔ま女じよの伝説は。







Episode 28







　喉元まであがってくる塊を必死に押おし戻しながら、誓護は涙なみだのにじんだ目元をぬぐった。


　胸むねの悪くなるものを見せられた。それも、たっぷり四人分。


　じっとりと手が汗あせばんでいる。ひどく空気が冷たい。


　ふーっ、ふーっ、と耳みみ障ざわりな音が聞こえる。その音の発はつ生せい源げんをたどり──ようやく、自分が肩かたで息をしていることに気付いた。


　少女たちの、思い思いの服ふく装そうがまぶたに焼きついていた。


　ベストにネクタイ、チェックのスカートで、制せい服ふくふうに見せた学生スタイルの少女。たっぷりのフリルで花のように飾かざられた少女。大だい胆たんに肩を見せたトップスで、大人っぽく決めている少女。新雪のようにふわふわな、白いセーターの少女。


　みんな、それぞれに可愛かわいらしかった。……似に合あっていた。きっと、彼女たちもその服を気に入っていたに違ちがいない。


　少女たちがその日、〈お菓か子しの家〉を訪おとずれる前に、どんな気持ちでその服を選んだのか。それを考えると、体の芯しんがいぶされるようにじりじりする。


　楽しい一日になるはずだった。


　その一日を。未来を。あんなやり方でぶち壊し、踏ふみにじった者がいる。


　どれほどの憎にくしみがあれば、あんなことができるのだろう。


　……いや、あの犯人には憎しみなどなかった。


　あるのは快かい楽らく。狂くるおしいほどの欲よく望ぼうと、それを満たす興こう奮ふんだけだ。さんざん惨劇を見せつけられて、それがよくわかった。あの犯人がどれほど狂きよう喜きに震ふるえていたか、どれほど殺人という行こう為いに執しゆう着ちやくしているのかを。


　犯人は必ず胴どう体たいを狙ねらっていた。頭を狙った方が楽に殺せそうなものだが、頭は狙わない。


　殺戮そのものを楽しんでいるので、『楽に』殺すつもりなどなかった──とも考えられるが、おそらく、犯人は血けつ液えきを嫌きらっているのだろう。


　三人目が床に血を吐はいたときは、あわてて拭き取っていた。


　頭部を狙えば、出血はもっと多くなる。飛沫しぶきが飛べば、処しよ理りはひどく厄やつ介かいだ。それゆえ、胴体をめった打ちにしてから首を絞しめる、という手順にこだわっているらしい。


　とすると、頭から布ぬのをかぶっている理由も、何となくわかってくる。


　返り血を浴びてもいいように、という配はい慮りよだろう。血けつ痕こんを落とすのは手間だし、血の臭においはどぎつい。ああして布をかぶっていれば、仮かりに血が飛んでも、処理は簡単だ。


　改めて、ぞっとした。


　一体、どんな心理状じよう態たいで計画を練ったのか。これが同じ人間の考えることだろうか。


　誓護は自分自身を冷れい徹てつな人間だと考えている。弱者にいつでも手を差し伸のべるようなお人ひと好よしではないし、目的のためなら他人を陥おとしいれる非ひ情じようさを持っていると。


　だが、そんな誓護でも。


　赦ゆるせない、と思った。ひどくストレートに、この男は赦せない、と。


　誓護のわななきが伝でん染せんしたのか、アコニットもまた、誓護のＴシャツに顔をうずめて、小こ刻きざみに震えた。あんなものを見せなくてよかった、と心から思う。普ふ段だんの彼女にだって見せたくはないが、特に今のアコニットには、絶ぜつ対たいに見せたくない光景だった。


　誓護はアコニットを抱だきしめ、誓ちかう。


　絶対に、見つけ出す。


　見つけ出して、法の裁さばきを受けさせてやる。


　こぶしを握にぎり、歯を食いしばる。


　そして、乙女たちの冥めい福ふくを祈る。


　誓護は再ふたたびアコニットと手をつなぎ、暗い通路を歩き出した。







Episode 07







　閉ざされていた扉とびらが開かれ、垂たれ込こめていた雲が晴れ、重く湿しめった土の下から這はい出したような、そんな気分だった。


　ああ、この世は何とまばゆく、すがすがしく、光に満ちていることか！


　私は実は母はを殺したのだ！　私は殺されなかった！　殺したのは私の方だ！


　こみ上げる生せいの喜よろこび。私は今、生きている。生きている。生きている！




　Chapter 5　【視みえるもの、きたるもの】









Episode 29







　誓せい護ごはアコニットの手を引いて、菓か子し工こう房ぼうへと続く通路に向かった。


　フラグメントの中では、犯はん人にんは台車を押して、確たしかにこちらへ向かったはずだ。


　通路の中ほどまできたところで、再ふたたび指輪に口付け、過か去こを呼よび起こした。


　暗あん幕まくをかぶった、おぞましい犯人の姿すがたをイメージする。──すると、断だん片ぺん的にではあるが、おぼろげな姿をつかまえることができた。


　ちらちらとチラつきながら、奥へと向かう背せ中なか。


　胸むねのムカつきを我が慢まんして、その後を追う。


　アコニットがガレキに足を引っかける。誓護はつないだ手を持ち上げて、転ばないように体たい勢せいを立て直してやる。そして、また歩き出す。深い森を行く兄妹きようだいのように。


　犯人は菓子工房の入口を素す通どおりして、突つき当たりの壁かべ際ぎわまで進んだ。


　そこに、銀色の扉とびらが口を閉とじて待っていた。


　エレベーターだ。


　先ほど樫かし野のが言っていたものは、これだろう。上下に開く金きん属ぞく製せいの扉は、誓護の胸くらいまでしか高さがない。やはり、人間が乗るためのものではないようだ。


　フラグメントの犯人はここに台車を押し込み、スイッチを入れた。遺い体たいをのせた台車が、あたかも霊れい安あん室しつに送られるかのように、一階へと運ばれる。


　犯人はエレベーターが止まるのを待たず、きびすを返して、その場を離はなれた。


　そこで映えい像ぞうがかすみ、フラグメントは消えてしまった。あわてて再さい生せいし直そうとするが、ノイズばかりで像を結ばない。どうやら、空間がとどめ置くほど事じ件けん性せいのある事件は、もう起きなかったらしい。フラグメントというのも、案外融ゆう通ずうが利きかないものだ。


　それにしても。──犯人はこんなものにのせただけで、遺体を放置した。


　共犯者がいたのだろうか？　下でポリバケツを受け取る従じゆう業ぎよう員いんの中に？


　ふと顔を上げると、わきの壁に『廃はい棄き品ひんの取り扱あつかい』という紙が貼はってあった。


　それによると、エレベーターは一階の搬はん出しゆつ口ぐちにつながっているようだ。廃棄品（食べ残しなど）は自動でエレベーターから引き出され、翌よく朝あさまで保ほ管かんされるらしい。


（深夜の回かい収しゆうは……ないのか）


　これで謎なぞがひとつ解とけた。犯人はひと気がなくなるのを待って、こっそり遺体を始末したのだろう。こんなことができるのは、おそらく──


「内部の人間……？」


　エレベーターの仕組みや、廃棄品の取り扱いを熟じゆく知ちしている必要がある。先ほどのフラグメントでも、犯人が迷まよわず行動するさまがはっきりと……。


　ふと、そこで違い和わ感を覚えた。


　あのフラグメントはおかしい。そう思う。何がおかしいかと言えば……何だろう？


　誓護はこれまで、幾いく度どもフラグメントに接せつ触しよくしてきた。そうして多くのフラグメントに触れるうち、さじ加か減げんと言うか塩加減と言うか、感覚的なものがわかりかけている。


　どのくらい古い記き憶おくなら、どのくらいの鮮せん明めいさになるのか。


　そのおぼろげな基き準じゆんに照らしてみて──あまりに、いつも通りなのだ。


　誓護がこれまでに再さい生せいしたのは、ほとんどが『活性化した』フラグメントであり、『意図的に劣化させられた』フラグメントだった。


　ぎくりとした。ちょっと待て。それでは、まさか……。


　頭に浮うかぶ活性化の条件を整理する。日付は同じだが、おそらく時刻はまちまち。被ひ害がい者しやは既すでに死体になっていて、おまけにここには存そん在ざいしない。この状況下で、いつも通り活性化の条件になりそうな要よう素そは──


　つまり。


　今このとき。


　この建物の中には。





　犯人が、いるんじゃないか？





　かっと、体が熱くなった。


　四人もの少女を無む惨ざんに殺した凶きよう悪あく犯はんが、同じ空気を吸すっている？


　平然と人間の皮をかぶって、被ひ災さい者しやの顔をして、あの催さい事じ場じようで救助を待っている？


　アコニットが襲おそわれた。最愛の妹が同じ目に遭めわされていたかも知れない。そう考えると、誓護の血はふつふつと沸ふつ騰とうし、怒いかりに体をのっとられそうになる。


（くそっ、そういうことか……）


　いのりを誘ゆう拐かいした相手に、どうすれば事じ件けん解かい決けつなのかと問うたとき、相手は『すぐにわかるよ。君は賢かしこいから』と言った。あれは、こういう意味だったのだ。犯人が近くにいるのなら、当然、その者を特定し、証しよう拠こを見つけ、警けい察さつに突き出すことが事件解決の条件だろう。


　誓護は低く笑った。願ったり叶かなったりじゃないか、と思った。


　そんな凶悪犯がこの場にいるのなら。


「見つけ出して、さらしてやるよ。──必ず」


　冷え冷えとした声で己おのれに誓ちかう。そうだ、必ず見つけ出す。そしていのりを取り戻もどすのだ。


　ふと、消しよう防ぼう車しやのサイレンが遠くに聞こえた。


　何やら建物の外が騒さわがしくなってきた。掘くつ削さく機械なのか、重機を運び込む音もする。


　……もう、あまり時間がない。


　推すい理りクイズの名めい探たん偵ていばりに、少ない手がかりから即そく座ざに犯はん人にんを特定しなければ。


　急ごう。誓護がきびすを返そうとした、まさにその瞬間、


「そこで何をしてる？」


　背はい後ごで誰だれかが言った。


　ぎょっとする。思わず背後を振ふり返り、もう一度ぎょっとした。


　声の主は、鉄パイプを構かまえていた。
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　初めて彼女を視たときに、もう、こうすることは決めていた。


　そりゃあ、自分でも気味が悪いと思ったよ。


　普ふ通つうじゃないなと。異い常じようだと。


　でも、どうしても、こうしなければならなかった。


　理由のわからない衝しよう動どうが、体を動かしていた。


　わかるかい？


　何かに衝つき動かされるこの感覚。むしろ心ここ地ちいいくらいに支し配はいされる。


　たぶん、取り憑つかれていたんだな。


　こんな理由で職しよく業ぎようを決めて、もう四年になる。


　でも──おかしいんだ。


　後こう悔かいしたことは、ただの一度もないんだから。
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「あっはっは。いやー、ゴメンゴメン」


　パティシエ花はな柳やなぎは、相変わらずペラペラとよく回る舌したで言った。


「驚おどろかしちゃったことは謝あやまるよ。でもほら、さっき君がその子を連れ出したろ？　兄妹きようだい……とも思えないし、こんなときに何かあったら困こまるなと」


「僕ぼくは変へん質しつ者しやですか」誓護はげんなりした。


「心配になってね。そうしたら案の定──」


「案の定!?　何もしてませんよ、僕は！」


　必死に疑ぎ惑わくを否ひ定ていしていると、ひょこっと花柳の後ろから顔を出した者がいた。


　子こ供どものような上級生、白しら鳥とりだ。白鳥は目を丸くして、


「えー、ももっちー、ロリコンなの～？」


「違ちがいますよ、まったく」


　先ほどと同じ通路だ。誓護はアコニットをかばうように立ち、二人と対たい峙じしていた。


　花柳は「途と中ちゆうの廊ろう下かで拾った」という鉄パイプをぶら下げている。白鳥はこんなときでもお菓か子しを手放さず、シュークリームをむしゃむしゃやっていた。


　ひょっとしたら、この二人のどちらかが、あの凶悪な殺さつ人じん鬼きかも知れない。


　緊きん張ちようはゆるめない。だが、警けい戒かいはおくびにも出さない。


「で、そちらこそ、こんなところで何を？」


「いや、なに、退たい屈くつだったんで見回りがてら……ね。でも単たん独どく行動じゃ、何かあったときにアレだろー。そういや工こう房ぼうにとっておきのケーキがあるってことを思い出したんで、白鳥少年をモノで釣つったのさ」


「……よく社長が許ゆるしましたね」


「あっはっは。許してくれそうになかったから、こっそり抜ぬけ出してきたよ」


　誓護は警戒を強める。花柳の言っていることは本当だろうか。


「でも、ちょうどよかった。訊ききたいことがあったんです」


「訊きたいこと？　何だい？」


「爆ばく発はつが起きたとき、どこで何をしてましたか？」


　パティシエ花柳はぽかんとし、白鳥少年はきょとんとした。


「……何だい、それは。まるで尋じん問もんだね」


　不意打ちの効こう果かはあったような気もする。だが、なかったような気もした。いずれにせよ、これくらいの表ひよう情じようの変化で、犯人を識しき別べつすることなどできはしない。


　誓護がじっと見つめていると、花柳はやれやれというふうに頭をかいた。


「オレは見ての通り花のパティシエさんだから、当然、お菓子をつくっていたよ」


「お菓子──」


「と言っても商品じゃない。それはもう、今夜の分はできている。オレの今夜の仕事は〈お菓子の家〉の修しゆう繕ぜんなんだ。修繕、わかる？　要するにお菓子を追加する作業だよ。──で、オレが作ってたのはそういう商品じゃなくて、特別な記念ケーキなんだ」


　記念ケーキ。それが『とっておき』とやらだろうか。


「ちょうど百人目の来場者にあげることになっていたんだよ。名前入りで。それで、名前をホワイトチョコで書いてた。田村さんってね」


　話しながら、菓子工房の扉とびらを開ける。


　稲いな妻ずまの直ちよく撃げきを免まぬがれたのか、工房の中はきれいなままだった。磨みがき上げられたステンレスの調理台にピカリと輝かがやく壁かべ一面の冷れい蔵ぞう庫こ。天てん井じようからは殺さつ菌きん灯とうがぶら下げられているが、今は点灯していない。室内は清せい潔けつで、ほのかにバニラの香かおりがした。


　花柳は冷蔵庫を開け、問題のケーキを取り出した。


　うわー、と白鳥が歓かん声せいをあげ、目を輝かせる。


　確たしかに美しいケーキだった。直ちよつ径けい八センチほどの小さなデコレーションケーキ。マーブル模も様ようのホイップクリームが鮮あざやかだ。金粉が散らされ、星空のように輝いている。


　チョコレートのプレートには、確かにメッセージが書かれていた。『お菓子の家へようこそ、田村さん』と可愛かわいらしい飾かざり文字で丁てい寧ねいに記されている。


「書き上げたところで爆発が起きてね。あわててここを飛び出したよ」


「お一人で？」


「うん、一人だったな。次の『お色直し』まではまだ時間があったから。ほかのパティシエもここにはいなかった」


「ここを飛び出して、誰か見ましたか？」


「誰かって？」


「外の廊ろう下かを、誰かが黒い布ぬのをかぶって走って行きませんでしたか」


　ジャブのつもりで、はっきりと特とく徴ちようを言う。もし二人のどちらかが事情を知っている者──犯人でも共犯でも──なら、何らかのリアクションがあってしかるべきだ。


　花柳はおかしな間を取った。


　いや、間を取ったと言うより、言葉がつかえて出てこなかった様子だ。


　それは一いつ瞬しゆんのことだったが、誓護の五感が違和感を訴うつたえるには十分な時間だった。


　花柳はすぐにもとの軽い調子を取り戻もどし、なめらかな口調で否ひ定ていした。


「さあ？　こっちの区画はスタッフしかいないからね。見たような気もするし、見なかったような気もするな。ここにはオレ一人だったんだけど、イベントホールは大おお騒さわぎだったし、誰かが通つう過かしたとしても気付かなかったよ」


　気付かなかった……か。なるほど、上う手まい回かい答とうだ。


「ていうか、誰なの、それは。黒い布をかぶってるって、どんなコスプレ？」


「こわーい。ほんとの変質者だ～」


　本気なのか演えん技ぎなのか、白鳥がわざとらしく怯おびえた声を出す。


「ぼくはねー、クラスの女の子たちと一いつ緒しよだったんだけどー」


　うながされたわけでもないのに、白鳥は自身の行動を説明し始めた。


「どーんってなって、ぐらーんってきたら、みんな、ぱーって逃にげちゃったの」


　手を大きく広げて、衝しよう撃げきのすさまじさをアピールする。


「普ふ段だんはぼくのことかわいいかわいいって言うくせにさー。いざとなったらおいてきぼりだよ。みんな、ひどいよねー。ももっちもそう思うでしょ？」


「え、ええ、まあ……」


「軽く殺意がわいてくるよね」


　ふっ、と薄うすく笑う。


　首くび筋すじに刃やいばを当てられたような、そんな寒気を誘さそう微び笑しようだった。中身は『軽く』黒いようだ。子こ供どもぶっているのは、ただの自じ己こ演出なのかも知れない。


「ぼく、お土産みやげをたくさん持っててねー。頑がん張ばって持って逃げようと思ったんだけど、難むずかしくてー。だって、ぽろぽろ落ちちゃうの！　それで、泣いちゃいそうになってたら、カッシーがきてくれたんだよ」


　カッシー。従じゆう業ぎよう員いんの樫野か。姫ひめ宮みや氏には『チーフ』と呼よばれていた男だ。


　白鳥は壁向こうの催さい事じ場じようにいたはず。そこへ樫野が駆かけつけた……。だとすると、樫野はアコニットの稲妻が炸さく裂れつした瞬間、どこにいたのだろう。


「花柳さんは、それからどうしたんですか？」


「オレ？　逃げる途と中ちゆう、社長とバッタリ顔を合わせちゃってさー。フツーなら『逃げろ』って言うところだろー？　なのに社長、残って手伝えって言うんだよ。それで仕方なく一緒にウロウロしてたら天てん井じようが落ちちゃって」


「……ところで、その鉄パイプはどこで拾ったんですか？」


「これ？　天井が崩くずれたあたりかな」


「ちょっと、見せてもらっていいですか？」


「いいけど、女の子の血なんてついてないぜ？」


「────!?」


　何だって？


　今度は、誓護が妙みような間を作ってしまう番だった。どうやっても取り繕つくろえそうにない、長い沈ちん黙もく。花柳はそんな誓護をほんの一瞬鋭するどく見つめ、すぐにいつものニコニコ顔に戻もどり、何事もなかったかのように白鳥の方を向き直った。


「さあ、白鳥少年。そのケーキはあげるから、社長がキレちゃう前に戻ろうぜ！」


「それは、少し遅おそかったかも知れません」


　工こう房ぼうの入口のところから、今度は別の男の声がした。
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「カッシー！」


　男の顔を認みとめるが早いか、嬉うれしそうに白鳥少年が駆け寄よった。


　たった今、パティシエ花柳にもらった記念品ケーキを掲かかげ、


「これ見てー。もらっちゃったの！」


「それはようございました。こんなときに『よい』というのも不ふ謹きん慎しんですが」


　樫野は眼鏡めがねの奥おくの目を細め、優やさしく微笑ほほえんだ。


「さあ、あちらに戻りましょう。社長はもう、かなり怒おこってますが」


　それから、樫野はきっちり誓護の方にも目を向けた。


「さ、桃もも原はらさんも」


　反はん論ろんを許ゆるさない強い口調だった。樫野が救急箱を取りに行っているあいだに、黙だまっていなくなったことを怒っているのかも知れない。


　どのみち、一度は催事場に戻らなければならない。誓護は特に異論もなく、アコニットの手を引き、白鳥の後について菓か子し工房を後にした。


　ぞろぞろと連れ立って進む。


　その道すがら、誓護は花柳にしたのと同じ質しつ問もんを樫野にもぶつけてみた。すると、


「私ですか？　私は〈お菓子の家〉の案内係をしておりましたが」


　そうだった。樫野の受け持ちは〈お菓子の家〉の案内係だと聞いている。接せつ客きやくチーフということで、カフェテリアのスタッフをたばねる立場だそうだ。


「……それを証しよう明めいできる人は？」


「証明も何も、ずっとお客さまがいらっしゃいましたが……？」


　不思議そうに言われてしまう。お客が証人というわけだ。


「それじゃ、どうして逃にげ遅れたんですか？」


「ああ、それは白鳥さまを手伝っていたからです」


「えへへ、カッシー好きー[image: ]」


　先ほどの白鳥の言葉と一いつ致ちする。それは事実なのだろう。二人が共きよう犯はんでない限かぎり。


「おいおい、一体どうしたって言うんだい、桃原少年」


　花柳がいつものように軽やかに、しかし探さぐるような目をして言った。


「さっきからずいぶん熱心に尋じん問もんしてるじゃないか。まるで探たん偵ていか何かみたいだけど、まさか犯人探しってわけでもないんだろう？」


　その言葉が再び誓護を凍こおらせた。


　なぜ『犯人』なんていう単語が出てくる？


「はんにん？　犯人って、何のー？」


　白鳥が怪け訝げんそうに訊きく。あくまで無む邪じや気きだ。だが──それがかえって特異に思えた。


「だからさ、爆ばく発はつの、だよ」


　あ。


「誰かが何かやらかしたんじゃないかって、それが知りたいんだろ？」


　なるほど、と思った。犯人と言っても〝殺人事じ件けんの〟犯人と限ったものでもない。


　だが、誓護はその言葉を素す直なおに受け取れない。花柳の言葉の裏うらに、何か意図のようなものを感じてしまう。そして、白鳥の無邪気さにも。樫野の興きよう味み深そうな視し線せんにも。


　誓護は迷まよう。全員が怪あやしく見える。


　いっそアコニットが襲おそわれたことをぶちまけてしまおうか？


　誓護の脳のうが損そん得とくを計算する。一いつ瞬しゆんで弾はじき出された答えは、『まだ早い』だった。


　アコニットが傷きずつけられたこと、アコニットがこの施し設せつを破は壊かいしたこと、それを知っているのは犯人と誓護だけ──この状じよう況きようを長引かせる方が得とく策さくだ。


　そうと決まれば、ここは。


「皆みなさんを疑うたがってるわけじゃないんです」


　しゃべりながら、脳みそをフル回転させて、次に言うべきことを考える。


「ただ、皆さんがどこにいたのかがわかれば、見えてくるんじゃないかなと」


「見えてくるって、何がだい？」


　突つっ込こまれると苦しい。だが、上う手まくごまかさなければ。


「爆発の原げん因いんです。物音とか、何か予よ兆ちようがあったと思うんですよね」


「ははあ、なーるほどね」


「ももっち、頭いい～」


　どうやら、花柳と白鳥は納なつ得とくしてくれたらしい。少なくとも、そのフリはしてくれた。樫野も感心した様子で「なるほど……」と言っている。


　よし、この隙すきに、さっさと話題を変えてしまおう。


　誓護は再ふたたび樫野に向き直り、質問を続けた。


「そう言えば、社長はどうして逃げ遅れたんですか？」


「取り残された方がいないか、見回っているうちに天てん井じようが崩くずれてしまったんですよ」


　それは花柳が言ったことと一致する。社長は本当に最後まで残って、いるかも知れない『逃げ遅れたお客』を探していたらしい。


　確たしかに、一見したところは施設の事じ故こだ。死し傷しよう者しやが出ていたら大変なことだし、助かるはずのお客を見殺しにしたとあっては大問題になる。社長の対たい応おうはある意味、当然だろう。


　だが、「私が死んだら会社が立ち行かない」式の理り論ろんで、真っ先に逃げ出す社長だって世の中にはいるはずだ。誓護は姫宮氏の勇気に素直に拍はく手しゆを送りたいと思った。


　そうこうするうちに、一行は階かい段だん手前の、天井が落ちたポイントまで戻もどってきた。区画をまたぐドアをくぐり、通路を少し行けば、すぐそこがカフェテリア──催さい事じ場じようだ。


　催事場では、姫宮氏がたった一人で待っていた。姫宮氏は携けい帯たい電話のモニターを食い入るように見つめていたが、がやがやと入ってきた一行に気付き、顔を上げた。


「花柳！　白鳥さんを連れ出して、どこに行っていたんだ！」


　開口一番、叱しかり飛ばす。とばっちりは花柳が一人でかぶることになってしまった。


「君はどうしてこう、毎年毎年この日に限って……。フラフラするなと去年も言ったぞ！」


「社長、はなっちを怒おこらないで！　ぼくも悪いの！」


　白鳥があいだに割わって入る。


「しかしですね、白鳥さん……」


「これ！　このケーキもらっちゃったの！」


「困こまりますよ、また天井が落ちたらどうするんです。ここにいていただかないと……。ケーキは食べてもらってかまいませんから」


　もっとも、アコニットの稲いな妻ずまはこの壁かべのすぐ向こう側で炸さく裂れつした。外観上は傷きずついていなくても、危き険けん性せいで言えばここだって十分危険なのだが。


「とりあえず、もうここを動かないこと！　救助の人たちが既すでにきてくれています。ここで大人しく救助を待つ。いいですね？」


　姫宮氏は怖こわい顔で念を押おした。誰だれも反はん論ろんできない。


　はるか遠くから、何人もの足音や話し声が聞こえてくる。おそらく、建物の状況を確かめ、どこを崩くずすか検けん討とうしているのだろう。


　姫宮氏の言う通り、救助の手はすぐそこまで迫せまっていた。


　誓護に設もうけられたタイムリミットも、また──
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　それからすぐ、樫野が白い小箱を持ってきた。


「桃原さん。救急箱はここです」


「ああ──ありがとうございます」


　厚こう意いを無む下げにするのも気が引けて、誓護は形ばかりの手当てをアコニットに施ほどこした。嫌いやがるアコニットをつかまえて、ガーゼで顔をぬぐってやる。ガレキにこすってできた擦かすり傷きずは、アルコールで消毒してから絆ばん創そう膏こうを張はった。


　樫野はしばらく気き遣づかわしげに眺ながめていたが、「カッシー、ケーキ切って！」と白鳥に呼ばれ、そちらの方へ行ってしまった。


　誓護はじっとしていない。手当てを終えると、すぐさま次の行動を開始した。アコニットを連れて〈お菓か子しの家〉へと向かう。


　姫宮氏は携帯電話を眺めることに熱心で、誓護の動きには気付いていない。


　催事場の奥おくの壁に、ほら穴あなのような通路が口を開けていた。通路の中央にロープが渡わたしてある。ここに並ならんで、順番を待つ光景が目に浮かぶ。


　誓護はアコニットと一いつ緒しよに、その通路へと足を踏ふみ入れた。


　この細いトンネルの終点には、小さな看かん板ばんが倒たおれていた。


　工事用ヘルメットをかぶった小人が、つるはし片かた手てに頭を下げるコミカルなイラスト。添そえられた文もん句くは『直しています！　もう少し待ってね！』。察するに、〈お菓子の家〉を修しゆう復ふくする際さい、この看板を立てておくのだろう。修しゆう繕ぜんはお客を締しめ出して行うらしい。


　看板の前を通り過すぎ、その奥の〈お菓子の家〉エリアへ。


　そこで誓護を迎むかえたのは、思いのほか大きな〈家〉と、その前庭だった。


　色とりどりのキャンディの花や、チョコレート詰つめ合わせの果実が面おも白しろい。庭を広く見せるため、周囲の壁には鏡が張り巡めぐらせてある。出入口は誓護が入ってきた一か所のみのようだ。そこだけ鏡がなく、ぽっかりとあいた通路が催事場へと続いていた。


　主役の〈お菓子の家〉は見事なものだった。骨ほね組ぐみと床ゆかをのぞけば、大部分が本当にお菓子でできている。ただ、その全部を食べてみたいかと言われたら、そうでもないが。


　中に入り、あちこち見て回ったが、抜ぬけ穴のようなものは見つからなかった。


　誓護はその場にしゃがみ込み、アコニットに目線を合わせた。


　アコニットは背せ伸のびしてテーブルの上をのぞいていたが──ラズベリーのタルトが気になっていたらしい──誓護の視し線せんに気付いて、こちらを向いた。


「君、一度ここにきたんだろ？」


　アコニットはこくりとうなずいた。


「でも君、犯はん人にんに襲おそわれたときは、あっち側の通路に迷まよい込んでたよね。どうやってあっち側に行ったの？」


　わからない、というふうにかぶりを振ふる。


　それから、アコニットはラズベリーのタルトに手を伸のばそうとした。


　誓護はそれを引き止めて、


「ほら、ちゃんと思い出して。どうやってここを出たの？　ひょっとして君、誰かに誘さそい出されたんじゃない？　それとも、何か探さがしていたの？」


　アコニットはいやいやをした。……思い出したくないらしい。誓護の手を振り払はらい、ラズベリーのタルトを取ろうとする。誓護はムカッとした。


「おいアコニット、しっかりしろよ！　いのりの安全がかかってるんだぞ！」


　やがて、うぅぅ、と泣き声のような声が漏もれた。


　アコニットの紅あかい瞳ひとみがうるうるとうるみ、目め尻じりにうっすら涙なみだがにじむ。


「ああっ、ごめん、アコニット！　怒ってない！　怒ってないよ～？」


　もう遅おそい。パチパチッと火花が散ったかと思うと、アコニットはわっと泣き出した。


　誓護は内心で嘆たん息そくした。これでは駄だ目めだ。今のアコニットは中身まで子こ供どもなのだ。理り屈くつで追い詰めたり、感かん情じようをぶつけては怯おびえてしまう。


「ほら、これが欲ほしかったんだよね？」


　ラズベリーのタルトを取って、渡す。アコニットはしっかりと受け取りはしたが、泣きやんではくれなかった。あてこすりのように、えぐえぐとしゃくりあげている。


「悪かったよ。とにかく、ここにいても仕方ないから──」


　その刹せつ那な、誓護は何かに気付きそうになった。


（え……？）


　だが、つかみそこねた。


　それはすっと誓護の脳のうを離はなれ、通り過ぎるそよ風のように跡あと形かたもなくなってしまった。大変な見落としにつながりそうな、嫌いやな予感はするものの、途と切ぎれてしまった思考を再ふたたび呼び戻もどせるだけの冷静さと余よ裕ゆうが今の誓護にはない。


「……まあいいや。とにかく、戻ろう」


　誓護はあきらめ、むずかるアコニットを担かつぎ上げて、カフェテリアに戻った。


　そちらでは、それぞれが思い思いの場所に座すわって救助の到とう着ちやくを待っていた。白鳥はテーブルの上にお菓子を広げ、樫野はそれに付き合って紅こう茶ちやを給きゆう仕じ、花柳と姫宮氏はそれぞれ別の場所で携けい帯たい電話をいじっている。


　この四人のうちの誰かが、憎にくむべき殺人者だ。


　誓護はまっすぐ姫宮氏のところへ向かった。


「社長、こんなときにすみません」


「何でしょう？」


　知ち性せい的な瞳がこちらを向く。


「〈お菓子の家〉について、ちょっと教えて欲しいんです」


「それはかまいませんが……？」


　怪け訝げんそうにする。『どうして今、そんなことを？』という顔だ。


　誓護はかまわず、かぶせるように言った。


「〈お菓子の家〉というのは、ずいぶん大きなものなんですね。あんなにたくさんのお菓子が使われているなんて、正直、驚おどろきでした」


「ああ──数で言えば三万点以上の商品を使っています。それでも、ものの一時間でシルエットが崩くずれてしまうんですよ」


　催さい事じ場じようのカフェテリアはせいぜい一二〇席。そのくらいの人数で、形が崩れるくらいに食べるというのだから、スイーツの魔ま力りよくというのは侮あなどれない。


「あちこち穴だらけの、あばら家になってしまうんです。それではとても夢ゆめのある外観とは言えない。だから、一時間ごとにお色直しをするんです」


「お色直し、ですか？」


「ええ。お菓子の『建材』を担ぎ込んで、大急ぎで修復するわけです。かなりの突とつ貫かん工事ですが、さっきの爆発でも無事だったくらいですから、欠けつ陥かん住じゆう宅たくではありませんよ」


　誓護は感心した。こんな状じよう況きようでも、そんな冗じよう談だんを言う余裕があるとは。


「さすが、社長は違ちがいますね。とても、落ち着いていらっしゃる」


「────」姫宮氏はニヒルに笑った。「皮肉かな？」


「とんでもない。素す直なおに感心したんです」


「それはどうも。でも、君の判はん断だんは間違っているよ」


　姫宮氏はお手上げだ、というふうに両手を挙げて、


「私は落ち着いているわけじゃない。途と方ほうに暮くれているんですよ。建て直しのことを考えると本当に頭が痛いたい……。ウチの商品はほとんどがこの工場で生産されています。空港やデパート、各地のショップに並ならぶ商品も含ふくめてね。建て直すまでの代だい替たい施し設せつも必要になるだろうし……。姫ひめ乃の杜もりはつぶれるかも知れない」


　誓護はにこりと笑って言った。


「それは困こまります。僕ぼくも妹も、ここのお菓か子しの大ファンなので」


　姫宮氏は少しだけ元気を取り戻もどして、微笑ほほえんだ。


「それでは、つぶすわけにはいきませんね」


　桃原グループは姫乃杜製せい菓かの大おお株かぶ主ぬしだ。誓護が桃原の御おん曹ぞう司しだと知ったら、この社長はどんな顔をするだろう？


　そのときふと、携帯電話を見た姫宮氏の目が、カッと大きく見開かれた。


「何だ、これは！」







Episode 33







　もし気持ちというものに本当の質しつ量りようがあったなら、今の自分はずぶずぶと地面にめり込こんでいってしまうのではないか。


　そんなことを考えながら、リヤナはレンガの壁かべに手を差し入れた。まるで水面に潜もぐるかのように波は紋もんが広がり、壁はすんなりとリヤナの体を受け入れる。


　グリモアリスが『相をずらす』と表ひよう現げんする、物質の透とう過か現げん象しよう。この現象も〝プルフリッヒの振ふり子〟の力だった。過か去こと未来に振れる振り子の振れ幅はばが、持ち主の存そん在ざい形けい態たいをさまざまに変え、数々の不思議を生み出す。


　壁を通り抜ぬけた先は、膝ひざまで水すい没ぼつした部屋だった。


　どうやら食材の保ほ管かん庫こらしい。いくつもの棚たなが折り重なるように倒たおれ、収おさめられていたはずの小麦粉や砂さ糖とうの袋ふくろが飛び出し、ずぶ濡ぬれになっている。


　人間の気配はない。ここなら、静かに時を過すごせそうだ。


　リヤナは床ゆかを蹴けり、ふわりと宙ちゆうを飛んで、倒れた棚のてっぺんに降おり立った。水につかっていたはずの足は濡れていない。靴くつ底ぞこだけが水気をふくみ、きゅっと鳴いた。


　膝ひざを抱かかえるようにして、へりに腰こしかける。


　自然とため息が漏もれた。魔ま力りよくで充じゆう実じつしているはずの体が、ぐったりと重い。


『何をためらっていらっしゃるんですの？』


　不意に、耳元で女の声がした。


　物理的な音ではない。リヤナの頭の中に直ちよく接せつ響ひびいてくる声だ。


　リヤナは渋じゆう面めんをつくり、ぶっきらぼうに答えた。


「ためらってなどいない。ほんの少し、時間を与あたえただけだ」


　通話の相手──眩クララは含み笑いを漏らし、意地悪く言った。


『誇ほこり高き麗れい王おう六りつ花かの姫ひめ、栄はえある禁きん樹じゆ園えんの執しつ行こう者しや、煉れん獄ごくのリンド＝リヤナさまともあろう方が、らしくありませんわね。貴女あなたに与えられたお役目は、何ですの？』


「それは……花はな烏う頭ずの君を処しよ刑けいすることだ」


『ならば、それを速すみやかに履り行こうしてくださいまし』


「…………」


『できないと？』


「……したくない」


　言ってしまった。


　言ってしまったものは仕方がない。リヤナは重ねて言った。


「花烏頭の君は、麗王六花の姫だろう。どんな大たい罪ざいを犯おかしたにせよ、園えん丁てい会かい議ぎの審しん問もんも経へず、じかに執行者の手にかかるべき存在ではない。……それに」


　リヤナの脳のう裏りに、一人の青年の姿すがたが浮うかぶ。


　人間の若わか者もの──桃原誓護。


　勝手のわからない人界で、リヤナが途と方ほうに暮くれていたとき、助けてくれたのは誓護だ。そのお人好しぶりが妙に嬉うれしくて、子供っぽいダダをこねて困らせたりもした。彼は怒おこるでもなく、甘あまいお菓子をいくつも食べさせてくれた。彼の前では、煉獄の粛しゆく清せい者しやリンド＝リヤナではなく、麗王家の姫でもなく、ただ一人の少女でいられた気がする。
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　その彼が、アコニットを護っている。まるで衛えい士しのように。


　渡わたさないと言った。裏うら切ぎらないと言った。見み捨すてないと言った。リヤナの攻こう撃げき能のう力りよくを目まの当あたりにしても、その決心は少しも揺ゆらがなかった。


　そのひたむきな姿に、胸むねを打たれた。


　彼を傷きずつけてまで──実力で排はい除じよしてまで、アコニットを殺すのか？


　今はいたいけな少女の姿をした、あの悲ひ劇げきの姫君を？


　アネモネの窮きゆう状じようはリヤナも聞き及およんでいる。当主が亡なくなり、家か督とくを継つぐはずの嫡ちやく子しは前ぜん代だい未み聞もんの不ふ祥しよう事じを起こし、現在はアコニットがたった一人で重じゆう責せきに耐たえている。あのか細い肩かたに背せ負おっているのだ。アネモネの名めい誉よと伝でん統とう、五万六〇〇〇に及ぶ眷けん族ぞくの、そのすべてを。


　そのアコニットを、詳しよう細さいも知らされないまま、卑ひ劣れつな手しゆ段だんで抹まつ殺さつするなんて。


　そんなことは、したくない……。


『あらまあ、そうですの。貴女は父王さまの命に添そえないとおっしゃるのですわね』


「────！」


　その言葉は、あたかも鋭するどい剣けんのように、リヤナの胸をたやすく貫つらぬいた。


　きゅうー、とリヤナの瞳どう孔こうが開く。


　命……。命令……。


　使命、役やく割わり、任にん務む、そして存在意い義ぎ。遵じゆん守しゆすべき義ぎ務む。絶ぜつ対たいの服ふく従じゆう。


『今の貴女をご覧らんになれば、父王さまはさぞかしお嘆なげきになるでしょう』


　眩はさも楽しそうにリヤナを追い詰める。


　脅おどしだとわかっているのに、リヤナは断だん崖がいから突つき落とされたような気になる。


　そうだ、お父さまがお嘆きになる。


　寵ちよう愛あいを、失う。


　使えないものは、いらないもの。


　使命を果たしてこそ、必要とされる。


　使命を果たせなければ、お父さまはきっと失望なさる。


　それは嫌いやだ。耐えられない。


　絶対に──


「私は……」


　抑よく揚ようを失なくした声で、リヤナはよどみなく告げた。


「お父さまの命を、まっとうする」


　もはや、碧あおの双そう眸ぼうには迷まよいがなかった。


　殺意すら感じさせないほどの完かん璧ぺきな覚かく悟ごで、リヤナはアコニットの処しよ刑けいを誓ちかった。







Episode 34







　姫宮氏はあわてて口を押おさえた。


　思わず声が出てしまったものの、知られたくないアクシデントだったというわけだ。


　誓護の処しよ世せい術じゆつに照らせば、それは他人の事じ情じようということで、聞こえなかったフリをするべきところだ。だが、今は条じよう件けんが違ちがう。誓護は姫宮氏に詰め寄った。


「どうしたんです？」


「……あ、いや」


「何かあったんですね？　教えてください」


「その……お客さまには、教えられないんです」


「何言ってるんですか、こんなときに！」


「わかってください！　内部のことなんです」


　姫宮氏は苦しげに、しかし譲ゆずらずに言い張はった。


　内部のこと。そう言われては、ますます聞き流すことはできない。


「……僕は、桃原誓護です」


「え──」虚きよを突かれ、まばたきする。「いや、はい、それが何か……？」


　こんな真ま似ねは、できればしたくなかった。だが、手段を選んでいる暇ひまはない。


　誓護は姫宮氏にだけ聞こえるくらいの声で、しかしはっきりと告げた。


「僕は桃原の人間だと、そう言ったんです。姫乃杜製せい菓かの姫宮社長」


「──では、貴方あなたは桃原グループの」


　かつての総そう帥すい、父の死去は財ざい界かいの話題になった。後こう継けい者しや問題も話題になった。誓護のことも少しは耳に入っていることだろう。


　その読みは当たった。姫宮氏は株かぶ主ぬしの動向を気にかけるタイプの人間だった。


　誓護の正体を知り、姫宮氏は仰ぎよう天てんしたようだ。普ふ段だんは理知的な瞳ひとみが、無む防ぼう備びに見開かれ、驚おどろきをあらわにしている。


　その機を逃のがさず、誓護はたたみかけた。


「僕はいずれ、ここの大株主になる身です。これでもう、僕はただのお客じゃなくなった。株主の権けん利りとして言います。隠かくさずに教えてください」


　姫宮氏は困こまり果てたように黙だまり込んだ。しかし、そこは若わかくとも一いつ国こく一いち城じようの主あるじ。即そく座ざに判はん断だんを下し、「わかりました」と首を縦たてに振ふった。


「これを見てください」


　自分の携けい帯たい電話を差し出す。液えき晶しようディスプレイに映うつし出されていたのは、白黒の映えい像ぞうだった。お世辞にも鮮せん明めいとは言えず、コマ落ちしているのか、動きがぎくしゃくしている。


　どこかの建物の中のようだ。内装に見覚えがある。木き枠わくにレンガをはめ込んだハーフ・ティンバーの──


　ここだ！　姫乃杜製菓の菓子工場、つまりはこの建物だ！


「これは……監かん視しカメラの映像ですか？」


「ええ。録画してあったものを、ネット経けい由ゆで映しています」


　そう言われてみると、映像の通路にはどこにも破は壊かいの痕あとがなかった。画面上の時じ刻こくらしき表ひよう示じは19時45分。ちょうど、アコニットが稲いな妻ずまを暴ぼう走そうさせた時刻だ。


「この建物には一二台、設置されています。ひょっとしたら、そのうちのどれかに爆ばく発はつの瞬しゆん間かんが映っているんじゃないかと、チェックしていたんです。原げん因いんがわかるんじゃないかと思いましてね。そうしたら」


　姫宮氏の指がパネルの上を走る。映像は高速で巻まき戻もどされ、妙みような影かげが画面を横切ったところで再ふたたび再さい生せいに転じた。


「ほら、これです。この変なのが」


「────！」


　画面を横切った影が戻ってくる。頭から暗あん幕まくをかぶった間ま抜ぬけな姿すがた──


　誓護はあやうく声を出してしまうところだった。


　間違いない。あいつだ！


　アコニットを襲おそい、あまつさえ四人の少女を惨ざん殺さつした殺さつ人じん鬼き。


　とんだドジを踏ふんだものだ。監視カメラに撮とられていたとは！


　おそらく、アコニットに焼き殺されそうになり、逃にげる途と中ちゆうで撮られたのだろう。


「何てこった……。こんなヤツが出入りしていたなんて……」


　姫宮氏は頭を抱かかえた。全身に絶ぜつ望ぼう感が漂ただよっている。


　何がそんなにショックなのか。誓護はもう、その答えを知っている。


　だが、敢あえて確かめることにした。


「この不ふ審しん者しやと、監視カメラの設置と、何か関係があるんですか？」


「……ええ。何年か前から、警けい察さつにいろいろ言われてましてね」


「例の行方ゆくえ不ふ明めい事じ件けんですね？」


　殺人、とは言わないでおく。


「ご存ぞん知じでしたか……」


　姫宮氏は深く嘆たん息そくした。


「そうです。毎年この日、このあたりで行方不明者が出てまして……。疑うたがいを晴らす意味でも、監視カメラをつけてみてはどうかと言われましてね。たとえば、行方不明になったお客さまが、きちんとお帰りになる映像があれば」


「ここで事件に巻まき込まれたのではないと、証しよう明めいできる」


「そうです。そうすれば、妙みようなうわさが流れることもないでしょうし」


「それで、実じつ際さいのところはどうだったんですか？」


「ええ、効こう果かはありました。初めて設置した一昨年も、それから去年も、行方不明になられた方は、きちんと出口へ向かわれました」


「────」


　そんなはずはない。


　無事にここを出られたはずがないのだ。


　なぜなら行方不明になったその少女は、間違いなく殺されたのだから。


「姫宮社長。これは、どこのカメラですか？」


「ええと……カメラの番号から言って、正面玄げん関かんの手前にあるヤツですね」


「玄関？　でもこれ、玄関が映ってませんよ？」


「菓子屋の玄関にカメラがあるのは威い圧あつ的だという意見がありまして。目立たないところに設置しようとしたら、そんな奥おくまったところになってしまったんです」


　確たしかに映像の背はい景けいはただの通路で、一見したところは出入口に見えなかった。


「……ここが玄関なら、この黒マントも外に出たってことですね」


「ええ。しかし」


「それでも、ここを訪おとずれたことは、間違いがない」


「おっしゃる通りです。ひょっとしたら──」


　常じよう連れん客きやくの中に犯はん人にんがいるかも知れない、と警察は考えるだろう。


　姫乃杜製菓に本ほん格かく的な捜そう査さの手が入ることは間違いない。姫宮氏にしてみれば、これは頭の痛いたい問題のはずだ。


　しかし、おかしい。


　誓護の背中を冷や汗あせが伝う。


　ひょっとして僕ぼくは、とんでもない勘かん違ちがいをしているんじゃないか？


　こうして、監視カメラに脱だつ出しゆつする犯人の姿が映っているということは。


（犯人は、もうこの建物にはいない……!?）


　ひょっとして、ここに閉とじ込こめられているわけではないのか？


　フラグメントは犯人が近くにいるから活性化していたわけではないのか？　犯人はこの建物の中にはいないのか？　つまり──居い合あわせた四人の中には、犯人がいないのか？


　そんなバカな。それでは容よう疑ぎ者しやの範はん囲いが途方もなく広がってしまう！


（いや、待て。落ち着け。あせるな……）


　範囲が広がるのなら、犯人特定が必ひつ須す条件ではなくなるはず。誓護が犯人を名指しできなくても、いのりを誘ゆう拐かいした相手は許ゆるしてくれるかも知れない。


　しかし。


　電話の相手は『殺人事件を解かい決けつしろ』と言ったのだ。


　犯人が特定できずに、どうすれば解決したことになる？


　被ひ害がい者しやを救えということか。死体を見つけろということか。それとも、やはり──犯人が逮たい捕ほされるよう仕向けろということか。


　どうすればいいんだ。


　だめだ。また考えがまとまらない。あせりがあせりを生むスパイラル。何も考えられない。思いつかない。打だ開かい策さくなんて見つかるはずもない。このままでは、いのりの身に危き害がいが及およぶ。電話の向こうのあの男が、ちょっと短気を起こしただけで、いのりが……。


　畜ちく生しよう、落ち着け。落ち着くんだ、桃原誓護。


　何度も同じあやまちを繰くり返すな。冷静さを欠くな。あわてるな。


　判はん断だんを誤あやまらないように、冷静に、冷れい徹てつに計算しろ。


　お前の手に、いのりの安全が委ゆだねられている。


　お前にしか、いのりを護まもることはできないんだぞ。


　重じゆう責せきがのしかかり、焦しよう燥そうが思いきり膨ふくらむ。そうして過か度どに肥ひ大だい化したプレッシャーは、ある一点を超こえた途と端たん、雪のひとかけらが融とけるかのように、すっと消えた。


　頭の中で増ぞう殖しよくしていた不安も、恐おそれも、いらだちも、すべてが吹ふき飛ばされ、まるで朝あさ凪なぎのように穏おだやかになる。静まり返った頭ず脳のうは、今や澄すみきった地底湖のようだ。誓護はアコニットの手をそっと握にぎり、ようやく冴さえてきた頭で状じよう況きようを分ぶん析せきし始めた。


　殺人鬼は監かん視しカメラに映うつっていた──そこまではいい。その監視カメラは建物の出入口を映したものらしい──そこが問題だ。


　同じ監視カメラに、映るはずのない姿すがたが映っていた。過去、行方ゆくえ不明になった（つまり殺された）少女だ。普ふ通つうに考えるなら、何かのトリックがあると考えるべきだ。


　カメラをいじったか。日付や時間など、データを改かい竄ざんした可か能のう性せいもある。


　そもそもこれは、エレベーターや廃はい棄き品ひんの取り扱あつかいなど、内ない情じように詳くわしい者の犯行だ。


　監視カメラは樫野の担たん当とうだ。だが、樫野はずっと〈お菓か子しの家〉の案内係を務つとめていたという。それが本当なら、単たん独どくでうろつく暇ひまはなかったはず。まして、殺人を犯おかして、死体を隠かくしている余よ裕ゆうなど、あるはずがない。だが、もし何かトリックを使ったのだとしたら、アリバイが鉄てつ壁ぺきな分だけ樫野が怪あやしいとも言える。一方、自由に動けたのはパティシエの花柳とお客の白鳥だ。しかし、いくら常連とは言え、ただのお客にすぎない白鳥に、エレベーターや廃棄品回かい収しゆうのことがわかるだろうか。それに、もしカメラに細工をしたのだとしたら、それは立場のある人間にしかできないことだ。そう、たとえば──


　社長のような。


（……でも、それじゃおかしいんだ）


　暗あん幕まくをかぶった犯人の姿が、監視カメラに映っている。


　姫宮氏が犯人なら、社の存そん続ぞくをあやうくするような、そんな証しよう拠こは残さないはずだ。


（くそっ。結局、誰だれもが怪しいってことになっちゃうな……）


　そう、誰もが怪しい。まだ、誰の仕業とも断言できない。


　しかし、だ。


　ここまで容疑者四人とそれぞれに話してみて、ひとつ言えることがある。


　明らかに噓うそとわかる噓を、ついている者がいる。


　その〈噓つき〉を振ふり向くと、向こうもこちらを見ていたらしく、視線が合った。


　ほんの数秒、視線が交こう錯さくする。


　誓護はアコニットを連れ、そっと社長のもとを離はなれた。


　向こうもまた、樫野の前を横切って、こちらに歩いてくる。


　やがて、ちょうど白鳥の目の前で、


「桃原少年、ちょっといいかい？」


　花柳が、翳かげった目を向け、そう言った。







Episode 07







　実は母はは、『一いつ緒しよに死んで』と言った。


　私は思い出す。


　洞どう窟くつのように暗い、オーブンの中を。


　新雪のように白い、実母のふわふわのセーターを。


　炎ほのおと、石せつ鹼けんと、焼き菓子の匂においが入り混まじった、あの乾かわいた空気を。


　あの日、幼おさない私はオーブンの中で実母に首をつぶされ──そして、息いき絶たえた。


　実母の手が！　白い指が！　私の首を絞しめ、握にぎりつぶしたのだ！


　ぎゅう、と顔が破は裂れつしそうに痛み、目の前が白くなり、黒くなり、私は意い識しきを失うしなった。


　私は病院で息を吹き返し、奇き跡せき的てきに一いち命めいを取とり留とめた。


　あの日から、私はずっと仮面をかぶっているような気がしている。


　仮面──？　いや、違う。


　おそらく、私はあのとき、本当に死んでしまったのだ。


　だから、私はもはや、この世の存在ではない。


　人の心を持った私は、もうこの世にはいない。


　いつからだろう。これほどの興こう奮ふんをおぼえるようになったのは。


　その味に、酔よいしれるようになったのは。


　それが許されない絶対悪だとわかっていても、止まらない。


　頭で理解した程度のルールは、震ふるえるほどの快かい楽らくの前には砂すなの防ぼう波は堤ていに過ぎない。


　呪のろうべきは神、憎にくむべきは創そう造ぞう主しゆ。我われをかくもおぞましく造つくりたもうた何者か。


　それが我が身の本質ならば、ただその存在をまっとうするのみ。


　今こ宵よいもまた、獲え物ものが魔獣の棲すみ家かにやってきた。


　一人の乙おと女めが私を解放してくれた、四年前と同じように。


　あの晩ばん、私は初めての大役に昂たかぶっていた。それゆえに不ふ手て際ぎわもあった。菓か子しの減へりが予想外に早く、あわてて追加を手配する、その途中のことだった。


　背はい後ごに何者かの気配を感じ、私は振り返った。


　白いセーターの乙女が一人、私の背後に立っていた。


　そのとき──あまりにも唐とう突とつに、恐怖という名の槍やりが私を串くし刺ざしにした。


　洞窟のように暗い廊下と、新雪のように白いセーター。


　女の黒い髪。暗い表情。白い指。かすかに香る石鹼。焼き菓子の香り。


　いくつもの符ふ合ごう。忌いまわしき過去を呼び覚さます記号。


　封ふうじ込めていた恐きよう怖ふが。どろりとした怨おん念ねんのような恐怖が。あたかも亡霊のように私の内側から噴き出し、私を一瞬で支配した。


　いやだ、お母さん！


　いやだ、僕は死にたくない！


　殺さなければならない。殺してしまわなければならない。消し去ってしまわなければならない。そうしなければ、こちらが殺される！


　私は錯さく乱らんし、無む我が夢む中ちゆうで、床に積まれていた鉄の棒を手に取った。〈お菓子の家〉の骨組みだ。そんなものがここに放ほう置ちされていたことは、この上ない幸運だった。


　幼児と化した私は、ただがむしゃらに鉄の棒を振り回す。右へ左へ。左へ右へ。


　気がつくと、私はへばりつくような脱力の中、呆ぼう然ぜんと死体を見下ろしていた。


　何ということをしてしまったのか。


　人間を、殺めてしまった。


　人間を、殺めてしまったのだ。


　務めを忘れ。職分を大きく逸脱し。この二つの手で。獣のように野蛮なやり方で。


　既に、この世の存在ではない私が。


　その瞬間の記憶は曖あい昧まいだ。だが、手ごたえが残っている。指先にしびれが。てのひらに熱気が。そして頰ほおにはあたたかい女の血ち潮しおが垂たれている。


　間違いなく、私が殺した──そう確信した途と端たん、私を襲った感情は、後こう悔かいでも哀あい切せつでもなく、まして苦痛でもなかった。


　ぶるりと震えがきて、私は絶ぜつ頂ちようを迎むかえた。


　閉ざされていた扉が開かれ、垂れ込めていた雲が晴れ、重く湿った土の下から這い出したような、そんな気分だった。


　ああ、この世は何とまばゆく、すがすがしく、光に満ちていることか！


　私は実は母はを殺したのだ！　私は殺されなかった！　殺したのは私の方だ！


　こみ上げる生の喜び。私は今、生きている。生きている。生きている！


　私は哄こう笑しようを上げてしまいそうになりながら、しかしそんな愚ぐは犯おかさずに、少しばかり思し案あんして、死体の処しよ分ぶんに取りかかった。


　心はどこまでも晴れやかで、何もかもがすがすがしかった。初めて蜜みつを舐なめた子供のように、私は純じゆん粋すいで、無む垢くで、ただひたすら、その甘みに悦よろこび、酔よいしれていたのだ。


　そして今も、蜜の甘みを忘れられずにいる。


　だから、私は今宵も獲物を探さがす。もっとも悦びを与えてくれる、麗うるわしき獲え物ものを。無む邪じや気きに。華はなやいだ気分で。菓子を選ぶ乙女たちのように──







Episode 35







　花柳は「見せたいものがあるんだ」と言った。


　その言葉をその通りの意味に受け取ったわけではないが、誓護はすんなり従したがった。


　姫宮氏が携けい帯たい電話の画面に釘くぎ付づけになっている隙すきに、催さい事じ場じようを抜ぬけ出し、従じゆう業ぎよう員いん区画の方へと向かう。花柳は奥おくへ奥へと進んで行く。その後ろを、誓護はアコニットの手を引いて、無言のまま追いかけた。


　少女たちが惨ざん殺さつされた広間にさしかかる。そこでようやく、誓護は口を開いた。


「どこまで行くんです？」


「もう少しだよ」


　花柳は振り返らない。


「……花柳さん。貴方あなたに確たしかめたいことがあるんです」


「何だい？」


「貴方はさっき、僕ぼくに噓をつきました」


「────」


「〈爆ばく発はつ〉の瞬しゆん間かん、貴方はケーキに名前を書いていたと言った」


「……それがどうかしたのかい？」


「ですが、貴方はそのケーキを冷れい蔵ぞう庫こから取り出した」


　ぴく、と花柳の肩かたが動いた。


「貴方の言葉が本当なら、貴方はあんな大爆発が起きた後で、わざわざケーキを冷蔵庫に入れてから避ひ難なんしたことになります」


　まして、菓子工こう房ぼうは〝発はつ生せい源げん〟のすぐとなりだった。そんな余よ裕ゆうがあるものだろうか？


「どうしてそんな噓を？　僕はそれが知りたい」


　花柳は笑ったようだ。肩がかすかに上下する。


　やがて、あきらめの混まじったような声で返事があった。


「……やめとこう。説明しても、わかってもらえるとは思えないから」


「なぜ？」


「オレたちは『違ちがう』人間なんだよ、桃原少年。全然違うんだ」


「それは、どういう意味ですか？」


「君が悪いって言ってるんじゃないぜ。むしろ、おかしいのはオレの方でね……」


　花柳の足が止まる。


　菓子工房の前だった。アルミの扉とびらが非ひ常じよう灯とうの光を浴びて、不気味な緑色に光っている。


「入ってくれ」


　花柳がうながす。いつものにこやかな笑えみは消え、仮か面めんのように無表情だ。


　アコニットを連れて行くべきか迷まよったが、一人のところをリヤナに襲おそわれるのはぞっとしない。結局、誓護はアコニットを連れて中に入った。と、そこで──


　がちゃり、と、花柳は後ろ手に鍵かぎをかけた。


　完全に退たい路ろを断たたれた格かつ好こうだ。誓護はうすら寒いものを感じながら、たずねた。


「見せたいものっていうのは？」


「これさ」


　入口の陰かげから何かを取り出す。戦せん慄りつを呼よび起こす銀色の光こう沢たく──先ほどの鉄パイプだ。


「……だと思いました」


「驚おどろかないのかい？」


「驚いてますよ。ただ、意外というほどのことはないですね」


「それは──こうされる心当たりがあるから、かな？」


　花柳が鉄パイプを振ふりかぶる。誓護はアコニットを背はい後ごに押おしやり、身み構がまえた。


「味わってみるがいい。こいつを胴どう体たいにもらうと、どんな感じなのかをね」


　少女たちがどんなふうに殺されたのか、それは犯はん人にんしか知らないことだ。


　花柳は犯人しか知らないことを知っている。


　誓護は確かく信しんする。もう間違いはない。犯人は花柳……。


　いや、待てよ？


　閃せん光こうのように閃ひらめいた思考が、衝しよう撃げきとなって脳のう髄ずいを貫つらぬく。


　そうだ。これは。まさか。つまり……。


　逆ぎやくだ！　全部、逆じゃないか！


　誓護はあわてた。


「待ってください！　これは、違う！　貴方は勘かん違ちがいをしている！」


「見苦しいぜ、桃原少年。今さら命いのち乞ごいなんて」


「そうじゃない！　花柳さん、貴方はひょっとして、『視みえる』んじゃ──」


「思い知れ！」


　斜ななめ上からの一撃が誓護を襲う。


　上体を反らしてかわした──つもりが、花柳を止めようとするあまり、パイプの先端から注意がそれてしまっていたらしい。があん、とパイプがこめかみに当たった。


　角度は浅い。斜めに入ったのが幸いし、直撃はしなかった。それでもかなりの衝撃で、眼がん球きゆうの中を星がチカチカとまたたき、脳みそをかき混まぜられたような気がした。


「せいご！」


　アコニットが悲鳴をあげ、とっさに帯電する。


「だめだ、アコニット……っ！」


　よろめきながらも踏ふみとどまり、アコニットの眉み間けんに手をかざす。


「うぅ……？」


　誓護の手をわずかに焦こがし、アコニットの稲いな妻ずまが霧む散さんする。あやうく手を消し飛ばされるところだ。だらっ、とひたいから血が垂たれ、誓護の視し界かいを赤く染そめた。


　花柳は既すでに第二撃の予よ備び動作に入っている。思いきり力を溜ためた、渾こん身しんの一撃。狙ねらいは誓護のわき腹ばらだ。あんなものが直撃したら、内ない臓ぞうがいかれてしまうだろう。


　誓護はまだ朦もう朧ろうとしていて、とてもかわせる状じよう態たいではなかった。


（殺される……！）


　思わず目を閉とじる。そうして、破は滅めつ的な衝撃を待つこと一秒、二秒……。一向に痛いたみが襲ってこないことを不ふ審しんに思い始めた頃ころ、アコニットがぎゅっと抱だきついてきた。


「ん……アコニット──」


　恐おそる恐る目を開けてみて、絶ぜつ句くした。


　鉄パイプは、誓護の真横、数センチのところで止まっていた。


　いや、誓護が驚いたのはそのことではなく──


　いつの間にか、世界から色がなくなっている！


　暗さのせいではない。弱い照明の光さえ、彩さい度どを失なくして無色透とう明めいだ。


　そして、世界は静せい寂じやくだった。自分とアコニットが立てるかすかな物音のほか、外の喧けん騒そうも聞こえず、風の音すらしない。誓護を見つめる花柳の眼めには光がなく、石せつ膏こうで塗ぬり固められたように停止し、物言わぬ石せき像ぞうと化している。


　時間の流れが、誓護とアコニットだけを残して、すっかり止まってしまっていた。


　この現象を体験するのは初めてではない。これは……。


「……ストレージ」


　曖あい昧まいな記き憶おくを探さぐる。確たしか、そんなような名前だったはず。グリモアリスが魔ま力りよくを駆く使しして生み出す怪かい異い、その一つだ。


　こんなことができるのは。


　アコニットをのぞけば、今は。


　やがて、すらり、と刃は物ものを抜ぬき放つような音とともに、入口の扉が分ぶん断だんされた。


　破は壊かいされ、崩くずれ落ちる扉の向こうから、きらびやかな少女が姿すがたを見せる。


「誓護」


　果たして、この無彩色の世界で、彼女の金きん髪ぱつはまばゆいくらいにゴールドだった。


　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はって、誓護は苦く笑しようした。


「……気が早いね。約束の時間には、まだ少し早いんじゃないかな？」


「そのことは、謝あやまるわ。でも」


　冷ややかにも思える静かな声で、彼女──リヤナは言った。


「お別れを言うには、十分な時間があったはずよ」


　誓護は歯は嚙がみした。


　時間を止められていては、誰に助けを求めることもできない。援えん軍ぐんがくることも期待できない。本当の本当に、絶体絶命。もはや、どこにも逃にげようがない。


　リヤナがこちらに歩いてくる。ゆったりと。流れるように。


　誓護はじりじりと後こう退たいする。アコニットを工こう房ぼうの奥おくへ奥へと押しやりながら。だが、もちろん工房の広さには限げん度どがあるのだ。ほどなく誓護の足は止まり、リヤナとの距きよ離りは見る間に縮ちぢむ。もう五メートルもない。駄だ目めだ。もう本当にどうしようもない──


　ふと、そこでリヤナの足が止まった。


　危き険けんを察知したらしく、ぱっと後方に飛び退のく。


　刹せつ那な、ざんっ、と布ぬのが切れるような音がして、天てん井じように亀き裂れつが入った。


　怖おそろしい切れ味！　レンガの天井をチョコレートのようにたやすく切り裂さき、突つき崩して、リヤナが立っていたあたりにガレキが積み重なる。


　今度は何だ？


　もはやなす術すべもなく見守る誓護の前に、ほのかな若わか葉ばの香かおりとともに、ふわりと降おり立った者がいた。


　翠みどりがかった銀の髪かみ。短たん身しん瘦そう軀くのその体。肉にく食しよく獣じゆうのようにしなやかな筋きん肉にく。面めん倒どうくさそうにしかめられた横顔……。そのすべてに見覚えがある。


　少年は、億おつ劫くうそうにこう言った。


「何をチンタラやってんだ、クラゲ」


　誓護は驚きとともに、彼の名前を口にした。


「ギシギシ！」




　Chapter 6　【グレーテルに啓けい示じはくだる】
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　リヤナの進路をその身で塞ふさぎ、軋軋ギシギシは言った。


「わりーな。事じ情じようはさっぱりのみ込こめねーが、こっちもこれが仕事でね」


　文字通り殺すような目つきでにらみつける。


「ウチの姫ひめさんにゃ、指一本触さわらせねーよ」


　軋軋は『ウチの』と言った。そして、誓せい護ごとアコニットを背せ負おって立っている。


　つまり、味方だ！


「……ギシギシ～」


　絶ぜつ望ぼうしかけていただけに、この救きゆう援えんはありがたかった。思わず涙なみだぐんでしまうほどに。


「きてくれてありがとう……もう僕ぼく、君に恋こいしちゃいそうだよ……」


「気色悪いこと言ってんじゃねー刻きざむぞ」


「だって、空間がこんな状じよう態たいだろ。誰だれかがきてくれるなんて思わなかったから」


「……凍結充塡ストレージを感知したんでな。気になって追従トレスしてみりゃ」


　ちらり、と肩かた越ごしにアコニットを見る。誓護の背中にしがみついたままのアコニットは、頭だけを出して、軋軋の方をうかがっていた。


「……そのちっこいの、姫さんだろ」


「うん。アコニット」


　軋軋はほっと安あん堵どの息をつき、


「ったく……。無事なら何で〝振ふり子〟を外してるんだよ」


「ああ、それは──」


　誓護が答えるより早く、リヤナが一歩、踏ふみ出した。


「何者？　名乗りなさい」


　リヤナは冷ややかな光を碧へき眼がんに宿し、軋軋を見た。その口ぶりは気高く、ごく自然に傲ごう慢まんで、貴き族ぞく然としていた。誓護が知っている彼女とは雰ふん囲い気きが違ちがう。


「オレは軋軋。第一三星樹ポータル、翡ひ翠すいの森の尖せん兵ぺい──今は花はな烏う頭ずの君の護まもり手だ」


「衛えい士し……」


　軋軋は刀を肩に担かつぎ、野武士のように凄すごみを利きかせて、叩たたきつけるように言った。


「で、そっちは？　こんな狼ろう藉ぜきを働くのは、どちらのお嬢じようサマだ？」


　リヤナはまったく動じなかった。ぶつけられる殺気などものともせず、


「この私に名を問うだと？　控ひかえろ、無礼者！」


　鋭するどく言い放つ。それほどに格かくが違うのか。軋軋は啞あ然ぜんとした。


　誓護も圧あつ倒とうされていた。この迫はく力りよく。この凄み。これが本当に、フローズンヨーグルトに目を細めていた、あのリヤナだろうか。言葉遣づかいまで別人じゃないか。


　リヤナの碧眼はまっすぐ軋軋に向けられている。まるでゴルゴンの瞳ひとみだ。誓護がにらまれたわけでもないのに、背中が震ふるえた。初めてアコニットに会ったとき、彼女のルビー色の瞳がずいぶん怖おそろしく思えたものだが、そのときの感覚によく似にていた。


「ギシギシと言ったな。そこをどけ」


「……『そこ』ってのはこの場所のことか？　だったら、いくらでもどいてやる。だが、姫さんの前を──って意味なら」


　こめかみを冷や汗あせが伝う。それでも臆おくすることなく、軋軋は言った。


「金こん輪りん際ざい、お断ことわりだね！」


「……ならば、排はい除じよするだけだ」


　ため息とともに、床ゆかを蹴ける。たっ、という軽やかな音からは想そう像ぞうもできない速度で、リヤナは弾だん丸がんのごとく突とつ進しんしてきた。


　上半身を大きくねじり、戻もどす勢いきおいで突つきを繰くり出す。


　軋軋の反はん応のうは早い。必殺の一いち撃げきをとっさに刀で防ふせいだ。


　だが、結けつ論ろんから言えば、それはまったくの無む駄だだった。


「────!?」


　その瞬しゆん間かんが、誓護にはスローモーションのように見えた。


　刀がひしゃげ、真ん中からへし折れる。それでも突きは止まらず、減げん速そくさえせず、まっすぐに軋軋に迫る！


　軋軋は反はん射しや的に身をかがめ、かろうじて突きをかわした。


　だが、完全にはかわしきれていない。かすった肩口からドッと血があふれた。あやうく心しん臓ぞうをえぐり取られるところだ。


　体たい勢せいを崩くずしながら、折れた刀を振り回す。並なみ外はずれた技ぎ巧こうのなせる業わざか、不自然な体勢ながらも、軋軋の太た刀ち筋すじは鋭い。斜ななめ下からリヤナの喉のど笛ぶえを狙ねらう──が、それはリヤナに接せつ触しよくした瞬間、ぎぃんっ、と金きん属ぞく的な音を立てて空中に静止した。


　見えない壁かべに阻はばまれたような、不自然な抵てい抗こう。


　リヤナが薙なぎ払はらうように腕うでを振る。かろうじて残っていた刀身の部分は、スポンジケーキのようにたやすく曲がり、ビスケットのように砕くだけ散った。


　リヤナの異い能のう、不ふ可か視しの防ぼう壁へきだ。


　その攻こう撃げきから身を護る手しゆ段だんはなく、その防ぼう御ぎよを崩す手段もない。


　軋軋はそのことを瞬時に理り解かいしたらしい。とんぼを切って後方に跳ちよう躍やくし、距きよ離りを取った。


　誓護とアコニットを巻まき込まないよう注意しながら、右へ左へ上う手まく立ち回って、リヤナの追撃をかわす。いつか見たときよりも、軋軋の動きは数段、俊しゆん敏びんだった。力強さも段違いだ。今の彼なら、鈴すず蘭らんにいいように押おし切られることもないだろう。だが、それはあくまで鈴蘭を相手にした場合の話だ。リヤナの圧倒的な攻撃能のう力りよくの前では、どうやっても防戦一方になる。相手の攻撃はかわすしかなく、こちらには反撃の手段すらないのだから。


　回かい避ひに専せん念ねんしたところで──やがて限げん界かいがくる。


　深い踏み込み。リヤナの貫ぬき手を大きく飛とび退のいてかわした直後、


「浅い」


　リヤナがさらにもう一歩、間合いを詰つめた。彼女の腕がそこからさらに伸のびてくる。空中の軋軋には防ぎようのない一撃だ。


　やられる！


　誓護は戦せん慄りつした。リヤナの手が軋軋の首をわしづかみにしようとする。そのままねじ切るつもりだろうか。軋軋の頭がコロリと落ちる瞬間が脳のう裏りに浮うかぶ。


「チィ──」


　軋軋は大きく舌した打うちをして、のけぞってかわした。前まえ髪がみがひとつかみ、リヤナの腕に分ぶん断だんされて宙ちゆうを舞まう。


　軋軋はそのまま後ろに倒たおれ込み、転がって距離を取った。


　誓護の方に転がってくる。勢いのままに跳はね起き、誓護に向かって手を伸ばした。


　あっと思う間もなく、首根っこをつかまれた。


「何やってる！　ぼさっとすんな！」


　腕の力だけで横に放ほうり投なげる。誓護はアコニットを抱かかえ、されるがままに空を飛んだ。どうにか足から着地したものの、勢いあまって尻しりもちをついてしまう。


　あわてて顔を上げると、まだ中ちゆう腰ごし姿し勢せいの軋軋に、リヤナの突きが迫っていた。


　さすがに、これはかわせない。


「ギシギシ！」


　思わず悲鳴が漏もれる。リヤナの一撃が軋軋の胴どう体たいに突き刺ささった瞬間、不意に二人の姿が見えなくなった。
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「まったく……みっともないったらありゃしないですわ」


　日ひ傘がさをくるくると回しながら、巻まき毛のグリモアリス眩クララはつぶやいた。


　既すでに日が落ちているので、ただでさえ周囲は暗い。しかも今、屋外灯の明かりに照らされた世界は、あたり一面、白と黒の濃のう淡たんだけで描びよう画がされていた。不自然なほどにモノクロだ。


　そのモノクロの世界にあって、眩の巻き毛は蜂はち蜜みつ色いろに光っている。もちろん、フリルたっぷりのスカートも、少女趣しゆ味みの日傘も、その色を失っていない。


　やがて少女の背はい後ごに陽炎かげろうのような揺ゆらぎが生じ、虚こ空くうから別のグリモアリスが姿を見せた。


　眩は可愛かわいらしい声に無数の棘とげを突き出させて、


「追従トレスが遅れましてよ、棕櫚シユロ」


「すみません。不意だったものですから……ですが、もう十全です」


「クソあんぽんたん。不意の出来事に即そく応おうできずして、どこが十全なんですの」


　どかっと棕櫚の頭を蹴け飛とばす。


「ぼやぼやしてないで、お姫ひめさまの様子を見てらっしゃい。凍結充塡ストレージがかかっている今なら、人間の目を気にする必要もありませんでしょ」


「わかりました。どうかご安心を。この棕櫚に任まかせてくれれば、もはや十全──」


「はよ行けってのよ、クソおたんちん！」


　再ふたたび足あし蹴げにする。棕櫚はあわてて〈プリンセス・ガーデン〉へと飛んで行った。


「──あら？」


　ふと、眩は面おも白しろい玩具おもちやを見つけたような声を出した。


「どうも、五う月る蠅さいのがいるみたいですわね」


　肩かた越ごしに振ふり返る。ちょうど、背後（ビルの屋上だ！）を誰かが通りかかった。


「何者ですの？」


　目を細め、相手を品定めする。


　それは、まだ若わかい青年──のようだった。フード付きのコートを頭からかぶっているため、人相は判はん然ぜんとしない。わずかにのぞく前髪は銀色のように見えた。背せは高く、細身で、全体に華きや奢しやな印象を受ける。


　青年の左右の手には〝プルフリッヒの振り子〟と思われる指輪があった。──が、本来なら金と銀に輝かがやいているはずの指輪は、くすんだ灰はい色いろになっていた。


「認証コードなしの〝振り子〟……はぐれグリモアリスですわね」


　眩は小馬ば鹿かにしたような微び笑しようを浮かべた。


「凍結充塡ストレージに追従トレスする程てい度どの力はおありのようですけど、はぐれ風ふ情ぜいではたかが知れているというもの。わたくし、殺せつ生しようはキライなのですけれど……うふふ、顔を見られてしまっては、そうも言ってられませんわね？」


　青年はまっすぐ〈プリンセス・ガーデン〉を眺ながめていた。眩を見ようともしない。


「ちょっと、貴方あなた！　そこのクソおたんこなす！　わたくしの声が聞こえませんの!?」


　そこでようやく、青年が眩を見やった。


「……五月蠅いのがいるようだ」


　そっくりそのまま、眩の言葉を真ま似ねて言う。


「正せい規きの認証コードじゃないな。叛はん逆ぎやく者しやか？」


　青年は小馬鹿にしたように笑った。


「叛逆者風情が、この僕ぼくに何ができる？」


「うふふ、貴方──クソむかつきますわ！」


　宣せん戦せん布ふ告こくもなく、眩は日傘で殴なぐりかかった。ぶおん、と風を切る音には巨きよ大だいなハンマーのような重々しさがある。当たればただではすまないだろう、と思われたが──


　青年は、軽く腕うでを払はらっただけだった。


　殴られたわけではない。生じた風ふう圧あつだけで、眩の突とつ進しんは弾はじき返された。膂りよ力りよくが違ちがう。いや、魔ま力りよくか。今さらながらケタ違いの実力差に気付いたが、それは少々、遅おそすぎた。


　跳ね飛ばされながら、どうにか目を開けて青年を見ると、青年はわずかに顔を上げ、こちらを視し野やに収おさめたところだった。


　青年のフードの下で火花が閃ひらめき、ほんの一瞬、青年の顔を浮かび上がらせる。


　次の瞬間、青年の眉み間けんから、どす黒い電光の槍やりが解とき放たれた。


「雷いか霆ずち──!?」


　とっさに身をよじる。が、遅い。


　眩のドレスが一瞬で焼け落ちる。その下の肢し体たいも、また。


　眩の右半身は瞬しゆん時じに炭化し、呆あつ気けないほどたやすく、黒い塵ちりとなって消しよう滅めつした。


「ぎ……、うっ……、ぁあ……う……っ！」


　絶ぜつ叫きようすらできない。想そう像ぞうを絶ぜつする苦く痛つうが眩を襲おそい、悶もん絶ぜつしそうになる。


　青年の眉間に、二発目のための電流が集まってくる。殺される──眩が心の底から恐きよう怖ふしたそのとき、前まえ触ぶれもなく、青年の周囲を無数のグリモアリスが取り囲んだ。


　文字通り降ふって湧わいたような出しゆつ現げんの仕方だった。あたり一帯を埋うめ尽つくすほどの、途と方ほうもない数の戦士たち。剣つるぎに槍などで武ぶ装そうし、いずれもそろいの黒コートを身にまとったグリモアリスが、どこからともなく現あらわれていた。まるで何かの討とう伐ばつ隊たいのような有様だ。


「幻げん影えい……？　いや、少し違うな」


　青年は目を閉とじ、妖よう気きを充じゆう実じつさせた。カッと力強く見開く。その途と端たん、周辺の空気が吹ふき飛び、周囲を取り巻まいていた兵士たちもかき消された。


　あたりに静せい寂じやくが戻もどる。そのときにはもう、眩の姿すがたは視し界かいから消えていた。


「……逃のがしたか」


　青年はさして残念でもなさそうに言った。眩は冥めい府ふに逃にげ帰ったものと判はん断だんしたらしく、周囲を探さぐることもせず、現れたときと同様、ふらりと立ち去る。


　彼の行く先には、灰色に沈しずむ〈プリンセス・ガーデン〉があった。


　青年が十分に遠ざかってから、棕櫚は詰つめていた息を吐はき出し、仲間に声をかけた。


「眩、無事ですか？」


「棕櫚……」


　二人はまだ冥府には戻らず、時間の凍とう結けつも解とかず、手近なビルの陰かげに隠かくれていた。


　棕櫚が一種の幻げん覚かくをともなう異い能のうで隙すきをつくり、眩を助け出したのだ。


「クソおたんこなす……。これが無事に見えますの？」


　棕櫚に抱だかれたまま、息も絶たえ絶だえで憎にくまれ口を叩たたく眩。


　傷きず口ぐちはふさがらず、むしろじわじわと広がっていた。魔力による回かい復ふくが追いつかないのだ。燃もえ残った右手首にはかろうじて〝振り子〟が残っているが、ほとんど機き能のうしていない。


「これはいけません、眩。凍結を解いて、回復に専せん念ねんしないと……」


「クソすかたん……。わたくしたちはまだ、任にん務むの途と中ちゆう……っ」


「続行は不ふ可か能のうです。早々に冥府に戻らなければ、生命に関かかわりますよ」


「く……っ」


　ぎり、と歯は嚙がみする。だが、そうするしかないと、眩自身が一番よくわかっていた。


「それにしても、解げせませんね。なぜ、あのような者が現げん世せに……？　ただのはぐれとも思えませんが」


「クソおたんちん……。まだわかりませんの？　あれは……」


　忌いま忌いましい思いで、その忌み名を吐はき捨すてる。


「大たい罪ざいの君──〝亡ぼう失しつせし〟麗れい王おう、ですわ」
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　誓護の視界が黒く塗ぬりつぶされる。──いや、黒ばかりではなく、赤や濃のう紺こん、どぎつい紫むらさきなどが入り乱みだれた、この世のものとも思えない色合いだ。


　どろどろの流体でありながら堅けん固ごな障しよう壁へきでもある異い世せ界かいの物ぶつ質しつ、セグメント。


　それは床ゆかを割わって、真下から噴ふき出してきた。軋軋もリヤナも、その壁かべに阻はばまれて見えなくなる。一いつ瞬しゆん後、障壁を突つき抜ぬけて、軋軋だけが壁の向こうから飛び出してきた。


　上う手まい！　自らを囮おとりにして、セグメントの檻おりにリヤナを閉じ込こめた！


　まともな攻こう撃げき手しゆ段だんがないと悟さとって、からめ手から打って出たようだ。


「下がれ、クラゲ！」


　軋軋が誓護を下がらせる。その直後、セグメントが震ふるえ、ぶわっと大きくふくらんだ。


　明らかな異い常じよう。セグメントにはまったく詳くわしくない誓護にも、容よう易いに予想がつく。


　このままでは、破やぶられる！


　以前、アコニットが言っていた。アネモネの雷いか霆ずちならば、セグメントを破は壊かいすることができるのだと。一部の〝高こう貴きな〟グリモアリスにはそれが可能なのだ。


　だとしたら、当然、リヤナにも……？


　軋軋はほとんど柄つかだけが残った長刀を握にぎりしめ、全身の力を振り絞しぼるようにした。軋軋の刀は単なる武ぶ器きではなく、セグメントの発生装そう置ちを兼かねている。そうやって檻の強度を上げているらしいが、セグメントの膨ぼう張ちようはおさまらない。力ちから比くらべでは分が悪いようだ。


「糞くそったれ。とんでもねー野や郎ろうだ……」


　軋軋が愚ぐ痴ちるように言った。その顔には汗あせとあせりがにじんでいる。


「お前と、姫ひめさんと、なおかつ自分の時間を止めてなお、セグメントをねじ切れるだけの余よ剰じよう魔ま力りよくがありやがる」


　ギロリ、と翠みどりの瞳ひとみが誓護をにらむ。


「コイツは一体誰だれなんだ。何者だ。何でこんな化け物に襲おそわれてる」


「僕ぼくだって知らないよ。ただ、アコニットを処しよ刑けいするとか何とか」


「処刑──」軋軋は啞あ然ぜんとした。「何だそりゃ。人界でグリモアリスを処刑だと？　よりにもよって麗王六りつ花かの姫さんをつかまえて、審しん問もんもなしに？」


　そんなことを言われても困こまる。教誨師グリモアリスにわからないことが誓護にわかるはずもない。


　誓護ではラチがあかないと悟さとり、軋軋はアコニットに視し線せんを移うつす。そのアコニットは誓護の背せ中なかに隠かくれ、小さくなって震えていた。


「おい、どういうことだよ。アンタ、叛はん逆ぎやくでも企くわだてたのか？」


　アコニットは答えず、誓護のＴシャツにしがみついて、顔を隠してしまった。


「おい……、いい加か減げんにしねーと刻きざむぞコラ」


　軋軋のこめかみに青あお筋すじが立つ。


「ふざけんなよ。アライメントいじくって遊んでる場合じゃねーだろ。アンタのせいでこんな面めん倒どうになってんだよ。何とか言え、この──」


「よせよ。今のアコニットは、中身まで子こ供どもなんだ」


「……何だと？」


　かくん、と軋軋のアゴが外れる。


「よくわからないけど、ずっとこうなんだ。僕のことも最初はわからなかったくらいで」


　おそらく、原げん因いんは……。トラウマのことが喉のどまで出かけたが、もちろん口にはしない。アコニットとの約束だ。彼女の秘ひ密みつは墓はか場ばまで持っていく。


　軋軋は奥おく歯ばを嚙かんだ。


「……こんな状じよう態たいじゃ、話にもならねー」


「それは同感」


「敵てきが何者かもわからねー。確たしかめようにも、ロクに会話も成立しねー」


「誰か、助けを呼よぶことはできないの？」


「時間が止まってる。冥めい府ふにつながる回線は開けない」


「じゃあ、時間の凍とう結けつを解といて」


「阿あ呆ほう。オレの凍結を解いたら、誰がテメーと姫さんを護まもるんだ」


「──そうだ。助けが呼べないなら、アコニットを冥府に戻もどせば」


「お前は馬ば鹿かか。通信もできねーのに、帰き還かんできるわけねーだろ」


「じゃあ、どうするんだよ！」


「それを今考えてるんだろうが！」


　ひたいとひたいがぶつかりそうなほどに顔を突つき合わせ、口角あわを飛ばす二人。


　だが、言い争いは長くは続かなかった。


「──チッ、もう限げん界かいだ！」


　軋軋の言葉を裏うら付づけるかのように、セグメントの壁が激はげしく波打った。


「おい、姫さん連れて、さっさと逃にげろ！」


　怒ど鳴なられるまま、誓護はアコニットを抱かかえ上げ、セグメントの横をすり抜ぬけて、菓か子し工こう房ぼうの外へと飛び出した。一いつ瞬しゆん遅おくれて、軋軋がその後に続く。


　背はい後ごでセグメントが破は裂れつしたらしい。手しゆ榴りゆう弾だんでも炸さく裂れつしたかのように、菓子工房の中で爆ばく発はつが起こった。爆風が出口に殺さつ到とうし、あやうく吹ふき飛ばされそうになる。凍結されたままの花はな柳やなぎは無事だろうか。心配だったが、確たしかめている余よ裕ゆうはない。


「糞ったれ。セグメントを薄うす布ぬのみてーに切り裂さきやがる」


「どうする？」


「下がってろ！　姫さんを護れ！」


　誓護は言われるまま後こう退たいした。


　やがて、煙けむりの向こうからリヤナが悠ゆう然ぜんと現あらわれた。


　その瞬しゆん間かん、軋軋が仕し掛かけた。奇き襲しゆうだ。


　跳ちよう躍やくし、天てん井じようを蹴けって真上から襲いかかる。折れた刀の代わりに鞘さやを振ふりかぶり、叩たたきつける──が、死角からの一いち撃げきは、先ほどと同じように見えない壁に阻まれた。


　リヤナが虫を払はらうように腕うでを振る。そんな攻撃でも、当たれば無事ではすまない。軋軋はくるりと一回転して体たいをかわし、着地した。


　軋軋がこちらに視線を投げる。その意図を察し、誓護はアコニットを抱え込んだ。


「アコニット、耳をふさいで！」


　胸むねに彼女を押おしつけ、それから自分の耳をふさぐ。


　次の瞬間、軋軋は折れた刀を鞘に戻した。


　鍔つば鳴りの音は聞こえないが、肌はだに感じる空気の震ふるえで、魔力が発動したことはわかる。軋軋の異い能のう、呪じゆ縛ばくの魔ま術じゆつだ。前回とは打って変わって、軋軋の魔力は膨ぼう大だいだった。妖よう気きの色も、彼本来の色ではなく、アコニットと同じ黒に変色している。ビリビリと肌を震ふるわせるほどの圧あつ力りよくが生じ、重い突とつ風ぷうが吹ふき抜けたような衝しよう撃げきが誓護を揺ゆさぶる。


　リヤナの動きが鈍にぶく、緩かん慢まんになる。──効きいている？


「うぅ……ぁあ！」


　リヤナが吠ほえ、華きや奢しやな骨こつ格かくをきしませながら、呪縛の鎖くさりを力ちから尽ずくで弾はじき飛ばした。巻まきついた縄なわを引きちぎるような仕草をすると、見た目通り、軋軋の魔力は断たち切きられてしまったらしい。リヤナは体のコントロールを取り戻し、無む防ぼう備びな軋軋に迫せまった。


　距きよ離りが近い。ほんの一歩で間合いが詰つまる。軋軋の背後は壁かべだ。逃げ場はない！


　ずぶッ、とリヤナの指が軋軋の胸をえぐった。


　たやすく貫かん通つうし、背後の壁すら突き抜ける。軋軋は粉ふん砕さいされた壁もろとも、壁向こうの催さい事じ場じように転がり出た。胸から鮮せん血けつが噴ふき出す。血しぶきはリヤナにかかる寸すん前ぜんで不ふ可か視しの壁に阻はばまれ、ガラスを伝うようにだらりと垂たれた。


「ギシギシ！」


　誓護もアコニットを抱だき上げ、壁の穴あなを通ってそちらへ向かう。行ったところで何ができるわけでもないが、じっとしていることはできなかった。


　カフェテリアでは、姫ひめ宮みや氏や樫かし野の、白しら鳥とりがたたずんでいた。もちろん、凍こおりついたように動かない。そこは一面モノクロの世界。色がついているのは軋軋とリヤナだけで、その二人は今まさに死し闘とうの真っ最中だ。


　苦く悶もんを浮うかべる軋軋にのしかかり、リヤナはとどめを刺さすべく腕うでを引いた。


「リヤナ！　やめてくれ！」


　効こう果かはあった。誓護の悲鳴じみた声を聞き、リヤナの手が止まる。


　だが、ゆっくりとこちらを向いた瞳ひとみは、誓護が知っている彼女のものではなかった。


　感情の見えない、機械のような瞳。ぞくりと寒気のするような、冷たい瞳だ。


　その瞳を見た瞬間、誓護の気力がごっそりと奪うばわれてしまった。強大な力を持つ怪かい物ぶつを前にして、足が萎なえてしまうようなものだ。声が出せない……。


　リヤナの手が貫ぬき手の形をつくる。狙いは軋軋の眉み間けんだ。その手がわずかに後ろに引かれ、弦つるを引きしぼるように力を溜ためる。深手を負ったのか、軋軋は踏ふみつけられたまま動かない。なすすべもなく、繰くり出される貫き手をにらみ──


（もう駄だ目めだ、ギシギシ！）


　思わず目を塞ふさぎそうになり、しかしどうしても目が離はなせない。


　指先が軋軋の眉間に突き刺さる、まさにその寸すん前ぜん、一いち条じようの閃せん光こうがリヤナを撃うった。


「────!?」


　誓護は瞠どう目もくした。


　稲いな妻ずまだ。漆しつ黒こくの輝かがやきを持つ、電光の刃やいば。


　槍やりとも矢ともつかない一いち撃げきが、リヤナを真横から直撃したのだ。


　それは黒い稲妻だった。だが、アコニットから放たれたものじゃない。アコニットは誓護の腕うでの中で、相変わらず怯おびえて縮ちぢこまっている。帯電している様子もない。


　どういうことだ？


　わからない。わからないが、軋軋にとってはこれ以上ない援えん護ごだった。


　稲妻は例によってリヤナに傷きず一つつけることはできなかった。が、不意を打たれて隙すきが生じた。その隙を逃のがさず、軋軋は床ゆかに身を投げ出してエスケープした。


　リヤナの足もとを転がりざま、再ふたたびセグメントの障しよう壁へきを呼よび出す。


　床から噴ふき出した黒いドームは、今度はリヤナの右みぎ腕うでだけを閉とじ込めた。軋軋がドームから素す早ばやく転がり出てきて、さらにセグメントを展てん開かい。今度はリヤナの左腕と足を、右腕と同じように圏けん内ないにとらえた。


「無む駄だなことを」


　リヤナがぐっと力んだだけで、障壁の表面が盛もり上がった。早くも破やぶられそうになっている。援護……。援護しないと……。誓護はあせる。だが、どうすればいいのかわからない。グリモアリスを相手にするには、誓護はあまりに非ひ力りきな存そん在ざいだった。


　なら、逃にげるか？


　勝てないなら、そうするしかない。──だが、どこへ？


　誓護の背はい後ごは〈お菓か子しの家〉。そちらは行き止まりだ。


　行き止まり……いや、違ちがう！


「ギシギシ、こっちへ！」


「ああ!?」


「逃げよう！　時間稼かせぎにはなる！」


「逃げるったって……」


「いいから！」


　腕を引いて、走り出す。


　そのまままっすぐトンネルを駆かけ抜ぬけ、〈お菓子の家〉の前庭に飛び込んだ。


　庭と小屋だけの、閉とじられた空間。入口は一つ。きたトンネルだけ。


　──だが、そうじゃない。


　必ずあるはずだ。もう一つ、抜け道が。


　絶ぜつ対たいにある。──なければ困こまる。


　何が何でも見つけ出す。──そしてアコニットを護まもるのだ。


　誓護はもう、先せん刻こくここで感じた違い和わ感の正体に気付いている。


　この〈お菓子の家〉には、絶対に、なければならないものがある。


　菓子工こう房ぼうへの近道、ショートカットのルートだ。


　それがなければ、『お色直し』のたびに大変な距きよ離りを往おう復ふくしなければならなくなる。カフェテリアとの境さかい目めに通行止めの看かん板ばんを立てるくらいだから、それは当然、〈お菓子の家〉と菓子工房を直結するものでなければならない。


　だから必ず、抜け道がある！


　殺さつ人じん鬼きの餌え食じきとなった少女たちが、迷まよい込んでしまった抜け道が。


　急げ。急いで見つけろ。


　床ゆか──違う。階かい段だんの陰かげ──ない。小屋の裏うら手て──ここでもない。


　どこだ。どこにある。


（くそっ。どうして女の子たちは迷い込めたんだ……）


　そのとき、天てん啓けいのように閃ひらめくものがあった。


　そうか。そういうことか。


　逆ぎやく。話は逆。何もかも、全部、逆だ。


　楽しげなお菓子の祭典は陰いん惨さんな殺人の舞ぶ台たいで。


　都市伝説の魔ま女じよは現げん実じつの快かい楽らく殺人者。誓護を好きだと言ってくれた少女は最悪の敵てきで、誓護をさんざん苦しめた少年が今は頼たよれるただ一人の味方。犯はん罪ざいを見つけるための監かん視しカメラは犯はん行こうを隠かくす隠れみの。閉とじ込こめられた〈被ひ災さい者しや〉は、連続殺人の〈容よう疑ぎ者しや〉だ。


　そして、迷まよってしまったように見えた少女たちは──


　ただ一本の道を行ったのだ。迷い込んだのではなく。


「おい、まだか！　もうセグメントがもたねーぞ！」


　軋軋が悲ひ痛つうな叫さけびをあげる。


「大丈夫、もうわかった──」


　誓護が抜け道を探さぐり当あてるのと、セグメントが裂さけたのは、ほとんど同時だった。







Episode 01







　実ち父ちは、リヤナを『できそこない』と呼よんでいた。





　幼おさなかったあの頃ころのことは、あまり覚えていない。


　リヤナの一番古い記き憶おくは、『一番幸運な日』とのちに振ふり返る、あの日のものだ。


　それ以前の記憶は、ない。よほど覚えていたくなかったのだろう。聞いた話では、それはひどい生活だったと聞く。事実、彼女の『救い主』と出逢あったときも、リヤナは瘦やせこけ、全身青あざだらけで、とてもみすぼらしい格かつ好こうをしていた。


　リヤナ──その当時はリヤナという名ではなかった──は〈贖しよく罪ざい者しや〉の娘むすめだった。


　冥めい府ふは完全な階かい層そう社会であり、逆に言えば、優すぐれた者も劣おとった者も、等しく居い場ば所しよがある社会と言えた。最底辺と言われる階層ですら、その生活は極きわめて安定し、すべからく役目と仕事がある。本当なら、荒すさむ家庭は少ない。


　だが、リヤナの実父は、家庭は、荒んでいた。


　父は人界で法を犯おかし、地位を剝はく奪だつされた元高級官かん吏りだった。


　冥府では、能のう力りよくがあるということは、高こう貴きな生まれであるということでもある。地位を剝奪されたがために、父は生まれと階層、能力と役目に齟そ齬ごが生じた。


　本来の自分はこうあるべきだという、くすぶり。


　分ぶん相そう応おうの扱あつかいを受けるたび、軽かろんじられたという思いが募つのる。


　その不満のはけ口を娘に求めたのだ……と、わけ知り顔の誰だれかが言っていた。


　冥府の住人たるグリモアリスにとって、人界は所しよ詮せん、偽いつわりの世界だ。幻げん想そうに過すぎない人界で受ける傷きずは、〝プルフリッヒの振ふり子〟が癒いやしてくれる。


　だが、冥府で受ける傷は、生身の体で引き受けなければならない。


　その当時、リヤナは確たしかに傷だらけだった。


　本来、生きているだけで与あたえられるはずの食料を、得られないことがままあった。


　針はり金がねのように細った体には、いつもどこかにあざが浮うき出ていた。


　父を出で迎むかえるとき、声をかけられたとき、またぶたれるのではと強こわ張ばった──その顔が気に入らないと殴なぐられた。痛いたみをやわらげようと、無む意い識しきに異い能のうを使って、父のこぶしを避さけようとした。結果、父はますます激げつ昂こうし、激はげしくリヤナを打ちのめした。


　聞いた話だ。本当のところはわからない。リヤナには当時の記憶がないのだから。


　そんなある日、リヤナに『救い主』が現あらわれた。


　その日のことはぼんやりと覚えている。リヤナはお腹なかをすかしていた。じっと家の前にしゃがみ込んで、苦しみをやりすごそうとしていた。


　空くう腹ふくは度を越こすと痛みになる。〈飢うえ〉は〈痛い〉のだ。差し込むような鈍にぶい痛みに耐たえながら、何を見ているのかもわからない目で足もとを見ていた──そんなとき。


　さっと、リヤナの上に影かげがかかった。


　影は大きく、リヤナをすっぽりと包み込んでしまうほどだった。その暗がりは不思議とあたたかく、リヤナはなぜかほっとした。


　リヤナの前に、誰かの足があった。


　上等な靴くつだった。最上級の素そ材ざいを使って、美しく編あみ上げられた靴。下級官吏で、こんなものを身につけている者はいない。それはリヤナが初めて間近で見た、貴き族ぞくの装しよう束ぞくだった。


　足の主は何も言わなかった。


　かと言って立ち去りもしない。立ち止まったまま、じっとリヤナを見下ろしている。


　自分から顔を上げて、相手の意図を確かく認にんする勇気は──そして何より体力が、そのときのリヤナにはなかった。リヤナもうつむいたまま、ぼんやり貴族の靴を眺ながめていた。


　やがて、長い長い時間をおいて、低く、涼すずやかな声が降ふってきた。


「お前が〝絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよ〟を持つ子こ供どもか」


　何のことを言われたのか、わからなかった。


　そんな言葉は聞いたことがなかったし、何より、理り解かいするにはお腹がすきすぎていた。


「優すぐれた胤性霊威フイグメントをその身に秘ひめし乙おと女め……」


　やはり、わからなかった。誰かと間ま違ちがえているのかな、と思った。


　リヤナは魔ま力りよくに恵めぐまれない少女だった。父の暴ぼう力りよくの何なん割わりかは、娘の能力が低く、上流階級への復ふつ帰きが見込めないことに起き因いんしていたほどだ。


　サラリと衣きぬ擦ずれの音がして、声の主がしゃがみ込んだ。


　見るからに厳きびしそうな、冷たい美び貌ぼうの貴き公こう子しだった。


　金きん属ぞくのように輝かがやく豊ゆたかな銀色の髪かみを、リヤナは美しいと思った。


　きれい。氷みたい。


　貴公子がそっと手を差し出す。その手には、砂さ糖とうがけのパンがのせられていた。


「菓か子しを」


　と勧すすめてくる。だが、リヤナは動かなかった。


「どうした。腹はらがすいているのだろう？」


　もちろん、すいている。それでも、人から食べ物を恵んでもらうわけにはいかなかった。そんなことをすれば、ひどい目に遭あわされるのだと、もう体が理解していたから。


　貴公子は何を思ったか、美貌をひきつらせ、歯をむき出した。


「心配は要いらぬ」


　牙きばをむいて脅おどかそうとしているわけではなく──


　笑おうとしているのだと、リヤナにもわかった。


「心配は要らぬ」


　貴公子は下手くそな笑え顔がおを浮うかべ、もう一度言った。


「お前を傷きずつける者は、もうお前に近付くことはできぬ。永えい遠えんにな。私が、お前を護まもる。お前が望む限かぎり、ずっとだ。もう決して、不自由な思いはさせぬ」


　リヤナは力なくまばたきした。言われたことがわからなかった。


　いや、リヤナは聡そう明めいな少女だ。半分は理解できている。この貴公子は、あの父からリヤナを引き離はなして、保ほ護ごしてくれると言っているのだ。


　だが、わからない。


　だって──そんな──そんな幸運が、どうしてわたしに訪おとずれたの？


「どう、して……？」


　これは本当に、本当のことなの？


　わたしは夢ゆめを見ているの？


「どうして、わたしを……助けてくれる、の？」


　その瞬しゆん間かん、貴公子の不器用な笑顔が曇くもった。


　厳しい表ひよう情じように戻もどり、しかし口調だけは優やさしく、諭さとすように言う。


「……同どう情じようでは、ない。私にそんなものを期待するな。私はただ、お前を利用したいのだ。お前が身に秘めし力をな。だから」


　そっと、壊こわれ物に触ふれるような手つきで、リヤナの頰ほおに触れる。


「お前も私を利用するがよい。私の富とみと、力とを」


　リヤナは困こん惑わくした。ますます、この貴公子のことがわからなくなった。


　リヤナは実父から『できそこない』と言われていた。父の系けい譜ふとも母の系譜とも違う、突とつ然ぜん変へん異いの異能を持っていたからだ。


　おまけに、それはひどく弱い能力だった。


　自分の体の表面に、うすく、弱い、見えない壁かべを作る能力。


　投げつけられる小石すら受け止められず、小さな鞠まりをへこませることしかできない力。


　実父いわく『何の役にも立たない力』『誰にも必要とされない力』を、この貴公子は『利用する』と言っている。


　なぜ、わたしなんかを？


　ひどく不安になる。その一方で、このまま流れに身を任まかせてみたいという、あらがいがたい欲よつ求きゆうが生まれていた。


　リヤナはそっと、小さく──本当に小さく──うなずいた。


　貴公子は背はい後ごを振ふり返り、従じゆう者しやを呼よんだ。今の今まで気付かなかったが、貴公子の背後には数人の衛えい士しと従者が控ひかえていた。


　従者が貴公子に布ぬのを渡わたす。布……衣服だ。絹きぬのようにやわらかな生き地じに、金銀の刺し繡しゆうが施ほどこされている。見たこともないような美しい布だった。


「着るがよい。我わが姫ひめにそんな襤ぼ褸ろを着せておいては体てい裁さいが悪い」


「────」


　姫。貴公子は確たしかにそう言った。我が姫。


　貴き族ぞくの娘むすめになる？　このわたしが？


　この素す晴ばらしい衣い装しようをまとって？


「リンド＝リヤナ」


　貴き公こう子しがそっと優しく、リヤナの手を握にぎる。


　厳きびしい光を宿す瞳ひとみに、ほんの一いつ瞬しゆん、優しげな光が浮かぶ。


「古き名は捨すてよ。今日からそれが、お前の新しい名だ」


　そして、ぎこちなく笑って見せた。


「今このときより、私がお前の父親だ。この──ブッドレア家のストリクノスがな」
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　懐なつかしい光景を思い出し、リヤナは自然と微笑ほほえんでいた。


　あたりは陰いん気きなモノトーン。半ば廃はい墟きよと化したような、半はん壊かいした建物の中だ。


　与あたえられた任にん務むは過か酷こくで、気乗りのしない、嫌いやな役やく割わり──それでも、あのときのことを思うと、リヤナはいつでも幸せな気分になれる。あたたかく、安らいだ、しかしある種の強きよう迫はく観念を駆かり立てられるような、この気持ち……。


　思えば、お父さまがあんなふうに笑ってくださったのは、あれが最初で最後だったような気がする。


　ブッドレア家のストリクノスは、笑う男ではない。


　そのお父さまが笑いかけてくださったことを、その微笑みを、リヤナは宝たから物もののように大事に思っている。


　どんなときも、その笑顔を糧かてに努力してきた。


　もう一度、あの笑顔を向けて欲ほしいと思えばこそ、己おのれを磨みがいた。魔ま力りよくを高め、礼法に通じ、心身を鍛きたえ、より美しく、強くなれるようにと。


　私を地じ獄ごくの底から引き上げてくれたあの方に、喜んで欲しくて──


（そう……だから、私は）


　主命をつつがなく履り行こうする。


　絶ぜつ対たいに失敗は許ゆるされないのだ。


　有用だからこそ、必要とされる。


　確かく実じつだからこそ、使ってもらえる。


　もし役に立たないとわかったそのときは、風がよどむあの街に逆ぎやく戻もどりだ。空くう腹ふくと、痛いたみと、孤こ独どくと、恐きよう怖ふに包まれていた、あの場所へ。


　二度と手放したくない。この力、地位、そして、あの方を。


　そのためなら。


　ためらわずに、殺す。法の正義の名のもとに。たとえ麗王六花の姫であろうとも。


　だが──


『誰かを護ってあげたいと思うのは、その誰かが弱いからだろ？』


　そんな声が脳のう裏りをよぎり、ほんの一瞬、迷まよいが生じた。


　有用でないことは、ひょっとしたら──〈罪つみ〉ではないのかも知れない。


　弱いということは、許されるのかも知れない。


（違ちがう……！）


　迷ってはだめ。甘あまえてはだめ。


　耳に心ここ地ちよい言葉は、堕だ落らくに誘さそうまやかし。


　悪あく魔まは天使の顔をしてやってくるのだ。


　心を決めなさい、リンド＝リヤナ。貴女あなたはただ、姫を討うたずに済すむ言い訳わけを探さがしているだけ。不幸な境きよう遇ぐうにある、いたいけな少女の姿すがたをした、あの悲ひ劇げきの姫君を……。


　リヤナは痛みにも似にた覚かく悟ごを決め、セグメントを破は壊かいした。


　障しよう壁へきを破やぶり、標的が逃にげ込こんだ場所へと向かう。薄うす暗ぐらいトンネルを抜ぬけると、そこにはひらけた空間があり、小屋と庭がつくられていた。


　屋内なのに、まるで屋外だ。暗がりに浮うかび上がるのは、お菓か子しを組み合わせて作った、小さな建物。そしてお菓子の木の実を吊つるした、つくりものの木々。


　人間たちが〈お菓子の家〉と呼よんでいた場所だ。


　愚おろかしい遊びだと思う。一方で、楽しそうと素す直なおに思う自分がいた。ひょっとしたら、自分もここで、あの優やさしい人間──誓護と一いつ緒しよに遊んでいたかも知れないのだ。


　それはひどく滑こつ稽けいで、少し照れくさくて、そして幸せな光景に思えた。


　リヤナはまたかぶりを振ふった。


　自分自身に言い聞かせる。感かん傷しように惑まどわされてはだめ。その甘さが判はん断だんを誤あやまらせるのよ。


　見たところ、〈お菓子の家〉は袋ふくろ小こう路じになっているようだった。


　つまり、彼らはここを、花烏頭の君の墓はか場ばに選んだということだ。


　リヤナはすぐには踏ふみ込まず、注意深く、ぐるりと周囲を観察した。


　どんな罠わなが張はってあるかわからない。もっとも、このリンド＝リヤナを傷きずつけられるものなど冥めい府ふにだって存そん在ざいしない。ましてや人界になど。


　リヤナはゆっくりと歩き出した。悠ゆう然ぜんと。確たしかな歩みで。


　少しずつ、〈お菓子の家〉の本体に近づいて行く。キャンディの花が咲く花か壇だんを抜け、ビスケットの手すりを眺ながめながらスロープをのぼり、パン菓子でできた扉とびらに手をかけ、一息に開け放った〈お菓子の家〉には──





　誰の姿もなかった。
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　セグメントが破やぶられる寸すん前ぜん、間かん一いつ髪ぱつ、誓護は抜け道を探さぐり当あてた。


　トンネルの真横、鏡張りの壁かべを丹たん念ねんに調べてみると。


「……あった！」


　壁の一部が押おし込めるようになっていた。押し込むとロックが外れ、鏡張りの扉がこちら側に開いてきた。


　壁の反対側も鏡張りになっていて、完全に開くと、トンネルがすっぽり隠かくれるようになっていた。代わりにぽっかり口を開けるのは、出入口と瓜うり二つと言ってもいいような、同じ幅はば、同じ高さのトンネル。ただし、こちらにはファンシーな飾かざりつけはされていない。


　これが、少女たちを迷まよい込ませたトリック。


　少女たちは出口と思い込んで、『お色直し』用の通路に入り込んでしまったのだ。


　誓護はアコニットを抱かかえ、軋軋とともに通路に飛び込んだ。


　今はリヤナをやり過すごすのが目的なのだから、開いたままでは意味がない。誓護は取っ手代わりのヒモを引っ張り、元通りに扉を閉とじた。ぴったり合わせたその瞬しゆん間かん、間一髪、ほぼ入れ違ちがいでリヤナが〈お菓子の家〉の前庭に入ってくる。


　軋軋が気を利きかせて、小さなセグメントの障壁を展てん開かいし、扉を固定する。これで、トリックに気付かれる恐おそれはほとんどなくなった。


「ま、壁を通り抜けられたらおしまいだけどね……」


　誓護がひそひそ言うと、軋軋もひそひそ声で、


「それは、ない」


「え、どうして？」


　軋軋は面めん倒どうくさそうに、しかし案外親切に説明してくれた。


「壁のすり抜けってのは、存在系コーデツクを前後の時間軸じくにずらして、〈当たり〉の判定をごまかすことでできるんだ。ストレージがかかってる今、時間軸はいじれない。やるなら、壁をぶっ壊こわして突とつ撃げきしてくるだろうぜ」


　言っていることは半分くらいしかわからなかった。それでも二点、はっきりしたことがある。リヤナが壁をすり抜けて現あらわれる心配はないということ。そして、リヤナがアコニットの稲いな妻ずまを防ふせいだ仕組みは、鈴蘭がすり抜けてかわしたのとは、根本的に違うということ。


　やはり、異い能のうか。リヤナは『かわした』のではなく、『防いだ』のだ。


「厄やつ介かいだな……。ねえ、時間が止まってるうちにいのりだけでも助け──」


　と、そこまで言ったところで、それが甘あまい考えだと自分で気付いた。


　誘ゆう拐かい犯はんがグリモアリスなら、それはできない。軋軋がそうしたように、向こうも警けい戒かいして時間を止めていそうなものだ。誘拐犯がグリモアリスではなかったとして、誓護がこの建物を脱だつ出しゆつできたとしても、屋外に飛び出したところで、おそらくリヤナに見つかってしまう。このモノクロの世界では、動くものはひどく目立つのだ。


（結局、正せい攻こう法ほうでいくしかない……）


　リヤナをどうにか押さえ込み、罪ざい人にんを吊つるし上げて、誘拐犯の要求に応こたえるしか。


　もどかしい。今すぐいのりのもとに駆かけつけたいのに。


　何が妹離ばなれだ。妹離れなんて考えるから、こんなことになったんだ。


　いのりを取り戻もどしたら、もう二度と離さないぞ。もうどこへもやるもんか。四六時中つきまとって、お風ふ呂ろも一いつ緒しよに入って、寝ねるのも一緒……。


　……あれ？　何だか、ますますおかしな方向に行ってる気がするぞ？


「それで、これからどうすんだ。このままじゃ、こっちも長くねーぞ」


「とにかく、セグメントに隠かくれよう。こう静かじゃ、相談もできない」


「それもそうだな……」


　時間が止まっていて、動くものがほとんどない今、誓護たちの立てる物音はひどく響ひびく。軋軋はセグメントのドームを生み出し、すっぽりと通路を覆おおい隠した。もともと奥おくまった位置にあるので、隠し通路のトリックに気付かれない限かぎり、すぐには見つからないだろう。


　ようやく一息ついたところで、誓護はとなりのアコニットに声をかけた。


「大だい丈じよう夫ぶ？　疲つかれてない？」


　アコニットはつんとして答えなかった。


「どこか痛いたむの？」


「…………」つん。


　抱だき上げて走ったのが気に食わなかったのかも知れない。すっかりご機き嫌げんななめだ。


　眉み間けんに小さなシワをいくつも刻きざんで、いっちょまえに『話しかけないで！』という顔をしている。いのりはこんなふうに不満をおもてに出すような子ではなかったから、誓護にはちょっと新しん鮮せんだった。


「おい姫ひめさん、とりあえずここに潜ひそむから、大人しくしてろよな」


　当然、軋軋の言葉にもつんとして答えない。


「間ま違ちがっても雷いか霆ずちは使うなよ。セグメントにヒビが入るかも知れねーからな。……おい、聞いてんのか？　わかってんのか？」


「…………」つん。


「テメー、コラ、いい加か減げんにしろよ……？」


　ガッ、とアコニットのアゴをつかんで、締しめ上げる。


「待て待て待て！　相手は子こ供どもだぞ！」


「別に何もしやしねーよ。ちょっとシツケをしてやろーと思っただけだ」


「ダメだって。そもそも君、アコニットのナイトなんだろ。そんな態たい度どでいいの？」


　何か嫌いやなことを思い出したのか、ぐっと軋軋の腕うでに力が入る。


「ったく、あのわがまま姫さんときたら、衛えい士しを衛士とも思っちゃいねー。何か面おも白しろい芸をしろとか言い出して、拒きよ否ひすりゃ生意気だと焼けコゲつくってくれるし、人界の菓か子しが食べたいとかダダこねて、違い法ほうなオツカイを強きよう制せいしてくれるし、ドラセナさまの説教がクドイから代わりに聞いてこいとか無む茶ちや言うし──気に入らねーことがありゃ、ところかまわずバチバチバチバチ……ふっふっふ、いっそ日ひ頃ごろの復ふく讐しゆうをしたくなるよなぁ……？」


「ちょ……ストップ！　ストーップ！」


　軋軋がアコニットの口をつかんで左右に引ひっ張ぱり始めたので、誓護はあわてて止めに入った。相当痛いたかったはずだが、ちっちゃくてもプライドの高いアコニットは、しゃくり上げそうになるのを必死に我が慢まんして、殺すような目つきで軋軋をにらんでいた。


「大丈夫、アコニット？　ほら、痛くない痛くない……。あぁーあ、ギシギシ、後でどうなっても知らないよ」


「ふん、どーせ覚えちゃいねーよ」


「だといいけどね……。それより、君の体は大丈夫？　すごい出血だったけど」


「け。そんなもの、とっくに塞ふさがってる」


「こっぴどくやられちゃったね。でもギシギシ、こないだより断だん然ぜんすごかったじゃないか。こんな短時間で、ずいぶん腕を上げた？」


「チッ……上げてねーよ」


　嫌いやみにしか聞こえなかったらしい。軋軋は腹はら立だたしげに、吐はき捨すてるように言った。


「秘ひ密みつはこれだ」


　乱らん暴ぼうに自分のえりを引っ張り、首輪のようなものをチラリと見せる。ペンダントだ。黒く輝かがやく漆しつ黒こくの石を、銀の猛もう禽きんが鷲わしづかみにしているという意い匠しよう──


「〝リーブマンの門〟、またの名を〈衛えい士し環かん〉という。その名の通り、衛士の称しよう号ごうだ。オレは姫さんの衛士になったんでね」


「えいし……親しん衛えい隊たいみたいなもの？」


「ま、そんなもんだ。冥めい府ふってのはテメーが思う以上に階かい層そう社会でね。強いヤツは例外なく偉えらい。偉いヤツは大たい抵てい強い。護まもるべき主人に比くらべて、護ご衛えいが弱すぎるってのはザラだ」


　軋軋は皮肉っぽく笑った。自らを嘲あざ笑わらうかのように。


「それじゃただの足手まといだろ。だから、ご主人さまの魔力ちからの何なん割わりかを、こっちにも供きよう給きゆうするようにできてんだ。そうすりゃ、盾たて代わりにはなるからな」


「じゃあ、アコニットがこんなふうになっちゃったのは」
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「オレのせいにすんな。関係ねーよ。別に姫さんの力を横取りしてるわけじゃねーし」


　つまり、アコニットの能のう力りよくそのものは、減へったり弱まったりしないということか。何となく並へい列れつ回路のようなものを思い浮かべる。


　それにしても。


　この意匠、この光こう沢たく。このペンダントには見覚えがある。


「……そのネックレスをしてる人、見たよ」


「ああ？　じゃ、そいつも誰だれかの衛士なんだろ」


　軋軋は今後の対たい策さくで頭が一いつ杯ぱいらしく、ぞんざいに返事をした。


「確たしかに、あった……」


「糞くそったれ。あんなヤツ、一体どうすりゃ……」


「あの、リヤナって子の首に」


「──何だと？」


　軋軋が飛び上がるようにしてこちらを向いた。それから、視し線せんが泳ぐ。リヤナがそんなものをつけていたかと、記き憶おくを掘ほり返している様子だ。


　冥府の階級制せい度どにはちっとも詳くわしくない誓護だが、軋軋の動どう揺ようは理り解かいできた。誓護自身、リヤナは貴き族ぞくの娘むすめだと思っていた。それに相応ふさわしい風ふう格かくを備そなえていたし、軋軋に対する態たい度ども大貴族のそれだった。


「どこのお姫ひめサマだか知らねーが、かなり身分の高い家いえ柄がらのはずだぜ。オレに名も告げねー、もちろん帯たい剣けんもしていねー。そんなヤツが、誰かの衛士になるなんてことは──」


　軋軋がはっとした様子で口をつぐむ。


　大貴族の娘でありながら、衛士になっている。


　そんな変わり種は、冥府でももちろん噂うわさになっている。


「アイツの名前、リヤナって言ってたな、お前」


　一いつ瞬しゆん、詰つまる。リヤナのことは誰にも告げないという約束だったが、既すでに聞かれてしまっている上、リヤナがアコニットを狙ねらう〈敵てき〉である以上、その約束は無む効こうだろう。


　誓護はうなずいた。「うん。彼女が自分で言ったんだ」


「そのリヤナってのが偽ぎ名めいじゃねーなら……ありゃ、ブッドレア家のリンド＝リヤナだ」


「ブッドレア──ひょっとして、それもアコニットと同じ、例の」


「麗王六花。当主のストリクノスは園えん丁てい会かい議ぎの議長。実じつ質しつ的な冥府の指し導どう者だ」


　麗王六花って本当にアネモネだけじゃなかったんだな、と妙みようなところで感心した。


「聞いたことがあるぜ。自分の姫を衛士に任にんじたってな」


「自分の娘を親衛隊に？」


　それは確かに妙な話だ。本来なら、姫もまた、衛士に護まもられるべき存そん在ざいのはず。


「リンド＝リヤナは養女だそうだ。まあ何かといわくつきでね、ストリクノス議長がどこぞの街で拾ってきたとか、さらってきたとか、隠かくし子だとか、いろいろ言われてるが本当のところはわかっちゃいねー。ブッドレアの離り宮きゆうで英才教育を受けてるって話だ。公おおやけの場には一度も顔を出したことがない」


「超ちよう箱入り娘だね」


　誓護でさえ、社交の場に引ひっ張ぱり出されることは多かった。親に身分や地位があると、必然的に、子こ供どももそれに巻まき込こまれるのだ。普ふ通つうは。


　軋軋はごくり、と喉のどを鳴らした。


「カラクリが読めてきたぜ……。あんなフィグメントを持ってるヤツなら、使い道はいくらでもある。こっそり武ぶ器きとして育て上げたんだろうぜ」


「どういうこと？」


「フィグメントの強さってのは、結局、生まれに左右される。〈効こう果か〉が魅み力りよく的でも、魔ま力りよくが弱けりゃ〈抵てい抗こう〉される。オレの力がアイツに効きかなかったようにな」


　先ほど、軋軋が行使しようとした呪じゆ縛ばくの異い能のうは、リヤナには効果がなかった。


「議長はあの娘の力に目をつけたんだ。どんな攻こう撃げきにも傷きずつかず、どんな防ぼう壁へきも貫つらぬける、あの力……。あれを上う手まく使えば、ほかの麗王さえ圧あつ倒とうできる。だが、卑いやしい身分の娘は、決定的な魔力不足──抜ぬけ穴あなは一つ」


「さっきの、衛士環」


「そうだ。自分の衛士に任じて、強大な魔力を供給したってわけさ」


　麗王たるストリクノスの魔力を、衛士環を通して流し込む。擬ぎ似じ的てきに大貴族並なみの魔力を得て、相手に〈抵抗〉されなくなったリヤナの能力は、まさに最強の矛ほこ、最強の盾たてとして猛もう威いをふるうというわけだ。


「議長め。あんな兵器を育て上げて、一体何を企たくらんでやがるんだか……」


「……ホントに、そうかな？」


「ああ？」


「もし本当にリヤナの力が欲ほしいだけなら、衛士にするだけでいい」


　誓護は半べそをかいているアコニットの頭をなでながら、疑ぎ問もんをぶつけた。


「彼女を、自分の娘にする必要なんてないじゃないか」


「……知るかよ。大貴族サマの気まぐれだろ。麗王の考えがオレらごときにわかるか」


　そうだろうか。


　誓護にはアコニットの考えることがわかる……と思う。少なくとも、誓護の気持ちを裏うら切ぎるような、ひどいことはしない娘だと。気持ちが通じる相手だと、誓護は信じることができる。それはきっと、グリモアリス全体に言えることだ。リヤナだって、嫌いやな娘ではなかった。話し合えたら、きっとわかり合える。そんな気がする……。


「ギシギシ」


「何だよ。つーか、なれなれしく呼よぶな」


「衛えい士し環かんってのを使って、リヤナは力を強化してるんだよね？」


「そう言った」


「だったら。衛士環ってのを奪うばえれば、リヤナに勝てる？」


　突とつ然ぜん言われ、軋軋は面食らったようだ。


「……さてね。アイツが噂うわさ通り庶しよ民みん出でだったとしても、もともとの能のう力りよくは読めねー。オレだって庶民だからな。出たとこ勝負ってとこだ」


「じゃ、勝ってもらうとしよう。衛士環を奪って」


「バカ言うな。テメーはアホか。脳のうみそまでクラゲになっちまったのか」


　軋軋はあきれ果てた様子で、ため息をついた。


「姫さんでも手に負えないんだぜ？　アネモネの姫さんにどうにもできねーってことは、グリモアリスにはどうにもできねーってことなんだよ。オレごときじゃ歯が立たねー。対たい処しよのしようもねー。人間の童話じゃなかったか、ネズミどもがネコの首に鈴すずかけるって話は。攻こう撃げきもできねー相手に攻撃より難むずかしい真ま似ねをしようって、どういう理り屈くつ──」


　口をつぐむ。誓護が余よ裕ゆうの表ひよう情じようを崩くずさなかったので、怪け訝げんに思ったのだろう。


　軋軋は、まさか、という顔で、


「……できるのか？」


「だって、やるしかないんだろ？」


　誓護は微び笑しようして答えた。


「じゃ、改めて訊きくよ、ギシギシ。衛士環を奪えば、リヤナに勝てる？」


「……チッ」


　苦りきった表情。軋軋はやけくそっぽく、吐はき捨すてるように言った。


「勝ってみせりゃ、いいんだろ？」


　その一言が聞きたかったのだ。


　誓護は満面の笑えみを浮うかべ、軋軋の肩かたを叩たたいた。


「ＯＫ。それじゃ、作戦会議といこう」




　Chapter 7　【魔ま女じよよ蜜みつなき天てん火ぴに眠ねむれ】
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　魔女はごそごそと這はうようなかっこうをして、パン焼き釜かまに頭を突つっ込みました。


　そのときです。


　グレーテルがぽんとひと突き。魔女はどどどっとかまどの中にのめり込み、むごたらしく焼け死んでしまったのです。




（ヘンゼルとグレーテルより）
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　誓せい護ごが立てた作戦を聞いて、軋軋ギシギシはうなった。


「リスクはある……が、仕方ねーな」


　そうとも。リスクのない作戦など、この状じよう況きようでは望むべくもない。


　軋軋が空中に手をかざす。虚こ空くうに波は紋もんが広がり、何もないところから、手品のように長刀が出しゆつ現げんした。こちらは折れていない。きちんと武ぶ器きとして使えるものだ。


　そのあいだに、誓護はアコニットをつかまえて、引き寄よせた。


「アコニット。これを」


　指輪を見せる。アコニットはぎくっとして、尻しり込ごみした。


　握にぎらせようと近付けると、ぱぱぱっと小さな手を振ふり回して、払はらいのけようとする。


「待って待って。無理につけろとは言わないからさ。──ホラ、ここに入れておくよ。失なくさないで。捨すてちゃダメだよ？」


　羽は織おっている上着の胸むねポケットに、指輪を二つとも押おし込む。


　それから、なるべく深しん刻こくにならないように、何でもないことのように言った。


「僕ぼくたち、ちょっと出かけるけど。ここで待っててくれる？」


　不安げな顔をする。こんなときでも──いや、こんなときだからこそ、置いてきぼりは嫌いやだろう。それはわかる。


　だが、置いて行く方が安全なのだ。


　誓護はじっとアコニットを見つめた。


　小さな手を握りしめ、紅あかい瞳ひとみを伏ふし目めがちにしている。むくれたようにも見える表情。突けば折れそうなほどか細い肩。まっすぐ歩けるのかと心配になるくらいの内うち股また。長い髪かみに隠かくれてしまうほど短い背せ丈たけ……。


　まぎれもなく幼おさない少女の姿すがた。アコニットが逃にげ込んだ、心の砦とりでの姿だ。


　誓護はそっとその手を取り、自分のてのひらで優やさしく包む。


「まだ、怖こわい？」


「…………」


「君がまだ怖いって言うなら、もうしばらく、そのままでいいよ」


　真しん紅くの瞳が不思議そうに誓護を見上げた。


「君がどうしてそんなふうになっちゃったのか、何から逃げているのか、僕にはちっともわからないけど……君がそうしているあいだは、大だい丈じよう夫ぶ。僕らが君を護まもるから」


「────」


「君が冥めい府ふに帰りたくないって言うなら、それでもいい。このリングをはめる気になるまで、僕が面めん倒どうを見る。君に不自由させないくらいの甲か斐い性しようはあるつもりだよ」


　アコニットはじっと誓護を見つめていた。素す直なおに。真しん剣けんに。耳を澄すまして。誓護の言葉を一言も聞き漏もらすまいと。


　あんまり見つめられて、照れくさくなった。誓護は鼻の頭をかいて、


「つまり、その、何が言いたいかって言うと」


　にこり、と優しく笑いかける。


「僕は、絶ぜつ対たいに、君との約束を破やぶらないってこと」


　その言葉は、果たしてアコニットに届とどいただろうか。アコニットの表ひよう情じようはほとんど変わらず、彼女の心を推おし量はかることはできなかった。


「とにかく、ここで待ってて。大丈夫、上う手まくやるから」


「行くぞ、クラゲ。モタモタすんな」


　一度セグメントを解かい除じよして、軋軋が急せかす。誓護はうなずいた。


「オッケー。それじゃあね、アコニット。また後で！」


　誓護がアコニットから離はなれると同時、軋軋がセグメントの壁かべを呼よび出した。アコニットを閉とじ込め、一いち応おうの護りとする。


　二人してあたりの気配をうかがう。リヤナの気配は──ない。物音がしない。


　まだ〈お菓か子しの家〉を探たん索さくしているのだろうか。鉢はち合あわせはしたくないので、きた道を戻もどるのではなく、催さい事じ場じようの壁にあいた穴あなを通って、向こう側の区画に回った。


　慎しん重ちように気配を探さぐりながら、じわじわと進むことしばし。


　結局、リヤナとは遭そう遇ぐうせずに、カフェテリアまで戻ってくることができた。すべてが先ほどのまま、凍こおりついたように動かない。姫ひめ宮みや氏ら三人の姿もある。


「ここでやるしかない……な」


　軋軋が刀を抜ぬき放ち、つぶやく。


「大丈夫かな？　ここで暴あばれて、この人たちを巻まき込んだりしない？」


「人間は、大丈夫だ。ストレージの外にいる限かぎり、危き害がいが及およぶことはない」


「アコニットは『下手に触さわると崩くずれる』とか言ってたけどね……」


「人間の存在系コーデツクはプロテクトされるんだ。リヤナってのにお前と姫ひめさんがストレージされた理由を考えてみろ。もし一方的に攻こう撃げきできるなら、自分だけ凍とう結けつすりゃいい」


　なるほど、道理だ。


　とにかく、派は手でにドンパチしても、人間に被ひ害がいが及ぶことはないらしい。もちろん、足もとの床ゆかを崩してしまったりすれば、凍結が解かい除じよされた途と端たんに大変なことになるが。


　軋軋は床の絨じゆう毯たんに〈仕込み〉の作業を施ほどこしながら、声を潜ひそめて訊きいた。


「で、こいつらは何なんだ？」


　逃にげ遅おくれた人たち──そう答えようとして、気が変わった。


「容よう疑ぎ者しやだよ。連続殺人事じ件けんのね」


「ああ……姫さんが後から受けたっていう、人界行きの〝言い訳わけ〟任にん務むか」


　知らないうちに、そんなことになっていたのか。『悪あく食じきなる魔ま女じよ』の事件は、いつの間にか教誨師グリモアリスの案件になっていたらしい。


「姫さんがあのザマじゃ、フラグメントはそろってねーな？」


「うん……僕も教誨師の仕事だとは思ってなかったしね。でも」


　誓護は石せき像ぞうのような三人を眺ながめつつ、言った。


「誰だれが犯はん人にんかは、もうわかってるよ」


　そのとき、軋軋の耳がぴくりと動いた。


「──きたぜ」


「それじゃ、作戦開始だね」


「せいぜい、くたばるんじゃねーぞ」


「そういや、君が僕に烙らく印いんを押してくれる約束だったね？」


「ふん……ま、そういうこった」


　軋軋が姿すがたを隠かくす。誓護は深しん呼こ吸きゆうして、現あらわれる敵てき──リヤナを待ち受けた。







Episode 43







　催事場の奥おく、〈お菓か子しの家〉の方から、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女が姿を現した。


　表ひよう情じようが暗い。きらびやかな髪かみも、真しん珠じゆのような肌はだも、心なしかくすんで見える。


「観念したようね、誓護」


　リヤナは視し線せんを泳がせ、周囲を見回した。


「花はな烏う頭ずの君はどこ？」


「君は誤ご解かいしてるよ、リヤナ。二つもね」


「二つ……？」


「第一に、僕は観念なんかしてない。第二に──たとえ観念したとしても、僕はアコニットを売り渡わたしはしない」


　サファイアの瞳ひとみが悲しげに揺ゆれた。


「なぜなの……？　どうして、そこまで花烏頭の君を護まもろうとするの？　貴方あなたは人間で、あのコはグリモアリスだわ。全然、関係ないじゃない」


「君こそ、どうしてアコニットを殺そうとするんだ。君だってグリモアリス、仲間だろ」


「……それが主命だから。私の果たすべき義ぎ務むだからよ」


「アコニットが何をしたって言うんだ」


「それは……」


　リヤナは言いよどんだ。そして──


「私は、知らないわ」


　あいた口がふさがらない。罪ざい状じようも知らないまま、高貴な姫君を抹まつ殺さつするだって？


　だが、リヤナは怖おじた様子も恥はじた様子もなく、迷まよいのない声ではっきりと告げた。


「私はただ、主命を執しつ行こうするだけ」


「……命令されたから？　それだけのことなの？」


「それがすべてだわ」


「疑問はないのか！」


「疑うたがわないのよ」


　誓護はムカっとした。自分でも、何がそんなに頭にくるのかわからない。わからなかったが、誓護は確たしかに頭にきて、声を荒あららげた。


「ふざけるなよ！　何だよ、それは！」


「……何を怒おこってるの？」


「たとえば、たとえばだ！　戦場の兵士が相手を撃うつのは、そういう命令を受けていたとしても、命令だからじゃないだろう？　自分が生き残るため、誰かを護るため、勝利のために撃つんじゃないか！」


　他人の生き方には干かん渉しようしない。それは誓護の処しよ世せい訓くんだ。だが、今だけは。今だけは、黙だまっていることができない。


　計算ではなく本ほん能のうで、経けい験けんではなく直感で、誓護は理り解かいしていた。


　今、リヤナの生き方を認みとめてしまったら──リヤナ自身をも不幸にしてしまう。


「命令だから？　従したがうだけ？　それじゃ、君は機械とおんなじだ。ただの道具だ！」


「そう……」リヤナはむきになって叫さけぶ。「私は道具よ！」


「違ちがう！」


「────!?」


　誓護は少しだけほっとして、無む意い識しきのうちに笑っていた。


「君、今カチンときたろ。怒ったろ。道具が怒ったり、迷ったりするわけないじゃないか」


「迷う……？」


「わかるよ。君は命令に疑問を抱いだいている。迷ってる。もし迷いが少しもないなら、僕とこうして話したりなんかしないで、すぐに仕事を終わらせてるさ」


　リヤナの瞳に動どう揺ようが走る。そんな隙すきは見み逃のがさない。誓護は一歩踏ふみ込こんで、力強く、言い聞かせるように言った。


「君は道具じゃない」


「違う！　私は、有用な道具──」


「道具じゃない！」


　気き迫はく負けして、ひるむ。リヤナは数歩、下がった。まるで誓護を恐おそれているかのように。誓護を見る目にもかすかに畏い怖ふがにじむ。


　舌ぜつ戦せんのみで押し切れるかという淡あわい期待はしかし、あっさりと打ち砕くだかれた。


「言葉遊びは、もうたくさん」


　ひんやりと告げる言葉。ほっそりとした体つきからは想そう像ぞうもできないほどの圧あつ迫ぱく感。リヤナの全身から立ちのぼる妖よう気きで息が詰つまる。凍いてつくような銀色の粒りゆう子しが、ちらちらと輝かがやきを放ちながら、誓護を圧あつ倒とうしようと押し寄よせてくる。


　リヤナは抑よく揚ようを失なくした声で、文字通り機械のように告げた。


「最後の警けい告こくよ、誓護。花烏頭の君を差し出して。さもなければ──直ちよく接せつ、貴方あなたの体にたずねることになるわ」


　どうやら、やるしかないようだ。


　誓護は覚かく悟ごを決め、ため息をついた。


「君がどうしてもやるって言うのなら、僕は止めるよ。僕はアコニットを護る。絶ぜつ対たいに、君の手には渡わたさない」


「人間風ふ情ぜいに、何ができる！」


　リヤナが床ゆかを蹴ける。


　──否いな、蹴ろうとした、その刹せつ那な。


　リヤナの足もとから絨じゆう毯たんが消えた。ちょうどリヤナの立っていたあたりに切れ込みが入れられていて、跳ちよう躍やくに合わせて真後ろに引っ張ぱられたのだ。


　緊きん迫ぱくした状じよう況きようにはそぐわない、少々コミカルな光景だった。踏み込もうとしていた足が支ささえを失って空転し、リヤナは見事に一回転して、尻しりから床に叩たたきつけられた。


　……いや、『叩きつけられ』はしない。


　リヤナの絶対防ぼう御ぎよはまだ効こう力りよくを失ってはいない。彼女の動きを阻はばむものは何もなく、それは床も例外ではなかった。


　リヤナはあたかも水面に沈しずむかのごとく、ずぶずぶと床にめり込んだ。


　予想外の不意打ちに、リヤナがうろたえる。そうしているあいだにも、重力に引かれ、どんどん沈み込んでいく。体たい勢せいが崩くずれに崩れ、何とも無様な格かつ好こうだ。ほかにどうしようもなかったと見え、やむを得ず、リヤナはある決けつ断だんを下した。


　ぴたりと沈ちん下かが止まった、その瞬しゆん間かん。


　鋭するどい切っ先が、床を真っ二つに割わって、リヤナの首くび筋すじをなでた。


　リヤナの背はい後ごに、軋軋が出しゆつ現げんしていた。間かん髪ぱつ入れず、リヤナの首を背後から切り上げる。


　黒い石のペンダントは、狙ねらい通りに鎖くさりを切られ、リヤナの首から落ちた。


　リヤナの周囲に満ちていた妖気が、がくっと減へった。


　周囲の世界に色しき彩さいが戻もどり、薄うす暗ぐらく、薄汚よごれた催さい事じ場じように再ふたたび時間が流れ出す。


　切っ先がかすめたのか、リヤナの首から鮮せん血けつが散る。だが、それは致ち命めい傷しようではない。


　軋軋はリヤナをかすめて跳躍し、落ちたペンダントをつかみざま、床を転がって退たい避ひした。


「できるんだよ、リヤナ。人間にも──君の手品を見み破やぶるくらいはね」


　リヤナは床に半分ほどもめり込んだまま、呆ぼう然ぜんと誓護を眺ながめていた。


「どうして……？」


　もうそこには何もないのに、鎖さ骨こつのあたりを手でまさぐっている。


　姫宮氏ら三人が、悲鳴ともうめき声ともつかないどよめきを上げた。凍とう結けつが解とけ、再び時を刻きざみ始めたのだ。だが、当然のように、目の前の光景についていけない。深い眠ねむりから突とつ然ぜん目覚めたときのように、朦もう朧ろうとしている。


　誓護は彼らのことは気にも留とめず、リヤナに向かって言った。


「君の力は、体の表面に見えない壁かべを作り出すことだった」


「────」


「その壁はひどく厄やつ介かいで、こちらから押おすことはできないのに、君の方からは、まるで空気を押すみたいに突つき進むことができる。ありとあらゆるものを押しのけてね。でも、それだと、どうしても説明できないことがあった」


　そう、世にも不可思議なことに。


「君は、床の上を歩いていた」


　沈み込みもせず、ごく普ふ通つうに歩いていたのだ。


「だから、僕ぼくは考えたんだ。君の力は君の思い通りにオンオフの切り替かえができる……。たとえば歩くときには、体重のかかる部分をオフにしているんじゃないかってね」


「────！」


「なら、話は簡かん単たんだ。飛ぶ暇ひまもないくらいの不意打ちで、君を床の上に転がしてやれば、君は床に沈んでしまって、身動きが取れなくなるだろう。そうすれば、君はきっと……」


「……胤性霊威フイグメントを、解かい除じよする」


　誓護はうなずいた。


　リヤナは感かん嘆たんのため息をついた。それから、ふっと、やわらかな微び笑しようを見せた。


「ふふ……貴方は知ち恵え者しやね、誓護。でも」


　そっと、握にぎった手をかざし、指を開いて見せる。


「私だって、やられてばかりじゃないわ」


　その手に握られていたのは、血にまみれた黒い石のペンダント──〈衛えい士し環かん〉だった。


「!?」


　あわてて軋軋を振ふり返る。


　軋軋は膝ひざをついたまま、刀を杖つえ代がわりにして体を支えていた。その首筋から、大量の血けつ液えきがあふれ出ている。鎖骨のあたりが大きくえぐれ、骨ほねまでむき出しになっていた。


　リヤナの衛士環を拾い上げたあの一瞬に、喉のど元もとの肉ごと衛士環をもぎ取られていたらしい。


　誓護の視し線せんに気付き、軋軋は脂あぶら汗あせを浮うかべたまま、バツが悪そうに苦く笑しようした。


「わりーな……ドジ踏んじまった」


　それでは、今この瞬間──


　どちらの首にも、衛士環はない！


「条じよう件けんが五分なら」リヤナがゆっくりと立ち上がる。「私が勝つわ！」


　再び床を蹴り、軋軋に迫せまるリヤナ。勢いきおいは弱まり、先ほどの比ひではない……が、それでもかなりのスピードで、猛もう禽きんのように軋軋に襲おそいかかった。


　指を鷲わしの爪つめのように開き、肉をえぐり取ろうとする。


　軋軋はかろうじて刀で受けた。ほんの一瞬、力が拮きつ抗こうする。だが、刀は少しずつゆがみ、ひしゃげ、やがて押し切られた。


　軋軋のわき腹ばらにリヤナの爪がめり込んだ。


　リヤナは軋軋ごと突き進む。軋軋の傷きずは深く、まだ回かい復ふくしていない。そのせいで軋軋の動きは鈍にぶい。ほとんどなす術すべもなく、後方に跳んで勢いを殺すのがやっとだ。


　背後にいた白しら鳥とりが巻まき込まれ、悲鳴を上げながら、尻しり餅もちをついて転がった。姫宮氏や樫かし野のもわけがわからず叫さけんだが、彼らの疑ぎ問もんに答えてくれる者はこの場にはいない。


　軋軋が白鳥を突き飛ばし、跳はね起きて刀を振るう。リヤナはよけようともせず、ぐっと力んで受け止めた。ぎんっ、と金きん属ぞく的な音が響ひびき、ゆがんだ刃やいばが空中で止まる。


　確たしかに弱まってはいたが、リヤナの絶ぜつ対たい防御、そして絶対攻こう撃げきは健けん在ざいだった。それに、弱っているのは軋軋も同じことなのだ。リヤナの攻撃をかわしきれず、腹をつかまれる。リヤナは容よう赦しやなく、えぐり込むように持ち上げた。軋軋の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。まずい。このままでは、内ない臓ぞうごと持っていかれる──


　しかし、誓護にはもうどうしようもない！


　非ひ力りきな人間の我わが身を呪のろう。哀あわれ、軋軋が胴どう体たいから真っ二つに──なる寸すん前ぜん。





　ずばんっ、と闇やみを切り裂さいて、電光の刃が空間を横切った。





　電光がリヤナを直撃する。絶対防御でも防ふせぎきれず、ドレスの背せ中なかが一瞬で炭化する。リヤナは背中を焼かれ、そのまま真横に吹ふき飛ばされた。


　逃にげ惑まどっていた人間たちが死んだように静かになる。圧あつ倒とうされ、驚おどろいた顔のまま、三人は再ふたたび色を失くし、凍とう結けつされてしまった。


　誰かが、もう一度、時間の流れを止めたのだ。


　そんなことができる存そん在ざいは、今や彼女しかいない。


　誓護は背はい後ごを振り向いた。自分でももどかしいくらい、その動きはゆっくりに思えた。


　果たして、そこには彼女が立っていた。


「……アコニット」


　呆ぼう然ぜんとして、つぶやく。


「君、どうして……？」


　どうやって、と言うべきだったかも知れない。アコニットは先ほどと同様、誓護の上着を肩かたに引っかけている。しかし、先ほどとは違ちがって、身長を取り戻もどしていたのだ。


　アコニットはひどく不ふ愉ゆ快かいそうに、美しい顔をしかめた。


「このアコニットはねぇ、冥めい府ふに名立たる麗れい王おう六りつ花かの筆頭……誇ほこり高きアネモネの姫ひめなのよ。人間なんかにあそこまで言われて、最後まで貴方あなたに甘あまえたままなんて、業ごう腹はらだわ」


　啞あ然ぜんとする誓護を尻目に、アコニットは軋軋の前まで行き、さっそく憎にくまれ口を叩たたいた。


「情なさけないわね。ズタボロじゃない。それでもこのアコニットの衛士なの？」


「……チッ、悪かったな」


「下がって、さっさと傷を治しなさい。……そんなざまじゃ、お仕置きもできないわ」


　軋軋を下げ、自分が〈敵てき〉の前に立つ。腕うでを組んで仁に王おう立だちになり、周囲に小さな稲いな妻ずまをまとったその姿すがたは、怒いかれる鬼き神しんにも似にて凄すさまじかった。


「は……花烏頭の、君……」


　よろめきながら、ボロボロのリヤナが立ち上がる。


　リヤナはかなりのダメージを負っていた。衣い装しようは無む惨ざんにも黒コゲ。背中のヒフは焼け、電らい紋もんが走り、ズタズタに裂けている。もはや〝絶対〟とは言えない異い能のうの盾たては、彼女の体を護まもってはくれなかったのだ。


「ブッドレアのリンド＝リヤナさまとお見受けするわ」


「……おっしゃる通りよ、花烏頭の君」


「貴女あなたも姫、私も姫。貴女は衛士環を失い、武ぶ器きとなるのはお互たがいの魔ま力りよくだけ」


　アコニットは微笑ほほえんだ。せせら笑ったとも受け取れる、まがまがしいほどの微び笑しよう。


「条件が五分なら──私が勝つわ」


　ごうっ、と妖よう気きがあふれ出る。逆さか巻まいた風圧に巻き上げられ、銀ぎん髪ぱつが逆立つ。あたりを覆おおう黒い妖気に、アコニットの姿がかすんで見えないほどだ。


　力の差は哀あわれなくらい歴然だった。


　リヤナは、ふっと弱々しく笑った。


「……それも、おっしゃる通りよ、花烏頭の君」


　戦うまでもなく、子こ供どもだましの威い嚇かくだけで、雌し雄ゆうは決した。


「私の、負け」


　まるで殉じゆん教きよう者しやが五体を投げ出すように、両手を広げて、アコニットの攻撃を誘さそう。


「どうぞ。姫君のお気に召めすように」


「ふん、いい心がけね。それじゃ、遠えん慮りよなくいくわよ……？」


　アコニットの眉み間けんに荷か電でんした粒りゆう子しが集中する。大きい！


　放たれた猛もう毒どくの雷いか霆ずちが、リヤナを焼き尽つくし──


　──は、しなかった。


　稲妻は標的をそれ、床ゆか、壁かべ、天てん井じようを焦こがしただけにとどまった。


「……何のつもり、誓護？」


　無む我が夢む中ちゆうだった。自分でも何をしているのかわからないままに、誓護はリヤナをかばって、アコニットの前に立ちはだかっていた。


　稲妻はリヤナをさけたのではなく、誓護をさけていたのだ。


　アコニットのことは信しん頼らいしていたが、それでも背せ筋すじが凍こおる行こう為いだった。


「誓護……」


　意外だったらしい。リヤナはぼんやりと、気の抜ぬけた声を出した。


「──そこをどいて！」


「どきなさい、誓護！」


　二人がほとんど同時に言った。両方の姫に責せめられる格かつ好こうだ。


「使えない道具になんて、存そん在ざい価か値ちは、ない！　護られる価値なんて！」


「その子はこのアコニットを殺そうとしたのよ!?　思い知らせるわ！」


「主命を果たせなかった今、せめて花烏頭の君の手にかかって──」


「何の非ひもない麗王六花の姫に向かって、『処しよ刑けいする』とまで言ったのよ!?　返り討うちにしなきゃ、家名にキズがつくじゃない！」


「誓護！」


「誓護！」





「二人とも、黙だまれ！」





　しん、と静せい寂じやくが訪おとずれる。


　誓護が大声を出すなど、そうそうあることではない。アコニットも、リヤナも、そして軋軋も、何事かとばかりに目を丸くしていた。


「やめろよ、アコニット。そんな、つまらないことは」


「つまらない……ですって？」


「頭を冷やせよ。もう勝負はついた。君の勝ちだ。君は、リヤナにはほとんど何もされてない。でも、リヤナは傷きずついて、ボロボロだ。おまけに死にたがってる。そんな彼女をさらに痛いためつける必要がどこにあるんだよ」


　アコニットは黙り込こんだ。不満げに唇くちびるをゆがめたが、それだけだ。


「リヤナ、君もだ。簡かん単たんに死ぬとか言うなよ。死んでしまったら、本当に、何の役にも立たなくなるじゃないか。それに──」


　振ふり向いて、笑いかける。


「トリュフもガトーショコラも。クレープもチュロスも。エクレアもミルフィーユも。スイートポテトもアップルパイも。フローズンヨーグルトも。悪くなかっただろ？」


「────」


「また、会いにこいよ。またいつか、僕のところにさ……。そのときは、もっと美お味いしいものをごちそうするよ」


　再ふたたび静寂が訪れた。


　二人の姫はともに黙り込み、そして。


　完全なる敗北を知り、無念そうにうつむくリヤナと、


「……もっと美味しいものって何よ」


　明らかにふてくされているアコニットがいた。


「それでいいだろ、アコニット？」


「……ふん、くっだらない」


　アコニットはくるりと背を向け、投げやりに手を振った。


　それから、小声でブツブツと独ひとり言を言った。


「……何よ、リヤナ、リヤナって。いつの間にその子とそんなに仲良くなったわけ？」


　ギロリ、と軋軋をにらむ。軋軋はとばっちりを恐おそれて、さっと目をそらした。


「……誓護」


　リヤナに名を呼よばれ、誓護は振り返る。


　リヤナは目を伏ふせ、所在なさそうに立っていた。


「私は、わからない……貴方あなたのことが。貴方が言ったことが」


「うん」


「でも……かばってくれたことは、嬉うれしかった」


「うん」


「たぶん、もう会えないだろうけど……」


　ぼっ、とリヤナの全身が炎ほのおに包まれた。傷ついた肌はだや、破やぶれかけた衣い装しようが透とう明めいになり、向こう側が透すけて見えるようになる。


「私はやっぱり──貴方が好きよ」


　ほんのかすかに浮かべて見せた、切なげな微び笑しよう。


　やがて、きぃん……、と澄すんだ音が響ひびき渡わたり、リヤナの体が光を放った。炎がいよいよ激はげしくなり、リヤナの姿すがたを覆おおい隠かくしてしまう。


　そうして、ブッドレアの姫は、この世から姿を消した。


　サファイア色の瞳ひとみをさみしげに揺ゆらして、背を向けた──その光景が誓護のまぶたに焼きついて、しばらく離はなれなかった。
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　リヤナが去ると、誓護はようやく緊きん張ちようから解かい放ほうされた。


　指が痛い。ずっと握にぎりしめていたらしい。重おも石しが取れ、息を吹ふき返したような気分だ。忘わすれていた頭の傷が再ふたたび痛み出したのには閉へい口こうしたが。


　真っ先にアコニットに駆かけ寄より、礼を言う。


「ありがとう、アコニット。リヤナを許してくれて」


「……別に、貴方のためじゃないわ」


　アコニットはそっけない。


「私は高こう貴きなるアネモネの血族……。手負いの子をいたぶるような、下げ劣れつな趣しゆ味みは持ち合わせてないの。ストリクノスの弱みを握ることにもなるしね。それに」


「うん。ありがとう」


「…………」


　バチバチと火花が弾はじけた。何か文もん句くを言おうと唇を開きかけたが、深追いするほど墓ぼ穴けつを掘ほると思い至いたったらしく、結局は別のことを言う。


「ふん……それより、まだ仕事が残ってるでしょう？　そっちをさっさと片かた付づけて」


　ぱん、と手を叩たたいて、時間の凍とう結けつを解かい除じよする。


　その途と端たん、モノクロに沈しずんでいた世界が目覚め、色づき、活動を再さい開かいした。


　姫宮氏も樫野も、転んでいた白鳥も、それぞれに意い識しきを取り戻もどす。……いや、本人たちには、意識が途と切ぎれていた自覚はないだろう。


　先ほどの続きで白鳥が悲鳴をあげる。しばし絶ぜつ叫きようした後で、周囲の様子が変わっていることに気付き、きょとんとした。


「……これは一体、どういう」


　姫宮氏が不可思議そうにあたりを見回している。


　先ほど目にした戦せん闘とうの光景も衝しよう撃げき的だったろうが、それとはまた違ちがう光景に〝一いつ瞬しゆんで〟切り替かわったのだから、理解できなくて当然だ。驚おどろかない方がおかしい。


　やがて目覚めた一同の視し線せんは、自然と異い物ぶつ──アコニットと軋軋の方に集まった。


　アコニットはふわりと浮かび、空中に腰こしかけた。やる気のない目で誓護を見る。一から説明するのが面めん倒どうになったに違いない。誓護は助けを求めるように軋軋を見たが、軋軋はあさっての方を向いて、あくびをかみ殺していた。こちらも説明する気はないようだ。


　誓護は仕方なく、やれやれという気分で前に出た。


「姫宮社長。貴方にとっては、とても残念なことですが」


　状じよう況きよう説明など、すっ飛ばす。冥めい府ふや教誨師グリモアリスのことなんて、どうせすぐには理解できない事こと柄がらだ。だから、誓護はいきなり本題に切り込んだ。


「過か去こ数年にわたって、この建物では凶きよう悪あくな殺人事じ件けんが繰くり返されていました。この〈お菓か子しの家〉を舞ぶ台たいに、〝悪あく食じきなる魔ま女じよ〟と呼ばれる人物の手で」


「────え？」


　ぽかん、とする。明らかに理解できていない。そして、それはほかの二人も同様だった。少なくとも表面上は、何のことかわからないという顔をしている。


　誓護は壁かべの大おお穴あなに首を突つっ込み、もう一人のキャストを呼んだ。


「花はな柳やなぎさん、無事ですか？」


　菓子工こう房ぼうの中から、同じく事じ態たいを理解していない顔で、のそりと花柳が姿を見せる。


「……桃もも原はら少年。これは」


「説明します。こちらへ。貴方には、立ち会ってもらいたいんです」


　花柳を催さい事じ場じように招まねき入れる。そして、そのまま、あえて出し抜ぬけに言った。


「花柳さん、貴方は……視える人なんでしょう？」


「────」思った通り、花柳はその意味を即そく座ざに理解した。「……君も？」


　やはり……、と誓護は納なつ得とくする。


　そう考えれば、つじつまが合う。そう考えなければ、説明がつかない。


　以前、アコニットが言っていた。人間の中には、ごくまれに──フラグメントを知覚できる者がいると。花柳こそ、その『視みえる』人間だったのだ。


　それがわかったのは、花柳に襲おそわれた瞬間だった。花柳は犯はん人にんしか知らないことを知っていた。だが、もしも花柳が犯人なのだとしたら、アコニットの力を、その凄すさまじい稲いな妻ずまの脅きよう威いを知っていたはずなのだ。誓護を襲う際さいに、アコニットを立ち会わせるはずがない。


　では、犯人でもない人間が、どうして犯行の詳しよう細さいを知っているのか。


　目撃者なら、なぜ警けい察さつに通つう報ほうしないのか。共犯者なら、どうして誓護を『犯人と誤ご解かいして』襲ってくるのか。上う手まく説明できない。


　その疑ぎ問もんにぶつかったとき、ほとんど天てん啓けいのように閃ひらめいた考えが──


　彼にはフラグメントが『視える』というものだった。


　誓護はアコニットと軋軋を示しめし、


「彼女たちには視えるんです。過か去このできごとを見通し、真実を暴あばくことができる」


「過去だって？　霊れいじゃなくて？」


「その話はいずれ。それより、聞かせてください。貴方が何を、どこで見たのか。そして、貴方がどうしたのか──犯人にも聞こえるように」


　誓護の視線は姫宮氏ら三人に向かう。それだけで、花柳は理解したようだ。犯人がそこにいて、花柳と向かい合っているということを。


　花柳はしぼり出すような口調で、ぽつぽつと語り出した。
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　オレにはいわゆる霊感ってのがあってね。


　ガキの頃ころから、死んだ人間の姿すがたをよく見ていた。ばーさんの家じゃ死んだじーさんをよく見たし、交差点じゃ交通事じ故この幻覚をよく見た。昔の兵隊や、侍さむらいを見たこともある。


　オカルト趣しゆ味みの女の子にはモテたけど、普ふ通つうはバカにされるか、気味悪がられるかだから、最近じゃ誰だれにも言ったことはないけどね。


　……ちょっと昔話を聞いてくれるかい？


　ちょうど四年前のことだよ。ゼミの後こう輩はいに可愛かわいい子がいてね。


　彼女かって？　とんでもない。実は、挨あい拶さつくらいしかしたことないんだ。そのときはほかに恋人がいたし、別に好きになったってわけでもなかったから。


　その後輩がね、この〈お菓子の家〉に出かけたっきり、帰ってこなかった。


　さっきも言ったけど、別にオレの彼女でもなければ、特に親しん密みつだったわけでもない。ただの後輩さ。ただの後輩だったんだが……。


　何でかな。気になって、じっとしていられなかった。


　後日、オレはプリンセス・ガーデン──つまり、ここを訪おとずれた。


　そして、見た。もうバッチリ見ちまった。


　彼女の霊さ。


　オレに知らせようとしてたのかも知れないし、誰でもよかったのかも知れない。でも、彼女が殺される瞬間のありさまが、何度も何度も、オレの目の前で繰くり広げられた。


　ひどいやり方だった。女の子のカラダを鉄パイプでめった打ちにするんだ。彼女は血をまいて転がる。犯人はそれを追いかけてぶっ叩たたく。ぴくりとも動かなくなるまで。


　残念なことに、犯人の人相まではわからなかった。


　もっとも、わかったところで、伝える方法がない。


　誰に言っても、信じてもらえるわけがない。


　霊なんてバカバカしい話、どこの警察がまともに取り合ってくれる？


　途と方ほうに暮くれたオレがどうしたか。


　そう、就しゆう職しよく活動をしたわけさ。


　最初はバイトから入って、資し格かくを取って……今じゃ正社員にしてもらった身ですがね社長、姫ひめ乃の杜もりに入ったのは、後輩を殺した野や郎ろうを、どうにかするためだったんです。


　そして、オレはアイツの亡ぼう霊れいを探さがし続けた。この建物のすみずみまで。


　証しよう拠こを見つけられりゃ、それでいい。


　再さい犯はんの現場を押さえられりゃ、万ばん々ばん歳ざいだ。


　証拠なしで犯人を突つき止めたなら……オレが手を汚よごせばいい。


　オレはそんなふうに思いつめた。


　だって、仕方がないだろう？


　彼女は運が悪かった……なんて、そんなふうにあきらめて忘わすれるには──


　あんまりにも、可哀かわい相そうな光景だったから。







Episode 47







　花柳の話が終わると、誓護は頭の傷きず口ぐちを押おさえながら、恨うらみ言のように言った。


「その犯人が僕ぼくだと思って、殺そうとしたんですね」


「本当言うとさ、まだ半分は疑うたがってるんだぜ？」


　苦く笑しようする。それから、誓護はくるりとそちらに向き直った。


「それでは、今度は貴方におたずねします。貴方は一体、どこに隠かくしたんですか。鉄パイプと黒マントを──樫野さん？」


　一同に射い貫ぬくような視し線せんを向けられても、樫野は顔色ひとつ変えなかった。


「何をおっしゃっているのか、わかりません」


　氷のような無む表ひよう情じよう。その冷静すぎる落ち着きぶりが、むしろ状じよう況きようにそぐわない。


　化けの皮をはいでやる。誓護は間を置かず、さらに言った。


「〈お菓か子しの家〉は一時間ごとに修しゆう繕ぜんすることになっていた。そのあいだは、お客さんを追い出して、です。つまり、案内係の貴方あなたには、それができた……」


「それ、とは何です？」


「指定の時間がくる前に『お色直し』の準じゆん備びを始めてしまうこと、そして──いいタイミングで扉とびらを閉しめて、お客をただ一人、〈お菓子の家〉に残すことです」


「何のことか、わかりかねます」


「取り残された女の子たちは、菓子工こう房ぼうに続く〈抜ぬけ道〉を通って、となりの区画に迷まよい込こんでしまった。貴方はその後を追いかけて、彼女たちの命を奪うばった。『お色直し』が始まる前に、死体は廃はい棄き品ひんのポリバケツに入れて処しよ分ぶんする──こんな曲芸じみた方法で、貴方は数年のあいだに、四人もの命を奪ったんです」


　そこまで言っても、樫野はやはり無表情だった。


「……私には何のことかわかりません。何もかも、貴方の妄もう想そうに聞こえるのですが。それとも、何か根こん拠きよとなる証拠があるのですか？」


「証拠？」誓護はとなりをうかがった。「アコニット。証拠はあるかって」


　茶番には付き合いきれない。そんな顔をして、アコニットは肩かたをすくめた。


「あ、そう。──どうやら、必要ないみたいですよ、樫野さん。地じ獄ごくの使いには、過か去ここそが動かぬ証拠なんです」


「地獄の使い？　一体、何を言っているんです！」


　樫野の声にイラ立ちが混まじる。誓護は無視して、


「でも、人間にわかる証拠もありますよ。監かん視しカメラの担たん当とうは、貴方なんでしょう？」


　樫野が沈ちん黙もくした。肯こう定ていだ。


「カメラはどうかわかりませんが、少なくとも、記録された映えい像ぞうは無事なようです。社長が先ほど、携けい帯たい電話でご覧らんになっていましたし。その映像を調べればわかります。実じつ際さいの設せつ置ち場所と、名目上の設置場所が違ちがってることくらい、すぐにね」


「────！」


「建物の〈出入口〉付近と称しようして、内部の通路を撮とっていたんでしょう？　行方ゆくえ不明者がここを出て、帰ったように見せかけるために」


「…………」


「そんな工作が必要な理由はひとつ、貴方が犯はん人にんだからです。警けい察さつが貴方を取り調べ、死体のひとつも出てくれば、貴方のくだらない言い逃のがれも、すべて終わりだ」


「どういうことだ、樫野チーフ──おい！　何なんだこれは！　おいっ！」


　姫宮氏がヒステリックに叫さけぶ。疲ひ労ろうが重なっている上に、建物は爆ばく発はつ、わけのわからない連中がぞろぞろ出てきて、挙あげ句くの果てに、自分の部下が殺人犯として糾きゆう弾だんされているとあっては、平静ではいられないだろう。


　比くらべると、白鳥はまだ落ち着いていた。落ち着いているというより、まったく展てん開かいについていけず、ぽけーっとしているだけなのだが。


「おい、チーフ！　樫野！　何とか言ったらどうだ！　どういうことなんだ！」


「うるさいわねぇ……」


　ビリッ、と稲いな妻ずまを身に帯びて、アコニットが姫宮氏を威い嚇かくした。


「つまり──その薄うす汚よごれた人間が、このアコニットにあんな真ま似ねをしてくれたってことよ」


　紅あかい瞳ひとみがきらめき、ぶわっと電でん圧あつが高まる。樫野を撃うつ気だ！


　誓護はあわてて横から手を引いた。


「待てよ、アコニット」


「邪じや魔ましないで。今度こそ消し炭にしてやるんだから」


「待てって。ルールは守るんだ。教誨師グリモアリスの仕事は何だよ？」


　決まっている。罪ざい人にんに烙らく印いんを押し、地じ獄ごくへといざなうことだ。


　それはアコニットもよくわかっていたらしい。アコニットは未練そうにビリビリと帯電しながら、それでもどうにか我が慢まんして、不満げに唇くちびるをとがらせた。


「ふん……。どうするの？　貴方が警察に駆かけ込めば、烙印の出番はないわよ？」


「女の子を四人も撲ぼく殺さつしたんだぜ？　僕としては、死し刑けいの一度や二度で許ゆるされるような、軽い罪つみとは思えないね」


「ふん──そうこなくちゃね」


　アコニットは凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべた。


「軋軋」


　名を呼よばれ、軋軋が腰こしを上げる。既すでに腹はらの傷きずは癒いえているらしい。軋軋は刀を振ふり上げ、柄つかの部分を突つき出した。柄の部分が発光し、熱を生じ、空気をあぶる。


　おののき、抵てい抗こうしようとする樫野を、みなぎる妖よう気きで黙だまらせる。衛えい士し環かんを取り戻もどした軋軋はいつかのアコニットと大差ない威圧感を身にまとっていた。暴ぼう力りよく的なほどの迫はく力りよくに押さえつけられ、誰も口をきくことができない。異い界かいの神しん秘ぴに直に触ふれ、誓護が最初そうだったように、怯おびえて畏い縮しゆくしてしまう。


　樫野は金かな縛しばりにあったように動けなくなった。ぱくぱくと口を開け閉しめする。


　その前に進み出て、軋軋は冷ややかに告げた。


「罪人。テメーは四人の乙おと女めを殺した。その亡なき骸がらを無む惨ざんに壊こわし、死者を辱はずかしめた。あまつさえ、オレの主あるじをも殴なぐり殺そうとした──」


　すっと、刀をつかんだ手を伸のばす。


「故ゆえに、教誨師グリモアリスは有罪を宣せん告こくす」


「や、やめろ……」


　アコニットが目線で『やれ』と命じる。軋軋はうなずき、灼しやく熱ねつした刀の柄を罪人のひたいに押しつけた。


　ジュッ、と肉が焦こげ、嫌いやなにおいが漂ただよった。樫野がひたいを押さえ、苦く痛つうに悶もだえる。目に見える外がい傷しようは残らない。だが、そこには確たしかに烙印が押されたのだ。


　安らぎも喜びもない、地獄という名の天火オーブンで、永えい遠えんに焼かれ続けるだろう。


「これで地獄行きは確かく定てい──だけど、このまま放置しておくなんて危き険けんすぎるだろ？」


　誓護はにこやかな口調で言った。携帯電話を取り出して、アコニットに見せる。


「ルールは守らないとね？　市民の義ぎ務むとして、警けい察さつに通つう報ほうするよ」


　この世で罰ばつを与あたえ、さらにあの世でも責せめ苦を受ける選せん択たくだった。


　アコニットはあきれたようにつぶやいた。


「……悪あく党とう」


「冗じよう談だん。僕はこれでも品行方正で通ってるんだぜ？」


　おどけて見せる。それから、もう一人の教誨師を振り返り、


「ギシギシ、ついでに記き憶おくの除じよ去きよを」


「──必要か？」


「コイツが取り調べ中に君たちのことを口走って、責せき任にん能のう力りよくなし──なんてことになったら、つまらないからね」


「わかった」


「畜ちく生しよう！」樫野は冷静さの仮か面めんを脱ぬぎ捨すてて、叫さけんだ。「何なんだ、お前らは！　何だってんだ畜生！　畜生！　畜生！　この化け物めっ！」


「それは違ちがいますよ、樫野さん」


　誓護はある種の絶ぜつ望ぼうをこめて、ささやくように言った。


「化け物は、貴方の方です」


　樫野の眉み間けんに軋軋の刃やいばが突き刺ささる。これまた外傷はない──が、樫野は声を限かぎりに絶ぜつ叫きようした。それはもう、喉のどが張はり裂さけそうなほどに。


　その無様な姿すがたを冷え切った瞳で見つめ、花柳はふうと大きなため息をついた。


　天てん井じようを見上げ、目を閉とじる。


　それはまるで、死んだ誰かに祈いのりを捧ささげているように見えた。





　こうして、世にも不可思議な事じ件けんは、魔ま女じよの慟どう哭こくとともに幕まくを下ろしたのだ。







Episode 48







　屋外の空気が心ここ地ちいい。誓護は深しん呼こ吸きゆうして、胸むね一いつ杯ぱいに冷たい風を吸すい込んだ。


　姫乃杜〈プリンセス・ガーデン〉の裏うら手てだ。敷しき地ち内ないは避ひ難なんした人々と報ほう道どう陣じんでごった返し、付近には消しよう防ぼう隊たいの車両も見える。ライトで照らされた前庭は昼のように明るかった。


　取材のカメラやマイクをさけて、誓護は正門の方に回っていた。


　かたわらには、武ぶ器きをしまった軋軋と、元から手ぶらのアコニットの姿がある。例の時間凍とう結けつ現げん象しようと、アコニットが壁かべにあけた穴あなを使って、こっそり脱だつ出しゆつしたのだ。


　レスキュー隊には姫宮氏から連れん絡らくがいっていて、取り残された人数もきちんと伝わっていたらしい。誓護とアコニットが抜け出してしまったために、いまだ捜そう索さくが続いているようだ。作業にあたっている隊たい員いんには申し訳わけないが、アコニットのことを説明するわけにもいかないので、こればかりは仕方がない。


　そもそも、それどころではないのだ。


　誓護は首をきょろきょろさせ、必死になってその姿を捜さがす。既すでに電話で位置は確かく認にんしてある。このあたりにいると言っていたのだが……。


　やがて前方の歩道上、野や次じ馬うまたちから少し離はなれた街がい路ろ樹じゆの根元に、ぽつんと立つ小さな人ひと影かげが見えてきた。


　その姿が視し界かいに入るや否いなや、誓護は駆かけ出した。脇わき目めも振らずに全速力で。


　向こうも誓護に気付いたようだ。小さな足を懸けん命めいに動かして、駆け寄よってくる。


　誓護は両手を広げて小さな体を受け止め、膝ひざを突ついて抱だきしめた。


「いのり……っ」


　ほとんど声にならない。元気な姿を見て、緊きん張ちようの糸が切れてしまった。誓護はこみ上げるものを感じながら、ぎゅっと、最愛の妹を抱きしめた。


「心配したよ、いのり……。心配した……」


「…………」


　いのりも誓護にしがみつき、何かを訴うつたえるように、ひたいをぐりぐりと押おしつけてきた。


「あはは……いのりも心配してくれてたの？」


　こくこくと何度もうなずく。むしろ、いのりの方が心配の度合いは大きかったかも知れない。うえうえと泣き出しそうになっている。


　確かに建物がこんなありさまで、避難もしていないとなれば、心配されても当然だ。当然なのだが──それがとても嬉うれしかった。


　誓護はそっといのりを引き離して、顔をのぞき込んだ。


「それで、大だい丈じよう夫ぶだった？　誘ゆう拐かい犯はんに変なことされなかった？」


　いのりはまばたきした。何を言われたのかわからない、という表ひよう情じようだ。


「誘拐犯の顔、覚えてる？　どんなヤツだった？」


　いのりは小首を傾かしげた。きょとん、としている。


「誰だれかに電話を取られただろ？　誰？」


　ついつい、口調がきつくなってしまう。


　いのりはちょっと考えて、何事かを訴えようと、両手をアワアワさせた。


　要よう領りようを得ないながらも、誓護はおおよその意図を理り解かいする。


　貸かしたことは貸したらしい。だが、取られたという意い識しきはなかった。つまり、いのりには、自分が誘拐されたという認にん識しきはまったくなかったということか。


　何者かが、誓護の知人だと噓うそを言って、いのりから電話を借りたという。


（どういうことだよ……!?）


　わからない。だが、言われてみれば、誘拐犯から送られてきた写真では、いのりは拘こう束そくされてはいなかったのだ。


　一体、何があったのか。誰が、何の目的でそんなことをしたのか。


　ぐるぐると思考が巡めぐり、めまいがする。誓護の脳のうみそが発熱し、焼けついてしまう前に、ふと携けい帯たい電話の着信を知らせるメロディが流れ出した。


　非ひ通つう知ちだったが、予感めいたものを覚え、急いで電話に出る。


「もしもし──」


『ご苦労さま。首しゆ尾びよくやってくれたようだね』


　男の色気を感じさせる艶つやのある声──果たして、電話の相手は先ほどの男だった。


『ありがとう。君がしてくれた、すべてのことに感かん謝しやする』


　ふざけるな、と怒ど鳴なり散らしたい衝しよう動どうに駆られたが、そこをぐっと我が慢まんして、誓護はおし殺した声こわ音ねで言った。


「貴方あなたは誰なんです？　なぜ、こんな茶番を？」


『……今はまだ、名乗るわけにはいかない。君を脅きよう迫はくしたことは謝あやまる。だが、こちらの言い分もわかって欲ほしい。僕には確かく信しんがなかった。君が真実、信ずるに足る男かどうか』


　失礼なものいいだが、誓護には反はん論ろんできない負い目がある。他人の事情に踏ふみ込こまず、いのりのためなら犯はん罪ざいをも辞じさない……誓護はそんなモラルの持ち主なのだ。


『用よう件けんはそれだけだ。君の妹さんは確たしかに返したよ。それじゃ──』


「待ってください。貴方は」


　誓護はアコニットの方をちらりと見た。彼女に聞こえないように声を潜ひそめ、


「クリソピルム、と彼女が呼よぶ方では？」


　しばし、沈ちん黙もくがあった。


『……その名をどこで？』


「前に一度、彼女が夢ゆめにうなされて、口走ったんです」


『…………』


「答えてください。貴方はアコニットを護まもるために、僕を利用しようとしたんでしょう？　彼女とはどういう関係なんです？　貴方は一体、彼女に何を──」


　ブツッ、と無む慈じ悲ひな音とともに、通話は切れた。


　そうだ、とも、違ちがう、とも言わないまま。


　さまざまに思いを巡らせる誓護の表情は、きっとひどく深しん刻こくそうに見えたに違いない。いのりがきゅっと、不安そうに、誓護の胸むねに頭を押しつけてきた。


　いのりの体温を感じる。あたたかい。張はり詰つめていたものがゆるむ。


　そうだ、今は。


　いのりがこうして、無事に腕の中にいる。それだけで十分じゃないか。


　──また、謎なぞが残ってしまったけれど。


「誓護」


　アコニットに呼ばれ、誓護はそちらを振り返った。


　猛もう毒どくを持つ煉れん獄ごくの姫君は、誓護から目をそらして、あさっての方を見ていた。


　言いよどんでいる。視線が右に行き、左に行き、さらにもう一往復。


　さんざん時間をかけてから、アコニットは口を開いた。


「ねえ、さっきのあれ……。ずっと、私の面めん倒どうを見てくれるって」


「ああ、うん。覚えてるよ」


「あれって……」


　ちらり、と上うわ目め遣づかいで誓護を見る。


「……プロポーズ？」


「え？」


　思わず聞き返してしまう。とっさに理解できなかった。


　それから、意味を理解して──噴ふき出してしまった。


　アコニットは眉まゆをつり上げて怒おこった。


「な、何よ、笑ったわね。ばかにしたわね」


「いや、だって君、いきなりプロポーズってさ」


「ふん、いい度ど胸きようじゃない……。愚おろかで非ひ力りきな人間の分ぶん際ざいで、このアコニットを嘲ちよう笑しようするなんてね……。さて、どこから消し炭にしてやろうかしら……？」


「え、いやっ、ちょ……、待てよ！　僕ぼくは悪くないだろ──うわちっ！　熱い！　よせっ、やめろ！　ギシギシ、止めてくれ！」
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　軋軋は止めてはくれなかった。ただ、だるそうに縁えん石せきに腰こしかけ、二人のやりとりを『馬ば鹿からしい』と言わんばかりの仏ぶつ頂ちよう面づらで眺ながめていた。


　ところが、軋軋も無関係というわけにはいかなかったのだ。


「軋軋」


　背せ筋すじも凍こおる絶ぜつ対たい零れい度どの声で、アコニットは言った。


「貴方、このアコニットの顔を絞しめ上げてくれたわよねぇ？　おまけにクソガキ呼ばわりまでしてくれて……。言ってごらんなさいよ……躾しつけがどうですって？」


「げ……」


　さっと、軋軋のひたいがあおざめる。覚えていたのか……。


　軋軋は弾はじかれたように起立すると、どこか白々しい口調で、


「あー、オレは先に戻もどって、ドラセナさまにご報ほう告こくを」


　と言うなり、半はん透とう明めいになって消えてしまった。


「ふん……意い気く地じのない子。これは、鍛きたえ直す必要がありそうね？」


　アコニットは怖おそろしげな笑えみを浮うかべた。自業自得とは言え、軋軋を待ち受けるお仕置きにはちょっと同どう情じようしてしまう誓護である。


　それから、アコニットは珍めずらしく機き嫌げんをよくし、くすっと笑った。


「Amiciアミーキ [image: ]イン rebusレーブス adversisアドウエルシス cognoscunturコグノスクントウル」


「え、何？」


「何でもないわ。誇ほこりなさい、誓護。このアコニットを護まもる名めい誉よを賜たまわるなんて、滅めつ多たにあることじゃないわよ」


　うっすらと微笑ほほえむ。つまり、彼女はこう言っているのだ。護ってくれて、ありがとう。


「そうそう、すっかり忘わすれてたわ」


　ぼぼぼっと空中に炎ほのおが燃もえ上がる。アコニットはその炎の中から、白い紙かみ袋ぶくろを取り出した。姫乃杜製せい菓かのロゴが入っている。


　あのどさくさで失なくさないように、きちんと確かく保ほしていたらしい。


　アコニットは紙袋を開き、じっと中をのぞき込んだ。中には二つの箱が入っていた。限げん定ていトリュフ〈月夜の小石〉の箱だ。


　そのうちのひと箱を手に取り。しばし考え込んでから、すっと誓護に突つき出した。


「あげるわ」


　ちなみに、購こう入にゆう資し金きんはいのりのお小こ遣づかいだ。


「──え、何で？」


　アコニットはムスッと黙だまりこくっている。誓護は重ねて訊きいた。


「だって君、これが欲ほしくてきたんだろ？　あの世の規き則そくを破やぶってさ」


　アコニットはひどく大げさに、聞くだけで気が滅め入いりそうな深いため息をついた。


「ほんっっっと、どうしようもないくらいのおばかさんね」


「そんな見下した言い方!?　何だよ、君の方がわけがわからない──」


「あきれるくらい愚ぐ鈍どんね。鈍にぶいことこの上なしね。ピンともこないのかしら。きっと脳のうみそが錆さびついているのね。赤茶けてカサカサになってるのね」


「何でそこまで言われなくちゃ……何なんだよ、もう！」


　アコニットはつんとして、言いにくそうに、ごにょごにょと言った。


「……今日は、何の日よ」


「あ──ああ！」


　つまり、バレンタインチョコか！


　何ということだろう。高こう貴きなる麗王六花の筆頭、いとかしこきアネモネのお姫ひめさまに、バレンタインのチョコレートをもらってしまうとは！


　これって実はすごいことなんじゃないかと思いつつ、誓護は手にしたトリュフの箱と、アコニットとを見み比くらべた。


「ありがとう。このお返し、きっとするよ」


「ふん……。それって、来月なんでしょう？」


「そうだけど」


「アコニットはねえ、そんなに気が長くないのよ」


「……どういう意味？」


「だから……」


　アコニットは足をもじもじさせ、ブーツで地面をとんとんやってから、言った。


「貴方あなたが作ったトリュフ──私にも、少し頂ちよう戴だい」


　誓護はやはり、噴き出した。


「おおせのままに、姫」





　かくて友人たちは魔ま女じよの館やかたを後にして、互たがいにトリュフを贈おくり合ったのでした。






　あとがき　─２００９年版─







　こんにちは、海かい冬とうレイジです。


　本書をお手に取っていただき、ありがとうございます。


　これは２００７年に富士見ミステリー文庫から出版された『夜や想そう譚たんグリモアリス』シリーズの三作目です。ファンタジア文庫から出版されている『幻げん想そう譚たんグリモアリス』シリーズの前日談にあたります。


　このたび、編集部さまのご高配により、ファンタジア文庫で出せる運びとなりました。内容はミステリー文庫版と同じなので、ご注意くださいね。





　長かったあとがきマラソンもついにクライマックス！


　四冊すべてにお付き合いくださった貴方には、心からの感かん謝しやを捧ささげます。


　もちろん、初めましての貴方にも胸一杯の感謝を。初めましての方はぜひ、このまま幻想譚Ｉへと進んでくださいね。





　さて、ここでひとつ、作品にまつわる思い出話をしたいと思います。


　それは、彩色されたアコニットを初めて見たときのこと。


「何コレすげえ……！」（絶句）


　海冬レイジ、はっきり衝しよう撃げきを受けました。


　ラフは事前に見せてもらっていたのですが、色がつくとやっぱり違いましたね～。すごみを増した美しさ、ちょっとあやうい耽たん美びな魅み力りよくに、以降テンションあがりっぱなし！


　そして、思ったのです。


　このデザイン、小説の挿さし絵えだけで終わらせるのはもったいない。


　このアコニットは立体化したい。せねばなるまい！


　思わず粘ねん土どを買いにお店にダッシュ──しそうになりましたが、残念ながら、海冬レイジには造形技術もセンスもありません。この繊せん細さいなフリルとか、ちょっと透すけてる肩まわりとか、考えただけで心が折れますね。


　ですが、立体化する方法はあるのです。正攻法とも言える方法が。





「人気が出れば立体化の機会もあるさ！　売ればいいのさ！」





　と思って頑がん張ばってきましたが──ＨＡＨＡＨＡ！　すみません、今現在、フィギュア化される予定はありません。くっ、俺おれの力が足らないばっかりに……！


　ちなみに松まつ竜りゆうさんデザインのキャラクターでは、『クイーンズブレイド』のアレイン教官がフィギュア化されるみたいです（既に二社から発表がありました）。松竜さんキャラの立体物が欲しいよ～というお友達はそっちをチェックだ！


　それにしても、アコニットのデザインは今見ても素敵ですね。物語という文脈がなくても、単体で立体映ばえするデザインだと思います。なので、作品の知名度うんぬんは抜きにしても、きっとＷＦで売れますよ！　だから誰か作って！　そしてすごまじいのが完成した暁あかつきには写真を送ってください。あて先はこちら↓





　〒１０２－８１４４


　東京都千代田区富士見１－１２－１４


　富士見書房　富士見ファンタジア文庫気付




　『松竜さんの絵に創作意欲をかきたてられただけで


　　海冬レイジのためってわけじゃないんだからねっ』係







　までお願いします。


　……つかコレ、思い出話じゃなくてただのおねだりだな？





　では、ここからは趣しゆ向こうを変えて、今後のことをお話しします。


　幻想譚シリーズは次で五冊目。これからクライマックスに向けて盛り上げていこう、というところです。


（ここだけの話、担当さんから「盛り上げろ！　盛り上げろ！」とものすごいプレッシャーが飛んできます。普通にやっただけでは納なつ得とくしてもらえそうにありませんっ。海冬レイジの三倍苦しいデスロードはまだまだ続きそうです……）


　冥めい府ふではアコニットの軍勢が反転攻勢に転じます。これまで単語だけ出てきた概がい念ねん──七しち剣けん花か者じやとか禁きん樹じゆ園えんとかも、今度はていねいに説明します。何せ、そいつらとガチに戦うわけだからね！


　あと、鈴すず蘭らんとアコニットの過去エピソードも書きます。二人がお友達だった頃の風景とか。何があってどうなったのか、そのあたりにもご注目ください。


　さんざん焦じらしてきましたが、アコニットのトラウマなども、きちんと語られる予定です。アネモネ兄妹きようだいの確かく執しつ（？）なんかも書きたいですね。


　さらに、この夜想譚[image: ]で登場したリヤナ嬢もようやく再登場の予定です。むしろ今まで放置してゴメン……。当初は、もっと早く再登場して、ラブコメ展開に突入──みたいなプランもあったんですがね～。





　と、つらつら並べていて思ったんですけど……すごく盛りだくさんですね？


　これ、一冊に入るんですかね？





　ど、どうしよう……!?（何も考えてなかったのかよ！）





　早くも心臓が痛みそうな予感バリバリですが、ここはとても大事なところなので、頑張って書きます。泣きながらね！　このピンチを海冬レイジがどんなふうに切り抜けるか、ハラハラしながら見守ってください。


　その幻想譚Ｖは今冬発売予定です。春にならないように頑張ります……。





　ではまた、どこかでお目にかかれますように！







２００９年６月吉日　海冬レイジ





初　出








　本書は、19年12月に富士見ミステリー文庫より刊行されたものを、ファンタジア文庫に切り替えたものです。
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